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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多 く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正 しく理解

するのに欠 くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存 し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境 との調和はもちろんのこと、地中に埋 もれ、その土地とともにある埋蔵文化財の保護 との調和 も

求められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、一般国道340号和井内地区道路改築事業に関連 して平成18年 に行われた宮古市異帯遺

跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査で縄文時代中期後葉～末葉の竪穴住居跡36棟を検出し、

本遺跡が縄文時代中期の大きな集落遺跡であることが分か りました。宮古市域には同時代の集落遺跡

が幾つかみつかっていますが、またその一つとして新たに本遺跡が加えられ、周辺地域の縄文時代を

知る大 きな手がか りとなることが期待 されます。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県宮古地方振興局土本部、宮古市教育委員会に感謝いたします。

平成20年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県宮古市和井内第21地割字三十刈30-4ほかに所在する異帯遺跡の発掘調査成

果を1又録 したものである。

2 異帯遺跡の岩手県遺跡登録台帳による遺跡番号 と遺跡略号は、以下の通 りである。

遺跡番号・・・・・・ L F19-2060

遺跡略号・・・・・・HT-06

3 本遺跡の調査は、一般国道340号和井内地区道路改築事業に伴う緊急発掘調査である。調査は岩

手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、岩手県宮古地方振興局土木部から委託を受け

た財団法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが実施 した。

4 調査期間・調査面積・調査担当者は以下の通 りである。

調査期間  平成18年 5月 1日 ～ 11月 10日

調査面積  8,698ご

調査担当者 須原 拓・戸根貴之

5 室内整理期間と整理担当者は以下の通 りである。

室内整理期間 平成18年 11月 1日 ～平成19年 3月 31日

整理担当者  須原 拓・戸根貴之

6 本報告書の執筆は須原と戸根が行い、文末にそれぞれ名前を記 した。また編集は須原が担当した。

7 出土遺物の鑑定、分析は次の機関に依頼 した。

石 質 鑑 定 :花筒岩研究会

炭化材の同定 :木炭協会

火山灰の同定 :(株)パ リノサーヴェイ (第 Ⅶ章)

炭化物の年代測定 :(株)古環境研究所 (第 Ⅷ章)

8 基準点測量および航空写真撮影は次の機関に委託 した。

基 準 点 測 量 :(株)釜石測量設計

航空写真撮影 :(株)東邦航空

9 本文中に表記する国家座標値は世界測地系によるものである。

10 野外調査では、岩手県宮古地方振興局土本部、宮古市教育委員会、並びに遺跡周辺の住民の方々

にご協力いただいた。深 く感謝いたします。

ll 調査成果の一部は、現地説明会資料や F平成18年度調査報告書』においても公表しているが、本

書との記載事実が異なる場合は、すべて本報告書を優先するものとする。

12 本遺跡の出土遺物及び諸記録等については、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。



凡   例

1 遺構について

(1)本文中の図版縮尺

以下を原則 とし、各図版にはスケールを付 している。

平面 。断面 :1/50 炉の平面 。断面 :1/30

(2)遺構断面の上層注記

野外調査の際、土層の観察記録については以下の項 目を基本とし、記録 した。

色調 (『標準土色帖』 (農林水産省農林技術会議局監4笏)を基準とする)

粘性 (4段階表示 :強 い、やや強い、やや弱い、弱い)

しまり (4段階表示 :密、やや密、やや疎、疎)

混入物の有無 (混入量は5段階表示 :微量 1～ 10°/O・ 少量 11～ 200/。 ・

中量21～ 300/O・ やや多い31～ 40°/。 ・多量41～ 50°/O)

2 遺物について

(1)本文中の図版縮尺

以下を原則とし、各図版にはスケールを付 している。

縄文土器 :個体 (1/3)・ 破片資料 (1/4)

石 器  :2/3・ 1/3

古 銭  :1/1

(2)遺物の各部位の呼称について

土器の各部位の呼称については次ページ「凡例図 (遺物)」 に示 したものを基準とした。

また石器の各部位の呼称についても凡例図に示 したものを基準とし、観察表に表記 した法

量 もこれに準拠 し、計測を行った。

(3)観察表の表記項目について

層位・器種・残存部位・分類・外面 (文様、縄文、手法 )、 内面調整・色調 (外・内面)。

混入物・焼成について観察し、記載 している。

また文様については、できる限り、日唇部 (「唇」と表記 )、 口縁部 (「 口」と表記 )、 胴部 (「胴」

と表記 )、 底部 (「底」と表記)に分けて記載 している。なお、無文の場合は特に記載 して

いない。

胎土は土器の表面、断面を観察 し、含まれる砂粒 (「砂」と表記)・ 石英 (「石」と表記 )・

雲母 (「雲」と表記)。 白色粒子 (「 白」と表記)と いった混入物を記載 した。

焼成は土器の断面を観察し、断面にみられる黒色層を基準 としてA、 B、 Cの 3段階に

分類 し、記載 した。分類基準は以下の通 り。

A→断面に黒色層がみとめられないもの。焼成が良好なものと思われる。

B→断面の中央部にのみ黒色層がみとめられるもの。焼成は良好であるが、Aほ ど

土器に火が回つていないもの。

C→断面の半分以上が黒色層であるもの。焼成の際の火回りが悪 く、焼成が悪いもの。

色調は外内面について記載 した。観察に際 しては『標準土色帖』 (農林水産省農林技術

会議局監4妖)|こ示される色調を基準とし、土色名のみを観察表に記 した。

(4)遺物の出土量について

土器は重量 (g)、 土製品・石器は点数 (点 )で表記 している。土器については出土 し

たものが完形から小片まで様々であり、点数で表記するのは難 しいので重量を用いた。
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調査に至る経過

異帯遺跡は、「一般国道340号和井内地区道路改築事業」道路改良工事の実施に伴い、その事業区域

内に位置することから、発掘調査を実施することとなったものである。

一般国道340号和井内地区は、宮古市 (旧新里村)の北西部に位置する。本路線は陸前高田市を起

点とし、青森県八戸市に至る幹線道路であるにもかかわらず、河川沿いの地形的制約から1車線 しか

なく、大型貨物車両のみならず、一般車両のすれ違いにも支障をきたしている。また、歩道が設置さ

れている区間もごく一部であり、歩行者・自転車が混在 し、安全で円滑な交通が確保されていない状

況にある。

このことから、これらの交通障害を解消 し、交通の安全と円滑化、地域の生活改善を図るとともに、

災害に強い道づ くりと地域間交流を促進するため事業着手 したものである。

当該事業の実施に係る埋蔵文化財の取扱いについては、宮古地方振興局土木部から平成17年 9月 13

日付け宮地上第329号「道路改築事業における埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 により岩手県

教育委員会に対 して試掘調査を依頼 した。

依頼を受けた岩手県教育委員会は、平成17年 9月 26、 27日 に試掘調査を実施 し、工事着手するには

異帯遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成17年 10月 17日付け教生第1041号「道路改築事業における埋

蔵文化財の試掘調査について (回答)」 により当土本部へ回答 してきた。

その結果を踏まえて茎土木部は岩手県教育委員会と協議 し、調整を受けて平成18年 4月 3日 付けで

財回法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施することとなった。

(宮古地方振興局土木部)

遺跡の立地と環境

1 遺跡 の位置 と地理的環境

異帯遺跡は岩手県宮吉市和井内第21地割字三十刈30-4ほ かに所在する。北緯39度41分50秒、東経

141度 43分20秒に位置し、国土地理院発行の2万5,000分 の 1地形図「和井内」(NJ-54-13-6-2)
の図幅に含まれる。

本遺跡は閉伊川の支流にあたる、刈屋川の西岸に形成された河岸段丘上の低位から中位段丘面 (砂

礫段丘 I)に立地し、標高188～ 194mを 測る。刈屋川の現河床面との比高差は20m前後である。

刈屋川は北西から南西へと流れ、閉伊川に合流する。刈屋川の南西両岸すぐそばまで、標高500～

900mの 山々がほぼ南北方向に連なっており、刈屋川によって形成された河岸段丘面も幅500m程度

の平坦面にすぎない。異帯遺跡はそのような狭小な場所に立地している。

また刈屋川は、北から南へと緩やかに傾斜し、閉伊川と合流しており、そのため河岸段丘面も北か

ら南へと緩やかに傾斜している。

刈屋川周辺の地質は、主に古生層の堆積岩類 (角岩、砂岩、粘板岩)か らなり、上流の一部には花

尚岩の貫入が見受けられる。

調査前の状況は畑地であった。 (須原)

-1-



2 周辺の遣跡
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第 2図 遺跡位置図



Ⅱ 遺跡の立地と環境

2 周辺 の遺跡 (第 3図、第 1表 )

岩手県教育委員会のまとめによると、県内には12072箇所の遺跡が確認されている (平成18年 3月

末現在)。 宮古市内には578箇所の遺跡が所在し、このうち、新里地区には46箇所が登録されている。

新里地区の遺跡を概観すると、多くは刈屋川および閉伊川に沿って形成された狭小な河岸段丘及び

谷底平野上に分布するが、刈屋川および閉伊サ||に注ぐ小河川及び沢沿いに分布する遺跡もある。第3

図、第 1表で新里地区に所在する遺跡の位置及び一覧を示した。なお、新里地区では、旧新里村時代

を含めて遺跡詳細分布調査は行われていない。このため、未登録の遺跡も多くあると思われ、今後新

たに発見される可能性も考えられる。

時期別に見ると、約 7割にあたる33箇所は縄文時代の遺跡である。刈屋川沿いに顕著な分布が見ら

れ、閉伊川沿いの分布と比べると対照的である。発掘調査が行われている遺跡が少ないこともあり、

縄文時代の中でも時期がはっきりしている遺跡は少ない。草創期 。早期の遺跡は確認されておらず、

上松森 (1)や和井内金堀場 (7)、 腹帯A(46)の各遺跡でようやく前期の上器が出土する。中期

以降になると和井内東遺跡や永田 I遺跡、永田Ⅲ遺跡のように、遺跡数は前期と比べて増加してゆく。

弥生時代から奈良 。平安時代に帰属する遺跡は新里地区では少ない。しかし、和井内東遺跡や刈屋

道の角遺跡のように、弥生土器や土師器が出土する遺跡も数は少ないが存在する。

中世になると、暮目・茂市・刈屋地域に城館跡が多く存在する。腹帯・和井内地域にも城館跡は存

在するが、暮目・茂市・刈屋地域と比べると少ない。佐々木四郎高綱という源氏の武将の館と伝えら

れる腹帯館 (44)で は鎌倉期の武具 (兜)が発見されている。

ところで、新里地区で埋蔵文化財調査が実施されたのは、平成元年の腹帯配石遺構群が最初である。

以降、腹帯・刈屋・和井内地域の計 5遺跡で調査が行われている。うち、永田Ⅲ遺跡は当センターで

調査したが、その他は旧新里村教育委員会が調査している。以下で調査された遺跡の概要を記す。

(腹帯地域〉腹帯配石遺構群 (45)で は、国道106号道路改築に伴う内容確認調査が行われ、縄文時代

中期及び後期の配石遺構、立石遺構、平安時代の竪穴住居跡などが見つかり、土器・土製品・石器な

どが出土した。

(刈屋地域)刈屋道の角追跡 (28)で は、給食センター整備に伴う発掘調査が行われ、縄文時代の土坑、

配石遺構、焼土遺構が見つかり、縄文時代中期以降の土器、弥生土器、石器、土製品類が出土 した。また、

刈屋道の角遺跡に調査が入るまで、新里地区の遺跡のほとんどは縄文時代のものと考えられてきたが、

土師器郭が出上 したことから、新里地区において古代の人々の生活が窺われるきっかけとなった。

永田 I遺跡 (14)、 永田Ⅲ遺跡 (16)で は、国道340号の道路改築に伴う発掘調査が行われた。永田

I遺跡では、縄文時代中期末～後期の竪穴住居跡や土坑、縄文土器が、永田Ⅲ遺跡では、石囲炉をも

つ住居や土坑、縄文土器 (中期～晩期 )、 弥生土器、石器などが見つかった。

(和井内地域〉異帯遺跡の北約12kmに 位置する和井内東追跡 (10)では、ふるさと団地宅地造成に

係る発掘調査が行われ、縄文時代中期～後期、弥生時代、平安時代の遺構。遺物が見つかった。なお、

和井内東遺跡では1976年にパレオパラドキシアの臼歯とともに縄文時代晩期から弥生時代にかけての

(戸根 )土器が出上 したことでも知られている (小 田野 1985)。
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2 周辺の遺跡

調査経歴・調査主体の略号
H!平成 村教委 :新里村 (現宮古市)教育委員会 (～ H17)県埋文 :岩手県文化振興事業団坦蔵文化財センター

ー4-

第 刊表 周辺の遺跡一覧

No 遺 跡 名 時  代 種  別 検出遺構 出土遺物
所 在 地

(宮古市は省略)

調査経歴

調査主体

l 上松森 縄 文 散布地 縄文土器 (前期 ) 和井内字松森

2 岩穴大家 縄 文 散布地 縄文土器 和井内字岩穴

3 戸塚落合 縄 文 散布地 縄文土器 和井内字戸塚

4 和井内清水 縄 文 散布地 縄文土器 和井内字清水

5 和井内平片 縄 文 散布地 土器、鉄片 和井内字平片

6 和井内西 縄 文 散布地 土器、石鏃、石匙、石棒、石斧 和井内字清水

7 和井内金堀場 み電文 散布地 縄文土器 (前期) 和井内第5地割

8 和井内水呑田 糸電文 散布地 縄文土器 (晩期) 和井内字水呑田

9 和井内館 中世 城館跡 帯郭、空堀 和井内字水呑田

10 和井内東 縄文弥生平安 集落跡
竪穴住居、縄文土器 (中 ～後期)、 弥生土器、

土師器、剥片、鉄淳
和井内字大萩立 H12村教委

11 和井内釜場 縄文 散布地 縄文土器 和井内字漆畑

異帯 縄 文 集落跡

竪穴住居跡、土坑、縄文上器 (前 中期)

石鏃、石匙、石錐、磨製石斧、斧形土製

品ほか

和井内第23地割

平沢新沼 率電文 散布地 縄文土器 和井内

14 永田 I 縄 文 集落跡 竪穴住居、土坑、縄文土器 (中 ～後期) 刈屋第2地割 H13、 H14 村教委

永 田 Ⅱ 縄文 散布地 縄文土器 刈屋第 2地割

永田Ⅲ 縄 文 散布地
竪穴住居 (縄文)、 縄文土器 (中 ～晩期)、

弥生土器、石鏃、磨石
刈屋第3地割 H14 県埋文

17 北山曲沢 縄文 散布地 縄文土器 刈屋字北山

刈屋中里 縄文 散布地 縄文土器、剥片 刈屋字中里

刈屋中里Ⅱ 縄 文 散布地 縄文土器 刈屋第4地割

刈屋丹野 縄 文 散布地 縄文土器 (中期) 刈屋字七々清水

陰寺館 中世 城館跡 帯郭、空堀 刈屋字北山

刈屋一の渡 縄文 散布地 縄文土器 刈屋字丹野

刈屋堅石 縄 文 散布地 縄文土器 刈屋字日向

刈屋日向 縄 文 散布地 縄文土器 (晩期)、 石鏃、石斧他 刈屋字日向

刈屋館 (高松館 ) 中世 城館跡 帯郭、空堀 刈屋字折場

屋敷沢 縄文 散布地 縄文土器 刈屋字打手ケ洞

刈屋古館 中 世 城館跡 郭、砦 刈屋字折場島野

刈屋道の角 縄文・平安 散布地
配石、土坑、朱塗土器、石鏃、石匙、石斧
土師器

刈屋字上野 H8 村教委

清水野 率電文 散布地 縄文土器 (中期 )、 炉石 刈屋字上野

下刈屋A B 糸電文 散布地 縄文土器、石鏃、石匙、石斧 刈屋字打手ケ洞

二又蔵野 縄文 散布地 縄文土器 奏 目字二又

荒矢館 中世 城館跡 主郭、二の郭、腰郭、空堀 暮 目字日向日蔭

奥堂館 (車峠館 二又奥堂) 中 世 城館 跡 主郭、二の郭、腰郭 暮目字日向稲次

暮目館 (二崎口館・赤坂館) 中 世 城館跡 帯郭、空堀、鉱津 墓目字日向永田

丹敷館 (慕 目古館) 中世 城館跡 主郭、腰郭、空堀 墓目字日向丹敷

曇 目A B 縄文 散布地 縄文土器、石鏃、石匙、石斧 募目字上野

啓多門館 中世 城館跡 主郭、腰郭、空 堀 茂市字日向和美

和美久保 縄 文 散布地 縄文土器 茂市字和美

茂市古館 中世 城館跡 主郭、腰郭 茂市字日向岸角地

40 茂市館 中世 城館跡 帝郭、空堀 茂市字日向

のろし場 中世 城館跡 堀、土塁、竪穴 茂市字日向岸角地

茂市雲南 縄文 散布地 縄文土器、石鏃、石匙、獣骨他 茂市字廻立

茂市新墓 縄文 弥生 散布地 縄文土器、弥生土器 茂市宇煙立

腹帯館 中世 城館跡 空堀、鎌倉期武具 (兜 ) 腹帯宇館

腹帯配石遺構群 縄文・平安 集落跡'散布地
竪穴住居 (平安)、 立石、配石、土器、石鏃

石斧
腹帝字下野 H元、H2 村教委

腹帯A 縄文 散布地 土器、石鏃、石匙、石斧他 腹帯字下野
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第 3図 新里地区の遺跡分布

Ⅲ 調査の経過と方法

1 野外調査 について

く方法〉平面直角座標 (第 X系 )(世界測地系)に合わせ、調査区全体を覆うように碁盤目状のグリッ

ドを設定した。グリッドは、100m四方の大区画に区分後、大区画を4m四方の小区画に細分し、大区画・

小区画それぞれ北から南へ算用数字、西から東ヘアルフアベットを付す。この組み合わせにより、 1

Alaの ように名称を付した (詳細は第4図遺構配置図のマスロ参照)。 グリッド設定に係る杭の打
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1 野外調査について

設は、釜石測量設計 (株)に委託 した。

試掘・表土除去では、任意に トレンチを設定 し、土層の堆積状況と遺構の存否を把握 した。遺構・

遺物が確認されなかった範囲はこれをもって調査終了とする一方、確認された場合は、その上面を面

的に広げるように重機で表土を除去 した。

表土除去後、遺構検出・精査にとりかかつた。遺構名称については、種別毎に記号を定め、番号を

付 した。検出した遺構は、規模に応 じて 2分法と4分法を選択 し、精査 した。各遺構については、平

面、断面、また、必要に応 じ遺物出土状況の実測図作成 。写真撮影を行った。

写真撮影は、主に35mm判 カメラを用い、必要に応 じ6× 7cm判 カメラを用いた。撮影時には、

35mm判カメラに撮影状況を記 したカー ドをその都度写 し込み、現像後これを元に整理できるように

した。これとは別に、10月 10日 に東邦航空 (株)に委託 して遺跡の航空写真撮影を行った。

実測は、平面図・断面図とも縮尺1/20を 基本とし、必要に応 じて縮尺1/10の 図を作成した。この他、

遺構配置図・現況地形図等の作成を行った。

(経過〉 平成18年 1月 23日 付け教生第1490号文書による調整に基づき、 5月 1日 から9月 15日 の予定

で、調査面積8,698だ ① を対象として開始 した。調査は、調査区南側から北に向かって順次試掘・表

土除去の後、遺構検出・精査に着手 した。うち、当センターによる試掘で、JR岩手和井内駅寄 り2,100

∬については遺構がないことが分か り、 5月 18日 に委託者・岩手県教育委員会 (以下県教委と表記 )

立会いのもと部分終了確認を行い、調査終了とした。調査の進展につれ、残 り6,598だ の部分で大幅

な遺構数の増加が判明し、11月 10日 まで調査期間が延長となった。11月 2日 に委託者・県教委立会い

のもと終了確認を行い、11月 10日 に撤収 した。

(普及活動)10月 7日 に現地説明会を開催 し、調査成果を公表 した (参加者54名 )。 この他、北上市立

埋蔵文化財センター職員 (7月 16日 )、 宮古地方振興局土木都職員 (7月 27日 )、 岩手県出納局職員 (9

月 5日 )、 宮古市立暮 目・茂市・刈屋・和井内の各小学校児童 (9月 19日 、21日 )、 宮古市立新里中学

校生徒 (10月 16日 )に よる現地見学があった。また、和井内小学校児童 (6月 26日 )、 岩泉町立小本

中学校生徒 (9月 1日 )の発掘体験に対応 した。

室内整理について

室内整理は平成18年 11月 1日 から開始 し、平成19年 3月 30日 に終了した。

遺構は第 2原図を作成 し、これをもとに トレースの後図版を作成 した。図には縮尺を示すスケール

を付 し、また、方位マークにより座標北を示 した。

遺物は当センターにおいて、水洗、注記、接合・復元、写真撮影、実測・拓影作成、 トレース、図

版作成の作業を作業員が分担 して行った。

調査員は上記作業統括と並行 し、掲載資料選別、第 2原図・遺物観察表作成、原稿執筆等を行った。

(註)当初調整面積は8,400だであったが、細部の計算をしたところ8,698だあることが判明した。なお、面積変更

については、平成18年 ■月20日付教生第1113号 として県教委から通知があった。
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第 4図  グリッド図

Ⅲ 調査の経過と方法

0   1:3000 50m

第 2表 遺構名新旧対応表

遺 構 名 日遺 構 名 遺 構 名 旧遺構 名 遺 構 名 旧遺 構 名 遺 構 名 旧遺構名
01号住居跡 S 28号住居跡 S 06手許二Lt克 S K84 35号土坑 S K45
02号住居跡 S 29号 住居跡 S 07号土坑 S K77 36号土坑 S K46
03号住居跡 S 30号住居跡 S 08号土坑 S K76 37号土坑 S K62
04号住居跡 S 31号住居跡 S 09号土坑 S K75 38号土坑 S K42
05号住居跡 S 32号住居跡 S Ю号土坑 S K89 39号土 坑 S KOユ
06号住居跡 S 33号住居跡 S 11号 土 坑 S K90 40号土坑 S K18
07号住居跡 S 34号住居跡 S 06・ 10 12号土坑 S K79 41号土坑 S K19
08号住 居 跡 S 35号住居跡 S 13号土坑 S K92 42号土坑 S K21
09号住居跡 S 36号住居跡 S 14号土坑 S K69 43号土 坑 S K25
10号住居跡 S 37号住居跡 S 15号土 坑 S K67 44=計 」ヒ七克 S K22
11号住居跡 S 01号住居状遺構 S 16号土 坑 S K80 45号土坑 S K08
12号住居跡B S 02号 住居状遺構 S 17号 土坑 S K65 46号土坑 S K09
12号住 居 跡 A S 03号住居状遺構 S 18号土坑 S K61 47号土坑 S K17
13号住居跡 04号住居状遺構 19号土坑 S K60 48号土 坑 S Kll
14号住居跡A 05号住居状遺構 S K72 20号上坑 S K63 49号土 坑 S K16
14号住居跡B 06号住 居 状 潰構 S 145 21号土 坑 S K83 50号土坑 S K13
15号住 居 跡 S 07号住居状遺構 S 149 22号土坑 S K68 51号土坑 S K14
16号仁 居 跡 08号住居状遺構 S111 23号土坑 S K66 52号土坑 SK上 5
17号住居跡 09号住居状遺構 S 137 24号土坑 S K88 53号土坑 S K29
18号住居跡 10号住居状遺構 S131 25デ許三ヒtt S K85 54号土坑 S K12
19号住居跡 S 11号住 居 状 遺構 S 26号土坑 S K48 55号土坑 S K36
20号住居跡 S 12号住居状遺構 S 108 27号土坑 S K55 56号土坑 S K34
21号住居跡 S 13号住居状遺構 S117 28号土坑 S K86 57号土坑 S K27
22号住居跡 S 14号住居状遺構 S 120 29号土坑 S K87 58号土坑 S K28
23号住居跡 01号 土 坑 S K35 30号土坑 S K53 59号土坑 S K30
24号住居跡 S 02号土 坑 31号土坑 S K52 60号土坑 S K31
25号住居跡 S 03号土坑 S K57 32号土坑 S K47 61号土坑 S K37
26号住居跡 S 04号 土坑 S K82 33号土坑 S K44 62号土 坑 S K38
27号住居跡 S 05号土坑 S K81 34号土 坑 S K41 63号土坑 S K39

64号土坑 S K40
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Ⅳ 遺物の分類基準

1 縄文土器、土製 品

本遺跡からは縄文時代早期から晩期の上器がみつかっている。主体となるのは縄文時代中期後葉～

末葉の上器である。また中期後葉～末葉のものと思われる土製品も見つかつている。整理作業に際し

ては、以下のような分類を行った。まず時期毎に大別 (I～ V群)し、さらに各群について、主に文

様を基準として細分している。(1類～
)

I群

早期の上器に比定されるもの。 l点出土している。尖底土器で、器面には条痕文が施文される。

Ⅱ群

前期に比定されるもの。主に初頭から前葉の範囲に含まれる。破片資料のみで形態が復元できたも

のはない。文様から5分類した。

1類

2類

3類

4類

3類

4類

5類

口縁部に縄文圧痕による渦巻 き文が描かれるもの。

口縁部にS字状連鎖撚糸文が巡 り、胴部には非結束の羽状縄文が施文されるもの。

胴部片で羽状縄文が施文されるもの。

斜縄文が施文されるもの。縄文原体により、 4細分できる。

a種 :無節 (L、  R) b種 :」華節 (LR、 RL) c種 :複節 (LRL、 RLR)
d種 :副 々節

組紐が施文されるもの。5類

Ⅲ群

中期の上器に比定されるもの。すべて後葉から末葉の範囲に含まれる。文様から6分類 した。本遺

跡から出上 したもののうち、最 も多い。当然文様から時期幅があることが考えられる。なお各細分類

の時期的な変遷については、第Ⅷ章において詳 しく述べることとする

l類 口縁部文様帯と胴部文様帯をもつ。断面が三角形を呈する隆帯が口縁部に沿つて、横位に巡

り、また枝分かれして胴部へ と垂下する。胴部隆帯には隆帯による渦巻 き文を伴う。どちら

の文様帯にも隆帯による楕円形や方形の区画文が形成され、区画文内には磨消技法による縄

文が施文される。

l類 と比べ、口縁部文様帝 と胴部文様帯の境界があいまいだったり、口縁部文様帯の幅が狭

いもの。口縁部には隆帯による渦巻き文が付 き、その一端は胴部へ と垂下するが、胴部上半

で消失する。胴部は沈線や垂下する隆帯による楕円形、「∩」字形などの区画文が描かれ、

区画文内には磨消技法による縄文が施文される。

口縁部と胴部の文様帯の区別がなく、口縁部から胴部にかけて文様が縦に描かれる。沈線によ

る楕円形、「∩」字形などの区画文が形成され、区画内には、磨消技法による縄文が施文される。

区画文が横 どうしで結びつき、逆「 J」 字形などのモチーフを形成するもの。

口縁部から胴部上半にかけて曲線を描 く区画文が描かれる。区画内には磨消技法あるいは充

填技法による縄文が施文される。胴部のほぼ中央には口縁部からの区画文に沿って波状の沈

線が横位に巡 り、胴部上半と下半とを区画する。胴部下半には斜縄文が施文される。

口縁部、胴部の文様帯の区別なく、器面に斜縄文のみが施文されるか、あるいは無文のもの。

2類

6類
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Ⅳ 遺物の分類基準

Ⅳ群

後期の上器に比定されるもの。主に前葉に含まれる。破片資料のみで器形が復元できるものはない。

文様から4分類できる。

l類 :細い沈線によって曲線的、あるいは幾何学的なモテーフの区画が描かれる。区画内には細か

ヤ滸電文が施文され、いわゆる帯縄文を形成する。帯縄文が三段になるものも見受けられる。

また口縁部に円形の刺突文がみられるものもある。

2類 :竹管状工具による条痕文が施文されるもの。

3類 :口縁部下に縄文圧痕が横位に巡 り、胴部には斜縄文が施文されるもの。

4類 :斜縄文を施文 し、その上から、細い沈線文を直線や波状に施す もの。

5類 :器面に斜縄文のみが施文されるもの。中期のもの (Ⅲ群 6類)と の区分は縄文原体で分けた。

すなわち縄文原体を観察 し、原体が細かいものを本分類とした。

V群

晩期の上器に比定されるもの。見つかったのは 2点のみで前葉に含まれるものが 1点 と、あともう

1点は斜縄文のみの深鉢であり、細かい時期は特定できない。便宜的に文様要素から2細分 したが、

時期などを反映したものではない。

1類 :口縁部にいわゆる羊歯状文が描かれ、胴部に斜縄文が施文されるもの。

2類 :口縁部は無文、胴部には斜縄文が施文されるもの。

ミニチュア土器

高さが 5 cm程度のもの、あるいはその程度の大 きさになると推定される土器片を便宜的にミニチュ

ア土器とした。

土製品

土製円板、斧状土製品、土製耳飾 りがある。他に小片で形状から識別できないものを「不明土製品」

とした。また、所謂「粘土塊」も土製品としている。いずれも中期後葉～末葉に比定される。

土製円板

深鉢などの土器片を転用 したもので側面を磨滅 し、整形 しているもの。

斧状土製品

長方形を呈 し、側面は狭 く、板状の形状で文様が施文され、端部の正面か側面に穿孔が施される。

それぞれ穿孔の位置や形状に特徴がある。

土製耳飾 り

1点のみ出上で、全体の3分の1程度 しか見つかっていない。

不明土製品

どこかしらが欠損 し、小片で形状の全容が分からないものを一括 した。土偶の可能性 も考えられる

ものがあるが、決定づける点がない。

粘土塊

形状が不定形で、また不規則に工具などを刺 したり押圧 した痕跡のあるもの。
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2 石器

2石  器

本遺跡から、212点、11種の石器が見つかっている。以下、各石器の認定基準 と多 く出土 したもの

は細分類 してお り、その分類基準を示 した。

石鏃

扁平で、二次加工により鋭角な先端部が作 り出され、長さ5cm以下のもの。

石錐

二次加工により錐状の端部が作出されるもの。

石匙

突出した摘み部を作出し、また二次加工により幅広の刃部が作出されたもの。 3分類 した。

スクレイパー

定形化 した形状をもたず、縁辺部に刃部が作出されているものを一括 した。刃部角度から2分類 し

た。

1類 :縁辺の半分以上に刃部が作出され、扁平で、刃部の角度が60° 以下のもの。所謂、「肖U器」。

2類 :縁辺の半分以上に刃部が作出され、刃部の角度が60° 以上のもの。所謂、「掻器」。

磨製石斧

平面形が撥形、長方形を呈 し、剥離や敲打によって整形された後、研磨を施 して仕上げられた石斧。

磨石

大 きさは長軸あるいは長径が10cm以下で、磨痕、凹痕が確認できた礫石器。

石皿類

平面形の長軸、短軸 ともに10cm以 上のもので、磨痕、凹痕が確認できる礫石器。

リタッチ ドフレイク (以下、 Rフ レイクと表記 )

上記の分類項 目からはずれた剥片石器で、刃部以外の二次加工が施されているもの。

フレイク

上記の分類項 目全てからはずれた剥片石器。打面と背面の形状から以下のように分類 した。

まず打面の調整具合で 3分類 した。

1類 :自 然面を打面とするもの

2類 :1回、剥離作業が行われた面を打面とするもの

3類 :2回以上、剥離作業力ヽ行われた面を打面とするもの。

また、背面にみられる自然面の残存状況により3分類 した。

a類 i背面の全てが自然面 (剥離なし)

b類 :背面の一部が自然面 (一部のみ剥離作業が行われている)

c類 :背面に自然面が見られないもの (面全体で剥離作業が行われている)

そして、これらの 1～ 3類 とa～ c類 とを組み合わせて9分類 とした。

また打面が欠損 しているものなど、分類不能なものも多 く、それらについては、以下のように2分

類 した。

4a類 :いずれかの面に自然面が残るもの。

4b類 :自 然面が全 く残 らない もの。                       (須 原 )
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V 基本層序と調査区内の地形について

異帯遣跡の調査区は道路幅分という制約があり、北西から南東方向にかけて約400m、 幅20mの細

長い形状 を呈 している。遺構検出面での標高は最高値1948m(2Allグ リッ ド付近 )、 最低値

1892m(4Cluグ リッド付近)を測 り、北西から南東へと傾斜 している。

土層の堆積状況は調査区の数力所を深掘 り́し、確認 した。Ⅲ層上面が遺構検出面で、遺構の底面は

Ⅵ層およびⅦ層になるので、したがって深掘 りによる土層確認はⅦ層まで行っている。

基本層序

1 10Y R 3/1 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまり密 耕作土

工a 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強 しまりやや密 炭化物少量、

土壌粒子は緻密、土器多量含む

Ⅱb 10Y R 2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強 しまりやや密 炭化物少量、

土壊粒子は緻密、土器少量含む。Ⅱ a、 Ⅲ層の斬移層

Ⅲa 10Y R 3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱 しまりやや密 土壊粒子は緻密

下部に火山灰ブロック偏在

Ⅲb 10Y R 4/6 褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまり密 土壊粒子は緻密

Ⅳ 10Y R2/1 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱 しまりやや密 土壌粒子やや緻密

層上面に火山灰ブロック偏在。

V 10Y R4/4 褐色粘質シル ト 粘性弱 しまりやや疎 土壌粒子やや粗い

Ⅳ、Ⅵ層の斬移層で砂質シル トプロックが混入する

Ⅵ 10Y R5/6 責褐色砂質シル ト 粘性弱 しまり疎 土壌粒子粗い

Ⅶ 10Y R4/8 黄褐色粗砂 粘性弱 しまり疎 粒径10～ 30mmの礫多量含む

I層 は現地表面から約70cm堆積 している。現在の耕作土である。

Ⅱ層は縄文時代中期後葉から末葉の遺物を包含する層である。今回の調査区では「包含層」とした

調査区中央部の 3B8r～ 3B9sグ リッド付近でのみ確認できた。Ⅲ層との斬移層が認められ、その層

も含め、三分 した (Ⅱ a、 Ⅱb層 )。 なお、本遺跡の縄文時代中期の遺構埋土はⅡ層上に類似する。

Ⅲ層は遺物の混入は認められない。上面が遺構検出面である。層下部には火山灰がブロック状に混

入する。なお、この火山灰については同定をおこなっている (「 Ⅶ 自然科学分析」を参照)。 色調か

ら2分できる (Ⅲ a・ Ⅲb層)場所 もあるが、Ⅲ a層が主体である。

Ⅳ層は土壌粒子が緻密で、また混入物は小礫の他に認められない。層上面にはⅢ層中に含まれたも

のと同じ火山灰がブロック状で混入する。主に遺構の壁面で確認されたが、浅い遺構はこの層を底面

とする。色調はI層に類似 してお り、Ⅲ層を挟んでほぼ同じ土色の土壌が堆積する。

V層 はⅣ層とⅥ層との斬移層で、土壌粒子がやや粗 く、黄褐色砂質シル トが混入する。

Ⅵ層は土壌粒子が粗 く、小礫が少量堆積する。遺構の多 くが床面、底面とする層である。

Ⅶ層は土壌粒子が非常に粗 く、10～ 30cm大 の礫を多 く含む。Ⅵ層の堆積が薄い場所では、Ⅶ層が

遺構の床面、底面となる。                              (須 原)
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V 基本層序と調査区内の地形について
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V 基本層序と調査区内の地形について
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

1概 要

今回の調査で検出された遺構は、縄文時代では前期前葉の住居状遺構 1棟、土坑 l基、中期後葉～

末葉の竪穴住居跡36棟、住居状遺構14棟、貯蔵穴 7基、その他の上坑57基、掘立柱建物跡 3棟、柱穴

状土坑14個、晩期中葉～後葉の竪穴住居跡 l椋を検出してお り、また他に近世墓 5基 も見つかった。

遺物は大コンテナ (402)で 27.5箱分出上 している。そのうち縄文土器は大コンテナ箱25.5箱分で

ある。中期後葉～末葉に比定されるものが主体を占め、他に早期、前期前葉、後期前葉、晩期の上器

も見つかっている。また中期後葉～末葉の上製品 (斧状土製品 8点、土製耳飾 り1点、土製円板50点

第 3表 遺構別出土遺物一覧 (1)

遺 構 名
マ

埋 土 上 位 埋 土 中 1
lH十 中 △

百

l号住 居 跡 15322 7 3971 23015

2号住 居 跡 2619 3709

3号住 1797 8455 19964

4号倅 居 跡 1845 7354 16193

5号住 居 跡 1108 20R9 7

6号住 居 跡 614 1459F

7号住 居 跡

8サ仁居跡 16815 6444 1776 37246

9サ住 1927
10■ l■ 居 21071 8658 43124 6289 10784 109234

1'幸 11184 2057 1136

12号住 居 跡 B
12号住 居 跡 A 17397 26956 6 945 9

13号 住 居 跡 17 ユ 41279

14サ 住居跡A 69843 33738 8934 2122 229706

14■ fT居脈R
15■ イ千居 2799 3679 13006 19576

住居 跡 108442 102001 115568 密 密 9 9

17号住 居 跡 lA7R 2 7

18号 住 居 FTh 78179 173908 67747 778 3690

19号住 居 跡 3755 17886

20号住 居 跡 3925 36547
21■訂ギ 4 35367 16751 15682 94164

11446

23号住 居 跡 13190
24号住 居 跡 16353 12978 710 7

25号住 居 跡

26号住 居 跡 8144 10601

27サ住居跡 11098 11098

2R■TT居跡 2494

29■訂†戸1豚 144826 179762 242 535
30号住 F跡 0

31号住 居 跡 226557 324304 41842

32号住 居 跡 26183 49774

33号仁 居 跡 393 33061

34サ住居跡 526
Rら手手倖 4 10858

17446 2201 59313 20792

37寺| 7

l号住 居 状 潰 構 4

2号住 居 状 遺構 445
3号住 居 状 遺構

4サ住居状遺樗 519 0

7号住 居状 潰 j 2147 2147

8号住 居 状 潰 構 959 5

9号住 居 状 遺構

0号住 居 た遺構 422 4472
11号住 居 状 遺構 45426 6275 11782 257
12号住 居 状 i

13号作 F状
1562 1562

14号住居状 54R
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

など)が見つかっている。石器は大コンテナ 2箱分が出上 した。器種は石鏃、石錐、石匙、スクレイ

パー、不定形石器、磨製石斧、磨石、石皿、軽石製品、 Rフ レイク、フレイクである。近世墓からは

古銭 (熙寧元賓 2枚・寛永通宝 3枚)が見つかっている。

第 3・ 4表は、特に竪穴住居跡・住居状遺構の遺物出土量を示 している。土器は一括 して重量を記

した。なお、遺構内での遺物の取 り上げ方法については、最初に設定 した土層ベル トの脇に トレンチ

を掘 り、深さを確認 した上で、検出面から底面までを3分割 し、上から「埋土上位」「埋土中位」「埋

土下位」として取 り上げた。また特に床面上から出土 したものや、炉や柱穴などの付属施設の埋土中

から出土 したものは、それぞれ「床上」「炉内」 として取 り上げた。また遺構精査中、やむを得ず取

り上げてしまったものは一括 して「埋土中」出土として取 り上げた。石器・土製品についても同様の

取 り上げを行った。 (た だし、石器・土製品は種類が多 く、第 3・ 4表中では器種 ごとの点数を記載

するにとどめた。詳 しい出土位置については観察表に記載 してある。)ま た、遺構外出土「包含層出土」

第4表 遺構別出土遺物一覧 (2)
■ 石 器 (点 数 ・ 点 )

土製円板 給状土製品 耳 飾 り 不明土製品 石 能 石 錐 スクレイパー 暦 石 石 皿 暦製石斧 砥 石 軽石製品 Rフ レイク フレイク

l 1

1 1 l

2

l 2

2 3

2 3 1 3
2 l 1 l 2

1 4 l 3 1 l 3 15

2 2
1 1 2

l 1 1 6

l 1 4 1 2
l

l 2
R 7

l

3

1 2 2 3

2 l

2

l

ユ

ユ

ユ

1
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2 縄文時代の遺構・遣物

の遺物についてはグリッド位置と出土層を確認 し、取 り上げを行っている。

2 縄文時代 の遺構 ・遺物

(1)縄文時代前期の遺構

1号住居状遺構 (第 9,10図、写真図版 2・ 3・ 67)

(位置〉調査区東端、3C23uグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗掲色のプランを検出した。本遺構は調査区東端に北側へと突出した調査区

内でのみ検出した。掘り下げたところ縄文土器片が出土し、調査区壁の上層で壁の立ち上がりを確認

し、遺構と判断した。検出できた部分で炉が検出しなかったので、住居状遺構とした。

(重複関係〉なし。ただし、本遺構は調査区外で13号住居状遺構と重複しているものと推定される。

(形態・規模)本遺構は遺構外に及んでおり、全容は不明である。残存する部分から不整な円形を呈

するものと推測される。検出できた部分は5.3× 20mを測る。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とする単層である。

1号住居状遺構

占

畔堂L‐ 188500m

1 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱 しまり密

炭化物微量、黄褐色砂質シル トブロック粒微量含む

2 10Y R4/4 褐色粘質シル ト  粘性やや強 しまりやや疎

暗褐色粘質シル ト少量、礫やや多 く含む

0          1:50         2m

l号住居状遺構、 1号土坑

1号土坑

-18-
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

〈床面・壁)Ⅶ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、礫が露出しており、細かい凹凸がある。硬化

面は認められない。壁は緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(そ の他)柱穴2個 を検出した。

(出土遺物)縄文土器347.lgが 出土した。若干底面上から出上したものがある他は全て埋土中出土と

して取り上げている。小片が多く、遺構に伴うものとは言い難い。

1～ 5は本遺構の埋土中から出土した。いずれもⅡ群に含まれる土器群である。 1。 2は Ⅱ群 3類

に相当する深鉢の口縁部片で、横位の結節回転縄文が施文されている。肉眼で観察した限りでは、 1

には繊維の混入が見受けられなかったが、2は混入しているので、時期的な差ではないと思われる。

3～ 5は Ⅱ群 4類 a種に相当する深鉢の胴部片で単節LRが施文され、胎土には繊維が混入する。 3

は2と 胎土が類似するのでⅡ群 3類に含まれる可能性が高い。 4は横位の縄文が二段認められ、間に

は縄文が施文されない空白域がある。 5は繊維が多量に混入されている。

(時期〉出土遺物から縄文時代前期前葉に比定される。

1号住居状遺構

埋土中
3

埋土中
1

埋土中
2

埋土中
4

的日日日用ク
卿５

1号土坑

0       1:3      10cm

埋土上位
6

第刊0図  1号住居状遺構、 1号土坑出土遺物
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2 縄文時代の遺構・遺物

1号土坑 (第 9・ 10図、写真図版 3・ 67)

〈位置)調査区東端4Cltグ リッドに位置する。

(検出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉北西側が突出する不整な楕円形を呈する。規模は254× 192cm、 深さは検出面から

34cmを測る。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とし、2層 に分けられる。層中には、黄褐色砂質シルトや暗褐色粘

質シルトのプロックや小礫が多く混入する。

(底面・壁〉Ⅶ層面を底面とする。底面上には礫が露出しており、凹凸がある。壁は緩やかに外へと

広が りなが ら立ち上がる。

(出 土遺物〉縄文土器8723gが 出上 した。ほとんどが 1層 中から出土 している。いずれも破片で、ま

た早期の土器と前期前葉の上器が混在 している①

6は Ⅱ群 3類に相当する深鉢の口縁部から胴部にかけての大形破片で、口唇部が欠損する。口縁部

に横位の結節回転縄文が巡 り、胴部には単節 LRに よる非結束羽状縄文が横位に巡る。 7は深鉢の胴

部片で、非結束羽状縄文の施文のみが認められるが、 6と 胎土が類似 してお り、同類のものと思われ

る。 6。 7いずれにも胎土に繊維が混入する。 8は早期に比定される I群に相当し、尖底土器の底部

片である。器面には浅い条痕文が施文される。

(時期)本遺構の出土土器は早期の上器と前期前葉の上器とが認められる。出土量からみて前期前葉

と判断した。

(2)縄 文時代 中期 の遺構

今回の調査で最も検出数の多い時期である。以下、遺構ごとに見ていく。

① 竪 穴 住 居 跡

1号住居跡 (第 11～ 14図、写真図版 4・ 68'109)

(位置〉調査区西側、2A4rグ リッドに位置する。3m北側には、 2号住居状遺構、 3号住居状遺

構が位置する。

(検出状況〉Ш層上面で暗褐色のプランを検出した。不明瞭なプランであるが、検出面上に戊化物や

土器片が分布していた。掘り下げたところ炉を検出し竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)不整な円形を呈し、径6.4m、 深さは検出面から最深34cmを 測る。柱穴どうしで切り合っ

ているものも見受けられるので、本住居跡は重複か拡張を行っている可能性が高いが、その痕跡を確

認することはできなかった。

(埋土)黒褐色～暗褐色粘質シルトを主体とし、10層 に分けられる。壁際には流れ込みと考えられる

火山灰がブロック状に混入するが、この火山灰は基本層序Ⅲ～Ⅳ層中に混入していたものと同じもの

である。

(床面 。壁〉炉が検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが硬化面は認められない。壁はほぼ

直立気味に立ち上がる。

(柱穴 。壁溝〉柱穴12個 を確認した。柱穴の位置をみてみると、炉主軸線に対し、Pit 2と Pit 5、 Pit

3と Pit 4が左右対称に位置する。したがってこれらの4個の柱穴が主柱穴である可能性が高い。柱
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爵
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Pit2

ドL=193000m  ¬
′

ヤ

Pit7

μL=193000m

しまり密
しまり密
しまりやや密
しまりやや疎
しまり密
しまり密
しまり密

Pit3

PL‐ 198000m

10Y R3/3

10Y R4/3

10Y R3/4

Ⅵ 検出した遺構と遺物

石器出土状況

梓生L=193400m

10Y R3/4
10Y R4/4

10Y R5/6

10Y R3/3

10Y R2/3
10Y R3/2

10Y R2/3

□d
い

暗褐色粘質シルト

褐色粘質シルト

黄褐色砂質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

14

1

2

3

4

5

6

7

粘性やや弱

粘性弱

粘性弱

粘性やや強

粘性やや強

粘性やや強

粘性強

炭化物微量、責褐色砂質シルト少量、火山灰ブロック少量含む

暗褐色粘質シルト少量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シルトやや多く含む

炭化物微量含む

炭化物微量、礫少量含む

炭化物微量含む

Pit5

二L=193000m

暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや疎

炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む

にぶい黄褐色砂質シルト 粘性弱 しまりやや疎

炭化物微量、暗褐色粘質シルト少量含む

暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや密

炭化物微量、黄褐色砂質シルトやや多く含む

0        1:醐         2m

Ｐｉｔ４帥Ｕ
１

　

２

吋

,・縄

炭化物少量、責褐色砂質シルト少量含む

第11図  1号住居跡 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

10Y R2/3
10Y R4/4
10Y R3/3
10Y R2/2

徐

rA L=193000m   ｀

lB L‐D3000m       鶉

黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密

褐色粘質シルト  粘性弱   しまり密
暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまり密
黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密

第12図  1号住居跡 (2)

0       1:30       1m

炭化物微量、焼土少量含む

炭化物微量、焼土多量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シル ト少量含む

炭化物微量含む。掘 り方埋土

， Ｐ

い
Ｌ
協
８
ｏｇ

１

２

３

４

鑢 土上位
12

10～12

0          1:3         111cm

埋上下位
10

埋上下位
9

11
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第13図  1号住居跡出土遺物 (1)



埋土下位
14

0            1 :3           10cm

埋土下位
13

0             2:3            5cm

|

Ⅵ 検出した遺構と遺物

穴の深 さは20～ 60cmと 一

定ではない。柱穴の埋土は

暗褐色粘質シル トを主体 と

する単層で、柱痕跡は認め

られない。 また壁溝は認め

られなかった。

(炉 〉南東壁付近に位置す

る。石囲部十前庭部で構成

される複式炉である。石囲

部は正方形を呈し、規模は

一辺70cm、 深さは床面か

ら最深 8cmを 測る。炉石

は扁平な棒状の自然礫を用

い、炉掘り方に立てかける

ようにして据えられてい

る。石囲部内は埋土中に焼

土や炭化物が混入する程度

で、燃焼部は認められない。

ただし、底面付近には焼土

粒が多量に堆積する。前庭

部は床面から10cm程度下の

浅い掘 り込みで、幅は約

100cmを 測る。前庭部内は

溝と柱穴状の掘り込み 1個

があるが、硬化面は認めら

れない。

〈出土 遺物 )縄 文 土 器

2387.51gと 石器 2点が出

土 している。出土状況をみ

ると埋上下位からの出土量

が大部分を占めてお り、住

第14図  1号住居跡出土遺物 (2)

居廃絶後の埋没 し始めの段階に廃棄された遺物群と考えられる。目立ったものとしては第14図 9が炉

の北西側の床面上より約 5 cm程度上から横倒 しの状態で出上 した。ただし、胴部下半から底部はみつ

かっていない。したがって9は遺構に伴うものというより、住居廃絶時に上半だけ廃棄されたものと

思われる。

9は Ⅲ群 3類に相当し、沈線による楕円形区画文を縦位に配する。10は深鉢の口縁部片でⅢ群 2類

に含まれる。□縁部と胴部との間に浅い稜が巡 り、胴部には区画文に沿うように突起が垂下する。沈

線による「∩」字形の区画文が施文される。11は深鉢の胴部片であるが、10と 同様の文様が施文され

ると考えられる。12は ミニチュア土器の底部片で深鉢を模 したものと思われる。

石器は磨製石斧 (13)1点、砥石 (14)1点である。 2点 とも東壁際の埋土下位から隣合うように

▽
�
＝
淋
Ｎ
Ｎ
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2 縄文時代の遺構・遺物
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暗褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

炭化物多量含む

黄褐色砂質シルト 粘性弱 しまり疎

暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密

炭化物少量、黄褐色砂質シルト少量含む

黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密

焼土多量含む

暗褐色粘質シルト 粘性弱 しまり密 掘り方埋土

暗褐色粘質シルト 粘性弱 しまりやや密
掘り方埋土。炭化物微量、焼土少量含む
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第15図  2号住居跡



Ⅵ 検出した遺構 と遺物

出土しており (第 11図写真)、 セット関係にあるものと思われる。13は刃部が欠損している。欠損部

分に新たな二次加工の痕跡が認められるので、再度加工して使用しようとした可能性が高い。14は石

皿を転用している。裏面に2条の溝が認められる。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

2号住居跡 (第 15・ 16図、写真図版 5・ 68)

(位置〉調査区西側、2A9qグ リッドに位置する。 lm北側には、6号住居状遺構、2m北東側に

は3号住居跡が位置する。

〈検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。不明瞭なプランであるが、検出面上に炭化物が

分布していた。掘り下げたところ、炉が検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)な し。

(形態・規模〉北側は現代の水路によって削平されており、検出できなかった。よって全容は定かで

はないが、円形基調を呈すると推測される。規模は約52m、 深さは検出面から最深24cmを測る。

(埋土)6層 に分けられる。埋土上位は、黒褐色粘質シルトを主体とし、下位は暗掲色粘質シルトが

主体となる。

〈床面・壁〉炉を検出したⅥ層をを床面と判断した。ほぼ平坦である。硬化面は認められない。壁は

外へと緩やかに広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴4個 を確認した。位置関係から4個全て主柱穴と思われる。柱穴は規模は60cm大 、

深さが14～ 30cmで浅く、埋土は暗褐色粘質シルトを主体とする単層で、柱痕跡は認められない。

また壁溝は認められなかった。

(炉 )南東壁付近に位置する。石囲部+前庭部で構成される複式炉である。石囲部はほぼ正方形を呈し、

規模は一辺40cm、 深さは床面から最深 6cmを 測る。炉石は扁平な棒状の自然礫を用い、床面に差し

込むようにして据えられている。石囲部内の燃焼部には、炭化物が多量に分布しているが、焼土は認

められない。またこの炭化物を多量に含む範囲 (3層)は複式炉のタト狽1に も広がっており、床面下に

4cmほ ど堆積 している。前庭部は浅い掘 り込みで、規模は70× 84cm、 深さは床面から最深10cmを

測るが、南東側は床面とほとんど比高差がない。前庭部の北側には石囲部に連結して棒状の自然礫が

設置されている。ただし前庭部の南側に礫はなく、また抜き取り痕跡も認められないので、元々設置

されていなかったものと思われる。前庭部の底面は石囲部側が広い範囲で硬化していた。

(出 土遺物〉縄文土器400.07g、 粘土塊 1点、石器 2点が出土している。他の住居跡と比べ、遺物の

出土量は非常に少ない。出土状況をみると埋土上位からの出土量が大部分を占める。

蔭 |ガ

炉前庭部内
18

第16図  2号住居跡出土遺物

埋土中
17

6國
埋土中
19

0             1 :3           10cm

埋土上位
16
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2 縄文時代の遺構・遺物

15は深鉢の胴部片で、沈線 による区画文が施文 されている。区画文 に平行 して沈線が垂下す る。

16・ 17は深鉢の胴部片で、Ⅲ群 3類に相当する。18は小形の鉢で口縁部が欠損する他はほぼ完形であ

る。口縁部が水平ではな く、傾斜する。

土製品は粘土塊 (19)1点が出土 している。

石器はRフ レイク、フレイクが 1点ずつ出土しているが、図示していない。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

3号住居跡 (第 17～ 19図、写真図版 6・ 68。 109)

(位置)調査区西側、 2 Allsグ リッドに位置する。2m北西側に2号住居跡、15m東側には6号住

居状遺構、2m西側に4号住居状遺構が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で黒褐色のプランを検出した。不明瞭なプランであるが、検出面上に炭化物や

土器片が分布していた。掘り下げたところ、Ⅶ層上面で炉石と思われる礫の並びとその周辺に焼上が

多量に分布していたので、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)2号土坑と重複している。土層の観察から本遺構の方が古いと判断した。

(形態。規模〉北西側が突出する不整な楕円形を呈し、6.4× 5.5m、 深さは検出面から最深50cmを測る。

(埋土)10層 に分けられる。 7・ 8層 には、流れ込みと思われる火山灰が混入する。これは基本層序Ⅲ・

Ⅳ層の火山灰と同じものである。

(床面・壁〉炉検出したⅦ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが粗砂が全面に露出している。壁は外

へと緩やかに広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)柱穴13個 を確認した。柱穴の位置をみると、炉の主軸線に対し、Pit lと Pit 5、 Pit 2

とPit 3が左右対称に位置する。また本住居跡は2号土坑に壊されており、Pit 4と 対になる柱穴が 2

号土坑の位置にあったと予想される。したがって6本柱の主柱であったと考えられる。柱穴は規模

30～ 60cmで 、深さ20～ 40cmを 測る。柱穴の埋土は黒褐色粘質シルトを主体とする単層で、柱痕跡

は認められない。壁溝は認められなかった。

(炉〉南東壁付近に位置する。炉石が東側と南側で検出できたが、他のは取り除かれている。残存部

から石囲部十前庭部で構成される複式炉であったと推定される。検出した掘り方から石囲部は方形を

呈していた可能性が高い。掘り方の規模は90× 60cmを測り、石囲部もこの範囲に収まると思われる。

燃焼部は検出できなかったが埋土中に焼土や炭化物が多量に含まれており (炉 3層 )、 炉石も一部被

熱を受けていた。前庭部は90× 172cmを 測る。石囲部よりもやや横に広がる形状を呈する。浅い掘り

込みで深さは床面から最深 8 cm程度である。前庭部の中央やや東寄りから柱穴 1個 を検出した。

(出 土遺物〉縄文土器1996.25g、 石器12点が出土している。他の住居跡と比べ、石器の出土量が多い

のが特徴である。出土状況をみると、土器は埋土上位と埋上下位からの出土量が多い。目立ったもの

としては埋土下位から第19図 20が比較的まとまった状態で出上した。一方、床面上からの出土量は非

常に少なく、また出上したものはほとんど小片である。ただし石器は床面上から出土するものが多い

(27～ 29)。

20は 深鉢でⅢ群 6類に相当する。複節RLRが横位に施文される。22は 深鉢の回縁部片である。Ⅲ

群 2類に相当する。U字形の微隆帯が 2個一対で縦位に付 く。23は Ⅲ群 6類に相当する小形深鉢であ

る。25も Ⅲ群 6類の小形深鉢で底部付近で膨らむ器形である。

石器はスクレイパー 1点、磨石 1点、Rフ レイク2点、フレイク9点が出上した。そのうちフレイ

ク2点 と磨石 1点 を図示した。いずれも床面上から出土している。271よ 3c類、28は 2b類に相当す
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2号土坑

1 10Y R8/3
2 10Y R2/2
3 5Y R3/4
4 25Y R7/3
3号住居跡

5 10Y R2/3
6 10Y R2/3
7 10Y R4/4
8 10Y R3/3
9 10Y R3/4
10 10Y R4/4
11 10YR2/3
12 10YR2/3
13 10YR3/2
14 10YR4/4

浅責橙色粗砂

黒褐色粘質シル ト

暗赤褐色焼土

浅黄色細砂

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

褐色粘質シル ト

しまり疎
しまりやや密
しまり密
しまり疎

Ⅵ 検出した遺構と遺物

ｇ
ｏ
ｏ
ｏ
∞
宮
１ｌ
ｎ
瀾
社

粘性弱

粘性やや強

粘性やや弱

粘性弱

粘性強

粘性やや弱

粘性弱

粘性やや強

粘性やや弱

粘性やや強

粘性やや弱

粘性強

粘性やや弱
粘性やや強

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

し

し

し

し

し

し

し

し

し

し

炭化物微量含む

炭化物少量、暗褐色粘質シル ト中量含む

庚化物微量含む

炭化物微量、礫少量含む

炭化物微量、火山灰ブロック少量含む

炭化物微量、礫少量、火山灰微量含む

炭化物少量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シル トブロックやや多 く含む

礫中量含む

炭化物やや多 く、焼土中量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シル ト中量含む

ド望L‐ 192600m E耳   ド三と=192 600m E当

マ V
農L=192600mヨ   β

V 船了1 10Y R3/2 黒褐色粘質シルト 粘性弱 しまり密 炭化物微量、黄褐色粗砂中量含む

柱 穴

第17図  3号住居跡、 2号土坑
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2 縄文時代の遺構・遺物

1 10Y R2/2 黒褐色粘質シルト
2 10Y R2/1 炭化物集中範囲
3 5Y R5/6 明赤褐色焼土
4 75Y R2/2 黒褐色粘質シルト
5 10Y R4/4 褐色粘質シルト
6 10Y R4/6 褐色粘質シルト
7 10Y R3/4 暗褐色粘質シルト

ドヒと‐192700m

ドLL=192 ЮOm

粘性やや強 しまり疎   炭化物微量、焼土少量含む

粘性弱   しまりやや密 炭化物微量含む

範1桂写専鼈 しまη際   凝笙多藝蜃ず
土少量含む

粘性強   しまりやや密 炭化物微量、焼土多量含む

粘性やや弱 しまりやや密 炭化物・焼土微量含む。掘 り方埋土

射

■

第18図  3号住居跡

る。29は 両面に磨痕が認め られる。

(時期)出土遺物か ら縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定 される。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋土上位
2司

埋土上位
25

20 21

0        1:4       10cm

22～ 26
0             1 :3            10cm

晋

0            1:3           10cm

めイ‐川川〃打卸２４

緯
埋

脚川打肘〃″離２６

門

Ｕ

∩
口

ｆ

0           2:3          5cn
「

第19図  3号住居跡出土遺物
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2 縄文時代の遺構・遺物

柱穴

岸 L=19261111nlヨ   辞L=1926001n q   PL=192600mヨ

V Ψ   ヤ
1 10YR3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密

炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む

炉

ね
箪
瑚
韻
茶
ぎ
ぷ
　
陣

ｓ
村
０
　
　
　
際
鯉
一槃

れ
ф
嘲
Ｉ
と
べ
ふ
飲
鵞
劇
鯉
枢
′醐
ヽ
さ
ヾ
窓

綽
０
「
Ｄ
　
際
帝
″
即
槃

と
ミ
Λ
甑
翠
Ｊ
鰹
幽
　
∞
お
区
”
ヨ

と
ミ
ヽ
Ｍ
槃
Ｊ
鰹
聖
　
ｗ
益
区
＞
宮

遇

息

轡

占

コ
一

日
３
〕
誤
＝＝
ギ
牡

Ю

掘り方

吐
Y R4/4 褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密

粘性弱   しまりやや密

‖  機

炭化物少量、
黄褐色砂質シルト少量含む
炭化物微量、

rF L=1926∞ m            」豹

0      1:3kl      lm

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト
10Y R4/4 褐色粘質シルト

10Y R3/3 暗褐色粘質ンルト

10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト
10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト
5Y良 6/8 明赤褐色焼土
10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト

黄褐色砂質シルト微量含む
しまりやや密 炭化物少量、焼土微量含む
しまり密   炭化物少量、

黄褐色砂質シルトやや多く含む
しまり密   炭化物微量、

黄褐色砂質シルト微量含む
しまり密   黄掲色砂質シルト中量含む。
しまり密   炭化物微量、火山灰微量含む
しまり密   燃焼部
しまりやや疎 掘り方埋土

粘性やや弱
粘性弱

粘性や
―
や弱

粘性弱
粘性やや弱
粘性弱
粘性弱

16号 土 坑
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

床面上
30

床面上
32

30

0     1:4    10cni

埋土上位
33

31～34

0             1 '3           10cn

第21図  4号住居跡出土遺物

4号住居跡 (第 20・ 21図、写真図版 7・ 69)

(位置〉調査区西側、2A12qグリッドに位置する。

25m北西側に6号住居状遺構、15m東側に18号土

坑、南東側に20号土坑が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。
床面上  検出段階では大形の上坑であるものと思い、精査を

杵___生 生___当 m 
行っていたが、掘 り下げたところ、複式炉を検出し

住居跡と判断した。

〈重複関係〉16号土坑と重複しており、本住居跡の

方が古い。

(形態 。規模〉本遺構は西側の一部が調査区外に及んでおり、全容は定かではないが、検出できた部

分から円形を基調とするものと推定される。規模は径4.5m、 深さは検出面から最深25cmを 測る。

(埋土)断面ベルトを土層確認前に掘りすぎてしまい、図化出来るものも一部にすぎない。残存した

土層から暗褐色粘質シルトを主体としていることが分かる。 2層 に分けられる。

(床面・壁〉炉を検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦である。硬化面は認められない。壁は外ヘ

埋土上位
34
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2 縄文時代の遺構・遺物

と緩やかに広が りなが ら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴 3個 を確認した。炉の主軸線上にPit 2が位置し、その主軸線に対し、Pit lと Pit

3が左右対称に位置している。したがってこの 3個が主柱穴と思われる。柱穴は規模は径60cmで 、

深さは15cm程度で浅い。柱穴の埋土は暗褐色粘質シルトを主体とする単層で、柱痕跡は認められない。

壁溝は認められなかった。

(炉〉南東壁付近寄りに位置する。石囲部 +前庭部で構成される複式炉である。石囲部はほぼ正方形

を呈し、一辺55cm、 深さは最深で 9cmを 波↓る。炉石は扁平な棒状の自然礫を用い、浅い掘り方に立

てかけるよう据えられている。石囲部内のほぼ中央に32× 25cmの燃焼部を確認した。焼土は4cm堆

積 している。前庭部は114× 102cmを 測り、浅い掘り込みで、深さは床面から最深13cmである。石囲

部との境の南側で礫 1個 を検出したが、礫は置かれただけである。また前庭部の底面は特に石囲部と

の境側に60× 46cmの範囲で硬化面が認められる。

(出土遺物)縄文土器1619.29g、 石器 1点が出土している。出土状況をみると埋土上位からの出土量

が最も多いが、ほとんど小片である。一方、床面上出土も少なくない。目立ったものとしては第21図

30の ように器形の分かる大形破片が床面上からまとまった状態で出上している。床面上出土は住居廃

絶時に、埋土出土のものは住居廃絶後の埋没段階で廃棄されたと考えられる。

30は深鉢の大形破片でⅢ群 3類に含まれる。沈線による「∩」字形や円形の区画文が施される。沈

線は区画を全周しなかったり、磨消のみで沈線が施文されない区画文も認められる。31・ 34は 、30と

同様に沈線による区画文が施される。32は Ⅲ群 2類に相当し、口唇部が波状を呈する深鉢で、口縁部

に隆帯による渦巻き文が付 く。33は深鉢の胴部片である。単節RLを 地文とし、沈線は施文せず、楕

円形状に地文を磨消することで区画文にみせている。

石器はスクレイパー 1点 (35)の みで、床面上から出土している。側縁部の片面のみに二次加工が施

されている。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

5‐ A・ B号住居跡 (第22・ 23図、写真図版 8・ 69)

〈位置〉調査区中央、2B25cグ リッドに位置する。

(検出状況〉調査区西壁沿いにⅢ層上面で暗褐色のプランを検出した。不明瞭なプランであるが、検

出面上に炭化物が分布していた。掘り下げたところ、炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)本遺構を掘り下げる際、本遺構の埋土上位に別の竪穴住居跡が入れ子状に重複している

のを、調査区壁の土層を観察して確認した。埋土上位の住居跡を5-A号住居跡、その下の住居跡を

5-B号住居跡とした。 5-A号住居跡が新しい。

(形態・規模〉5B号住居跡は西側が調査区外に及んでおり、全容は定かではないが、残存部から、

円形を呈すると推定される。規模は径6m、 深さは検出面から最深40cmを 測る。

(埋土〉 6層 に分けられる。埋土上位は暗掲色粘質シルトを、埋上下位は黒褐色粘質シルトを主体と

する。

(床面 。壁〉炉が検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが硬化面は認められない。壁はほぼ

直立気味に立ち上がる。

(柱穴・壁溝)柱穴 6個 を確認した。全ての柱穴を検出したわけではないので、主柱穴の配列につい

ては不明である。炉の両脇に並ぶPit lと Pit 3や Pit 5、 Pit 6が 主柱穴となる可能性が高い。柱穴は

規模は40～ 60cm、 深さが20cmで ある。柱穴の埋土は黒褐色粘質シルトを主体とし、柱根痕は認め
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

当

5-A号住居跡
1 10Y R2/2
2 10Y R3/3
3 5Y R6/8
4 10Y R3/4
5-B号住居跡
5 10Y R3/2
6 10Y R3/4
7 10Y R3/3
8 10Y R3/4
9 10Y R3/2
10 10Y R2/2
■ 10Y R2/3

黒褐色粘質シルト 粘性強   しまりやや密 炭化物少量、娩土微量含む

暗褐色粘質シルト 粘性強   しまり密   炭化物中量含む

橙色焼土     粘性やや弱 しまり密   燃焼部
暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密   炭化物微量、焼土中量含む

黒褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

暗掲色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

粘性やや弱 しまり密

粘性やや弱 しまり密

粘性やや強 しまり密

粘性やや強 しまり密

粘性やや弱 しまり密

粘性強   しまり密

粘性やや強 しまりやや密

炭化物微量、焼土微量含む

炭化物少量、黄褐色砂質シル ト中量含む

炭化物少量、黄褐色砂質シル ト少量含む

炭化物微量、責褐色砂質シル トやや多 く含む

炭化物微量、責褐色細砂ブロック少量含む

炭化物微量、黄褐色細砂プロック少量含む

焼土ブロック少量含む

10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性強
5YR6/8 明赤褐色焼土   粘性強

3 10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物・焼土微量含む
しまりやや疎
燃焼部。暗褐色粘質シルト中量含む

しまりやや密 掘り方埋土

0       1130       1m

B1    1

2

遷

〇
∞
憂

出

ｄ

上

降 L‐ 191300m

第22図 5-A・ B号住居跡
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2 縄文時代の遺構・遺物

一ｕ日ぁ朝ｗ〉・蜘３６

埋土上位
37

られない。また壁溝は認められなかった。

(炉 )東壁付近に位置する。一部調査区外に及ん

でお り、全容は定かではないが、石囲部 +前庭部

で構成される複式炉 と考えられる。石囲部は正方

形を呈 し、規模は一辺80cm、 深 さは床面か ら最

深10cmを 測る。石囲部内には燃焼部が認められ、

焼上が 4cmほ ど堆積する。前庭部は90× 70cmの

楕円形を呈 し、浅い掘 り込みで深さは床面から最

(出 土遺物〉縄文土器214.72gが出上している。

いずれも小片である。出土状況をみると、埋土中

予
埋

埋土上位
38

第23図

0       1:3
当
m深

6 cmである。

5号住居跡出土遺物

として取り上げたもの以外はすべて埋土上位から出土している。したがって出土した遺物の多くは住

居廃絶後の埋没段階で廃棄されたものと考えられる。86は波状口縁を呈する深鉢の口縁部片である。

Ⅲ群 2類に含まれる。波頂部下に円孔が施され、その周囲に隆帯が弧状に巡る。37・ 38は Ⅲ群 6類に

相当する深鉢の胴部片である。

(時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉に比定される。時期の分かる土器片は36の みであるが、36は

大木 9式古段階に相当する土器である。ただし、本住居跡の周辺は新段階の遺構が多く、新段階のも

のと判断する方が妥当と考える。

(そ の他)5-A号住居跡は見つけたときには、既に5-B号住居跡の床面まで掘り下げてしまってお り、

断面のみで確認できた程度である。 5-A号住居跡は断面から4.5m規模の住居跡と推定され、床面の

ほぼ中央に地床炉が付される。また断面上では柱穴は認められない。壁はほとんどを I層土 (耕作土 )

によって壊されており、10cm程度残っているだけであるが、残存部からは緩やかに立ち上がる。埋

土は黒褐色粘質シルトを主体とする。出土遺物は確認できなかったので時期判断は難しいが、5-B
号がほぼ埋没した段階で構築されていることや、本遺跡では他に地床炉を伴う竪穴住居跡がないこと

から考えて、5B号住居跡より新しい時期 (大木 9式新段階)以降の遺構と考えている。 (須原)

6号住居跡 (第 24・ 25図、写真図版 9・ 69)

(位置〉調査区中央北側、2B25jグリッドに位置する。

(検出状況)8号住居状遺構精査中に、 8号住居状遺構の炉としては想定し得ない地点に炉が現れた。

このため、改めて検出を行ったところ、周辺で黒～暗褐色土の広がりを確認した。観察用ベルトを残

してさらに下げたところ、ベルトで壁の立ち上がりの様子が観察されたことから8号住居状遺構とは

別の竪穴住居跡として認定した。なお、北東側は調査区外に広がっている。

(重複関係〉 8号住居状遺構、 7号住居跡と重複する。 7号住居跡より新しいが、8号住居状遺構 よ

り古い。

(形態・規模〉平面形態は重複及び調査区外へ広がっているため、不明である。深さは検出面から

10cmである。周辺遺構の規模を考えると、削平を受けている可能性が高い。

(埋土)暗褐色粘質シルトを主体とする単層である。

(床面・壁〉炉を検出したⅥ層面を床面とする。礫の露出が多く、凹凸がある。壁は遺構の認定段階

ですでに掘り過ぎの部分があり、一部分しか確認できなかった。やや外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉床面上で 1個確認した。深さ10cm程度、住居埋± 1層 を主体とする単層で柱痕跡は認
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

隣

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性弱 しまりやや疎

黄褐色砂質シルト中量含む

0         1:50        2m

掘 り 方

ド上L=191500m 弓

3

粘性弱   しまり密

炭化物・焼土微量含む

粘性弱   しまり密

黄褐色砂質シル トやや多 く含む

粘性やや弱 しまりやや疎

黄褐色砂質シル ト少量含む

0        1:30       1m
|

第24図  6号住居跡

め られない。壁溝は確認することがで きなかった。

(炉〉石囲炉である。住居の中央からやや西側に位置する。長軸56cm、 短軸50cmの 規模を有する。

炉石に被熱の痕跡は認められなかった。炉内には微量の焼土・炭化物が堆積する。掘り方は認められ

るが、礫が入った状態の炉の大きさよりも小さいため、押し込むようにして礫を据えたものと考えら

れる。

(出土遺物〉縄文土器が1459.58g出上している。出土状況をみると埋土上位と床面上からの出土量が

大部分を占める。特に床面上からは39が炉の北西脇から、横倒しの状態で出土している(写真図版 9)。

意図的に置かれた可能性も考えられるが、胴部下半から底部がみつかっていないので、完形の上器を

埋置したものとは考えられない。その他は住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものである。

39は Ⅲ群 6類に相当する深鉢で単節LRを縦位に施すが、縄文原体がややゆるく、単位がやや不明

当

炉

弔

∩

周

Ψ

よ

１

　

２

　

３

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト
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2 縄文時代の遺構 ・遺物

床面上

39      39
0         1 :4        10cm

40

0 1:3      10m

瞭である。40も Ⅲ群 6類 に相当する。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉に比定され

る。図示できた39も 40も 文様は縄文のみで、細かい

時期の判断が出来ないが、周辺の遺構はほぼ大木 9

式新段階に比定されるので、本住居跡 も大木 9式新

段階に含まれる可能性は高い。 (戸根 )

7号住居跡 (第 26図 、写真図版10)

(位置)調査区中央、 2B24iグ リッドに位置する。

南東側に6号住居跡が重複するが、その他の住居群

とはやや離れた位置にある。

(検 出状況〉 6号住居跡を精査する際、その北側に

トレンチを入れたところ、石囲炉を検出した。位置

関係からみて6号住居跡の炉とは考えられず、別の

住居跡の炉と判断した。本住居跡は、後世の削平が

土上位
40

第25図  6号住居跡出土遺物

激 しく、全体を検出できず、北壁と南壁部分を検出できなかった。

(重複関係)6号住居跡と重複する。本遺構の方が古い。

(形態 。規模〉本遺構は一部を検出できなかったので、全容は不明であるが、残存部から楕円形を呈

するものと思われ、規模は推定で5,0× 4.4m、 深さは検出面から最深12cmを 測る。

(埋土〉暗褐色粘質シルトを主体とすることを確認しているが、調査の際、土層断面を図化せず掘り

下げてしまったため、図示していない。

(床面・壁)炉が検出したⅦ層面を床面とする。ほぼ水平であるが、礫が露出しており、若千凹凸が

ある。硬化面は認められない。壁は緩やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)柱穴 2個 を確認した。いずれも浅く、主柱穴とは考えにくい。壁溝はみつかっていない。

(炉)床面の南寄りに位置する。石囲炉である。五角形を呈し、規模は70× 48cm、 深さは床面から最

深12cmを 測る。炉石は扁平で細長い自然礫を用いている。北側の炉石は二列になっている。掘り方

は少し広めに掘られており、炉を設置してから黒褐色上で隙間を埋めて補強していた。また、焼成を

示す痕跡はほとんど無く、埋土中に炭化物が混入する程度である。

(出土遺物)な し。

(時期)本遺跡は出土遺物が無いが、 6号住居跡より古いので、縄文時代中期後葉に比定されると考

えられる。周辺の遺構の時期を考えると、大木 9式新段階の可能性が高い。

8号住居跡 (第27～ 30図、写真図版11・ 69'70'109)

(位置)調査区中央、3Bliグ リッドに位置する。 1～ 2m東側には27号土坑、 8号住居状遺構、

9号住居跡が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で黒褐色のプランを検出した。不明瞭なプランであるが、検出面上に炭化物や

土器片が分布する。掘り下げたところ、炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)な し。

(形態・規模〉北東側がやや張り出す不整な楕円形を呈する。規模は5。9× 4.5m、 深さは検出面から

最深で36cmを測る。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

オ    

‐~~~~~｀

‐

＼

＼

卜

＼ ~__十 ~/

卜 歩 01700m

掘 り 方

虻       Ol

1賤ギ
10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密 炭化物少量含む
10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや疎

庚化物微量、黄褐色砂質ンルト少量含む
10Y R2/3 黒褐色瑞質シルト 粘性やや弱 しまりやや疎 掘り方埋土

Ａ
乾

調

O       ●511      2n

炉

１

２

　

３

第26図  7号住居跡
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2 縄文時代の遺構・遺物

К
ｒ
卜
＝
Ｐ冒

３ヽ
日

斧状製品(53)出 土状況

ド上と=191400m

柱 穴

Pitl

PL■ 911XX m弓

Ⅵ
住居埋土

1 10Y R2/2
2 10Y R2/3
3 10Y R3/3
4 10Y R4/4
5 10Y R3/4
6 5 Y R3/2
7 10Y R2/2

桂穴

1 10Y R3/2
2 10Y R3/3
3 10Y R2/3

Pit2

PL=D10Xlmヨ

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

暗赤褐色焼土

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

Pit3

FL■飢GXlmヨ

U

粘性強

粘性強

粘性強

粘性強

粘性やや強

粘性弱

粘性弱

粘性やや強

粘性やや弱

粘性やや弱

Pit4

Fと_191000m 乳

V

しまり密
しまり密
しまり密
しまり密
しまり密
しまりやや疎
しまりやや疎

しまりやや疎
しまりやや疎
しまりやや疎

Pit5

いL〒 191000m

炭化物微量含む

炭化物微量、礫少量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、礫少量、火山灰少量含む

炭化物微量、黄褐色細砂中量含む

炭化物微量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む

炭化物微量、黄褐色細砂少量、礫少量含む

Ｐｉｔ６綱Ｗ）

μ
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

(埋土)7層 に分けられる。 4層 中には流れ込みによるもの と思われる火山灰が混入する。 この火山

灰は、基本層序Ⅲ、Ⅳ層に混入するものと同 じである。

〈床面・壁〉炉を検出したⅥ層面を床面とする。ただし一部はⅦ層に達 しており、粗砂が露出していた。

ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁はほぼ直立気味である。

(柱穴・壁溝〉柱穴 6個 を確認 した。やや歪むが炉の主軸線に対 し、Pit lと Pit 6、 Pit 2と Pit 5、

Pit 3と P■ 4が左右対称に位置する。したがって主柱穴はこれら6本柱 と考えられる。柱穴の径はや

や小さく、Pit 5以外は、径40cm前後である。́Pit 5は やや歪な楕円形を呈 し、84× 72cmを測る。深さ

はいずれも浅 く、床面から20cm程度である。柱穴埋土は単層か 2層 に分けられるが柱痕跡は認められ

ない。また壁溝は認められなかった。

〈炉〉南東壁付近に位置する。石囲部十石囲部十前庭部で構成される複式炉である。石囲部は列状に

並ぶ。ここでは先端側を石囲部 1、 前庭部側を石囲部 2と 仮称する。

石囲部 1は楕円形を呈 し、30× 50cmを 沢1り 、主軸方向に対 し横に長い。炉石は扁平な棒状の自然

礫を用い、掘 り方に置 くように据えられている。燃焼部は認められず、また石囲部内の埋土には炭化

物が分布するのみで、焼上の堆積は認められない。

石囲部 2は楕円形を呈 し、規模は80× 70cmで 石囲部 1よ り大 きい。深さは床面から最深 8cmを 測

る。炉石は扁平な自然礫を用いるが、石囲部 1の炉石より大きい。炉内には燃焼部が認められる。掘

り方は石囲部 1と 同様で、炉石を掘 り方に据えているのみである。前庭部は120× 98cmを測 り、炉主

軸方向に長い形状を呈する。浅い掘 り込みで床面から最深 8 cmを 測る程度である。前庭部の南側には

偏平な自然礫が縦に設置されているが、北狽1に はなく、また抜 き取 り痕跡も認められないので、元々

南側にのみ設置されていたものと思われる。前庭部底面には広い硬化面が認められる。

(出 土遺物)縄文土器3734.32g、 土製品 2点、石器 6点が出上 した。出土状況をみると、埋土上位～

中位の出土量が大部分を占める。特に埋土上位が多 く、42～ 44の ような大形破片が見つかっている。

一方、床面上からの出土量は少なく、小片がほとんどであるが、斧状土製品 (53)が住居西側の大礫

上に置いたかのような状態で出土 した (第 27図写真)。 出土遺物については床面上出土は住居廃絶時、

その他は住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと思われる。

41は Ⅲ群 6類 に相当する深鉢の大形破片である。単節RLが施文される。42も 深鉢の大形破片で器

面には沈線による楕円形区画文と曲線的な区画文が施文され、楕円形区画内には縄文や刺突文が充填

される。Ⅲ群 4類に相当する。44は 深鉢の胴部片で器面には曲線的なモチーフの区画文が描かれる。

45・ 46は Ⅲ群 3類の深鉢口縁部片である。49は 深鉢の胴部片で、細い棒状工具により区画文が描かれ、

51は Ⅲ群 2類の深鉢胴部片で、縦位に垂下する隆帯が付 く。

土製品は 2点 とも斧状土製品である。52は 隅九長方形を呈 し、全体の1/3の みが残存する。53は先

端部をやや欠損 しただけでほぼ完形である。どちらも両面に沈線による区画文が描かれ、区画内に縄

文が施文されている。また端部には、側面から穿孔が施される。

石器はスクレイパー 3点 とフレイク3点である。スクレイパー 3点 を図示 した。54は縦長の形状で、

正面の全周に直接打撃による二次加工が施されている。55は正面の左側縁辺部には二次加工が施され、

刃部を作出している。もう片面は一部のみ二次加工が施される。56は 2類に相当し、縁辺部のほぼ全

周に二次加工が施される。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。 (須原 )
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2 縄文時代の遺構 遺物

ドとし_191200m

奪

ヽ

れ

日
ｏ
Ｎ

Ｓ

＝
＝
白

潤
一

F生 と_191200m

1 10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性強   しまりやや疎 炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

2 10Y R6/6 明黄褐色細砂   粘性弱   しまり密   前庭部に貼られている。硬化している

3 10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまり密   黄褐色細砂少量含む

4 10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密 炭化物微量含む

5 10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや疎 炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

6 10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

看 品子岳号チ9 璧落雹見督ウルト 韓1佳墓
や強

 しま4軍写侯 給午勢埋土
第28図  8号住居跡 (2)

9号住居跡 (第31'32図、写真図版12・ 70。 109)

(位置)調査区中央部北側、 3Blkグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面において、略円形を呈す黒褐色の不鮮明な広がりを確認した。観察用ベルトを

残してさらに下げたところ、ベルトの壁面で壁の立ち上がりが認められたこと、炉が検出されたこと

から竪穴住居跡と認定した。

(重複関係〉 8号住居跡、8号住居状遺構に隣接するが、重複関係はない。

(形態・規模〉略円形を呈 し、長径4.lm、 短径3.5mを測る。深さは検出面から10～ 20cmで ある。

周辺遺構の深さから考えると、後世の削平を受けている可能性が高い。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とし、 3層に分けられる。 2・ 3層は礫を含んでいる。

(床面・壁)砂礫まじりの責褐色土層を床面と判断した。ほぼ全面に礫が露出しているため、やや凹

凸がある。南東及び南西側に巨礫が露出する。壁はほぼ全周を確認した。やや外へと広がりながら立

ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴、壁溝ともに認められなかった。

(炉〉石囲炉である。ほぼ中央部に設けられている。規模は長軸54cm、 短軸40cmを 測る。南側が九

みを帯びた略方形を呈し、炉石には被熱の痕跡が認められない。炉内に炭化物は確認できたものの、

焼土は確認できなかった。掘り方は認められるが僅かである。底面に炉とほぼ同じ大きさの礫があり、

掘削できる部分が限られていたことから、石を据える分だけを掘り、埋め込んだものと考えられる。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

ん
打
川
何
脚

‐―
‐―
‐―
口

‐‐
日
日

‐―
肝
川
岬

螂
４４

46

51
41^-44

0         1 :4       10cm

45～ 53

0             1 :3           10cm

愚
国

悧

――――

脚

ν

澗
脚
Ⅷ

血５３〇 ①

第29図  8号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

ら

埋土上位
55

埋土中位
54

0            2:3           5cm

埋土中位
56

第30図  8号住居跡出土遺物 (2)

(出土遺物〉縄文土器4421g、 石器 1点が出土した。出土状況をみると、埋土中として取 り上げたも

のを除き、全て埋土上位～中位から出上しており、遺物は住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと

捉えられる。

57は Ⅲ群 3類に相当する深鉢で、単節RLを地文とし、沈減で楕円形や「∩」字形の区画文を描く。

区画外側は地文を磨り消すが、胴下半部には地文の磨り消しが弱く、地文が残る。58も 同様の器形の

深鉢である。59は Ⅲ群 6類 に相当する深鉢の口縁部片で、口縁部は無文になり、胴部には地文の複節

RLRの みが施文される。

石器はスクレイパー 1点 (61)で ある。縦形の剥片を素材とし、長辺方向の両縁辺部の片面に二次

加工を施し、刃部を作出している。二次加工は片面で顕著で、もう片面は縁辺の一部にのみ二次加工

が施される。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

10号住居跡 (第 33～ 36図、写真図版13'71・ 72・ 110)

(位置)調査区東側、3B3kグ リッドに位置する。

〈検出状況)Ⅲ層上面で、黒褐色の不鮮明な広がりを確認した。観察用ベルトを残してさらに下げた

ところ、ベルトで壁の立ち上がりの様子が観察されたこと、炉石を確認したことから、竪穴住居跡と

認定した。

(重複関係〉13号住居跡、12号住居跡、14号住居跡に隣接するが、重複関係はない。

〈形態・規模)東側が張り出した円形を呈し、長径6.4m、 短径52mを測る。深さは検出面から30～

45cmである。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とし、6層 に分けられる。底面に層状に暗褐色粘質シルトが堆積する。

レンズ状堆積を呈しており、自然堆積と考えられる。
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10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密
10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性弱   しまり密
10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや疎

掘 り 方

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

10Y R3/2 黒褐色粘質シルト

埋土上位
58

黄褐色砂質シル トブロックやや多 く、礫やや多く含む

礫多量含む

0         1150        2m

Ⅵ 検出した遺構と遺物

粘性強 しまりやや密
炭化物ごく微量、礫少量含む

粘性弱 しまりやや疎
掘り方埋土

埋土中
59

58～60
m

ド L=1914011m

岸 L‐ 191400m 当

１

２

３

炉

卜

憫

蝦

マ

と

■
鰈 金

乳

１

　

２

0        1:30       1m

埋土中位
57

第31図  9号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遣物

(床面・壁〉Ⅵ層面を床面と判断した。ほぼ平坦である。た

だし、南側は一部礫が露出しており、凹凸がある。また、北

西側に巨礫が露出している。壁はほぼ全周を確認した。やや

タトヘと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉床面上から8個、前庭部から1個確認した。

長軸32～ 60cm、 短軸25～ 60cm、 床面か らの深 さ15～

30cmを 測る。床面上の柱穴は住居埋± 2な いし4層 を主体

とする単層で柱痕跡は認められないが、Pit 7に ついては、

抜き取りと思われる痕跡が認められる。柱の配列状況から六

61

5 cm

第32図  9号住居跡出土遺物 (2)

角形状の主柱穴配列の竪穴住居跡と考えられる。壁溝は確認することができなかった。

(炉 )複式炉である。住居の中央からやや東側に位置する。炉は石田部 +石囲部十前庭部の構造を持ち、

長軸2.5m、 短軸1.lmの 規模を有する。石囲部は一辺が30～ 40cmと 70～ 90cmの不整方形を2つつ

なげた形を呈する。炉石には被熱の痕跡が認められ、炉内には焼上が堆積する。但 し、大きな石囲部

の前庭部側では焼土は確認できなかった。掘 り方は認められるが、礫を据える最低限のみを掘削 し、

据えたものと考えられる。前庭部は長径123cm、 短径105cmの楕円形を呈 し、全体的に硬化 していた。

(出 土遺物〉縄文土器109234g、 石器 9点が出上 した。出土量を重量比で比べると、床面上からが大

部分を占めている。これは62が床面上で含まれるためである。62は ほぼ完形で、床面上の南壁付近か

ら横倒 しの状態で出上 している。また炉の埋土中からも比較的多 くの土器片や石器が出土 している。

一方、埋土から出土する遺物は特に埋土上位～中位が多い。ただしいずれも小片である。遺物は住居

廃絶時と廃絶後の埋没段階で廃棄されたことが窺えるが、本住居跡は住居廃絶時に廃棄されたものの

方が多いことが窺える。

62は ほぼ完形の深鉢である。頸部に隆帯が横位に巡 り、口縁部と胴部とを区画する。口縁部は無文

である。胴部は顎部下に4単位の弧状の突起が付 き、その突起に沿うように「∩」状に沈線で区画文

が施される。63は鉢の大形破片で 4単位の波状口縁を呈 し、胴上半で大きく膨 らむ器形である。口縁

部から胴部下半にかけては「∩」字形の区画文が描かれる。64は 4単位の波状口縁を呈 し、胴部上半

で大 きくふ くらみ口縁部は内湾する器形の深鉢である。Ⅲ群 4類に相当し、楕円形区画文が連結 し、

横に向いた「 C」 字形のようなモチーフの区画文が施文される。65は 3群 6類に相当する深鉢の口縁

部片で、 4単位の波状口縁を呈する。66は Ⅲ群 8類に相当する。残存部が少なく、全容が定かではな

いが、胴上半からすぼまりながら立ち上がる壼と思われ、器面に磨消手法を用いて区画文が描かれて

いる。区画文は「∩」字形の区画文であるが、胴部下半で区画文が二重に描かれている。68は Ⅲ群 8

類に相当する深鉢の口縁部片で、幅の広い沈線によって楕円形区画文が描かれる。区画を形成する沈

線は粗 く、二重になるところも認められる。76は 深鉢の口縁部片でⅢ群 6類に相当する。器面には無

節 Lが施文されるが、縄文の施文が浅い。69～ 75、 77～ 79は 、おおむねⅢ群 3類に相当するものが

多いが、70は Ⅲ群 4類に相当し、口縁部から胴部にかけて楕円形区画文が描かれ、そのうち2つは連

結する。71は 口縁部には横位に展開する楕円形区画文が描かれ、区画文内には刺突文が充填される。

78,79は Ⅲ群 6類 に相当する。

石器は石鏃 2点、スクレイパー 3点、Rフ レイク 1点、フレイク3点が出土 した。石鏃 2点 とスク

レイパー 1点 を図示 した。80・ 81は石鏃である。80は 先端部を欠損 している。81は 炉の埋土中から出

上 した石鏃で、先端部と基部の一部を欠損する。82は スクレイパーで 1類に相当する。正面右側の縁

辺部に直接打撃による二次加工を施 している。上部にも細かい二次加工を施し、深い快 りを作出する。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

住居鯉土
1 10VR2/3
2 10YR2/3
3 10YR2/2
4 10YR3/8
5 10VR3/3
桂穴埋土

岸 L101�m

ド と=1班30014

覇 繋 鰈 ―抒1薙 篠 唸
暗褐色粘質シルト 粘性ややIn

暗褐色粘質シルト 粘性強

!g掘
韓

鍵 護
書岬 詠 含む

しま子懇   燐等睦累延箸
獣黄縛色砂質シルト微量含む

ハ 再ア

6 10YR3/8暗褐色粘資ンルト
7 10YR2/3 黒鶴色粘質シルト

粘性やや強 しまりやや密
―

粘性やや1強 しまり密

第箋回 10号住居跡.(1)
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2 縄文時代のi遺構・遺物

掘 り 方

ド

ド L=19080m 出 L■19080m

炭イと物ごく微量含む
焼土粒多量含む

密 焼土粒少量含む
燃焼部
主器片少量含む
炭化物ごく微量含む
黄褐色砂質シルト多量含む。掘り方理土

第34図 10号住居跡 (2-)

その向かい側には袂りの|よ うな加工痕がないので、石匙で1-ま なく、スクレイパこと判断した。

〈時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木9式部段階)に比定される。        (戸 根)

11号住居跡 (第37.～ 41図(写真図版14・ 72・ ■0)

〈位置)調査区中央、3B3iグリツドに位置する。2m北側に31号土坑、3m東側に10号 。14号住

居跡が位置する。

(検出状況〉III層上面で暗褐のブランを検出した。不明瞭なプランであったが、検出面上に乗イヒ物が

分布しており、掘り下げたところ、炉を検出し、竪穴住居跡と判断したも

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉不整な楕円形を呈し、規模は.48× 4B m、 深さは検出面から最深42cmを 測る。

(埋土〉9唐に分けられる。埋土上位は黒褐色粘質シルト、埋土下位は暗褐色粘質シルトを主体とする。

TO炉

上よ

1 10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性強
2 16YR2/3. 黒褐色粘質ラルト 粘性強
3 10Y R3/4 暗褐色粘質ンルト 粘性強
4 5YR4/6赤 掲色焼土   粘性ヨヨ
5 10YR3/3 暗褐色粘質シルト 粘性強
6 10YR2/3 黒褐色粘質シルト 粘性強
7 10YR2/3.黒褐色粘質シルト 粘性弱

や

密
警
や
疎
密
密
密

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

し

し

し

し

し

し

し
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床面上
62

第35図 10号住居跡出土遺物 (刊 )

Ⅵ 検出した遣構と遣物

埋土上位
63

埋土上位
66

埋土上位
67

〈床面・壁)炉 を検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。また床

面上の東側で 3ケ 所から巨礫が露出している。それぞれに掘 り方などは認められないので、自然に露

出しているものと思われる。壁は緩やかに外へと広が りながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴 6個 を確認 した。やや北へ と傾 くが、炉の主軸線からみて、P■ 1と Pit 6、 Pit 2

とPit 5、 Pit 3と Pit 4が左右対称に位置する。 したがってこれらを主柱 とする 6本柱であったと思

われる。柱穴の規模は、Pit lが径80cmと 比較的大 きいが、その他は径20cmでやや小 さく、深さは

いずれも床面から20cm程度である。埋土は褐色粘質シル ト (10層 )を 主体 とする単層が多 く、柱痕

跡は認められない。また壁溝は認められなかった。

(炉 )東壁付近に位置する。石囲部 十前庭部で構成される複式炉である。石囲部は正方形を呈 し、規

模は一辺70cm、 深さは床面から最深 6cmを 測る。炉石は扁平な自然礫 を用いているが、炉石は被熟

により破損が著 しい。掘 り方は浅 く、炉石は掘 り方に立てかけ、隙間を上で埋める程度だが、西部と

東部の炉石は設置する際、炉石が埋まる程度深 く掘 り込んでいる。石囲部内は特に手前側が焼けてお

り焼上が約 2cm堆積する。前庭部は浅い掘 り込みで、規模は70× 112cmを 測 り、主軸線に対 し、横

に広い楕円形を呈する。また前庭部の中央には硬化面が認められる。また住居壁 と前庭部との間に

100× 60cm大の礫が露出している。この礫には掘 り方が認められないので、人為的に設置 したのでは

なく、床面上に元々露出していた自然礫 と考えられる。

(出土遺物〉縄文土器3192.Og、 石器32点が出上 した。他の住居跡 と比べて石器の出土量が多いのが

特徴である。出土状況をみると、埋土上位からの出土量が最 も多 く、埋上下位出土がそれに次ぐ。一

方、床面上からの出土量は少なく、やはり小片が目立つ。目立ったものは84が床面上よりやや浮いた
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2 縄文時代の遺構・遺物

床面上
69

籍
71

埋土中
70

炉前庭部内
68

蔭郡7

ルⅣ脚脚脚悧凶四７５

埋土中
73

74

ん川川日日川阿四］７７

床面上
76

0             1 :3           10cm

◆
埋土上位

80

〔
曳

　
◇

埋土中
82

0            2:3           5 cm
|

埋土上位
79

状態で、正位で出上 し

た (第37図 写真 )。 石

器は埋土下位から床面

上か らの出上が多 く、

特に東壁付近からフレ

イクと石錐が 1箇所に

集中して見つかつてい

る。本住居跡の遺物は、

石器などは住居廃絶時

に廃棄 されたものが多

いが、土器は住居廃絶

後の埋没段階に廃棄さ

i小 亀
内

１

炉

８

第36図 10号住居跡出土遺物 (2)

れたものが多いことが窺える。

83は深鉢の大形破片で胴部下半から底部にかけて残存する。地文である複節RLR以外に文様が認
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土器 (84)出 土状況

1 10Y R2/3
2 10Y R3/2
3 10Y R2/2
4 10Y R3/3
5 10Y R3/3
6 10Y R3/4
7 10Y R4/4
8 10Y R2/3
9 10Y R3/3
10 10YR4/6

柱 穴

Pitl

FC L‐190800m q

卜 L=191300m

暗褐色粘質シルト

褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

褐色粘質シルト

Pit2

PL‐ 1∞制Omヨ

しまり密
しまりやや密
しまりやや密
しまりやや密
しまり密
しまり密
しまりやや密
しまりやや密
しまりやや疎
しまりやや密

粘性やや強

粘性強

粘性強

粘性やや強

粘性強

粘性強

粘性やや強

粘性やや弱
粘性やや弱

粘性やや強

Ⅵ 検出した遺構と遺物

炭化物微量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む

炭化物微量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、黄褐色砂質ンルトやや多く含む

炭化物微量、Ⅲ層土中量、黄褐色砂質シルト中量含む

炭化物微量、Ⅲ層土多量含む

炭化物微量含む。柱穴埋土

Pit3

Fし■maxr」三十

す

粘性やや強 しま

粘性やや強 しま

粘性やや弱 しま

粘性強   しま

Pit4

√L・19080m耳

V

Pit5

βL=1卿肺q

V

Pit6

1 10Y R3/3
2 10Y R4/6
3 10Y R2/3
4 10Y R3/3

りやや疎 炭化物少量、責褐色砂質シルト少量含む

りやや密 炭化物微量含む

り密   炭化物微量、焼土ブロック中量含む

りやや密 炭化物微量、焼土ブロック少量含む

0         1:50         2m

第37図  11号住居跡 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

私
Ⅳ

‐゙
｝翌
ち
ｏｇ

掘 り

0        1130       1m

しまりやや疎 炭化物微量含む

しまりやや密 炭化物・焼土微量含む

しまりやや疎 炭化物中量、焼土微量含む

しまりやや疎 炭化物・焼土微量含む。掘 り方埋土

ド L‐ 190 ЮOm 名

鶉

１

２

３

４

S

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性強
10Y R4/6 褐色粘質シル ト  粘性やや強
10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強
10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性弱

ドニL=190700m

第38図 11号住居跡 (2)

め られないのでⅢ群 6類に含 まれると思われる。15号住居跡の埋土中か ら出土 した破片 と接合 してい

る。84は小形の深鉢で、コップ状の形態で口縁部は外反 し、口唇部は 2単位の波状 を呈する。器面に

イよ「∩」字形や円形の区画文が施され、区画文を覆うように「∩」字形の沈線文も施される。86、 87

はⅢ群 3類に相当する深鉢の口縁部片で楕円形 (あ るいは「∩」字形か)区画文が描かれている。

88・ 89。 90は Ⅲ群 6類 に相当する。85・ 98は 深鉢の底部片底面に縄文が押圧される。

石器は石鏃 2点、石錐 1点、スクレイパー 1点、石皿 1点、軽石製品 1点、Rフ レイク2点、フレ

イク24点が出土している。フレイクの出土量が多い。そのうち石鏃 2点、石錐 1点、スクレイパー 1

点、Rフ レイク1点、フレイク2点 を図示した。石器の出土状況で特徴的なのは、フレイクが東壁際

の埋土下位から一括して出土したことである。また出土したフレイクのほとんどが、石質鑑定の結果

北上山地系の頁岩であった (図示したものは奥羽山脈系の頁岩)。 本遺跡から出土したフレイク類の

ほとんどは奥羽山脈系の頁岩であり (第Ⅷ章参照)、 にもかかわらず本住居跡からは北上山地系の頁

岩のフレイクが多量に一括出土している。

94・ 95は 石鏃である。どちらも無茎鏃である。96イよ集中してみつかったフレイクの中からいっしょ

に出土した石錐である。石材は奥羽山脈系の頁岩であるので、同じ地点から出土したフレイクが北上

山地系の頁岩が多いことを考えると、同じ母岩のものではない。したがってフレイク類はこの石錐を

製作する際に排出されたものではないことが窺える。97は スクレイパーで片面のみに二次加工により

刃部を作出し、もう片面には狭りのような二次加工が両側から施されている。98は Rフ レイクである。

正面の両側面に二次加工が施されている。角度が鈍く、刃部であるか定かではないのでRフ レイクと
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88

綽Ⅷ箋述

Ⅵ 検出した遺構と遺物

床面上
84

埋土中
89

埋土上位
93

、ヽ

靴 土中位
85

埋土上位
83

埋土上位
86

埋土中位               92
91

86～93

0            1:3          10cm

第39図  11号住居跡出土遺物 (1)

した。99,100は フレイクでどちらも背面に自然面が残る。101は石皿で、全体の 4分の 1ほ どしか残

存 していないが、底面に円形の脚が付 き、また使用面には縁がある。102は軽石製品で半円形に成形

され、片面には溝が 1条認められる。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

12-A・ B号住居跡 (第42～ 48図、写真図版15。 16'73・ 111)

(位置)調査区中央、 3B21グ リッドに位置する。北東側に13号住居跡が重複 し、 lm南東側には

16号住居跡が、 2m西側には10号住居跡が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、検出面上に炭化物と

土器片が分布する。掘り下げたところ、炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係〉13号住居跡と重複する。検出段階で13号住居跡よりも本遺構の方が新しいことを確認し

ていたが、精査の作業工程上の理由から13号住居跡の方を先に精査し、重複関係を示す土層断面など

は記録できなかった。また本遺構は石囲炉を伴う住居 (12-A号住居跡)と 複式炉を伴う住居 (12ぃ B

号住居跡)が入れ子状に重複している。土層観察から12-A号住居跡の方が新しい。

(形態・規模〉本住居跡は精査の途中まで2棟が重複しているものとは気づかず掘り下げてしまい、
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2 縄文時代の遺構・遺物

床面上
94

え‖家
埋土上位

95 ◇

埋土下位
97

埋上下位
99

第 40図  11号住居跡 出土遺物 (2)

床面上

埋上下位
98

0             2:3           5cm

離
ＯＯ

月

日

ヽ

したがって12-A号住居跡の壁やなどはベル ト断面以外は確認できていない。12-A号住居跡はベル ト

断面で確認 した立ち上が りから第44図のような楕円形状になる。規模は推定で4.4× 3.Om、 深さは検

出面から最深42cmを 波1る 。12-B号住居跡は不整楕円形を呈 し、規模は6.8× 57m、 深さは検出面か

ら最深54cmを 測る。

(埋土)11層 に分けられる。 3～ 6層が12-A号住居跡、 7～ ■層が12-B号住居跡の埋土に相当する。

1'2層 については、 2層が12-A号住居跡の壁を壊 してお り、12-A号住居跡が埋没 した後に堆積 し

たものと思われる。

(床面・壁〉12-A号住居跡と12-B号住居跡とでは床面の高さが異なり、12-A号住居跡の方が高い。

12-A号住居跡は石囲炉が検出した面、すなわち12-B号住居跡の8層上面を床面とした。ほぼ平坦で

あるが、東側がやや高く傾斜する。壁は緩やかに外へと開きながら立ち上がる。

12-B号住居跡は複式炉を検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。

壁は緩やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)12-A号住居跡は柱穴 1個 と滞状の掘り込み 1個が認められる。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋上下位
101

0       1:3

埋土中位
102

第41図  11号住居跡出土遺物 (3)

12-B号住居跡は床面上から6個確認 した。炉の主軸線に対 し、Pit lと Pit 6、 Pit 2と Pit 5、 Pit 3

とPit 4が左右対称に位置する。 したがってこれらが主柱 となる6本柱 と考えられる。柱穴は径20～

40cmで 、埋土は 1～ 3層で、柱痕跡は認められない。また壁溝は認められなかった。

(炉〉12-A号住居跡の炉は床面のほぼ中央に位置する。石囲炉である。不整な五角形を呈 し、規模は

50cm× 46cm、 深 さは床面から6cmを測る。炉石は扁平な自然礫を用いる。ただし、炉石の大 きさや

形状に規則性は認められない。炉内には燃焼部は認められず、また埋土には戊化物が堆積するが、焼

土は認められない。ただし炉石の一部は被熱 しており、炉自体は使用されていたことが窺える。

12-B号住居跡の炉は南東壁付近に位置する。石囲部 +前庭部で構成される複式炉である。石囲部

の先端側は床面よりもやや下がっているが、断面 (C― C′ )を記録 したところ以外は緩やかな立ち

上が りで、上端・下端が認められなかった。また石列が認められ、その内側には焼上が 3個堆積する。

この部分は石囲部とするには礫が全周せず、焼上の堆積 もまばらである。また石囲部は正方形を呈 し、

規模は一辺90cm、 深さは床面から最深14cmを 測る。炉石は扁平な棒状の自然礫を用い、掘 り方内に

設置し、炉石の隙間や外縁部に小礫を埋め、根固めとしている。石囲部内はよく焼けてお り、全体に

5cm程度の焼上が堆積 している。前庭部は、規模が■4X150cmを 測る。浅い掘 り込みで、床面か ら

10cm程度である。また前庭部の南側に棒状の礫が設置されている。北側には礫は並ばず、また抜 き取

り痕跡も認められないので、元々設置されていなかったものと思われる。前庭部の両脇には 3個の柱

穴が認められる。

(出土遺物〉縄文土器7033.9g、 石器28点、土製品 1点が出土した。前述の通り、本遺構は2棟の住

居跡が重複してことに気づかずに掘り下げてしまい、12-A号、12-B号住居跡別々に遺物をとりあげ

ることができず、一括している。出土状況をみると、埋土上位～中位からの出土量が大部分を占める。

一方、床面上からの出土量は少なく、また出土したものも小片が多い。したがって住居廃絶時や廃絶

＝
．υ
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2 縄文時代の遺構 '遺物

d

§

量

Ｔ
ギ
■

1 1つ Y R3/4
2 10YR3/2
12-A号佳居跡
3 10YR3/3
4 10Y R2/3
5 10YR3/2
12-8鶏 跡
6 10YR2/3
7 1oYR3/1
8 10YR3/4
9 10YR2/3
10 10YR3/3
11 107R.4/4

1嗜掲色粘質ンルト
黒褐色粘質シルト

暗褐0粘質シルト
黒褐色粘質ンールト
黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質|シルト
黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト
黒褐色粘質ンルト
暗掏色粘質シ

イルト
掲色砂質シルト

粘性やや強
粘性やや弱

粘性弱
粘性マや強
粘性やや強

粘性強|

粘性強
粘性やや強
粘性やや強
粘性やや強
粘性やや弱

しまり密
しまり密

しま,密
しまり密
しまり密

しまりやや密
しまりやや疎
しまり密
しまりやや密
しまり密
しまりゃや密

庚化物少量含む
炭化物微量i礫微量含む

療他物少量、自色粒子微量含む
療イ

`物

少量含む
炭化物少量、礫少量含む

炭化物微量含む

え花物微豊合む
炭化物微量、靭微量含む
黄褐色ロエム少量含む
炭化物微量含む
炭化物微量含む

―.54-

第1稜図 12号住居跡 (1)



Pit2

Pし■∞ぉOll E2古

V

Pit3

FL=ЮO鯛mヨ

Ⅵ 検出した遺構と遺物

Pit6

μL■帥側税n唱Ｐｉｔ‐皿市ッ

β

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや疎 炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む
10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物微量、黄褐色砂質シルト中量含む
10Y R4/6 褐色粘質シルト  粘性やや弱 しまり疎   黄褐色砂質シルト多量含む

0          1:50        2m

第43図 可2号住居跡 (2)

後の埋没段階で廃棄され、中でも埋没段階に多 く廃棄されたものであることが窺える。

土器は出土量が多い割に、器形を復元できたものは103の みであった。ただし103も 残存部分は少な

く、ほとんどが推定である。103は壷で胴中央部が大きく膨 らみ、頸部から口縁部にかけて小 さくす

ぼまる器形である。胴部には2単位の把手が付 く。文様は幅広の沈線による曲線的な区画文で、区画

の外側に沿って微隆帯が付 く。Ⅲ群 5類 に相当する。106は 小形の鉢で完形である。無文である。

107・ 108は Ⅲ群 3類に相当する深鉢で楕円形の区画文が施文される。109～ 111,1151よ Ⅲ群 6類に相

当する深鉢である。109～ 110は 回縁部が無文化する。114は Ⅳ群に相当し、沈線による三叉状の曲線

的な区画文が施文され、区画内には充填手法による縄文が施文される。116は単節RLが施文される

深鉢胴部片で縄文原体が粗 く、他の上器に施文された縄文原体とはやや異なるが、土器の胎土は他の

ものと類似 しているので、Ⅲ群 6類に含めた。104・ 105・ 117は 深鉢の底部片である。底面には■4・

117は縄文が、105は木葉痕が認められる。

土製品は土製円板が 1点 (118)である。無文である。円形に整形され、側面が激 しく磨滅 している。

石器は石鏃 4点、石錐 1点、スクレイパー 3点、磨石 1点、石皿 1点、Rフ レイク3点、フレイク

15点が出土 した。石鏃 3点、石錐 1点、スクレイパー 2点、Rフ レイク 1点、磨石 1点、石皿 1点 を

図示 した。119～ 1201ま 石鏃である。119は 完形であるが、他の 2点は基部を欠損 している。122は石

錐で錐部を欠損 している。錐部に厚みがあるのが特徴である。123・ 125は スクレイパーである。123

は両面に二次加工を施 し、刃部を作出している。125は片面のみの全周に二次加工を施 し、刃部を作

出している。124は 片面の縁辺部に二次加工を施 しているが、刃部にしては粗いので、 Rフ レイクと

した。126は磨石で全体の 2分の 1が欠損 している。両面に磨痕が認められた。127は石皿の縁辺部片

で、加工を施 し縁辺がつ くられている。内部に磨痕は認められず、使用されたかは定かではない。

(時期)出土遣物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。        (須 原)

13号住居跡 (第 49～51図 、写真図版 16・ 17'111)

〈位置)調査区中央付近北側、3B2mグ リッドに位置する。

〈検出状況)Ⅲ層上面で扇形をした黒褐色の不鮮明な広がりを確認した。観察用ベルトを残してさら

に下げたところ、ベルトで壁の立ち上がりの様子が観察されたこと、埋設土器が確認されたことから、

竪穴住居跡と認定した。なお、調査区周辺に田畑への進入のため、3B2mグ リッド付近に調査区を

横断するための道路を残しており、本遺構はその道路の下にも及んでいた (断面写真などは道路がま

だある時に撮影している)。 道路救去後、残 りの範囲の検出作業を行ったところ、楕円形状のプラン

であることを確認した。また本遺構の北側の一部は調査区外へ広がっている。

１

２

３

Ｐｉｔ５枷】》
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2 縄文時代の遺構・遺物

ドL‐190600m｀

10Y R2/2 黒褐色粘質シルト
10Y R4/4 褐色1粘質シルト
10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

粘性やや強 しまり密

粘性弱   しまりやや密

粘性や
―
や強 しまりやや密

炭化物微量、黄褐色砂質シルト微量含む
黒褐色粘質シルト少量含む
炭化物微量含む

0             1150            2m

１

２

３

炉 炉掘り方

卜     可
岸

姿
導

!

10Y R2/2 黒褐色粘質シルト
10Y R3/4 暗褐色粘質シルト

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト

粘性強   しまりやや密 炭化物少量含む
粘性強   しまりやや疎

炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む
粘性やや強 しま―りやや密 掘り方理土

吐
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弔
▼
億
意
ヨ

虔 L‐ 1890011m

Ⅵ 検出した遺構と遺物

炭化物微量、礫少量含む

燃焼部

炭化物少量含む

炭化物少量含む

掘り方理土

0       1130      1m

当

ドーL=189900m 暑

1 10Y R3/4
2 5Y R4/3
3 5Y R4/8
4 10YR2/2
5 10YR3/4
6 10Y R3/3

暗褐色粘質シルト
赤褐色焼土

赤褐包焼土
黒褐色粘質シルト
暗褐色粘質シルト
暗褐色粘質シルト

粘性強

粘性やや強

粘性やや強

粘性やや強
粘!l■ やや強

粘Lやや強

しまりやや密
しまりやや疎
しまりやや密
しまりやや疎
しまりやや密
しまり密

12号住居跡 (4)
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2 縄文時代の遺構・遺物

00

〈重複関係〉南東側で12号住居跡と重複する。

埋上の堆積状況から本遺構が古いと判断され

る。

(形態・規模〉円形を呈 し、長径75m前 後、

短径5,8m前後を測る。12号住居跡との重複、

掘 り過 ぎ及び調査区域外の部分があるため、

正確な平面規模については不明である。深さ

は検出面から30～ 40cmで ある。

(埋土〉黒褐色粘質シル トを主体 とし、 8層

に分けられる。 レンズ状堆積 を呈 してお り、

自然堆積 と判断される。

(床面・壁)Ⅵ層を床面と判断した。北東側

が礫層で、南西側が責褐色粘質シル トである。

このため、床面には凹凸がある。床面は南西

方向に向かって下 り傾斜がある。中央付近に

埋設土器及び掘 り込みがある。壁は重複や掘
暑  りす ぎ等の為、ほぼ1/2の 確認にとどまる。

ややタトヘ と広が りながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)柱穴は床面上で 5個確認した。

住居埋± 3・ 4層 を主体 とした単層である。

柱穴は不規則に配置されてお り、主柱穴とし

て使用されたものの判断は難 しい。壁溝は認

められなかった。

(炉 )明確に炉 と判断できるものは確認でき

なかった。

(そ の他〉中央付近に直立の埋設土器が見つ

かつてお り、この北側に長軸110cm× 短軸

95cm、 深さ20cm程 度の平面が楕円形を呈する掘り込みがある。埋設土器の掘り方には礫を多量に含

む。埋設土器を伴う複式炉の可能性もあるが、埋土に焼土が確認できないこと、埋設土器の底部と比

べて掘り込みの底面が高いこと、本遺跡における複式炉を伴う他の竪穴住居跡と比較 して炉の設置位

置が著しく異なることから、複式炉とするには躊躇せざるを得ない。

〈出土遺物)縄文土器41279g、 石器4点が出土した。出土状況をみると埋土下位～床面上の出土量が

最も多いが、ほとんどが小片であり、住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと捉えられる。

128～ 130は 深鉢の口縁部片である。128・ 129は Ⅲ群 2類に、1301よ Ⅲ群 3類に相当する①128は楕

円形状の肥厚部が縦位に付 く。肥厚部に内側には沈線による二重の区画が施文され、区画内には刺突

が充填される。12号住居跡の埋土中位から出上した土器片が接合している。129は 口縁部と胴部とが

横位の隆帯により区画される。口縁部には縦位の粗い沈線が巡る。胴部は浅い沈線による方形の区画

文が施文される。131は埋設土器で、深鉢の底部である。器面にはわずかに単節RLが施文されるの

みである。

石器はRフ レイクとフレイクが 2点ずつ出土したのみで、 トゥール類はみつかっていない。Rフ レ

0        1:30 lm
|

第46図 12号住居跡 (5)
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Ⅵ 検出した遣構と遺物

|プ

(;i:::[::'ア
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6

鰯
埋土上位

111

ル
川
日
日
日
日
日
困
軸

‐１３
埋

驚角日日日（］‐‐２

一に

埋土中位
109

103～ 106

0             1:3           10cm

107～ 118

0         1 :4       10cm

埋上下位
110

埋土上位
114

爛脚］四い「川〃〃″打］‐‐５
位中

６
±
１‐

埋

―

(g畳

曇

鋭

―

イ
ー

埋土中位
118

第47図 12号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

Å‖∧ え‖∧
埋土上位

◆            120
埋上下位

119

―饉‖
⇔

�
埋土中
121

埋上下位
123

刑
―――

判
125

0           2:3           5

曽    号プ

0             1 :3           10cm
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物

卜 L‐191000m

1 10Y R2/2
2 10Y R2/3
3 10Y R2/3
4 10Y R2/3
5 10Y R2/3
6 10Y R2/2
7 10Y R2/3
8 10Y R2/3

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シル ト

粘性強   しまりやや密

粘性強   しまりやや密

粘性やや強 しまり密

粘性やや弱 しまりやや密

粘性やや弱 しまりやや密

粘性強   しまり密

粘性やや弱 しまり密

粘性強   しまり密

炭化物ごく微量含む

火山灰 (?)微量含む

礫微量 (2、 3層 より暗め)

黄褐色砂質シルト多量 (2、 3層 より暗め)

礫多量含む

礫多量含む

炭化物ごく微量、礫微量含む

0          1:50         2m

第49図 13号住居跡 (1)

イク 1点 を図示 した。片面の縁辺部に一部連続する二次加工が認められる。

のような付着物が確認できた。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

また一部にアスファル ト

(戸根 )

14号住居跡 (第 52～ 57図、写真図版18。 19'74～ 76・ ■2)

(位置〉調査区中央、3B3kグ リッドに位置する。周囲1～ 2mに は遺構が密集しており、10～ 13
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2 縄文時代の遺構・遺物

畔堂
L‐ 190800m

ｇ
ｏ
認

８
Ｔ
Ｆ

劇
一

１

　

　

２

③
吐

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密
黄褐色粘質シルトブロック微量含む

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密
炭化物微量、礫多量含む。埋設土器掘り方

o        l:30

第50図  13号住居跡 (2)

Ｖ
ＩＩ
〃
埋土下位

130
埋土中
128

128～ 130

m

131

0     1:4    10cm

第51図  13号住居跡出土遺物

号住居跡、15～ 17号住居跡、32号土坑が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。不明

瞭なプランであるが、検出面上に炭化物が分布していた。

ベルトを残 して掘 り下げたところ、複式炉 (以下、炉A)

が検出し、竪穴住居跡と判断した。ただし、その後複式炉

転智   の西側で別の複式炉 (以下、炉B)を見つけた。

処     働 関桐⇔ な眺[          (形
態・規模)南側がやや突出した不整な楕円形を呈 し、

規模は7.1× 5.6m、 深さは検出面から最深42cmを測る。

住居の中央に集〈埋土〉 7層 に分けられる。主体は、 2、 5層の暗褐色粘質シル トである。 2層 は、

た点から、 2棟の住居が重複 して中してお り、その周辺に5層が堆積する。この点と炉が 2基検出し

いる可能性 も考えられる。すなわち、炉 Bを伴う住居跡は2～ 4層 に、また炉Aを伴う住居跡は5～
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Ⅵ 検出した遣構と遣物

7層 に相当することが考えられる。ただ し 1層 は両方の住居跡 にまたがって堆積 していること、 2、

5層 どちらも土質や混入物に大 きな差違は認め られず、類似 してお り、可能性 に溜めたい。

(床面 。壁〉炉が検出したⅥ層面を床面とする。また床面の一部には、Ⅶ層面が露出している。硬化

面は認められない。壁は東西方向の壁はほぼ直立に立ち上が り、南北方向の壁は緩やかに外へと広が

りながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)6個 確認 した。tt Aの 主軸の延長線上西壁際にPit 6が位置 し、その主軸線に対 し、

Pit 2と Pit 5、 Pit 3と Pit 4が左右対称に位置する。 したがってこれらが主柱 となる5本柱であった

可能性が高い。また炉Aの南側にPit lが位置するが、炉を挟んで対になる柱穴がみつかっていない①

柱穴はやや小さく、径20～ 60cmを測る。埋土は単層で柱痕跡は認められない。これらの 6個の柱穴

が炉Aに伴うとすれば、炉 Bに伴う柱穴はないことになる。また壁溝は認められなかった。

(炉)同一床面上から2基検出した。炉Aは東壁付近に位置する。石囲部十前庭部で構成される複式

炉である。石囲部は正方形を呈 し、規模は一辺80cm、 深さは床面から最深 4cmを測る。炉石は扁平

な棒状の自然礫 を用い、炉石の隙間や掘 り方外縁には10cm大 の小礫を満たし、根固めをしている。

石囲部内に燃焼部は認められず、焼土は埋土中に少量堆積するのみである。ただし炉石は激 しく被熱

を受けてお り、一部ぼろぼろになっている。前庭部は楕円形を呈 し、100× 134cmを 測る。浅い掘 り

込み状で、床面から5 cm掘 り込まれた程度である。また前庭部の北東側には、柱穴状の掘 り込みが 1

個認められる。炉 Bは床面のほぼ中央に位置 し、主軸方向は炉Aよ り北へ24° 傾斜する。石囲部十前

庭部で構成される複式炉で、炉Aよ り小さい。石囲部はほぼ正方形で、規模は一辺60cm、 深さは床

面から最深 6cmを 測る。石囲部内はよく焼けてお り、内部全体に4cmほ どの焼上が堆積する。前庭

部は規模は71× 50cmの楕円形を呈する。浅い掘 り込みで、床面から4 cm掘 り込まれた程度である。前

庭部の両脇には主軸方向に礫が設置される。礫は偏平で大きな礫を縦にし、床面下に深 く差 し込んで

いた。

(出土遺物)本住居跡からは縄文土器22970.6g、 石器25点が出土 した。比較的石器の出土量が多いの

が特徴である。出土状況をみると、埋土上位～中位からの出土量が最 も多い。一方、床面上から出土

するものは少ない。 したがって遺物の多 くは住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものであることが窺

える。また他の住居跡から出上 した土器片と接合 したものも見受けられた。133・ 134・ 162は 18号住

居跡、142は 17号住居跡、143は 20号住居跡から出上 した土器片と接合 している。

133は Ⅲ群 3類に相当する深鉢で、「∩」字形と円形の区画文が描かれている。口縁部の円形の区画

文内は、縄文を施文 した後、その上から棒状工具による刺突文が充填されている。135は 深鉢の胴部

片である。単節 RLを 地文とし、縦位の沈線により「∩」字形の区画を施す。ただし区画外の地文は

磨消されず残存する。137～ 139は Ⅲ群 6類 に相当する深鉢で、いずれも口唇部下は無文化する。140

はⅢ群 6類の鉢で、やはり口唇部下は無文化 し、胴部には、単節 RLが施文される。141は 口縁部に

4単位の把手が付 く鉢である。胴中央部が大 きく膨 らみ、口縁部で屈曲してから緩やかに立ち上がる

器形である。内外面の色調は黒色で、丹念に磨かれている。またわずかだが、朱が塗られていた痕跡

が器面のいたるところで認められた。おそらく、外面全面に朱が塗られていたと思われる。頸部に付

く把手はその上下で鍔状の隆帯と連結 している。胴部は単節 LRを地文とし、沈線による弧状の区画

文が二個一対で縦位に施される。沈線の外側には微隆帯が沿い、文様を浮き彫 り状にみせている。図

示できた部分以外はほとんど残存 してないため、文様の単位については不明である。148は小形だが、

141に類似する文様をもつ鉢である。142は 口縁部がすはまる鉢である。「∩」字形や円形の区画文が

施文される。143は胴部に2単位の把手が付 く鉢の胴部片である。単節 RLを 地文とし、沈線による
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2 縄文時代の遺構・遺物

畔笙L=1912∞m カクラン

1

2
3
4
5
6
7

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱
10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強
10Y R4/6 褐色粘質シル ト  粘性やや弱
10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱
10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性強
10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強
10Y R4/4 褐色粘質シル ト  粘性やや強

柱 穴

S           9

炭化物微量、礫少量含む
炭化物少量、土器を含む
炭化物微量含む
炭化物微量、責褐色砂質シルト中量含む
炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む
炭化物微量含む
炭化物微量、黄褐色砂質シルトやや多く含む

βL=ЮO制m引

V

当

疎
　
　
密

や
　
　
や

密
密
密

や
密
密

や

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

し

し

し

し

し

し

し

βと‐1907110mヨ

帝

Pit2

PL=1側 ЮOm耳 F卜編Omョ

U

Pit4

ド三し‐19o700mヨ

密

密

ま

ま

し

し

１

２

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱
10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱

炭化物微量含む
炭化物微量含む

卜 L=191 200HI
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物

ド レ 1∞ 700Ha

μ ■lm70的

10Y R2/3-黒褐色粘質シルト 粘性強|   しまりやや疎
10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまり密
10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性やや弱 しまりやや疎
10Y R3/4 暗鶴色粘質シルト 粘性強   しまりゃゃ密

掘り方

炭化物微量、焼土少量含む
炭化物微量含む
暗褐色粘質ンルト少量含む
炭イを物微量、焼三中量含む。掘り方4fL

ト弔

平
ドＯＰ〓
ヨ

当

１

２

３

４

炉 B

頚

1 10Y R2/3
2 10YR3/3
3 5Y烹 4/8

4 10Y R13/2
5 10YR3/4

“黒褐色粘質シルト
暗褐色粘質ンルト
赤褐色ntL
黒褐色絹質シルト
暗掲色耗資シルト

粘性弱
粘性強
粘
―
性や

―
や弱

粘1隆弱
藉性ゃゃ強

掘り方

如

しまりやや密
しまりやや疎
しまりやや疎
しまり密
しまり密

―

庚化物微量含む
炭化物微量含む

炭化物微量含む

掘

'力

埋土

Ｐ

ｈ
“
■
彗
ざ
ヨ 岸 ■190700m

トト19070014

第53図 14号住居跡 (2)
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縄文時代の遺構・遺物

0         1 :4       10cm
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋土上位
143

148

位

檄Ｈ＼Ц
　
量
‐５４

β
＝
撃

鵜
埋

雛
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Ⅶ
埋土中位

155

Ｌ
日
日
日
日
日
日
日

‐―
日
川

却
‐５３

坦

埋土上位
152

141～ 143

0        1:4       10cm

144～ 155

0           1:3          10cm

,/ス
~漆

緻
極

濯
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2 縄文時代の遺構・遺物

埋土上位
156

埋土上位
158

埋土上位
160

埋土上位
162

_(〔
gg::,)_

∽

 ф

埋土中位
164

埋土下位
163

第56図 刊4号住居跡出土遺物 (3)

坦土上位
165

随

渦巻き文と「∩」字形の区画文が施文され、渦巻き文の一部に磨消が認められる。外面全面に朱が塗

られている。147は 単節RLを地文とし、楕円形のモチーフ状に地文を磨り消すことで、楕円形区画

文にみせている。154は壺の頸部片で、刺突文が 2段に巡っている。1551よ ミニチュア土器の底部片で、

線刻状の細い沈線が縦位に巡る。

土製品は土製円板 1点、斧状土製品2点が出土した。1631よ 土製円板で、縄文が施文されている。

164、 165は 斧状土製品である。164は 遺構の埋土中位の別々の地点から出上した破片が接合 し、完形

であることが分かつた。広い面の端部に穿孔が施される。単節LRを施文し、浅い沈線が広い面に沿

うように施される。側面は溝状に窪んでいる。165は 先端部を欠損するのみである。長軸方向の一端

は耳状に突出し、もう一端の先はやや細く尖る。ほぼ全面に単節LRが施文され、その上から沈線文

が施される。穿孔は側面に施される。

石器は石鏃 1点、石匙 1点、スクレイパー4点、磨石 1点、Rフ レイク2点、フレイク13点が出土

埋上下位
161
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◆

埋土上位
166

◇
も

埋土上位
167

0

Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋上下位
168

埋土中位
170

埋土中位
169

埋上下位
171

埋土下位
172

0       2:3      5cm

第57図  14号住居跡出土遺物 (4)

した。石鏃 3点、石匙 1点、スクレイパー 2点、フ

レイク 1点、磨石 1点 を図示 した。166は 石鏃で、

基部を欠損する。無茎鏃である。167・ 168も 石鏃か

あるいは石鏃未成品である可能性が考えられるが、

先端部以外の部分に二次加工が施されていないの

で、スクレイパーとした。どちらも先端部は両面か

ら二次加工を施 し、刃部を作出している。169。 171

もスクレイパーである。169は 正面の左側片面に、

直接打撃による二次加工を施す。171は 正面の長辺

の両側片面のみに二次加工を施 している。170は 石

匙であるが、摘み部である部分の二次加工が中途半

埋土中位
173

0            1 :3          10cn
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2 縄文時代の遺構・遺物

畔二L=191鉤 Om

１

　

２

暗褐色粘質シルト 粘性強

りやや疎 炭化物中量、焼土粒やや多く含む

黒褐色粘質シルト 粘性やや強
しまりやや疎 炭化物少量含む

炭化物少量、黄褐色砂質シルトブロック少量含む

炭化物微量 礫中量含む

炭化物微量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シルトやや多く含む

0        1:50       2顔

端で袂入が浅い。右側片面のみに二次加工を施

している。1721ま フレイクである。 2C類 に相

当し、自然面は残っていない。図示 していない

が、本住居跡からはフレイクが13点みつかって

いる。それらは全て奥羽山脈系の頁岩である。

173は磨石で、平坦面は片面のみで、その面に

磨痕が確認できた。

また他に、埋土上位から0.26g、 炉 Bの石囲

部内の埋土中から、0.91gの コハクが出上 した。

全て非成品である (写真図版115① o ② )。

(そ の他〉本遺構は、同一床面上で主軸方向が

異なる炉が 2基検出しており、住居跡 2棟が重

複したものである可能性も考えられる。土層断

面からもそのように判断できる要素がある。た

だし本遺跡では複式炉は常に住居の壁際に設

置されるので、炉Bの位置は単独の住居跡のも

0       1:30      1m

第58図 15号住居跡

1 10Y R2/2
2 10Y R2/3
3 10Y R3/3
4 10Y R4/4
5 10Y R3/4

炉

10Y R3/3
しま

10Y R2/3

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シルト

粘性やや弱
粘性弱

粘性やや弱

粘性やや弱
粘性やや弱

しまりやや疎
しまり密
しまりやや密
しまり密
しまり密

ト弔
ド
い‐
ＰΦ］９ｏｏＢ

:正 聾 墨 紗

｀

焦
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Ⅵ 検出した遣構と遺物

埋土上位
176

埋土上位
175

174
0     114    10cm

埋土中位
174

第59図  15号住居跡出土遺物

の としては考えられない場所である。 また、本住居跡周辺を何度か確認 し、 トレンチ も入れてみたが

他の住居跡は重複 していない。そ して今回の調査でみつかった炉の中で、本遺構の炉 Bに類似するも

のは見受けられない。こういった点を踏まえていくと、炉Bは本遺構の「副炉」に当たる可能性も考

えられる。そこで本文中においては炉Bを所謂「副炉」と考え、遺構図を作成している。

(時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木9式新段階)に比定される。

15号住居跡 (第58・ 59図、写真図版19,20,76)

(位置〉調査区中央、3B6jグ リッドに位置する。 lm北東側に14号住居跡、2m東側に18号住居

跡が隣接する。

〈検出状況〉Ⅲ層上面で暗掲色のプランを検出した。ただしプランが不明瞭なので、任意にトレンチ

を入れ土層を確認した。トレンチは一部Ⅵ層まで下げたが、それより上の黒掲色粘質シルト層 (Ⅳ層)

面から石囲炉を検出し、Ⅳ層面を床面とする竪穴住居跡と判断した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉北西側がやや突出する不整な楕円形を呈し、規模は4.4× 3.8m、 深さは検出面から最

深44cmを 測る。

(埋土)5層 に分けられる。また、 1層土は上層から下層へ と入 り込んでいるが、他の埋土と類似 し

てお り、また床面下には認められないので、撹乱土ではなく、遺構埋土 として扱った。

〈床面・壁)炉が検出したⅣ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、南から北にむけてやや傾斜する。

硬化面は認められない。壁は緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉なし。

(炉〉床面のほぼ中央に位置する。石囲炉である。方形を呈し、規模は66× 48cm、 深さは床面から最

深 4cmを測る。炉石は南北側は棒状に長い自然礫を、東西側は比較的小さい自然礫 2個 を並べて設

置する。炉石はほとんど床面に浅く差し込むのみである。炉内には燃焼 した痕跡は認められないが、

炉の埋± 1層中には焼土粒が混入していた。

(出土遺物)縄文土器1957.6gが 出土した。出土状況をみると埋土上位からの出土量が特に多い。一方、

床面上から出土した土器はない。出土した土器は住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと捉えられ

る。

174は 深鉢の大形破片で、Ⅲ群 3類に相当する。16号住居跡の埋土 中位か ら出土 した土器片が接合
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2 縄文時代の遺構・遺物

ド笙L=191100m

柱 穴

Pitl        Pit2

ドL=190硼mq PL=190∞ Om ヨ

Pit3
FL=190600m

鶉

10Y R3/4

10Y R3/2

10Y R3/3

10Y R3/3

10Y R4/4

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

tav色粘質シルト

粘性やや強 しまりやや密

炭化物微量、上位に火山灰ブロック偏在

粘性強   しまり密
炭化物中量、焼土粒少量含む

粘性強   しまりやや密
炭化物微量、焼土粒微量含む

粘性やや弱 しまり密

炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む

粘性弱   しまり密 焼土粒中量含む

0          1:50         2mＰｉｔ４帥υ
Pit5

βL‐ D0600m ⊆

耶
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第60図  16号住居跡 (1)



Ⅵ 検出した遺構 と遺物

TO丁ロ
ト
Ｌ
３
『３
Ｂ

Ⅲ

ド L=190 7alm ■

1 10Y R3/4
2 5Y R3/4
3 10Y R2/3
4 10Y R3/4
5 10Y R2/2

6 10Y R3/4

7 10Y R3/3

卜L=D0700m

暗褐色粘質シル ト
暗赤褐色焼土
黒褐色粘質ンル ト
暗褐色粘質シル ト
黒褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物少量、焼土粒少量含む
粘性やや弱 しまり密   燃焼部
粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む
粘性やや弱 しまりやや密 黄褐色砂質シル ト中量含む
粘性やや弱 しまり密

炭
雑惚箪尋簿 追 ミ蕉

中量含む (硬化している)卜 __と 拌 ― ― ― 甲
炭化物微量、焼土ブロック少量含む

粘性やや強 しまりやや疎 掘 り方埋土

第61図 16号住居跡 (2)
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⑮

2 縄文時代の遺構・遺物

した。沈線により「∩」字状や楕円形の区画文

が施文される。区画外は磨消手法により無文化

するが、胴部下半では一部地文が残る。175は

Ⅲ群 6類に相当する深鉢の口縁部片である。単

節 LRが施文される。

(時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木

9式新段階)に比定される。

16号住居跡 (第60～ 66図、写真図版20。 21・

77～ 79。 112)

(位置〉調査区中央、3B4mグ リッドに位置

する。

(検出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出

した。不明瞭なプランであるが、検出面上に炭

化物や土器片が分布していた。掘り下げたとこ

ろ、炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係〉なし。

(形態 。規模〉不整な円形を基調とし、西側が

やや突出した形状を呈する。規模は7.1× 6.Om、

深さは検出面から最深48cmを 測る。

(埋土〉黒褐色～暗褐色粘質シルトを主体とし、

3層 に分けられる。

(床面・壁〉炉を検出したⅥ層面を床面とする。

|            ほぼ平坦であるが、南側の一部でⅦ層が露出し

第62図 16号住居跡 (3)       てぃる。また硬化面は認められない。壁はほぼ

直立気味に立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴 8個 を確認した。炉の主軸線に対し、やや歪むがP■ 2と Pit 4、 P■ 1と Pit 5、

Pit 7と Pit 8が左右対称である。したがってこれらが主柱となる6本柱と思われる。柱穴は径40～

60cmで、深さは床面から30～ 50cmを 測る。柱痕跡は認められない。また壁溝は認められなかった。

(炉〉住居の東壁付近に位置する。石囲部キ前庭部で構成される複式炉である。石囲部は100× 90cm

の方形を呈する。石囲部内は非常に焼けており、前庭部側から見て奥側の炉石は被熱により砕けて一

部消失していた。炉石は偏平な自然礫を利用し、広い面を縦にして、掘り方よりもさらに深く差し込

むようにして設置している。前庭部は138× 180cmを 測り、不整な楕円形を呈する。浅い掘り込みで、

床面から4 cm程度である。北側には礫が設置されているが、南側には礫は並ばず、また抜き取 り痕跡

も認められないので、元々設置されなかったものと思われる。住居壁との間には溝状の掘り込みがあ

る。また石囲部よりも奥側には床面よりも8 cmほ ど掘り込んだ形跡が認められた。規模は115× 110cm

で、石囲部の掘り方とほぼ同規模である。また底面には、地面が焼成を受け赤色化 している部分が認

められた。この掘り込み部分は、石囲部の炉石の掘り方埋土に切られており、複式炉構築時にはすで

に埋まっていたものと思われる。これらの点から、この掘り込みは、元々石囲部がこの位置にあり、

その掘 り方であったと思われる。すなわち炉は構築し直したものと考えられる。

像
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埋上下位
177

埋土下位
181

Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋土中位
182

埋上下位
184

望靭

第63図  16号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

床面上

187
床面上

188

埋土上位
189 埋上下位

190

床面上
193

床面上
195

埋上下位
196

-76-
第64図 刊6号住居跡出土遺物 (2)



検出した醤構と遺物

埋土上位
199

埋土上位
202

埋土下位
刊98

197

埋土上位
201

埋土上位
200

位ゴ
２。４
埋

位

μ
μ
川
川
川

ｒｒ
凪
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ‐
Ｈ
日
周
＝
川
川
川
川

，

噺
２。６

位

肘側日日
，キ‐―‐川〃〃γ噺２‐。

Ｒ
日
日
‐―
〃
〃
〃
川
川
″
川
〃
序
７
雌
２。９

埋土中位
212

205

「ょＶ‐́‐Ъｒ蜘２。３
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第65図  16号住居跡出土遺物 (3)
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2 縄文時代の追構

埋土下位
215

◇

→
埋上下位
216

鞠      埋豊電位

第66図  16号住居跡出土遺物 (4)

〇

0            2:3           5cm

埋土下位
219

埋土上位
217

Ａ
Ｉ‐
Ｈ
＝
日
ｑ

〈出土遺物〉本住居跡から縄文土器40100,9g、 石器30点 が出上 した。出土状況をみると、埋土から出

土するものは、各層位でほぼ同じぐらいの出土量が認められる。一方、床面上からも多 くの遺物が見

つかっている (第60図 )。 ただし、どの土器も完形ではないので、住居跡機能時に伴 うものではなく、

住居廃絶時、廃棄されたものと思われる。また他の遺構から出土 した土器片 と接合 したものも多 く、

177は 32号土坑、179は 14号住居跡 と32号土坑、181。 185。 194は 18号住居跡、182は 12号住居跡から出

土 した土器片と接合 した。

177は Ⅲ群 3類に相当する深鉢で、胴部下半から底部を欠損する。波状口縁を呈 し、胴部上半が く

びれる。縦位に楕円形区画文が並ぶ。178は Ⅲ群 2類に相当する深鉢で、胴部下半から下が欠損する。

口縁部に隆帯による渦巻 き文が施文され、渦巻 き文の内側には刺突文が充填される。179は 鉢でⅢ群

2類 に相当する大形の鉢である。底部から直線的に外へとひろが り胴部上半で内湾 し、口縁部はやや

直立気味に立ち上がる。口縁部と胴部とは横位の隆帯により区画され、口縁部は無文である。胴部上

半には隆帯による渦巻 き文 と隅丸方形の区画文が交互に並んでいる。180は小形の壼の頸部片で顎部

から胴部にかけて沈線による区画文が施文される。181は鉢の台部片である。器面全体に朱が塗られ

てお り、一部内面にも及んでいる。182・ 183は Ⅲ群 3類に含まれる深鉢で楕円形や「∩」字形の区画

文が施される。184は 図示できたものが全てである。樽形の深鉢で、胴部上半と底部に縦位の把手が

付 き、隆帯で連結 している。186は台付の鉢で 4単位の波状口縁を呈する。波頂部下には曲線的なモチー

フの隆帯が付 き、胴部へと垂下する。胴部は沈線による「∩」字形区画文が隆帯に沿うように施され

る。台部は楕円形状に窪ませている。187は Ⅲ群 4類に相当 し、縦に長い区画文 どうしが連結する。

188は Ⅲ群 3類 に相当する深鉢の大形破片で、沈線の施文がやや稚拙である。196は ミニチュア土器で

鞠
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

卜 L=191200m 当

1 10Y R2/2
2 10Y R2/3
3 10Y R3/3
4 10Y R3/2

ドL=1912110m

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シル ト

射

S

粘性強

粘性やや強

粘性やや弱

粘性強

しまりやや密 炭化物少量含む
しまりやや密 炭化物少量、礫少量含む
しまり密   炭化物中量、焼土少量含む
しまり密   炭化物中量含む

炉

1 10Y R3/3 暗褐色粘質シルト

掘 り 方

粘性やや弱 しまり密 炭化物微量含む

0          1:50         2m

可可下

1  10Y

2  10Y

R3/3 暗褐色粘質シ

R3/4 暗褐色粘質シ

土
ル ト 粘性やや強

ル ト 粘性やや強

吐

しまりやや疎
炭化物少量、焼土中量含む

しまり密   炭化物微量含む
0        1:30       1m

第67図  17号住居跡
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2 縄文時代の遺構・遺物

罐響星位ｈ河γ
］２２２

翻位

片―‐日刃γ］２２‐
」鋤
〉

0             1 :3           10cm
|饉フ

埋土上位
224

鰯課
埋土上位

◇           225

0            2:3           5cm                  l
|

よる曲線 的な文様 と円形の区画文が17号住居跡出土遺物第68図

施文 されている。203は深鉢の口縁部

/             胴都中央がやや膨らみ、口縁部はすぼ

まる器形である。無文である。

耳上             197～ 212は破片資料である。197は
Ю            波状口縁を呈する鉢の回縁部片でⅢ

性__与生_型甲      群 2類に相当する。波頂部に沿い「∩」

片で、区画文と隆帯による渦巻き文が施される。207、 208は深鉢の胴部片で曲線的なモチーフの区画

文が施され、区画内には充填手法により縄文が施文される。いずれもⅣ群に含まれる。

土製品 2点 は土製円板 と不明土製品である。

213は土製円板で、縄文が施文される。214は不明土製品で、整形の痕跡が認められる他は無文であ

る。土偶の腕の部分である可能性 も考えられるが、定かではない。

石器は石匙 1点、石錐 1点、磨石 1点、磨製石斧 1点、Rフ レイク 1点、フレイク20点が出上 した。

東端壁際付近でフレイクが集中してみつかっている。なおフレイクは20点出土 してお り、それらの石

材は 1点が北上山地系の頁岩であったのを除き、残 りは奥羽山脈系の頁岩である。2151よ石錐である。

棒状の形態で、両側、両面に二次加工を施 している。216は石匙で片面の両側に直接打撃による二次

加工を施 している。217・ 2181よ Rフ レイクである。いずれも片側縁辺部に二次加工を施すが、不規則

で刃部か定かではないので Rフ レイクとした。219は小形の磨製石斧である。全面に磨って整形 した

痕が認められる。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

17号住居跡 (第 67・ 68図、写真図版21,22・ 80,112)

(位置〉調査区中央、3B61グ リッドに位置する。

〈検出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、検出面上に多量の炭

化物が分布していた。掘り下げたところ、Ⅳ層面で炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。
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＝
岸
悽

岸
８
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1生 L=1911001n

Ⅵ 検出した遺構 と遺物

1 10Y R3/2
2 10Y R2/3
3 10Y R3/3
4 10Y R3/3
5 10Y R3/4
6 10Y R4/6
7 10Y R3/4
8 10Y R4/4
9 10Y R3/3

黒褐色粘質シル ト
黒褐色粘質シル ト
暗褐色粘質シル ト
暗褐色粘質シル ト
暗褐色粘質シル ト
褐色粘質シル ト
暗褐色粘質シル ト
褐色粘質シル ト
暗褐色粘質シル ト

粘性強   しまりやや密
粘性強   しまり密
粘性やや強 しまりやや密
粘性やや弱 しまりやや疎
粘性やや弱 しまりやや密
粘性やや弱 しまりやや密
粘性強   しまりやや密
粘性やや強 しまりやや密
粘性やや強 しまりやや密

炭化物微量含む

炭化物微量、礫少量含む
炭化物微量含む

礫多量含む
炭化物微量含む

炭化物微量含む
炭化物・焼土微量含む
炭化物微量、礫少量含む
炭化物少量含む

0        1:醐        2m

第69図 18号住居跡 (1)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

Pit4

Fし =I鉛 4∞mヨ

Pit5

肖

Ч

Pit8

卜L‐ 190500m

１

　

　

２

　

　

３

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密
炭化物微量含む

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密
炭化物微量、責褐色砂質ンル トやや多く含む

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや密
炭化物微量、黄褐色砂質シル ト中量含む

１

２

第70図  刊8号住居跡 (2)

(重複関係〉なし。

(形態・規模)不整な楕円形を呈し、規模は4.6× 39m、 深さは検出面から最深36cmを 測る。

(埋土〉 4層に分けられる。黒褐色粘質シル トと暗褐色粘質シルトとが交互に堆積 している。また埋

土中には、炭化物や焼土粒を含む。

(床面・壁〉炉を検出したⅣ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁は緩

やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴 1個 を検出した。また東壁に隣接 して14× 1.lmの 楕円形を呈する土坑状の掘 り

込み 1個 を検出している。掘り込みは浅く、埋土は暗褐色粘質シルトを主体とした単層で、埋土中に

は炭化物を含む。

(炉〉床面の中央やや北西寄りに位置する。石囲炉である。方形を呈し、規模は50× 40cmで ある。北

側の角から炉石 1個が突出している。その外側20cmの 範囲で硬化面が確認できた。炉石は大きさ、

形状に規則性が無い。炉の掘り方自体は、炉の規模とほぼ同じであるが、炉石は深く差し込まれて設

置され、隙間を暗褐色粘質シルトで埋めている。炉内には燃焼の痕跡は認められない。ただし、炉の

埋土中には焼土粒が混入していた。炉の外側の北東側が広く硬化している。

(出土遺物)縄文土器2938,7g、 石器 2点が出土した。重量比較では、床面上からの出土量が最も多い。

ただし、これは220が含まれるためで、220以外は小片である。

220は深鉢で口縁部から胴部上半を欠損している。単節RLを 地文とし、一部縦に伸びる区画文ど

うしが横に連結したものが交互に並ぶ。2条の沈線により鋸歯文が施文されるⅣ群に含まれる土器で、

流れ込みによって混入したものと思われる。222は沈線による区画文が描かれ、区画内に棒状工具に

よる刺突が充填される。

床下土坑

ド         当

10Y R3/4 暗褐色粘質シル

10Y R3/2 黒褐色粘質シル
粘性やや強 しま

粘性やや弱 しま
りやや密 炭化物少量含む

り密   炭化物微量含む
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2 縄文時代の遺構 `遺物

1 10YR2/3
2 10Y R2/1
3 10YR3/4
4 5Y R5/9
5 10Y R4/4
6 10YR3/3
7 5YR5/6
3 10YR4/4
9 10Y R4/6
10 10YR3/3
11 10YR3/4

黒褐色粘質シルト
黒色粘質シルト
暗褐色粘質シルト
1明赤褐色焼土
掲色粘質シルト
暗褐色粘質シルト
明赤褐色焼土
褐色粘質シルト
褐色砂質シルト
1暗褐色粘質シルト
暗褐色粘質シルト

粘性強   しまり密
粘性やや弱 しまりやや疎

盟報しg4鸞

韓標専悪震繹ゃ密
粘性弱   しまりやや密
粘性1強.   しまりやや密
活性弱   しまりやや密

炭化物・IkA土微量、礫少量含む
炭化物少量、焼主微量含む

炭化物微量、焼主中量含む

黄褐色砂質シルト中量含む
焼土少量含む
暗褐色結1質シル ト少量含む
炭化物 ,焼土少量含む
炭化肋微量含む
炭化物微量含む

や

ド L=190400m

1崖 LFimOOm

炭化物微量含む(掘 り方理上)

第71図 18号住居跡 (3)
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物

石器は石鏃 1点、フレイク 1点が出土 した。225は石鏃で、無茎鏃である。基部の片方を欠損する。

226は フレイクで3c類に相当する。

(時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

18号住居跡 (第69～ 78図、写真図版22・ 23・ 80～ 83・ 112)

(位置)調査区中央、3B6mグ リッドに位置する。北東側には8号柱が位置する。北狽1に は遺構し

ており、16号 。18号 ・20号住居跡や、33号・記号土坑が位置する。

(検 出状況〉Ⅲ層上面で黒褐色のプランを検出した。不明瞭なプランであるが、検出面上に炭化物や

土器片が分布する。掘り下げたところ、炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。精査の最終段階で、本

住居跡は東側に大きく拡張した住居跡であることが分かった。

(重複関係)な し。

(形態・規模〉楕円形を呈し、規模は9,0× 8.4m、 深さは検出面から最深112cmを 測る。

(埋土)8層 に分けられる。埋土上位は黒褐色粘質シルトを、埋土下位は暗褐色粘質シルトを主体と

する。

〈床面・壁〉炉を検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦である。また硬化面は認められない。

壁は直立気味に立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴19個 を確認した。炉の主軸線に対し、Pit lと Pit 8、 Pit 3と Pit 6、 Pit 4と Pit

5が左右対称に位置する。したがってこれら6本が主柱と考えられ、また前庭部両脇の柱穴Pit 9と

10も 含めると、8本柱と思われる。他にPit 2と 7、 Pit14と 20があり、これらも主柱穴に含まれる可

能性も考えられるが、Pit l、 8～ 10と は位置関係が似ており、また後述する通り、炉の掘り方から

炉が一度大きく作りかえられていることから、炉の作りかえの前の柱穴であるものと判断した。そし

てPit 2と 7、 14、 20も 炉の主軸線に対し、左右対称に位置するので、拡張前も8本柱であったと思

われる。柱穴の規模は径50cm大 で、深さは比較的深く、床面から30～ 50cmを測る。柱痕跡は認めら

れない。また壁溝が認められ、ほぼ全周する。深さは床面から2～ 8cmで一部で小柱穴が認められる。

(炉)東壁際に位置する。石囲部十石囲部+前庭部で構成される複式炉である。石囲部は列状に並ぶ。

ここでは仮に先端側を石囲部 1、 前庭部側を石囲部2と して説明する。

石囲部 1は方形を呈し、50× 42cm、 深さは床面から6cmを 測る。炉石は全周せず、南側の炉石が

抜けている。石囲部内には焼上が堆積しているが、炉石の外側にも燃焼部が広がっている。

石囲部 2は正方形を呈し一辺110cm、 深さは床面から10cmを 測 り、石囲部 1よ りも大きい。炉石

は大きく、炉石の周辺を深く掘り込んでから炉石を埋め込み、また暗褐色粘質シルトを隙間に埋めて、

補強している。石囲部内の中央には60× 40cmの燃焼部が認められ、約 4 cm焼上が堆積している。前庭

部は浅い掘 り込みで、床面から8 cm程度で、規模は165× 190cmを 測る。前庭部底面はⅦ層が露出し

ているが、やや硬化している。前庭部の両脇と中央部から柱穴がみつかっている。

石囲部 2の下には、一辺120cmの方形を呈する掘り方が認められ、掘り方の底面には20cm大 で地面

が焼成により赤色化しているのが認められた (第 72図 )。 この点から複式炉は作 り替えられており、

すなわち、複式炉は最初もっと西側に位置していたと思われる。したがって、元々の複式炉の炉石を

抜き、この部分を埋め石囲部 2を構築したものと思われる。そのように考えると、柱穴Pit 2、 7、

14、 20も 元々の石囲部掘り方との位置関係が合ってくる。したがって、本住居跡は炉の作り替えに伴

い、柱 (穴 )の移動すなわち住居の拡張を行ったと判断した (第 73図 )。

(そ の他の付属施設)西壁際の床面から土坑状の掘り込み 1基検出した。楕円形を呈し、規模は200×
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2 縄文時代の遣構・遺物

第72図  18号住居跡 (4)

152cmを 測る。深さは床面から

最深18cmで ある。埋土上位か

ら縄文土器 (227)が横倒 しの

状態で出上 し、また埋土中から

は磨石がみつかっている。

(出土遺物)本住居跡から縄文

土器369018g、 石器 8点、土

製品 3点が出上 した。遺物の出

土状況をみると、埋土中位から

の出土量が大部分を占め、特に

土器は230～ 231な どの器形が

復元で きるものが出土 してい

る。一方、床面上からの出土量

は少ないものの、炉内からは深

鉢の大形破片 (228)や 軽石製

品 (269)が 出土 してお り、ま

た床下土坑内からは深鉢 (227)

や磨石 (267)1点がみつかっ

ている。特に床下土坑出土の遺

物は遺物は本住居跡機能時に伴

うものの可能性が高い。その他

は住居廃絶時か住居廃絶後の埋

没段階に廃棄された遺物と捉え

られる。

227は床下土坑か ら出土 した

深鉢である。横倒 しでつぶれた

状態であったが、接合 したとこ

ろ、ほぼ完形であった。沈線に

よる「∩」宇形区画文が縦に連

続 して巡る。228は深鉢の大形破片で、227に 近い器形である。沈線による「∩」字形区画文や楕円形

区画文が巡る。229は 口縁部が 5単位の波状回縁を呈する。230は鉢で口縁部が内湾 しながら外へとひ

らく器形である。楕円形区画文と「∩」字形区画文とが交互に巡る。231は胴部中央で くびれ、口縁

部は直線に外へ と拓 く器形の深鉢で、228と 同様な文様が施文される。232～ 235は深鉢の底部片で、

口縁部のあり方が定かではないが、いずれもⅢ群 2～ 4類に含まれる。232は沈線による区画の部分

より下には縄文がほとんど施文されないのが特徴である。2361よ 小形の深鉢で、胴部が膨 らみ口縁部

で くびれる器形である。口縁部は無文であ り、胴部上半から「∩」字形区画文が施文される。237は

Ⅲ群 6類 に相当する小形の深鉢である。底部から口縁部に向け、緩やかに広が りながら立ち上がる器

形である。238。 239も 小形深鉢の胴部下半～底部片で、Ⅲ群 6類 に相当する。

240～ 251は破片資料である。240～ 249は Ⅲ群 3類に相当する土器群である。243は 口縁部下が屈

曲する器形で、横位に巡る微隆帯により、口縁部と胴部とが区画され、隆帯は枝分かれして胴部へ と

TO

学 与グ

0        1 30       1m
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

古

新

0    1:釣0  4m
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第73図  18号住居跡拡張変遷図



2 縄文時代の遺構・遺物

床下土坑内
236

＼ぺ越醤畳醤警昌聖邑ジカ
/

埋土中位
231 埋土中位

235位ゴ
２３４
埋

α
魚
珊

床下土坑内
227

位郵
２３。

埋
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

位量
２４２

埋

埋上下位
240

位量
２４３

埋

245

ル

″

‐ Ｉ

Ц

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ
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＝

‐ ―

‐ ―

日
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料

却

２４７

埋

位掛
２５。
埋

鰯
湖
飴

0             1 :3           10cm

第75図 18号住居跡出土遺物 (2)
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2 縄文時代の遣構・遺物

埋土下位
255

0        1 :4       10cm

埋土中位
252

埋土中位
254

-90-
第76図  18号住居跡出土遺物 (3)



Ⅵ 検出した遺構 と遺物

259

床面上
261埋土上位

260

Cm 位

（
州
日
レ
神
２６３

一
　

埋

λ
∪

○

一

迩

２５８

ｉ
　
↓
■

，
・ｒ

∞

262

第77図 18号住居跡出土遺物 (4)

垂下する。胴部には磨 り消 し技法のみで、楕円形区画文を形成 している。244は 口縁部下が屈曲する

器形で横位の把手が付 く。2451よ深鉢の口縁部片で、胴部には区画文が施文され、日縁部は竹管状の

工具による刺突文が巡る。250・ 251は鉢の胴部片であるが、沈線による区画文は施文されず、隆帯に

よる渦巻 き文が何重にも巡 り、外面には朱が塗られている。252・ 253は Ⅳ群に相当する。252は 胴部

下半がやや下ぶ くれ状にふ くらむ器形の深鉢である。口縁部から胴部上半に沈線による曲線的なモ

チーフの区画文が施されている。253は深鉢の胴部下半から底部にかけての大形破片で、横位に巡る

波状沈線により胴部下半と底部を区画 している。胴部には沈線による「 s」 字状の区画文が横位で施

文されている。254～ 256は Ⅲ群 6類に相当する深鉢である。255は 回縁部に補修孔が 1箇所見受けら

れる。262は ミニチュア土器の底都片である。縄文が施文される。

土製品は斧状土製品、土製円板、不明土製品の各 1点である。261は床面上から出土 した斧状土製

品で、先端部を欠損 している。器面は無文である。広い面の端部に棒状工具による穿孔が認められる。

穿孔は非常に稚拙で、穿孔部は整形されていない。263は不明土製品で、一部欠損 している。残存す

る先端は尖っている。264は土製円板である。粗雑な縄文が施文されるが、剥離が激 しい。

石器は石匙 1点、フレイク2点、磨石 2点、軽石製品 1点が出土 した。石匙 1点、フレイク 1点、

磨石 2点、軽石製品 1点 を図示 した。265は縦型の石匙である。正面の両側面に二次加工を施 している。

266は フレイクである。 2c類に比定される。両面に黒色の付着物が認められ、アスファル トの可能

性が高い。267・ 268は磨石である。267は床下土坑内から出土 している。どちらも両面に磨痕が認め

られた。269は軽石製品で、表面に溝状の痕跡が認められる。

(時期〉床下土坑や炉内から出土した227や228か ら縄文時代中期後葉 (大木9式新段階)に比定される。

19号住居跡 (第79・ 80図 、写真図版24・ 83)

(位置)調査区中央、 8B5pグ リッドに位置する。 lm西側に34号土坑が、 lm南側に20号住居跡

が位置する。

―

巖

―

- 埋土上位
264

-91-



2 縄文時代の遺構 。遺物

伴______里ヰユーーーー__唱
Cm

月

‐――

酬

即
m

凱２６５
埋

床下土抗内
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第78図  18号住居跡出土遺物 (5)



Ⅵ 検出した遺構と遺物

下

日
８
∞
う
Ｏ
Ｔ
Ｆ
謝
一屯

当

１

２

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり疎   炭化物微量含む
10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む

0          1:50         2�

岸 卜D1600m      名

1 10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや疎 掘り方埋土

0        1130       1m

第79図

炉直上
270

19号住居跡

271

山脚日周〃η蜘２７３

飴Ⅷ

ィ舟日―‐日日Ｈ川
卿２７２

量
２７４Ⅷ朗〃

埋土上位
275

270

0        1:4       10cm

271～ 2硲

0       1:3      10cm

19号住居跡出土遺物 (刊 )

_ぐ

鷺暮g§g宴
)_

⊂
=三
三三マ蓮土中

276

第30図
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2 縄文時代の遺構・遺物

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、検出面上に炭化物が

分布している。掘り下げたところ、細長い礫を検出し、その周辺に焼上の分布が認められたので炉と

判断し、竪穴住居跡とした。

(重複関係)な し。

(形態・規模)本住居跡は東側半分が調査区外に及んでおり、全容は定かではない。検出した部分から、

径約4.Omを 測る円形を呈するものと思われる。深さは検出面から最深30cmを測る。

(埋土)暗褐色粘質シルトを主体とし、2層 に分けられる。

(床面・壁)炉が検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。

壁は緩やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)柱穴、壁溝は認められなかった。

(炉)床面のほぼ中央に位置する。棒状の自然礫が床面上に据えられており、その南東側の床面上は

燃焼部や焼土粒の分布はないが、焼成により赤色化している。焼成により赤色化した床面範囲は径

30cmに 及ぶ。これらのことからこの棒状礫の周辺に石囲炉があつたものと判断した。焼成範囲を挟

んで東側には柱穴状の掘り込みが見受けられる。掘り込みの埋土中には混入物は認められない。

(出 土遺物〉縄文土器1788.6g、 土製品 1点が出土した。出土状況をみると埋土中取り上げのものを

除くと、埋土上位と炉上出土に分けられる。炉上からは270が出土している。270以外は小片が多い。

遺物は住居廃棄時あるいは、住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと思われる。

270は Ⅲ群 6類に含まれる深鉢の大形破片である。床面が焼成で赤色化した範囲の上から出土して

いる。胴部下半でやや膨らみ、また口縁部でややタトヘと広がる器形で、地文である単節RLのみが施

文される。271～ 2751ま破片資料である。271は内湾する深鉢の口縁部片でⅢ群 3類 に相当する。274

は深鉢の底部片で、撚糸文が施文されている。275は小形深鉢の胴部片で細い条線文が縦位に巡る。

土製品は土製円板 1点 (276)である。無文である。

(時期)270は住居跡機能時か住居跡廃絶時に廃棄されたものと思われるが、文様は縄文のみで時期判

断の材料とするのは難しい。埋土中から出土した土器 (271～ 275)か ら縄文時代中期後葉 (大木9

式新段階)に比定されると判断した。

20号住居跡 (第 81・ 82図 、写真図版25・ 83・ 84)

(位置)調査区中央、3B5pグ リッドに位置する。 lm北側に19号住居跡、2m西側に18号住居跡、

lm南東側に22号住居跡、35号土坑が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、炭化物や土器片が分

布する。掘り下げたところ、炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)不整な楕円形を呈し、規模は4.4× 4.lm、 深さは検出面から最深42cmを 測る。

(埋土〉 5層 に分けられる。埋土上位は黒褐色粘質シルトが、埋上下位は暗褐色粘質シルトが主体と

なる。

(床面・壁〉炉を検出したⅥ層面を床面と判断した。床面の一部は、Ⅶ層が露出している。ほぼ平坦

であるが、硬化面は認められない。壁は緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴は3個検出した。南北方向に直接的に並ぶが、配列上は主柱穴とは思えない。深

さは約30cmを 測る。埋土は単層で火山灰が混入する。壁溝は認められなかった。

(炉〉床面のほぼ中央に位置する。石囲炉である。本体と思われる部分には、「コ」字状に石が設置さ
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隣 L‐ 1911011m

ドーL=1911011m

1 10Y R2/3
2 10Y R3/3
3 10Y R2/2
4 10Y R3/4
5 10Y R3/4

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シルト

粘性強

粘性やや強

粘性やや強

粘性やや強

粘性強

しまりやや疎
しまり密
しまりやや密
しまりやや密
しまりやや密

μ L=1∞ 700m ■

10Y R2/3 黒褐色粘質ンルト 粘性やや弱 しまり疎
炭化物微量含む

10Y R3/4 暗褐色粘質ンルト 粘性弱   しまりやや密

黄褐色砂質シルト少量合む。掘 り方埋土

0       1:30      1m

Ⅵ 検出した遺構と遺物

炭化物少量含む

炭化物少量、礫少量含む

炭化物多量、焼土粒少量含む

微量、黄褐色細砂少量含む

炭化物微量Ⅲ火山灰プロック少量含む。柱穴埋土

１

　

２

第81図 20号住居跡 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

位卦
２７７

埋 埋
麦名
位

埋土上位
281

277～ 281

0     1:4    10cm

位量
２８。
埋

埋土中位
278

埋土中
233

282～ 287

0       1:3      10cm

第82図 20号住居跡出土遺物

埋上下位
284

-∞ ―

―

 埋上下位
237

観
位量

２８６

注

埋

上下位
285

れ、内側に問仕切 りの石が設置されている。規模は長軸62cm X 48cmを 測る。奥側の炉内は被熱のため、

炉石がもろくなっているが、炉内の埋土中には炭化物が混入するのみである。間仕切 りの炉石の手前

側は被熱を受けていない。

炉の東側にまた礫が並んでいる。石の並びから石囲部十前庭部の構造をもつ複式炉の可能性が考え

られるが土坑状の掘 り込みによりほとんどが壊されてお り、一部しか残存 しない。ただし住居跡の平

面形や規模は、他の複式炉を伴 う住居跡 とは異なるので、複式炉と考えていいかは定かではない。

(出土遺物)縄文土器3654.7g、 石器 2点、土製品 1点が出土 した。出土状況をみると、埋土上位～

中位からの出土量が多い。一方、床面上や炉内から出土するものは少なく、出土 した土器も小片であ
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288

ド笙L=191400m

住居埋土
1 10Y R3/2 黒褐色粘質シル ト
2 10Y R3/3 暗褐色粘質シ ,レ ト

3 10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト

柱穴埋土
4 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト

S125埋設土器埋土
1 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト

れ

Ⅵ 検出した遺構と遺物

乳

0        1:30       1m
|

Ｐｉｔ２̈
レＶ
Ｐｉｔ４|―L=190 3Э Om 引

轄桂専軍諮 しま4暮
や疎

 優|と場雛畳i森寡≦警§
含む 

―
    ＼」二/

粘性やや強 しまり密   炭化物微量含む

粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む

粘性やや弱  しま

挽亮易綴量、黄褐色砂質シ″ 卜少量含む

柱 穴

Pitl

トーL=1905C10m  引

ヤ
4

Pit3

卜L=190500m  引

第83図 21号住居跡 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

AL‐ 190700m

１

２

３

４

10Y R2/2

10Y R3/3

5YR4/6

10Y R3/2

外

黒褐色粘質シルト 粘性強 しまりやや疎
炭化物微量、焼土微量含む

暗褐色粘質シルト 粘性強 しまりやや密
炭化物少量、焼土中量含む

赤褐色焼土    粘性強 しまりやや密
燃焼部 暗褐色粘質シルト少量含む

黒褐色粘質シルト 粘性強 しまりやや疎
炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む。掘 り方埋土

0        1:30       1m
|

第84図 21号住居跡 (2)

る。したがって遺物の多 くは住居廃絶後の埋没段階で廃棄されたものと捉えることができる。

277は Ⅲ群 5類に相当する深鉢の大形破片で口縁部から胴部上半が残存する。口縁部はやや肥厚 し、

無文である。胴部には沈線により、三重の円文が描かれ、その間を単節 LRが充填する。沈線間の縄

文は磨消されない。278は Ⅲ群 6類に含まれる小形の深鉢である。279は胴部下半を一周分欠損 し、復

元 した上・下が繋がらず、正確には全体的な器形が定かではないが、胴部半ばで膨 らみ、口縁部が外

反するものと考えられる。口縁部が肥厚 し、無文 となり、胴部には結節縄文が縦位に施文される。

280・ 281は深鉢胴部の大形破片で、同一個体 と思われるが、接合点がみつからず、別々に掲載 した。

沈線による「 J」 字状の区画文が施文され、区画内には縄文が充填される。282～ 2861よ破片資料で

ある。282・ 283は Ⅲ群 3類に、284,285は Ⅲ群 6類 に相当する深鉢の口縁部片である。

287は土製円板である。浅い沈線文が 3条認められる。

また石器はフレイクが 2点出上 しているが、図示 していない。

(時期〉埋土中位から出上した277な どから縄文時代中期末葉に比定される。

21号住居跡 (第83～ 86図、写真図版26・ 84)

(位置)調査区中央、3B6qグ リッドに位置する。本住居跡の北側は調査区外に及んでいる。北西

側で22号住居跡と重複し、また西側には24125号住居跡、35'36号土坑が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、炭化物や土器片が分

布していた。掘り下げたところ、炉を検出し竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)22号住居跡と重複する。本遺構の方が新しい。

-98-



Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋上下位
293

埋土上位
289

位量
２９。

埋

脇Ⅳ的‐――側判‐―‐脚Ч呻２９‐

亀Ⅷ 逸上下位
292
Ⅷ辞‖

位

乃‐―川『
叫２９４

錢

位卦
２９７

埋土中位
295

299

埋土上位
296

埋土中位
300

288                          288-303
m      m

f=「 II二持耳i

位量
３。２

位量
３。‐

埋

くこ['埋哉鬼位

21号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

埋上下位
306

埋土中位
307

士―――――――――一――どヒ千こと一――_____―一―±!Cm

第86図 21号住居跡出土遺物 (2)

(形態・規模〉本住居跡は北側の一部が調査区外に及んでいるため、全容が定かではないが検出でき

た部分から不整な楕円形を呈するものと思われる。規模は検出できた部分で5.7× 4,7m、 深さは検出

面から最深48cmを測る。

(埋土)暗褐色粘質シル トを主体 とし、3層 に分かれる。1層 中には流れ込みと思われる火山灰がブロッ

ク状で堆積する。火山灰は、基本層序Ⅲ・Ⅳ層中に混入するものと同じである。

〈床面・壁〉炉を検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。

壁は緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)柱穴4個 を確認した。炉の主軸線に対し、Pit lと 2が左右対称に位置し、また炉の南

狽1に はPit 4が位置する。これらの位置関係からPit l・ 2・ 4が主柱穴と思われ調査区外にPit 4に

対応する柱穴がある可能性が高い。柱穴は径40～ 50cmで 、深さはPit 2が床面から50cmを 測るが、

他は浅い。埋土は暗褐色粘質シルトを主体とする単層で柱痕跡は認められない。

(炉)東側寄りに位置し、一部は調査区外に及んでいる。石田部 +前庭部で構成される複式炉である。

石囲部は方形を呈し、100× 60cmを 測る。石囲部内は非常に焼けており、焼上が 4cm堆積 している。

炉石はいずれも大きく、設置する際に床面を深く掘って設置している。前庭部は東側が調査区外に及

んでおり、定かではないが、両脇に大きい礫が設置されている。前庭部は検出できた部分が狭いが、

石囲部の燃焼部の深さまで掘 り下げられている。

(そ の他〉南西壁際から埋設土器 1個を検出した。埋設土器 (288)は住居床面下に底部から胴部上半

埋土下位
304

9            2:3           5cm
|

埋土中位
305
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物

外丁区査調

一 ― ― 卜 当

―

Ｅ
ｏ
８

Ｓ
Ｈ
＝
ギ
呵
上

ド笙L=191300m 当

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

　

炉

10Y R3/2
10Y R2/2
10Y R3/4
10Y R3/4
10Y R2/3
10Y R4/4
10Y R3/3
10Y R2/3
10Y R3/4
10Y R2/3
10Y R3/3

黒褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

褐色粘質シルト

褐色粘質ンルト

黒褐色粘質シルト

褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

粘性やや強

粘性強

粘性強

粘性強

粘性やや弱
粘性やや強

粘性やや強

粘性やや強

粘′性やや強

粘性弱

粘性やや弱

しまりやや疎
しまりやや密
しまり密
しまりやや疎
しまりやや疎
しまりやや密
しまり密
しまりやや疎
しまり密
しまりやや密
しまりやや密

ロームブロック少量含む

炭化物微量、礫中量含む

炭化物微量、礫やや多く含む

炭化物中量、礫少量含む

炭化物中量含む

焼土微量含む

炭化物少量含む

炭化物微量、礫少量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シルト粒中量含む

炭化物微量、礫少量含む

0          1:50         2m

rA饒
翻

射

lA

5 YR3/6 暗赤褐色焼土   粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物微量、燃焼部
10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密   掘り方埋土

0       1130       1m

第87図 22号住居跡

のみを埋め、その上は床面上に露出 している。

(出土遺物〉縄文土器9416.4g、 石器11点が出上した。出土状況をみると、埋土上位～中位の出土量

が大部分を占める。ただし、ほとんどが第85図 に図示したような小片である。一方床面上から出土す

るものには、288の ような埋設土器が含まれる。したがって住居跡機能時に伴う遺物としては埋設土

器 (288)が考えられる。その他は住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものが多いことが窺える。

288は検出した状態では胴部下半から底部にかけてのみであり、口縁部は埋土中から出上した破片が

接合した。ただし口縁部片は図示できた部分のみしかみつからず、全周しない。Ⅲ群5類に相当する。

当

１

２
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308

2 縄文時代の遣構 遺物

位

ＷК
Ⅳ
ハ
姻
抑
３‐。

斡
埋

ミ∞勤ガ
埋土中位
312

位

陶Ⅳ日卿
坤
３‐３

埋土中位
311

0             1 :3           10cm

―

鰯

―

「
_ l埋

ま電位

第38図 22号住居跡出土遺物

289～ 303は破片資料である。289は Ⅲ群 6類に相当する深鉢の口縁部片である。290は Ⅳ群 3類に

相当し、流れ込みによるものと思われる。顎部に無文帯をもち、その上下端には縄文押圧が施文され

る。口縁部、胴部ともに単節 RLが施文される。291～ 294は Ⅲ群 2～ 3類の胴部片である。295～

298は Ⅲ群 6類 に相当する深鉢の回縁部片である。298は 口唇部下から撚糸文が縦位に施される。299

はⅣ群 3類 に相当し、290と 同じ文様である。300。 301は 無文の国縁部片であるが、微隆帝が横位に

巡る。302は深鉢の底部片で底面に縄文の押圧痕が見受けられる。3031よ ミニチュア土器である。器形

を復元 して図示 したが、全体の 4分の 1し か残存 していない。底部がややすぼまる器形で底部付近に

ナデのような調整痕が認められる。無文である。

石器はスクレイパー 1点、磨石 3点、フレイク7点が出上した。スクレイパー 1点、磨石 3点を図

示した。304はスクレイパーで、片面の側縁のみに二次加工が施される。305～ 307は磨石で、いずれ

も扁平な両面に磨痕が認められる。

(時期)埋設土器 (288)か ら縄文時代中期末葉に比定される。

22号住居跡 (第 87・ 88図、写真図版27・ 85)

(位置)調査区中央、3B5qグ リッドに位置する。南東側で21号住居跡と重複し、 lm西側で20号

住居跡、35号、36号土坑が位置する。

〈検出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、掘 り下げたところ、

土器片の混入が認められ、また焼土範囲とそれに並ぶ礫を検出し、炉と判断して、竪住居跡とした。

(重複関係)21号住居跡、37号土坑と重複する。本遺構は21号住居跡よりは古く、37号土坑より新しい。

〈形態・規模〉本遺構は北東側半分が調査区外に及んでおり、また南東壁の一部は21号住居跡によっ

て壊されており、全体の形態。規模は定かではないが、残存部から平面形は円形を呈し、規模は径42m
を測るものと思われる。深さは検出面から最深34cmを測る。

(埋土〉11層 に分けられる。埋土上位は黒褐色粘質シルトを、埋土下位は暗褐色粘質シル トを主体と

するが、一様ではなく、他に褐色粘質シルトが入り込んでおり、複雑な様相を呈している。層中には

比較的炭化物が多く含まれ、また、7層 中には焼土粒が混入する。

(床面・壁)炉が検出したⅥ層面を床面とする。床面は中央部が約20cm隆起しており、やや凹凸が激

しい。炉と住居東壁との間に70cm範囲で硬化面が認められる。壁は緩やかに外へと広が りながら立

ち上がる。
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卜 し‐191 loom

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト
10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

粘性やや弱

粘性やや強

Ⅵ 検出した遺構と遺物

しまり密 炭化物微量含む

しまり密 炭化物微量、礫少量含む

O          l:50         2m

しまりやや密 戊化物やや多く含む

しまりやや密

しまりやや疎 礫少量含む。掘 り方埋土

0       1:30       1m

１

■

つ
る

卜 L‐ 19070111n

≒

10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性強
5YR3/6 暗赤褐色焼土   粘性弱
10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性やや強

第89図 23号住居跡

(柱穴・壁溝)柱穴、壁溝は認め られなかった。

(炉〉住居の南東側に位置する。石囲炉と思われ、炉石と考えられる礫 2個 と燃焼部、また炉石の抜

き取 り痕を検出した。炉石と燃焼部の規模は約30cmを測る。精査の際、掘 り下げすぎてしまってい

るが、本来は焼土が10cm堆積したものと思われる。炉石は方形の自然礫を利用し、床面上に据える

だけである。住居壁との間に硬化面が広がる。

〈出土遺物〉縄文土器1144.6g、 石器 1点、土製品 1点が出土した。出土状況をみると、埋土上位か

ら埋上下位からで、床面上から出土する遺物はない。割合としては、埋土中位からの出土量が特に多

い。本住居跡は、石囲炉の炉石がほとんど残存していないことからも、住居跡機能時あるいは廃絶時

の遺物は一掃されている可能性が考えられる。したがって、本住居跡に伴う遺物は全て、住居廃絶後

の埋没段階に廃棄されたものと考えられる。
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2 縄文時代の遺構・遺物

埋土上位
316 埋土上位

317

Ⅲ‐
埋土上位
318

318～ 321

0         1 :4       10cm

埋土上位
320

第90図 23号住居跡出土遺物

出土 した土器はすべて小片で器形が復元できるものはない。308～ 313は Ⅲ群 3類に相当する深鉢

である。3101よ 区画外に棒状工具によるやや押 し引きした刺突文が縦位に並ぶ。313は微隆帯が横位に

巡 り、胴部には区画文が描かれる。区画文内は単節 LRを充填させている。

315は土製円板で縄文が施文される。

石器はフレイクが 1点出土 しているが、図示 していない。

(時期〉埋土中から出上した土器片から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

23号住居跡 (第 89。 90図、写真図版28'85)

(位置〉調査区中央、3B8oグ リッドに位置する。北東側に24・ 25号住居跡が位置する。

(検 出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭で、検出面が西から東へと傾斜

しているため、遺構と判断しづらかった。任意にトレンチを入れたところ、礫が「 L」 字状に並び、

その周辺に焼上の分布が認められたので炉と判断し、竪穴住居跡とした。

(重複関係)24・ 25号住居跡と重複する。本住居跡が最も新しい。

(形態 。規模〉南東側が突出する不整な楕円形を呈する。規模は3.2× 3.2m、 深さは検出面から最深

24cmを測る。

(埋土)2層 に分けられる。埋土上位は暗褐色粘質シル ト、埋土下位 は黒褐色粘質 シル トを主体 とする。

(床面・壁)炉が検 出 したⅣ層面 を床面 とする。ただ し床面の一部 はⅦ層に達 してお り、礫が露出 し

ている。ほぼ平坦であるが、やや東か ら西へ と傾斜 している。壁 は緩やかに外へ と広が りなが ら立ち

上がる。
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い―L‐190800m

Ⅵ 検出した遺構と遺物

炭化物少量、礫少量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、火山灰微量含む

炭化物微量含む

災化物微量、礫少量含む

炭化物微量、礫少量、火山灰微量含む

24号住居跡
1 10Y R2/3
2 10Y R3/2
3 10Y R3/3
25号住居跡

4 10Y R2/1
5 10Y R3/3
6 10Y R2/3

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

黒色粘質シルト

暗褐色粘質シルト

黒褐色粘質シル ト

粘性やや弱

粘性弱

粘性弱

粘性やや強

粘性やや強

粘性やや強

しまりやや疎
しまりやや疎
しまり密

しまりやや疎
しまりやや密
しまり密

柱 穴

Pitl

βL‐ 1905001n

Pit3

虔L‐ 190筒llm 舅

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強
10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強

Pit4

PL=190500m堅

炭化物微量、礫少量含む

炭化物微量含む

Pit2

密

密

ま

ま

し

し

１

２

0         1:50        2m

第91図 24 25号住居跡 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

24号住居跡炉

よ

ドL=聰0500m   Al

10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強
しまりやや疎 炭化物・焼土少量含む

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性強
しまりやや密 炭化物・焼土粒少量含む

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性強
しまりやや疎 炭化物微量含む。掘 り方埋土

ド

∴
ド
い・
Ｓ
ｏ
りｏｏ日

25号住居跡炉

FC L‐ 190500m

下
職

や

封

吐

亀

れ

Ⅲ
S

μ L=Ю0500m  名

ー
1 10Y R5/8 責褐色砂質シル ト 粘性弱

しまりやや疎 暗褐色粘質シル ト多量含む
2 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり密   責褐色砂質シル ト少量含む
3 10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり疎   黄褐色砂質シル ト中量含む
4 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり疎   黄褐色砂質シル ト中量含む
5 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまりやや疎 黄掲色砂質シル ト少量含む
6 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや疎 炭化物微量含む。掘 り方埋土

0        1:30       1m

第92図  24・ 25号イ主居跡 (2)

〈柱穴・壁溝〉柱穴、壁滞は認められなかった。

(炉〉床面のほぼ中央に位置する。石囲炉である。炉石は西側 と北東側の一部のみ検出した。他は掘

り込みが認められるので、一部の炉石は抜 き取られたものと思われる。炉の平面形は不明である。た

だし、検出 した炉石 と掘 り方から不整な方形を呈するものと思われる。規模は残存部で50× 50cm、

深さは検出面から4cmを 測る。炉石は扁平な自然礫を用い、床面上に据える程度である。ただ し、

炉自体の掘 り方は更に深いので、一度埋めてから炉石を据えたものと思われる。燃焼部は炉内のほぼ

中央に位置 し、焼土は 2 cm程度堆積 している。

(出 土遺物)縄文土器13788gが出土 している。出土状況をみると、埋土中として取 り上げてしまっ

たものを除き、すべて埋土上位から出上 してお り、床面上から出土するものは見受けられなかった。

本住居跡は炉石が一部抜 き取 られていることから、住居跡機能時の遺物群が一掃されている可能性が

考えられる。 したがって遺物は住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと考えられる。

316は深鉢の胴部片で、胴部上半で くびれ、口縁部にかけて内湾 しながら外へ とひろがる器形である。

単節 RLを地文とし、沈線による楕円形や「∩」字状の区画文が施文される。区画外は地文が磨 り消

される。317は深鉢の胴部下半から底部でⅢ群 6類に相当する。318は単節 LRを 地文とし、沈線によ

る区画文が施文される。区画文を描 く沈線は2条一対で縦位に垂下する。沈線はやや稚拙である。区
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Ⅵ 検出した遣構 と遺物

332

0        1:4       10cm

β

」6

位ゴ
３２３
埋

位ゴ
３２４
坦

比‐―はЦゝ
‐ゝ‐川――‐―川脚〃〃〃守卸３２９

七
ヤ

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
埋

］３２８

位ゴ
３３‐
埋

第93図 24・ 25号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

］３３７

道郵津
342

図４９

円
側

刊
期
引
川
釘
］
釦
　
第

343

0            2:3           5cm

0       113 10cm

24・ 25号住居跡出土遺物 (2)

画外は地文が磨 り消される。319は Ⅲ群 3類

に相当する深鉢の回縁部片である。321は 底

面付近のみの破片資料で底面に網代痕が見受

けられる。

(時期〉埋土中から出土した土器群から縄文

時代中期後葉 (大木9式新段階)に比定され

る。

24号住居跡 (第 91～ 94図、写真図版29・ 86・ 87・ 113)

(位置)調査区中央、 3B7qグ リッドに位置する。

(検 出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭で、任意にトレンチを入れ、壁

の立ち上がりを確認し、掘り下げを行ったところ、炉が 2基検出し、再度ベルト断面の上層を観察 し、

2棟の住居跡が重複したものであることが分かつた。そこで新しい住居跡を24号住居跡、古い住居跡

を25号住居跡とした。

(重複関係)25号住居跡と重複する。本遺構の方が25号住居跡より新しい。

(形態 。規模〉本住居跡は、25号住居跡と同時に掘 り下げてしまっており、精査の段階で壁のほとん

どを消失させてしまった。したがつて、全容は定かではないが、残存する壁から、不整な楕円形を呈

し、40× 32mを測るものと思われる。深さは検出面から最深35cmで ある。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とし、8層 に分けられる。炭化物や流れ込みと思われる火山灰 (基

本層序Ⅲ、Ⅳ層中に混入するものと同じ)がブロック状に混入する。

(床面 。壁)炉 を検出したⅣ層面を床面と判断した。ほぼ平坦である。壁は25号住居跡と同時に掘っ

てしまい、一部消失しているが、検出できた北壁は緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

〈柱穴・壁溝)柱穴 1個が検出した (第 91図 P比 4が相当する)。 50× 40cmの 楕円形を呈し、深さは約
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

30cmを 測る。埋土は 2層 に分けられるが、柱痕跡は認められない。壁溝は認められなかった。

(炉)東壁付近に位置する。石囲炉である。65× 35cmの楕円形を呈 し、深さは床面から4cmを測る。

炉石には角ばった礫が利用されている。他の住居跡の石囲炉は比較的偏平な自然礫を炉石として用い

ているので、本住居跡の炉石は様相が異なる。炉内は埋上に炭化物や焼土粒が混入するのみで燃焼部

は認められない。掘 り方は炉石を設置するために大きく掘 り込んだ形跡は認められなかった。

炉の東側には40cm範囲の硬化面が認められ、その東側には70× 50cmの 浅い掘 り込みがある。硬化

面は掘 り込みの一部にも及んでいる。

(出 土遺物)前述の通 り、本住居跡は25号住居跡 と同時に掘 り下げたため、両住居跡の出土遺物を一

括 して取 り上げてしまっている。 したがってここでは25号住居跡分 も含めて報告する。

両住居跡合わせて縄文土器9826.3g、 石器 1点が出上 した。出土状況をみると、埋土下位からの出

土量が大部分を占める。一方、床面上からの出土量は少なく、322の ような器形が復元できる大形破

片を除けば小片が目立つ。 したがって、遺物の多 くは住居廃絶後の埋没過程、それもはやい段階に廃

棄されたものと捉える。

322は Ⅲ群 5類に相当する深鉢の口縁部から胴部上半にかけての大形破片である。口縁部は折 り返

り状に肥厚 し、無文帯 となる。無文帯の下は沈線により曲線をモチーフにした区画文が横位に巡る。

区画内は縄文が充填手法で施文される。323は壺で、胴部上半と下半に縦位の把手が 2個一対で付 く。

また胴部下半には隆帯による渦巻き文が付 く。324は Ⅲ群 6類に相当する深鉢で、器形は322に類似す

る。325は鉢の大形破片で口縁部から胴部にかけて、楕円形区画文と「∩」字形区画文とが交互に並ぶ。

326も 鉢で単節 LRを 地文とし、沈線による楕円形、「∩」字形の区画文が施文される。沈線は細 く、

区画外は地文の一部が残る。区画間には沈線による渦巻き文が描かれる。327は小形の深鉢で単節 L

Rを 地文とし、沈線による区画文が施文される。330は深鉢の口縁部片である。隆帯により区画文が

施文され、隆帯に沿って沈線が施される。区画内には刺突文が充填される。

333～ 342は破片資料を掲載 した。333～ 335'338～ 341は Ⅲ群 3類に相当する土器群である。339

は区画間に押 し引きの刺突文が充填される。386・ 337は Ⅲ群 6類に相当する深鉢の口縁部片である。

342の胴部片は小片で器形は定かではないが、オ巴手が付 く。

石器は図示 したフレイク (343)1点のみで、埋上下位から出土 している。 2b類 に比定され、背

面に自然面が残る。

(時期)出土遺物は縄文時代中期後葉から末葉 と時間幅がある。前述の通 り、本住居跡は25号住居跡

と重複 してお り、また両住居跡の出土遺物を一括 して取 り上げている。 したがって、新 しい方である

本住居跡は、中期末葉に比定される可能性が高い。

25号住居跡 (第91～ 94図 、写真図版29・ 30)

(位置)調査区中央、 3B8pグ リッドに位置する。

(検出状況)24号住居跡を精査中、その西側で、別の炉を検出し、土層を確認 したところ、24号住居

跡に切られる別の住居跡であることが判明し、25号住居跡とした。

(重複関係)23号 ・24号住居跡 と重複する。本遺構が最 も古い。

(形態 。規模〉不整な楕円形を呈する。規模は6.9× 62m、 深さは検出面から最深30cmを測る。

(埋土〉黒暗褐色粘質シルトを主体とし、3層 (第 91図 4～ 6層が相当する)に分けられる。炭化物

や流れ込みと思われる火山灰 (基本層序Ⅲ、Ⅳ層中に混入するものと同じ)がブロック状に混入する。

(床面・壁〉炉が検出したⅣ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁は緩
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2 縄文時代の遺構・遺物

隣 L‐ 190900m

10Y R2/2
10Y R4/6
10Y R2/3
10Y R3/4
10Y R4/4

ド上と‐19o9oom

１

２

３

４

５

一
ド
け
＝
〕
ｏ
ｏ
卜
ｏ
ｏ
Ｂ

炉

疎
密
密
密
密

や
や
や
や
や

や
や
や
や
や

ｓ

ま

ま

ま

ま

ま

し

し

し

し

し

ル
ト
ル
ル
ト

ンヽ
ル
シ
ン
ル

質
シ
質
質
シ

粘
質
粘
粘
質

色
粘
色
色
粘

褐
色
褐
褐
色

黒
褐
黒
暗
褐

粘性やや強
粘性強
粘性やや強
粘性やや強
粘性強

炭化物微量含む
炭化物微量、火山灰ブロック微量含む
炭化物微量、礫少量含む
炭化物微量、礫少量含む
火山灰ブロック少量含む

0         1:50        2m
|

lrn

や

掘 り 方

粘性やや強 しまりやや疎 炭化物少量、焼土中量含む

粘性強   しまりやや密 炭化物微量、焼土少量含む

粘性やや強 しまり密   掘 り方埋土
0        1:30

１

２

３

ドとし‐19o400m

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト
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埋土上位
346

位量
３４４
埋

Ｗ

Ｈ

ヤー

颯

床面上
347

-

第96図 26号住居跡出土遺物

やかに外へ と広が りなが ら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴は5個検出した。床面西側に集中し、配置に規則性は感じられないので主柱穴で

はないと考えられる。柱穴の深さは10～ 20cm程度で、埋土は黒褐色粘質シルトを主体とする、ほぼ

単層で柱痕跡は認められない。壁溝は認められない。

〈炉)東壁付近に位置する。方形を呈し、間仕切りの石も設置され、また前庭部のような浅い掘り込

みが付 く。複式炉に含まれるかもしれないが、他の住居跡のものとは様相が著しく異なるので、石囲

炉とした。炉の主軸方向は、24号住居跡の石囲炉の主軸方向とほぼ同じである。規模は掘り込みまで

含め、118× 58cm、 深さは床面から2cmを測る。炉石は扁平な自然礫を用いるが、大きさや形状に

は規則性が無い。炉内は埋上に炭化物が微量に混入するが、焼土は検出していない。主軸方向と直交

する間仕切りの石が設置され、また扁平な礫が水平に置かれている。掘り方は炉石を設置するために

大きく掘り込んだ形痕は認められなかった。

(出土遺物〉24号住居跡の項に記載した。

(時期)出土遺物は縄文時代中期後葉～末葉に比定されるもので、24号住居跡と出土遺物が含まれて

いる。24号住居跡よりは古いので、中期後葉に相当する可能性はある。

26号住居跡 (第95'96図、写真図版30・ 31・ 87・ 113)

(位置〉調査区中央、3B7rグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランが不明瞭であるが、検出面上に炭化物が

分布する。掘り下げたところ、石囲炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉不整な楕円形を呈し、規模は4.1× 2.7m、 深さは検出面から最深48cmを測る。

(埋土)5層に分けられる。炭化物や礫を含み、壁際にみられる2、 5層中には流れ込みの火山灰 (基

本層序Ⅲ、Ⅳ層中に混入するものと同じ)がブロック状に混入していた。

Ⅵ 検出した遺構と澄物

0             1 :3           10cm

床面上

348

0           2:3           5cm
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2 縄丈時代の遺構・遺物

ト

ロ＝る
！
ξ

ど

卜 俳m100m

1 10YR3/3 暗褐色粘質シルト 粘性強 しまりやや密 庚化物微量、礫少量含む

O      li[Ю       2m

-112-
第97図 27号住居跡 (1)



有   名

Ⅵ 検出した遺構と遺物

礫をはずした状態

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや密

黄褐色砂質シルト微量、礫少量含む

0       1:30      1m

第98図 27号住居跡 (2)

劉
埋土中
350

坦土中
351

0             1 :3           10cm

埋土中
349

第99図 27号住居跡出土遺物

(床面・壁〉炉が検出したⅣ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁は緩

やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉柱穴は4個確認した。炉の主軸方向に対し、Pit lと Pit 4、 Pit 2と Pit 3が左右対称

に位置する。したがって、これらを主柱とする4本柱と考えられる。ただし柱穴はいずれも浅い。ま

た壁溝は認められなかった。

(炉〉床面の中央やや北側に位置する。石囲炉である。楕円形を呈し、規模は60× 40cm、 深さは床面

から7cmを測る。炉石は扁平な自然礫を利用し、掘り方に立てかけるように設置している。炉内に

燃焼部は認められず、埋土中に炭化物や焼上が少量堆積する程度である。

(出 土遺物〉縄文土器10601g、 石器 4点が出上した。出土状況をみると、土器は埋土上位からの出

土量が大部分を占める。一方、床面上から出土するものはない。したがって出上した住居廃絶後の埋

没段階に廃棄されたものと考えられる。ただし石器は4点 とも床面上から出土しており、住居跡機能

時に伴うか廃絶時に廃棄されたものと捉えられる。

土器は全て小片で、器形が復元できたものはない。344は深鉢の口縁部片でⅢ群 3類に相当する。

単節LRを地文とし、沈線による区画文が描かれ、区画外は磨消手法により無文化する。

石器は石鏃 1点 とフレイク3点が出土した。347は石鏃で円基鏃である。348は フレイクで lb類に

比定され、打面と背面に自然面が残る。
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2 縄文時代の遺構・遺物

(時期〉埋土中から出土した土器群から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

27号住居跡 (第97～ 99図、写真図版31・ 32・ 87)

(位置)調査区東側、3C20eグ リッドに位置する。比較的、他の遺構と離れている (近世墓は除く)。

4m南側に9号柱穴状土坑、6m東側に39号土坑が位置する。

(検 出状況)Ⅲ層上面で黒褐色粘質シルトのプランで検出した。検出面上に炭化物が分布する。掘 り

下げたところ、壁の立ち上がりを確認し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係〉なし。

〈形態・規模)本遺構は削平と撹乱により、北西から西壁の一部しか検出できていないので、全容は

定かではない。検出できた部分から、6.5m× 5.4m不整な楕円形を呈するものと推測する。深さは

検出面から最深約22cmを 沢1る 。

(埋土)暗褐色粘質シルトを主体とする単層である。炭化物や小礫が混入する。

(床面 。壁〉Ⅶ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、砂礫が露出しており、硬化面は認められない。

壁は北～東壁のみを検出した。緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉 8個確認した。柱穴の配列に規則性はない。壁溝は認められなかった。

(炉)は っきりとした炉は検出していないが、南西側に掘 り込みが認められ、大形の礫が周辺に集中

しており、炉の掘り方の可能性が考えられる。掘り込みは楕円形を呈し、規模は107× 70m、 深さは

床面から14cmを 測る。埋土内に焼土は堆積しておらず、焼けた形跡も認められなかった。

(出 土遺物〉縄文土器2529gが 出土した。本住居跡は削平が激しく、ほとんどの上器を埋土中出土と

して取り上げた。土器はいずれも小片である。

349は深鉢の口縁部から胴部片で、Ⅲ群 3類 に相当する。3501よ深鉢の回縁部片でⅢ群 6類に相当す

る。351は深鉢の底部片で底面に網代痕がみられる。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される。

28号住居跡 (第 100～ 107図 、写真図版32・ 33・ 88～ 90・ 113)

(位置)調査区東側、3C211グリッドに位置する。本住居跡から35号住居跡まで密集しており、そ

の西端部に位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で黒色土のプランとして検出した。

(重複関係)32号住居跡、39号土坑が重複している。32号住居跡とはトレンチの土層断面から本遺構

の方が新しいことが分かっている。また39号土坑は本遺構の検出段階では認められない遺構であり、

本遺構の方が新しいと判断した。

〈形態・規模)楕円形を呈し、規模は73m× 5.9m、 深さは検出面から最深50cmを測る。炉の両脇に

位置する柱穴が重複していることから、住居の重複や建て替えの可能性が考えられるが、その痕跡は

見つけられなかった。

(埋土)5層に分けられる。埋上の中位には、炭化物集中層 (3層)が認められる。

(床面 。壁〉Ⅵ層面床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁はややタトヘと広がり

ながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)8個確認した。炉の前庭部に隣接する柱穴 (Pit lと 2、 Pit 7と 8)が重複する。炉

の主軸線に対しPit lと Pit 2、 Pit 7と Pit 8、 Pit 3と Pit 6、 Pit 4と Pit 5が左右対称に位置する。

したがってこれらを主柱穴とする6本柱である。柱穴の規模はPit l、 3が大きく径60cmで 、他は
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しまり密  礫やや多く、土器多量含む
しまり密
炭化物少量、礫中量、土器やや多く含む
しまりやや密

しまり密  炭化物多量、焼土少量含む

Ⅵ 検出した遺構と遺物

0         1:50        2m

1 10Y R3/2
2 10Y R3/4

3 5YR5/6
4 10Y R2/1
5 10Y R3/3

黒褐色粘質シルト
暗褐色粘質シルト

明赤褐色焼土
炭化物集中範囲
暗褐色粘質シルト

粘性やや弱
粘性弱

粘性やや強

粘性やや弱

第100図 28号住居跡 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

●…炭化物集中範囲

炭化44・ 炭化物分布状態
(埋±5層上面。柱穴・炉は位置のみ)

-116-
第101図 28号住居跡 (2)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

やＴЮ
卜
＝
岸郎
６
ｏＢ

ド L‐ 189400m

岸 L18941Xlm

暗褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまりやや密

黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱 しまり疎

褐色砂質シルト  粘性弱   しまり疎

黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱 しまりやや密

(燃焼部下埋土 ?赤みあるが、焼土はない)

黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまり疎

暗褐色粘質シル ト 粘性弱   しまりやや疎

明黄褐色砂質細砂 粘性弱   しまり密
黒褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまり密

暗褐色粘質シル ト 粘性弱   しまりやや密

炭化物微量、礫少量含む

lcm大の炭化材やや多く含む

黒褐色粘質シル ト少量、炭化物少量含む

炭化物微量、礫少量含む

災化物中量含む

黄褐色砂礫やや多 く含む

暗褐色粘質シル ト少量含む。硬化してい

炭化物少量含む

炭化物微量含む。掘 り方埋土

鶉

当

1 10Y R3/3
2 10Y R2/3
3 10Y R4/4
4 10Y R5/6

5 10Y R2/3
6 10Y R3/4
7 10Y R6/6
8 10Y R3/1
9 10Y R3/3

0      1:30      1m

第102図 28号住居跡 (3)
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2 縄文時代の遺構・遺物

炉の掘 り方

ユ

第103図  28号住居跡 (4)

0        1130       1m

40cmを 測る。埋土断面図は図示 していないが、黒褐色粘質シル トを主体する単層で、柱痕跡は認め

られない。また、壁溝は認められない。

(炉 )南東壁付近に位置する。石囲部十前庭部で構成される複式炉である。規模は2.8m× 1.5mを 測る。

石囲部は方形を呈 し、規模は一辺100× 90cm、 深さは床面から最深12cmを 測る。石囲部内に焼土は

堆積 していないが、北西隅の地山土が焼成により赤色化 している。炉石は大きく偏平な棒状の自然礫

を利用 している。掘 り方は石囲部より20～ 30cmタト狽1に広 く掘 り込まれ、炉石を設置 してから暗褐色

粘質シル トや小礫を埋めて補強している。前庭部は160× 150cmを 測る。深さは床面から最深14cmであ

る。北側のみに礫が据えられている。南側には礫はなく、また抜 き取 り痕跡 も認められないので、元々

北側のみに設置されていたものと思われる。住居の壁との間に柱穴を 1個確認 した。この柱穴の深さ

は前庭部底面から約20cmで ある。また石囲部との境界付近で硬化面を確認 した。

(出土遺物〉縄文土器33248.6g、 石器 8点、土製品6点が出土した。出土状況をみると、埋土上位～

中位からの出土量が大部分を占め、器形復元が可能な土器が多い。一方床面上や炉内からの出土量は

非常に少なく、土器は小片が目立つ。したがって遺物は住居跡廃絶時よりも、住居廃絶後の埋没段階

に多く廃棄されたものであることが窺える。

352は Ⅲ群 l類に相当する深鉢の大形破片で、口縁部が内湾する器形である。口縁部には隆帯が横

位に巡り、胴部には口縁部の隆帯と連結する隆帯による方形区画文が施文される。353～ 356は 4単

位の波状口縁を呈する深鉢で、口縁部には横位に隆帯が付き、波頂部で縦位の隆帯で連結する。隆帯
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋土中位
359

0     1:4    10cm

位

卸
３５３
埋

位榔
３５２
坦

位量
３５４
埋

位帥

３５５

埋

位ゴ

３５７

埋

位抑
３５８
坦

第104図 28号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

位量
３６６
埋

o        l:4       10cm
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第105図  28号住居跡出土遺物 (2)



Ⅵ 検出した遺構 と遺物

埋土中位
369

位ゴ
３６８
埋

埋土中位
370

埋土上位
372 坦土中位

373

埋土上位
377

位鋤
３７５

埋
埋土中位
376

埋土中位
381

逐醸
門――出ⅣⅣ郷帥３８２

Λ
や
イ
　
　
埋

４
げ
子
丼

藍評署
坦土上位
383

368～ 371

10cm 0         1 :4       10cm

1靭 i

攀

拗

―

'｀

馘めドＤ川ツ蜘３８６
埋

372～ 386

0 1:3

位抑
３８５
埋

鉾
購∵

纂 `::

第106図 28号住居跡出土遺物 (3)
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闊

Ⅷ

Ⅷ

宙
Ｗ
キーー
９

河
ロ
マ

位量
３９６

埋

Ｑ

2 縄文時代の遺構・遺物

O  坦
ま電位

0            1:3           10cm

―

く

(§

懲 § 3)一

― 埋土上位
392

0       1:3      10cm

m

埋土上位
394

埋土中位
398

ρ

‐―

坦

y  ヽ

物ヾェ存
ド挙

Ir→

||||||

第107図  28号住居跡出土遺物 (4)
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1望
上

L‐ 189900m

1 10Y R4/6 褐色粘質シルト

2 10Y R3/4 暗褐色粘質シルト

第刊08図 29号住居跡

Ⅵ 検出した遺構と遺物

0          1:50         2m

粘性強   しまり密

炭化物微量、礫少量含む

粘性やや弱 しまりやや密 礫中量含む

は胴部へ と垂下する。357は埋上下位

からほぼ正位の状態で出土 している。

ほぼ完形である。胴部下半が大きくふ

くれ、胴部上半は直立気味の深鉢で、

2単位の波状口縁を呈する。横位の隆

帯により区画された口縁部は無文とな

り、胴部は隆帯による楕円形や方形の

区画文が縦位に垂下する。358・ 359は

同一個体 と考えられるが、接合せず、

別々に図示 した。日縁部が急激に内湾

し、把手が付 く。隆帯による楕円形や

曲線的な区画文が描かれる。360は大

形の深鉢の口縁部のみで、器形は所謂

「キヤリパー形」を呈する。日唇部に

埋上下位
401

円日用Ｖ
動４。３

第109図 29号住居跡出土遺物

は小突起が連続する。口縁部は隆帯による渦巻き文が縦位に連続するが、隆帯間には縄文が施文され

ない。361は口縁部に2段の隆帯が横位に巡 り、下段の隆帯上には刺突が連続する。364も 同様の文様

が施文される深鉢の底部で底面には圧痕文が見受けられる。365は深鉢胴部片で、胴部はやや くびれ、

そのくびれ部分に把手が付 く。朱が塗られている。368～ 371は Ⅲ群 6類に相当する深鉢である。368

は回縁部が折 り返 し口縁 となる。

372～ 3861よ 破片資料である。主にⅢ群 2類に含まれる (372～ 380'382)。 375。 376は胴部に把手

が付 く。把手の外面には沈線で渦巻文が描かれている。377は 375。 376と 同様の器形の胴部片で、外

面の剥離が激 しいが、朱が塗られている。382・ 383～ 385は Ⅲ群 3類 に相当する土器群で本住居跡か

らは少量であるが、埋土上位を中心に出土 している。387は ミニチュア土器とした。器面は無文である。

388～ 393は土製品である。388は斧状土製品で、両端を欠損 している。幅の広い両面に縄文が施文

される。389は土製の耳飾 りであるが、全体の 3分の 1程度 しか残存 していない。扁平な面の側縁に

-123-



2 縄文時代の遺構・遺物

は刺突が巡 り、中央に向かい細い刻みが列状に並ぶ。390～ 393は土製円板である。いずれも深鉢の

胴部片を転用 したものである。

石器はスクレイパー 2点、Rフ レイク 1点、フレイク2点、磨石 2点が出土 した。スクレイパー 2

点、Rフ レイク、フレイク各 1点、磨石 2点 を図示 した。394・ 395はスクレイパーで、どちらも1類

に相当する。394は横型で正面下側の縁辺部に直接打撃による二次加工を施 している。395は縦型で正

面右側の縁辺部のみに二次加工が施されている。3961よ Rフ レイクで、縦に長いフレイクの縁辺の一

部に二次加工が不連続に施されている。397は フレイクで 3b類に比定される。398・ 399は磨石で扁

平な両面に磨痕が認められた。

(その他)本住居跡は焼失住居であ り、 5層上面を中心に多量の炭化材、炭化物が堆積 していた (第

101図 )。 また炉直上から出土 した炭化物について年代測定を行ったところ、4070± 40yrBPの年代値

を得た (第Ⅶ章参照 )。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式古段階)に比定される。

29号住居跡 (第 108・ 109図 、写真図版33・ 34・ 90)

(位置〉調査区東側、3C20iグ リッドに位置する。南側で28号住居跡と重複し、西側で39号土坑と

重複する。

(検 出状況〉28号住居跡の北壁面でプランを認め、本遺構を確認した。調査当初、28号住居跡の拡張

部分かと思ったが、検出できた部分の形状や位置から、別の住居跡と判断した。

(重複関係)28号住居跡、39号土坑と重複する。本遺構が最も古い。

(形態 。規模)28号住居跡、39号土坑により削平され、北壁の一部しか検出できていない。したがっ

て全容は不明である。深さは検出面から約20cmで ある。

(埋土)2層に分層できる。埋土上位は褐色粘質シルト、埋土下位は暗褐色粘質シルトを主体とする。

(床面 。壁〉Ⅶ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、礫が露出しており、やや凹凸がある。硬化面

は認められない。壁は緩やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

〈柱穴・壁溝〉なし。

(炉〉本遺構からは炉は検出していない。重複する29号住居跡により削平された可能性が高い。

(出土遺物)縄文土器448,Ogが 出土した。すべて埋上下位から出土している。いずれも小片である。

400は深鉢の口縁部片で、単節LRを地文とし、縦位に隆帯が付 く。401は深鉢の口縁部片で横位に

数段の隆帯が巡る。402～ 404は深鉢の胴部片でいずれも縄文を地文とし、隆帯が縦位に垂下する。

(時期)埋上下位から出上した土器から縄文時代中期後葉 (大木 9式古段階)に比定される。

30号住居跡 (第 110～ 120図 、写真図版35・ 36・ 90～ 96・ 113)

(位置)調査区東側、3C221グ リッドに位置する。本住居跡より北側に31～ 34号住居跡が重複し、

南側には12号住居状遺構が重複する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で黒色上のプランを検出した。掘り下げたところ、炉を検出し、竪穴住居跡と

判断した。なお検出面上には多量の礫が露出しており、多量の礫はサイズや形態が一様ではなく、ま

た断ち割を入れて下部を調べたところ、住居の床面にはほとんど礫はなく、埋土上位にのみ集中して

いることがわかり、遺構に伴うものではなく、自然礫と判断した。

(重複関係)31～ 34号住居跡、12号住居状遺構と重複している。本遺構が最も新しい。

(形態・規模〉北東側がやや突出する不整な楕円形を呈し、規模は8.5m× 6.9mを 測る。深さは床面
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ЮY R3/2 黒褐色粘質シルト

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト

粘性やや弱 しまりやや密

粘性やや弱 しまりやや密

粘性やや弱 しまり密

炭化物微量、礫少量、土器片少量含む

炭化物微量、礫多量、土器片やや多く含む

炭化物多量、砂質シルト下部に偏在

Ⅵ 検出した遺構 と遺物

げ可

0         1:50        2m

虫Ｐｉｔ‐透

１

２

３

30号住居跡埋±1層出土礫集計表

石 質 花商岩 花筒閃緑岩 安山岩 砂岩 礫岩

重量 (kg) 1628

石質 ひん岩 ホルンフェルス 買岩 オャート 総重量

重量 (kg) 608 1056 642 7772

第110図 30号住居跡 (1)
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2 縄文時代の遺構・遣物

Pitl

隣 L=弼 9 ЮOm碧

Pit2

ド∠L‐ 189100m

Pit3

ド圭L‐ 189100m

Pit4

ドニL=189100m

Pit5

↓と=略 9 ЮOm¬れ名当

ЮY R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや密 炭化物少量、礫や多く含む

10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性弱   しまり疎   礫中量含む

0          1:50        2 rn

第11刊 図 30号住居跡 (2)

か ら最深40cmで ある。

(埋土〉 2層 に分けられる。 1層 中には、礫が多量に含まれる (礫集中層)。

(床面・壁)Ⅶ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、砂礫が露出している。

壁はほぼ全周を確認 してお り、やや外へと広が りながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)5個確認 した。炉主軸線上にPit 3が位置 し、それに対 し、Pit lと Pit 5、 Pit 2と Pit

4が左右対称に位置する。 したがってこれらが主柱穴となる5本柱である。また炉の前庭部から検出

した柱穴 (1個は掘 り方内から)も炉を挟んで左右対称であり、主柱穴であった可能性がある。柱穴

の大 きさは径60～ 90cm、 深さは床面から60cmを 測 り、埋土は暗褐色粘質シル トを主体 とし、柱痕

跡は認められない。柱の埋土中には礫の投げ込みも確認できたので、柱は廃絶時に抜かれた可能性が

ある。またPit 4は柱穴の西壁際に大形の礫が立ちかけられ、根固め石 としている。壁溝は認められ

るが、全周 しない。

(炉〉北東壁付近に位置する。石囲部十前庭部で構成される複式炉である。規模は3.Om× 23mを 測る。

石囲部は略正方形を呈し、規模は一辺110cm、 深さは床面から10cmを 測る。石囲部内は特に西側に

のみ燃焼部が認められ、1～ 2 cmほ どの焼上が堆積している。炉石は偏平で棒状の自然礫が利用され、

どれも大きい。炉石は掘り方に据えられただけのものや、差し込んで設置されたものもある。前庭部

は、180× 220cmの不整な楕円形を呈し、主軸に対しやや幅広である。深さは床面から8 cmを 測る。石

囲部側には「ハ」字状に石が据えられる。また石囲部との境界付近で硬化面を確認した。

(出土遺物〉縄文土器65982.3g、 石器 3点、土製品19点が出土した。出土状況をみると、埋土上位～

埋土中位の出土量が大部分を占め、特に埋土中位からの出土量は多い。器形が復元できた土器も多く

は埋土中位から出土している。一方、床面上から出土するものは少ない。わずかに405。 406がみつかっ

ている程度である。405は床面上に比較的バラバラの破片で出土した。406は底部を欠損している他は

壊れてない状態で、横倒しで出上している。石器は少ないものの、壁溝内からフレイク2点が出上し

ている。したがって遺物群の多くは住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと考えられる。

405は Ⅲ群 2類に相当する深鉢で、所謂「キャリパー形」で、日唇部は隆帯の渦巻き文が連続し、

波状を呈する。頸部は上下端に横位の隆帯が巡り、その内側は無文となり、口縁部と胴部には隆帯に

よる区画文と渦巻文が施文される。底面はやや上げ底になっており、側縁にのみ圧痕が残る。406は

底部を欠損する他はほぼ完形の深鉢である。口唇部は2単位の大突起が付き、その間に曲縁をモチー

フにした小突起が付 く。胴部には沈線による「∩」字形区画文が施文される。409は深鉢の口縁部片

がすぼまる器形で、日縁部に隆帯が横位に巡り、その下には隆帯による区画文と渦巻き文が施文され

る。410は 回縁部には横位の隆帯が 2段に巡る。また胴部に垂下する隆帯には渦巻き文が付 く。Ⅲ群

１

２
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WI 検出した遇構と遺物

し重4碁

や奮鍵紹霧堤亥雛蒙摯
しまり密   炭化物中量、礫少量含む
しまりやや密 炭f働多畳含む
し.ま り密 粛化物微量、黄褐色細砂少量含む

震 η霧 蹴
士材少量、黄鶴

“

細ゆ■量含む

0      1130     1エ
|

ｇ
３
【麟

出占

周

一

ド 渉 180.10m

岸 L=瞼100p

1 10Y R‐ 3/3

2 10Y R4/4
3 10YR3/2
4 5YR3/4
5 10YR3/2
6 10YR3/2
7 10YR3/8

暗褐色粘質シルト

鶴 せケ;,ト
暗赤掲色焼土
黒褐色粘質シールト
黒褐色粘質ンルト
暗掲色粘質シルト

粘性やや強
雑 弱
粕性調
粘性やや強―

粘性やや強
粘性やや強
粘齢

第112図 30号住居跡 (3)
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2 縄文時代の遺構・遺物

炉掘り方

0       1:30      1m

第113図 30号住居跡 (4)

1類 とした。415は深鉢で、口縁から胴部にかけての大形破片で、胴部上半で大 きく膨 らむ器形で、

口縁部には隆帯が 2段に巡る。胴部には沈線による楕円形、「∩」字形区画文が施文される。420は深

鉢の胴部片で口縁部に鍔状の隆帯が横位に付 く。胴部には曲線的なモチーフの区画文が施文されてい

る。Ⅲ群 5類に相当する。421～ 424は Ⅲ群 3類に相当するが、埋土上位に集中して出土する。

425～ 474は破片資料である。425～ 439、 447～ 458は Ⅲ群 2類 に相当する土器群である。441～

447・ 461～ 466・ 472は Ⅲ群 3類に相当する土器群である。472は壺の顎部片で鍔状の隆帯が横位に巡

り、その下に沈線による区画文が施文される。471'473は どの土器群に類するか定かではないが、深

鉢の胴部片で、大形の橋状把手が付 く。467～ 469は Ⅳ群に比定される土器群であ り、主に埋土上位

から混入 した。475～ 481は Ⅲ群 6類に相当する深鉢である。481は深鉢の底部片で、底面には圧痕が

認められる。481～ 487は ミニチユア土器である。481は全体的に内湾 し、ボール状の器形で、縄文の

み施文される。483～ 486は器形が不明であるが縄文を地文とし、沈線による区画文が施文される。

土製品は19点全て土製円板である。本住居跡は今回検出した住居群の中で、土製円板の出土量が非

常に多い。隆帯や沈線が付 くものはⅢ群 2、 3類に相当する深鉢の胴部片を転用 したものと思われる。

石器は壁溝の埋土中からスクレイパー 2点 (507・ 508)が出土 した。507は剥片の背面縁辺部に二

次加工を施 し、刃部を作出している。刃部の角度はやや鈍 く、 2類 とした。508は縦長のフレイクを

■
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床面上
405

Ⅵ 検出した遺構と遺物

0       1:6      20cm
|

第114図 30号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遣構・遺物
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第115図 30号住居跡出土遺物 (2)

0     114    10cm



Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋土上位 (礫 集中層)

421

位

Ｗ
〃
――
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
ｒ
量
４‐３

1   
埋

423
埋土上位

坦土中位
417

424

第116図  30号住居跡出土遺物 (3)
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2 縄文時代の遺構・遺物

434

427
埋上上位

埋土上位
430

埋土中位
432

位量
４３３

437 438
卯

埋土上位
439

硼
刃
〃

446

第117図 30号住居跡

447

出土遺物 (4)

埋土上位
445

瓢
435

埋土_L位   はデイ″~

431

翻
埋土上位
436

位           443               444
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Ⅷ

Ⅵ 検出した遺構と遺物

0             1 '3           10cm

翻津
埋土上位
455

颯酎Ｍ‐――り即朋朋蜘４５９

ｎＨＨ‐―‐―日四卸４５８

聰に徹け
位卸

４６９
埋

466
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2 縄文時代の遺構・遺物

「凪
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
州
脚
４７９

埋土上位
481

0        1 :4       10cm

第119図 30号住居跡出土遺物 (6)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

くヽ
ミ‐‐‐州〃ク却４８２

一，・ふ恐洋鰻部・榔ヽ

位

Ｈ
ＩＩ
州
量
４８６

魏鰯
埋土上位
483

糊
埋土上位
484

鰈 ‖
埋土上位
485

埋土上位
487
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獅 壽
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鯵
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一 埋土上位
500
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埋土上位     坦土上位     埋土上位
494             495             496             497            498            499

―③―∞―に一
―

  
―

  足
―坦土上位 (礫集中層)    埋土中位     埋土上位

501               502            503

―

の

一
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―埋土中位     埋土上位

504           505
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に

一

中     粋
________――――」二

十
こと一――_____― 一一J!早

n

埋土上位
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壁溝中
5080       2,3      5cin

第120図 30号住居跡出土遺物 (7)
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2 縄文時代の遺構 !遺物

10Y R3/2 暴褐色粘質ンルト

10Y R3/4 暗褐色粘質ラルト

10Y R3/1 黒褐色粘質シルト

粘性強   し.ま りやや密

粘性やや強 しまり密

粘性弱   しまりやや密

I層土少量、礫中量含tF

炭化物少量、礫少量含む
礫少量含む

千

狂

ｏｏｇ

〓

１

２

３

-136-
第121図 31号住居跡 (1)



Ⅵ 検出した遺構と遣物

千ト
すＰ

▼

悪

Ｐｏ
ｇ

炉掘 り方

炭化物微量含む

炭化物少量、焼土ブロック少量含む

炭化物少量、焼土粒微量含む

掘 り方埋土

0       1:30      1m

第122図 31号住居跡 (2)

素材 とし、短辺の片面のみに二次加工を施 し、刃部を作出している。

また前述の通 り、本住居跡の埋土 l層中には多量の礫が混入 していた。礫は取 り上げたものだけで

も総重量777 2kgを 測る。石質を鑑定 したところ、第110図右下に示 した 9種の石質があることが分かつ

た。いずれも北上山地系の石質で、基本層序Ⅶ層以下にも含まれる礫群であると思われる。

(時期〉埋土から出土した土器群から縄文時代中期後葉 (大木9式古段階)に比定される。

31号住居跡 (第 121～ 124図、写真図版37・ 97・ 98。 113)

(位置〉調査区東側、3C20kグ リッドに位置する。密集する28～ 35号住居跡までの住居群のほぼ中

央に位置し、南側には30号、32～ 34号住居跡が重複する。

１

２

３

４

ド

ド上L=189100m

10Y R3/2 黒褐色粘質シルト

5YR3/6 暗赤褐色シルト
10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト

粘性強   しまりやや疎

粘性やや弱 しまりやや密

粘性やや弱 しまり密
粘性やや強 しまり密
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2 縄文時代の遺構・遺物

炉前土坑
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

埋土上位
524

埋土上位
526

―
(ヒ

3三§g99)一    ―
(§§§§)―

―
l  て  /

埋土中位    埋土上位
529           530

0       113      10cm
|

埋土上位
527

坦上下位
528

床面上

-             531

位

躙‐十日日日咽騨５２５

第124図 31号住居跡出土遺物 (2)

(検出状況〉調査区境に土層を確認するためトレンチを入れたとこ

ろ、炉を検出したので、再度調査区壁の土層を観察し、竪穴住居跡

を確認した。

(重複関係)30号 。32号 。34号住居跡 と重複する。30号住居跡の 1

層中にみられた礫群が本遺構の埋土中にも混入することから、本遺

構の方が古いと判断した。また32号住居跡は土層断面の観察から本遺構の方が新 しいと判断した。

(形態・規模〉本遺構は北側半分が調査区外に及び、また南側の一部は30号住居跡に壊されている。

したがって全容については不明であるが、残存する部分から円形を呈するものと思われる。径7.7m

を測る。深さは検出面から50cmを測る。

(埋土〉 2層 に分けられ、暗褐色粘質シルトを主体とする。

(床面・壁〉Ⅵ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。

壁は西壁と南東壁を検出したにすぎない。やや外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉本遺構はほぼ半分が調査区外に及んでおり、したがつて実際の柱穴数は定かではない。

床面上から8個 (Pit l～ 8)、 また炉の前庭部に3個 (Pit 9～ 11)確認した。また壁溝は認められ

なかった。

(炉〉南東壁付近に位置する。方形の石囲部とその南東側に柱穴 3個が見受けられる。前庭部が認め

られないが、石囲部の形状は31号住居跡のものと類似しており、複式炉の一種と考えられる。柱穴は

3個密集しており、前庭部の役割をなすとも考えられる。石囲部は110× 80cmの方形を呈する。炉石は、

偏平な自然礫を利用し、幅平な面を縦にして深く地面に差し込んで設置されている。石囲部内にほぼ

中央に焼上が約10cm堆積している。前庭部がある部分は床面とほぼ同じ高さで、柱穴が 3個密集す

るのみである。柱穴の埋土上位から土器片が多量に出上している。柱穴の埋土は黒褐色粘質シルトを

主体とする単層で、深さは約15cmを 測る。

(出 土遺物〉縄文土器9495.Og、 石器 1点、土製品4点が出土した。出土状況をみると埋土上位～中

位の出土量が大部分を占め、特に埋土中位は多い。一方、床面出土は炉の南東側の柱穴の上からが多
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2 縄文時代の遣構・遺物

い。ただし、破片であり、接合 しても完形にはならない。遺物は住居廃絶時、あるいは埋没段階で廃

棄された遺物であるものと捉えられる。

509は 口縁部のみが復元できた深鉢で口縁部には三段の隆帯が横位に巡 り、隆帯による区画文が施

文される。510は胴部下半が下膨れ状に膨 らむ小形の深鉢で、口縁部を欠損する。複節 RLRを 地文

とし、隆帯による楕円形区画文が縦位に並ぶ。5111よ 深鉢胴部の大形破片で、隆帯による区画や渦巻

き文が描かれている。512は Pit10の 埋土中から出土 した深鉢の破片で、口縁部は無文で胴部とは微隆

帯で区画されている。胴部は単節 LRを地文とし、沈線による曲線的なモチーフの区画文が施文され

る。

514～ 526は破片資料である。Ⅲ群 1類に相当する土器 (514・ 520)、 Ⅲ群 2類に相当する土器 (521)

とⅢ群 3類 に相当する土器 (515～ 519・ 521～ 523)、 またⅢ群 6類 に相当する土器 (524～ 526)と

が見受けられる。全体的にはⅢ群 1類の土器群は埋上下位～床面上の出土が目立ち、Ⅲ群 3類の上器

群が埋土上位～中位から出土する傾向が認められる。

土製品は斧状土製品 2点 (527、 528)と 土製円板 2点 (529、 530)で ある。527は 2分の 1ほ ど欠

損 している。端部が尖る形態である。器面全体に縄文が施文される。528は 2分の 1ほ ど欠損 している。

幅広の面の端部に穿孔が施される。両面に縄文が施文されるが、側面は無文のままである。

石器は石鏃 1点 (531)の みである。床面上から出土 してお り、住居跡廃絶時に廃棄された遺物 と

考えられる。完形である。

(時期)Pた10の埋土上位から出上 した土器から縄文時代中期後葉 (大木 9式古段階)に比定される。

32号住居跡 (第 125～ 128図 、写真図版38・ 98)

(位置)調査区東側、 3C20jグ リッドに位置する。密集する28～ 35号住居跡のほぼ中央に位置 し、

周辺は北側を除き28・ 30。 31・ 33号住居が重複する。

(検出状況)28号住居跡 と30号住居跡の新旧関係を確認するため、両住居跡をまたぐトレンチを入れ

たところ、両遺構に切 られる本住居跡を確認 した。そこで、検出面から暗褐色のプランを見つけたが、

当初、北東から南西方向に長い住居跡を想定 し、精査を進めたがベル ト土層断面や出土 した炉の位置

から2棟の住居の重複と判断し、新旧関係での新 しい住居跡の方を32号住居跡とした。

(重複関係)28・ 30・ 31・ 33号住居跡 と重複する。土層から本遺構は28・ 30・ 31号住居跡より古 く、

33号住居跡より新 しいと判断した。

(形態・規模〉本住居跡は南側の一部が30・ 31号住居跡に壊されている。また北側は掘りすぎのため

壁が消失してしまった。したがって全容については不明であるが、残存する部分から楕円形を呈する

ものと推定される。規模は162× 推定4.7m、 深さは検出面から最深22cmを測る。

(埋土)2層に分けられる。ほぼ黒褐色粘質シルトを主体とし、炭化物や小礫が混入する。

(床面・壁〉Ⅵ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。また一部Ⅶ層に達し

ており、砂礫が露出している。壁は重複する遺構や掘りすぎのため北西部の一部しか検出できなかっ

たが、ほぼ直立気味に立ち上がる。

(柱穴・壁溝)7個確認した。やや歪んでいるが、炉の主軸線上にPit 4が位置し、その線に対し、

P■ 2と Pit 6、 P■ 3と Pit 5が左右対称に位置する。したがってこれらを主柱とする5本柱の可能性

が考えられる。壁溝は認められなかった。

(炉〉南東壁付近に位置する。石囲部+前庭部で構成される複式炉である。規模は長軸18m、短軸1.Om

を測 り、他の住居跡で見られる複式炉と比べ小さい。石囲部は略正方形を呈し、規模は一辺50cm、
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28号住居跡

3雌 居跡

OP中

S
P13

33号住居跡

33号住居跡

a琴訓■R跡

菰
　
貶

31号住居跡

S104
l ЮYR3/4
2 10YR3/2
S109
8 10YR2/2
4 10Y RttF4

32号住居跡

Ⅵ 検出した遺構と遺物

暗褐色粘質シルト 粘性強.しまりやや密 火山灰プロンク少量含む
黒褐色粘質シルト 粘性隙| しまり密   炭化物微量、礫少量含む

黒脅色粘質シルト 粘性やや弱 しまり密
―
尿化物少量含士

暗褐色粘質シルト 粘性強   しまり密 炭化物微量、礫少量含む

33号住居跡桂穴

ドL〒18,卸h[イ   Pと.1891300m  q   PL=ntth[イ    ド三と18980骸4ヨ

u  _  迫ノ   迫 /
1 19YR3/2鳥掲色猫資ラルト 紙性やや強| しまけ盛 炭化肋隷隷含tr

鋭可 o       l 1501      2m

耳

第125図 32・ 33号住居跡 (1)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

33号住居跡。炉

掘 り 方

TO

3
日

卜

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト
10Y R3/2 黒褐色粘質シルト
10Y R6/6 明黄褐色細砂

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト

10Y R2/2 黒褐色粘質シルト

1生と              ヽ

TO冷

■

乳 隣

上

ドニL‐ 189300m

3

粘性強
粘性強
粘性弱

0        1:30 lm

第126屋] 32・ 33拝鶏主雇:[亦 (2)

深さは床面から2cmを 測る。石囲部内に焼土は堆積 しておらず、焼けた形跡 も認められなかった。

炉石は偏平な自然礫を利用する。掘 り方は浅 く、炉石はほとんど地面に据え置 く程度である。前庭部

は楕円形を呈 し、130× 100cm、 深 さは床面から14cmを 測る。東側のみに石 1個が設置されていた。

西側は小柱穴が認められるが、石の抜 き取 り痕跡とは考えられないので、元々設置されていなかった

ものと思われる。設置された礫は大きく、床面を深 く掘 り込んで差 し込まれていた。また前庭部全体

に明責褐色細砂 (複式炉埋± 4層 )が人為的に貼られ、踏み固められている。

(出土遺物〉縄文土器33652g、 石器 2点、土製品3点が出土した。出土状況をみると、埋土上位～

中位の出土量が大部分を占める。一方、床面出土は炉内や炉付近からまとまって出土している。ただ

しいずれも小片のみである。遺物は住居廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと捉えられる。

532は深鉢の口縁部片でⅢ群 2類に相当する。533も Ⅲ群 2類に含まれ、隆帯による楕円形区画文が

施文される。隆帯上には幅広の沈線で渦巻き文が描かれている。534は Ⅲ群 6類に相当する深鉢である。

口縁部は無文であるが朱が塗られている。537・ 538は 胴部片で複節RLRを地文とし、隆帯が貼られ

１

２

３

　

４

　

５

かたく
粘性弱

粘性やや強

しまりやや密 炭化物微量含む
しまり密   炭化物微量、礫少量含む
しまり密
しまっており、人為的に貼られている
しまり密
炭化物微量含む。前庭部掘り方埋土

しまりやや密 黄褐色粗砂少量含む
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2 縄文時代の遺構・遺物

埋上下位
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膨
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…

朱
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1  埋土上位
534

埋土中
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-(§

匿 3)―

ノう

埋土中
542

第127図  32号住居跡出土遺物

第128図  33号住居跡出土遺物

と考えられる。

石器はフレイク2点出土 しているが図示 していない。

(時期)埋土から出土 した土器から縄文時代中期後葉 (大木 9式古段階)に比定される。

33号住居跡 (第 125～ 127図、写真図版39)

(位置)調査区東狽1、 3C20iグ リッドに位置する。密集する28～ 35号住居跡のほぼ中央に位置 し、

北側には28号 ,30号 ・32号住居跡が重複する。また2m南西側には 1号掘立柱建物跡が隣接する。

(検出状況)32号住居跡を精査する際、土層断面を観察 し、 2棟の住居跡が重複 したものであること

が分かつた。古い方が本住居跡に相当する。

(重複関係〉28・ 30・ 31号住居跡と重複する。本住居跡が最も古い。

(形態・規模)本遺構は28・ 30・ 31号住居跡により削平され、南東側の一部しか検出できていない。

したがって全容が定かではないが、検出できた部分は5.0× 2.9mで、楕円形を呈すると思われる。深

さは検出面から10cmを 測る。

(埋土)2層 に分けられる。暗褐色粘質シル トを主体とする。

(床面・壁)Ⅶ層面を床面と判断した。ほぼ平坦であるが、砂礫が露出しておりやや凹凸がある。壁

は南東壁しか残存していない。緩やかに広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝)9個確認した。柱穴の配列は推定できなかった。壁溝は認められない。

(炉〉本遺構からは炉は検出していない。重複する33号住居跡により削平された可能性が高い。

(出土遺物〉縄文土器591gが出土した。重複する33号住居跡に壊されていることもあり、出土量は

ている。一部隆帯が剥離 し、地文が露出している。539は外

面には朱が塗られている。隆帯が剥がれて地文が露出 してい

る部分には朱は塗られていない。

土製品は土製円板 3点 (540～ 542)である。541・ 542は

隆帯が付 くのでⅢ群 1か 2類の深鉢胴部片を転用 した もの

埋土中位
535
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Ⅵ 検出した遺構と遺物
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１

２

３

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト
loY R2/3 黒褐色粘質シルト
10Y R4/6 褐色粘質シルト

礫少量含む
礫少量合む
礫多量含む

粘性強
粘性やや強
粘性やや弱

第129図 34号住居跡
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第130図  34号住居跡出土遺物

非常に少ない。また遺物のほとんどを埋土中一括で取 り上げている。

543・ 544は深鉢の胴部片で、544は単節 LRを 地文 とし隆帯が付 く。Ⅲ群 1か 2類に相当する。

(時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木 9式古段階)に比定される。

34号住居跡 (第 129,130図 、写真図版39・ 98)

(位置)調査区東側、3C21mグ リッドに位置する。

(検 出状況〉31号住居跡の東壁面に、別の壁の立ち上がりを検出し、本遺構を確認した。炉は見つか

らないが規模が他の竪穴住居跡と類似し、柱穴を検出したことから、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係〉30・ 31'35号住居跡と重複する。本住居跡が最も古い。

(形態・規模〉本住居跡は30'31・ 35号住居跡により削平され、南東壁の一部しか検出できていない。

したがって全容が定かではないが、残存する部分は38× 33m、 深さは検出面から50cmを測る。

(埋土)本遺構は精査の段階で、断面図を作成していないが、精査の際、観察した限りでは暗褐色粘

質シルトを主体としていた。

(床面・壁〉Ⅶ層を床面とする。ほぼ平坦であるが、礫が露出しており、凹凸がある。壁は緩やかに

広がりながら立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉 7個確認した。柱穴の配列は推定できなかった。壁溝は認められない。

(そ の他〉床面の北側に溝状の掘り込みが 2個 (Pit 8・ 9)認められた。主軸方向はほぼ同じで、北

東～南西方向に長い。北側の方が大きく、230× 90cmを 測る。深さは床から18cmである。南側の方は

やや小さく、また北側の掘り込みに一部壊されている。規模は158× 47cmを 測る。

(炉〉本遺構からは炉は検出していない。重複する住居群により削平された可能性が高い。

(出 土遺物)縄文土器1085.8g、 土製品4点が出土した。重複する住居跡に壊されていることもあり、

出土量は少なく、いずれも小片である。出土状況をみると埋土上位～中位の出土量が大部分を占め、

住居廃絶後埋没段階に廃棄された遺物群であることが窺える。

545～ 548は深鉢の胴部片である。いずれも縄文を地文とし、その上に隆帯が付 く。547は 隆帯によ
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ド笙L=189 411Clm

ヂ

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱
10Y R4/3 暗褐色粘質シルト 粘性弱

Ⅵ 検出した遺構と遺物

土器(554)出土状況

しまり密 炭化物微量、礫少量含む

しまり密 炭化物微量、礫多量含む

0         1:50        2m

/  【蛋玉憂D

卜鰯

ド≧―L=
1

暑      2

炉 掘 り 方

可

岸 L=189 11Xlm 争

吐

　

　

可

1

2

炉内土器出土状況

S

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密

炭化物微量含む

10Y R2/2 黒掲色粘質シルト 粘性弱   しまりや疎

炭化物微量含む。掘り方埋上

0        1:30       1m

第131図 35号住居跡
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2 縄文時代の遺構・遺物
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0             1 :3           10cm
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0         1 :4       10cm
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第132図 35号住居跡出土遺物 (1)
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⇔
    床面上

_       565

0            2:3           5cm

第133図 35号住居跡出土遺物 (2)

Ⅵ 検出した遺構と遺物

り渦巻 き文が付 く。Ⅲ群 1類に相当する。549は 深鉢の回縁部片で

Ⅲ群 6類に相当する。

土製品は粘土塊 1点 (550)と 土製円板 8点 (551～ 553)が出土

した。粘土塊 (550)イ よ4cm大で、表面に棒状工具により刺突され

た痕跡がある。土製円板は552に 隆帯が付いてお りⅢ群 1か 2類の

深鉢胴部片が転用されたものと考えられる。

(時期)出土遺物は少ないが、出上 した土器から縄文時代中期後葉

(大木 9式新段階)に比定される。

35号住居跡 (第 131～ 133図 、写真図版39・ 40・ 99・ 113)

(位置〉調査区東側、3C23nグ リッドに位置する。

(検出状況〉黒褐色のプランで検出した。精査当初、東西に長い遺

構と考え掘り下げたところ、検出段階で想定したプランの主軸方向

とは別の位置から炉が検出した。土層断面を観察 し、 2棟の住居跡の重複 したものであると判断 し、

新 しい方を本住居跡 とし、古い方を34号住居跡 とした。ただし本住居跡は後世の削平を受けてお り、

また一部掘 りすぎてしまい南側の一部 しか検出できなかった。

(重複関係)34号住居跡 と重複する。土層から本遺構は34号住居跡より新 しいと判断した。

(形態・規模〉後世の削平や掘 りす ぎのため、南側の一部を検出したにす ぎず、住居全容については

不明であるが、検出できた部分から楕円形を呈するものと推定される。残存する壁は長さ4.3mで、

本遺構の規模は径 4～ 5mに なると推定される。深さは検出面から最深30cmを 測る。

(埋土)暗褐色粘質シル トを主体 とし、 2層 に分けられる。炭化物や小礫が混入する。

(床面・壁)Ⅶ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、礫が露出してお り、凹凸がみられる。壁はほ

ぼ直立気味に立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉 6個確認した。柱穴の配列は推定できなかった。壁溝は認められなかった。

(炉〉床面のほぼ中央に位置する。石囲炉である。楕円形を呈し、規模は62× 54cm、 深さは床面から

5cmを測る。炉内に焼土は堆積 しておらず、焼けた形跡も認められなかった。また炉の北側に浅い

掘 り込みが認められる。炉石は偏平な自然礫を利用しており、掘り方に据えるのみの設置で、隙間に

は黒褐色粘質シルトを埋めて補強している。

(出土遺物〉縄文土器9988.6g、 石器 1点、土製品 1点が出土した。出土状況を重量比でみると、埋

土下位が多い。これは住居の南側からまとまって出上した土器 (554)が多くを占めているからであ

る (第 131図上の写真)。 一方、炉内の北側炉石付近からも土器片が出土している (第 131図 下の写真)

が、いずれも小片で、図示できる土器はなかった。また炉の北側の床面上で石匙 1点が出上している。

遺物群は炉内出土土器や石匙は住居廃絶時に廃棄された遺物である可能性があり、またその他は住居

廃絶後の埋没段階に廃棄されたものであると考えられる。

554は深鉢である。Ⅲ群 6類に含まれ、口縁部は無文で胴部には複節RLRが施文される。556は小

形の深鉢で口縁部を欠損する他は完形である。口唇部はゆるい波状を呈し、口縁部は無文で、胴部に

は隆帯による区画文が施文される。隆帯上には沈線による渦巻文が施文される。558は深鉢の底部片

で底面の縁辺に穿了しが施されている。559も 底部片で底面には圧痕が認められる。560～ 562は Ⅲ群 1

類に相当する土器群である。564は Ⅲ群 6類に相当する深鉢の口縁部片である。

石器は石匙 1点 (565)で ある。片面は縁辺部のほぼ全周に、もう一方の面には弧状の縁辺部のみ
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2 縄文時代の遺構・遺物

区
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二と=i認瓶・1

１

２

３

４

10Y R3/2 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまり密
10Y R-2/3 黒褐色粘1質 シルト 粘性やや強 しまり密
10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや強.し まり密
10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや疎

炭化物微量、礫少量含む

炭化物微量含む。柱穴埋土

戊化物微量、ローム土中量含む。柱穴埋土

災化物微量含む。柱穴埋土

0      1150      2m

炉

掘 り 方

§
９肇
ム
吐

当

ml

1 10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱
しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む

2 10YR2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱
しまりやや密 炉石掘り方埋土

第134国 36号住居跡
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弾絡汐
埋土中
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柱穴 (P■7)内

568

Ⅵ 検出した遺構と遣物

0       1:3

内

第135図  36号住居跡出土遺物

二次加工が施される。

(時期)埋土から出土 した土器から縄文時代中期後葉 (大木 9式古段階)に比定される。

36号住居跡 (第 134。 135図、写真図版40・ 41,99)

(位置〉調査区東側、3C23pグ リッドに位置する。4m西側に35号住居跡が位置する。

(検出状況〉調査区壁にトレンチを入れたところ、石囲炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)本遺構は北側の一部が調査区外に及びまた後世の削平のため、東壁の一部を消失して

いる。したがって住居の全容は不明であるが、検出できた部分から楕円形を呈するものと推定される。

規模は6.7× 48m、 深さは検出面から約14cmを 測る。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とする単層である。炭化物や小礫が混入する。

(床面・壁)Ⅶ層面を床面とする。ほぼ平坦であるが、礫が露出しており、凹凸がみられる。壁は外

へと緩やかに広がりながら立ち上がる。

〈柱穴・壁溝〉 9個確認した。北側は調査区外に及ぶので、全容は定かではないが、炉の主軸 (炉が

両端に並ぶ方)線 に対 し、Pit lと Pit 7、 Pit 2と Pit 6、 Pit 5と Pit 8、 Pit 3と Pit 4が左右対称

に位置するので、これらを主柱とする8本柱の可能性が考えられる。壁溝は認められなかった。

〈炉〉北東壁付近に位置する。石囲炉である。「コ」字状に炉石が配され、南西側には炉石が設置され

ていない。規模は44× 56cmを測り、深さは床面から10cmで ある。炉内に焼土は堆積せず、埋土中に炭

化物が混ざる程度である。炉石は偏平な自然礫を利用し、掘 り方に据えるのみである。

(出土遺物)縄文土器62,7gが出土している。本住居跡は削平が激しく、したがって残存する遺物も

非常に少ない。

566は深鉢の口縁部片で横位に沈線が連続する。567は 深鉢の胴部片で単節 LRを地文とし、沈線に

よる区画文が施文される。

また西側床面上からコハクが5,73g出 土している (写真図版115④ )。 いずれも非成品である

(時期)柱穴内出上の土器から縄文時代中期後葉 (大木 9式古段階)に比定される。    (須 原)
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2 縄文時代の遺構・遺物

丁

１

２

３

４

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

粘性強 しまりやや密

粘性強 しまりやや密

粘性強 しまり密

粘性強 しまり密

褐色粘質シルト多量含む

褐色粘質シルト少量含む

炭化物微量、礫微量含む

礫少量含む

0             1 :3           10cm
|

第137図  2号住居状遺構出土遺物

第136図  2号住居状遺構

② 住 居 状 遺 構

形態・規模が竪穴住居跡に類似しているが、炉や柱穴などの付属

施設がみられない遺構を住居状遺構とした。今回の調査で13棟 の住

居状遺構が見つかっている。

2号住居状遺構 (第 136・ 137図 、写真図版41'42・ 100)

(位置)調査区北側、 2A7rグ リッドに位置する。

(検出状況〉黄褐色土及び黄色火山灰混じりの黒褐色土を主体とした地山面上において、楕円形状の

掲色粘質シルト及び炭化物を僅かに含んだ黒褐色の不鮮明な広がりを確認した。観察用ベルトを残 し

てさらに下げたところ、炉は確認できなかったが、ベルトで壁の立ち上がりの様子が観察されたこと

から、住居状遺構と認定した。

(重複関係)3号住居状遺構、14号土坑に隣接するが、重複関係はない。

(形態 。規模〉楕円形を呈し、長径4.3m、 短径3.lmを 測る。深さは検出面から30～ 45cmである。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とし、 4層に分けられる。レンズ状堆積を呈しており、自然堆積 と

考えられる。

(床面・壁〉Ⅵ層面を遺構底面と判断した。ほぼ平坦であるが、礫の部分では凹凸がある。壁はほぼ

全周を確認した。やや外へと広がりながら立ち上がる。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

1 10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性弱 しまり密
炭化物微量、黄褐色砂質シル ト中量含む

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性強 しまり密
炭化物微量、黄褐色砂質シル ト微量含む

第 138図  3号 住居状遺構

当

隣 L‐ 19&2110m

2
0        1:側        2m

571         0        1:3

第139図  3号住居状遺構出土遺物

(出 土遺物〉縄文土器が89.Ogが 出土 した。出

土状況を見ると、埋土中として取 り上げたもの

の他は、埋土上位から出土するものが多い。

570は深鉢の胴部片で単節LRが施文される。

(時期)出土した土器から縄文時代中期後葉に

比定される。 (戸根 )

3号住居状遺構 (第 138。 139図 、写真図版42・ 100)

(位置〉調査区西側、2A6sグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、炭化物が分布する。

掘り下げたところ、壁の立ち上がりを確認した。炉が検出しないので、住居状遺構とした。

(重複関係〉なし。

(形態。規模〉本遺構は南側の一部が撹乱により壊されている。検出できた部分は不整な楕円形を呈し、

4.5× 4.2m、 深さは検出面から30cmを測る。

(埋土)2層に分けられる。暗褐色粘質シルトを主体とし、埋土上位に褐色粘質シルトが層的に混入

する。埋土中には炭化物や黄褐色砂質シルトが多く含まれる。

(床面・壁)Ⅶ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、礫が露出しており、凹凸がみられる。壁

はほぼ直立気味に立ち上がる。
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2 縄文時代の遺構・遣物

ド

1 10Y R2/3
2 10Y R2/2
3 10Y R3/4
4 10Y R3/3
5 10Y R2/2
6 10Y R3/1
7 10Y R4/4

黒掲色粘質シル

黒褐色粘質シル

暗褐色粘質シル

暗褐色粘質シル

黒褐色粘質シル

黒褐色粘質シル

褐色粘質シル ト

粘性やや弱
粘性やや弱
粘性やや弱
粘性やや弱
粘性やや強
粘性強
粘性やや強

第140図  4号住居状遺構

炭化物少量、黄褐色砂質シル

炭化物微量、黄褐色砂質シル

炭化物微量、黄褐色砂質シル

炭化物微量、黄褐色砂質シル

炭化物微量、礫少量含む
炭化物微量含む
炭化物微量、暗褐色粘質シル
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第141図  4号住居状遺構出土遺物

〈出土遺物〉縄文土器が315,8gが出上した。出

土状況はいずれも埋土中からの出上である。

571・ 572は深鉢の胴部片で、571は単節RL、

572はハケ状の工具による条痕文が縦位に施文

される。

(時期〉埋土出上の土器から縄文時代中期後葉

に比定される。

4号住居状遺構 (第 140,141図 、写真図版43・ 100)

(位置)調査区西側、2A9tグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。炉が検出せず、また規模も比較的小さいので、

住居状遺構とした。

(重複関係)な し。

(形態・規模)不整な楕円形を呈し、3.1× 2.6m、 深さは検出面から45cmを 測る。

(埋土〉 7層 に分けられる。埋土上位は黒褐色粘質シルトを、埋上下位は暗褐色粘質シルトを主体と

する。また責褐色砂質シルトが多く含まれるので、埋土は人為堆積の可能性が高い。

(床面・壁〉Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦である。壁はほぼ直立気味に立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器が51,9gが出土した。出土状況を見ると、埋土上位から出上しており、遺構埋

没段階に、本遺構内に廃棄されたものである可能性が高い。

573・ 574は深鉢の胴部片で、どちらも沈線による区画文が施され、Ⅲ群 3類に相当する。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

1望
生Li192 800m

10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量含む

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性強   しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む
10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや疎 炭化物微量、礫中量含む

0          1:50         2m

第142図  5号住居状遺構

〈時期〉出土した土器から縄文時代中期後葉に比定される。

5号住居状遺構 (第 142図 、写真図版43・ 44)

(位置)調査区西側、2A13tグリッドに位置する。2m西側に21号土坑が隣接する。

(検出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。炉が検出しないので、住居状遺構とした。

(重複関係)な し。

(形態・規模〉不整な楕円形を呈し、32× 2.6m、 深さは検出面から最深28cmを 測る。

(埋土〉 3層 に分けられる。暗～黒褐色粘質シルトを主体とする。

(底面・壁)Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁は外へと緩や

かに広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉なし。

(時期〉出土遺物がないので定かではないが、埋上の様相から縄文時代中期後葉～末葉に比定される

ものと思われる。

6号住居状遺構 (第 143・ 144図 、写真図版44・ 100)

(位置)調査区西側、2A10qグリッドに位置する。西側の一部は調査区外に及んでいる。 lm北側

に2号住居跡、2m東側に2号土坑 。3号住居跡が隣接する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。炉が検出せず、また柱穴もないので、住居状遺

構とした。

１

２

３
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2 縄文時代の遺構・遺物

1 10Y R4/4
2 10Y R4/6
3 10Y R3/4
4 10Y R3/4
5 10Y R2/2
6 10Y R2/2
7 10Y R2/3
8 10Y R5/6
9 10Y R3/2

卜 L=193000m

褐色粘質シルト  粘性やや強
褐色粘質シルト  粘性やや弱
暗褐色粘質シルト 粘性弱
暗褐色粘質シルト 粘性やや強
黒褐色粘質シルト 粘性やや弱
黒褐色粘質シルト 粘性弱
黒褐色粘質シルト 粘性やや弱
責褐色砂質シルト 粘性弱
黒褐色粘質シルト 粘性やや強

稲
Ｆ
い
＝
Ｐ協
ｏ３
日

＼

しまりやや密 炭化物少量、火山灰少量含む
しまり密   炭化物少量、火山灰中量含む
しまりやや密 炭化物少量含む
しまりやや密 責褐色砂質シルト少量含む
しまりやや密 炭化物微量、黄褐色砂質シル ト微量含む
しまり密   炭化物微量、礫少量含む
しまり密   炭化物微量、黄褐色砂質シルト少量含む
しまりやや密 暗褐色粘質シルト中量含む
しまりやや疎 炭化物微量含む

第143図  6号住居状遺構

当

第144図  6号住居状遺構出土遺物

(重複関係)な し。

(形態・規模)本遺構は南西の一部が調査区

外に及んでお り、全容が定かではない。検出

できた部分は不整な隅九方形を呈 し、規模は

一辺が5.2m、 深さは検出面から35cmを 測る。

(埋土〉 9層 に分けられる。黒掲色粘質シル

トを主然とする。炭化物や責褐色砂質シルト

が多く含まれる。また 1・ 2層 には流れ込み

の火山灰 (基本層序Ⅲ、Ⅳ層と同じもの)が
蜘５７６

0           1:3

埋土中
577

10cm

ｐ

⑨
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一ｌｍＦ
ぃ
・
岸溜
毬
ｏＢ

1 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト
2 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト
3 10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト
4 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト
5 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト

粘性強
粘性やや強
粘性やや耳身
粘性やや弱
粘性やや強

第 145図 7号住居状遺構

疎や

密
密
密

や
密

ま

ま

ま

ま

ま

し

し

し

し

し

Ⅵ 検出した遺構と遺物

炭化物微量、黄褐色砂質シル ト微量含む
炭化物少量、黄褐色砂質シル ト中量含む
炭化物微量、責褐色砂質シル トやや多 く含む
炭化物微量含む
炭化物微量含む

0          1150         2m

葵量位悦坦生位 胸仰＝門肘御蜘５８。

欝
埋

578

Cm

鞠
埋土中
582

第146図  7号住居状遺構出土遺物

ブロック状で混入する。

(床面・壁〉Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、50～ 100cm大の礫が露出し、やや凹凸が

ある。露出する礫には掘り方が認められないので、基盤層 (Ⅶ層)に混入する自然礫が遺構底面上に

露出していたものと思われる。また硬化面は認められない。壁はほぼ直立気味に立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器が18.Ogが 出上した。出土状況を見ると、埋土中から出上している。
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2 縄文時代の遺構・遺物

ド上L=1?1 91Xlm

卜旦LL=191つ00m 碧

１
　

２
　

３

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや疎 炭化物微量含む

10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり密   炭化物微量、礫少量含む

10Y R5/8 黄褐色砂質シル ト 粘性弱
しまりやや密 炭化物微量、礫中量含む

第147図  8号住居状遺構

棗照ミユ}‖  既 土上位
584

0       2:3      5cm
|

離朗
l:4

-158-

第148図  8号住居状遺構出土遺物



査 ¶ 区

10Y R4/4 褐色粘質シルト

10Y R2/3 黒褐色粘質シル

Ⅵ 検出した遺構と遺物

粘性やや強 しまりやや疎

炭化物微量含む

卜 粘性やや弱 しまり密

炭化物微量、黄掲色細砂中量含む

0         1:50         2m

1望
生 L‐ 191400m

第149図  9号住居状遺構

575は深鉢の口縁部片で口唇部が剥離 している。沈線 による楕円形区画文が施文 される。576・ 577

は深鉢の胴部片で地文の縄文のみが施文 される。

〈時期)出土遺物から縄文時代中期後葉に比定される。

7号住居状遺構 (第 145。 146図 、写真図版44・ 45。 100)

(位置)調査区中央、3Bleグ リッドに位置する。2m北東側に24号土坑、3m東側に25号土坑が

隣接する。

(検出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。プランは不明瞭であるが、掘り下げたところ、

壁の立ち上がりを確認した。ただし炉が検出しないので、住居状遺構とした。

(重複関係〉なし。

(形態 。規模〉不整な楕円形を呈し、規模は43× 5.Om、 深さは検出面から35cmを測る。

(埋土〉 5層に分けられる。黒褐色粘質シルトと暗褐色粘質シルトが互層を形成する。

(床面 。壁〉Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁はほぼ緩やか

にタトヘと広がりながら立ち上がる。

〈出土遺物〉縄文土器が3158gが 出土した。すべて埋土上位から出土しており、遺構坦没段階のかな

り遅くに本遺構内に廃棄されたものと捉えられる。

578は深鉢の口縁部片でⅢ群 3類に相当する。579は Ⅲ群 6類に相当する深鉢の口縁部片である。

580・ 581は深鉢の胴部片で、Ⅲ群 3類に相当する。582は深鉢の底部片で底面には圧痕が認められる。

(時期)出土遺物から縄文時代中期後葉に比定される。 (須原)

8号住居状遺構 (第 147・ 148図 、写真図版45。 100)

(位置〉調査区中央部北側、2B25kグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で、半楕円形をした、炭化物をわずかに含む黒～暗褐色の不鮮明な広がりを確

認した。土層観察用ベルトを設定するとともに、調査区壁面にトレンチンチを設定してさらに下げた

ところ、炉は確認できなかったが、壁の立ち上がりが認められたことから住居状遺構と認定した。な

お、北東側約 3分の 1は調査区外へ広がっている。

(重複関係〉北西側で6号住居跡と重複する。埋土の堆積状況から、本遺構が新しいと考えられる。

(形態・規模〉楕円形を呈し、長径62m前後、短径3.5m以上を測る。深さは検出面から25～ 35cm

である。調査区外へ遺構が広がっていることから、正確な規模は不明である。

(埋土)炭化物をわずかに含む暗褐色粘質シルトを主体とし、3層 に分けられるが、ほとんどは2層
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2 縄文時代の遺構・遺物

土

１

２

３

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト

10Y R3/4 暗褐色粘質シルト
10Y R2/3 黒褐色粘質シルト

埋土下位
585

粘性やや強 しまりやや密 災化物微量、礫少量含む

粘性やや強 しまりやや疎 炭化物微量、黄褐色砂質シルト中量含む

粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物微量、火山灰ブロック少量含む

0         1:50         2m

第刊50図 10号住居状遺構

の単層である。 6号住居跡埋土の色調と見ため

酷似 している。

(床面・壁〉Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平

埋土下位  坦だが、一部で巨礫が露出し、凹凸がある。壁

は調査区境の断面と検出部分のうちの約2/3で
Cm確

認 した。残 り1/3は 精査中に重複 している6

第151図  刊0号住居状遺構出土遺物 号住居跡の石囲炉が検出されたことから、確認

することができなかった。ややタトヘと広がりな

がら立ち上がるが、地点により立ち上が りの傾斜角度が異なる。

(そ の他)柱穴状の掘 り込みを床面上から 1個確認 した。径45× 50cm、 深さは15cm程度、坦± 2層

を主体 とする単層で、柱痕跡は認められない。

(出 土遺物)縄文土器が315.8g、 石器 1点が出土 した。遺構底面上に583が横倒 しの状態で出土 して

いる (第 147図 写真 )。

583は小形の双口土器で、日縁部が欠損 しているほかは完形である。口縁部は2つ に分かれてお り、

長い方は上面から見ると円形を呈 し、短い方はそれに連結する半円形である。連結部分は短 く、胴部

内では 1つになる。器面は無文であるが、内面 も含めた全面に朱が塗られている。

石器はスクレイパー 1点 (584)が埋土上位から出土 している。一部が欠損 してお り、片面の両辺

に二次加工を施 し、刃部が作出されている。

(時期〉出土土器 (583)は時期判断が難 しい。本遺構 と重複する6号住居跡からは、縄文時代中期後
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

牛
￥

外区査調

ド L‐190500m

ド上L=190500m

37号住居跡
1 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまりやや疎 炭化物・焼土微量含む
2 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまりやや疎 炭化物少量、焼土少量含む
3 10Y R3/4 暗褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量含む
37号土坑
4 10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量含む
5 10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性強   しまりやや密 焼土多量含む
悧号住居跡 0          1:50         2m
6 10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性強   しまりやや密 炭化物微量含む

第

“

52図  11号住居状遺構、3号土坑

葉の上器が出土 しているので、本遺構 もそれに近い時期に比定されると考える。 (戸根 )

9号住居状遺構 (第 149図 、写真図版46)

(位置〉調査区中央、3B5hグ リッドに位置する。4m北東側に14号住居跡、5m南東側に15号住

居跡が隣接する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。ただし炉が検出せず、また規模も比較的小さい

ので、住居状遺構とした。

(重複関係)な し。

(形態・規模〉本遺構は西側の半分以上が調査区外に及んでおり、北東側の一部を検出できたにすぎ

ない。したがって遺構の全容が不明であるが、検出できた部分は不整な楕円形を呈し、規模は3.5× 13m
を測る。深さは検出面から31cmで ある。

当
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2 縄文時代の遣構・遣物

埋土中位
588

埋土中位
591

坦土上位
590

1 :4       10cm

埋土中位
593

埋上下位
592

第153図  11号住居状遺構出土遺物 (1)

〈埋土)2層 に分けられる。黒褐色粘質シルトを主体とする。

(床面 。壁)Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁は緩やかに外

Vへ 、ヽと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉なし。

(時期〉出土遺物が、埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定されるものと思われる。

10号住居状遺構 (第 150。 151図 、写真図版46・ 47・ 100)

(位置)調査区中央、3B9sグ リッドに位置する。

〈検出状況〉Ⅲ層上面で黒褐色のプランを検出した。掘り下げたところ、壁の立ち上がりが認められ、

遺構と判断した。ただし炉が検出せず、また底面が西から東へと傾斜しているので、住居状遺構とし

た。

(重複関係)な し。

(形態 。規模〉不整な楕円形を呈し、規模は46× 39mを測る。深さは検出面から最深44cmで ある。

(埋土)3層に分けられ、埋土上位は暗褐色粘質シルト、埋上下位は黒褐色粘質シルトを主体とする。

(床面・壁〉Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、西から東へとやや傾斜している。硬化面

は認められない。壁は直立気味に立ち上がる。

(柱穴・壁溝〉なし。
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爾灯脚日郷帥５９６

Ⅵ 検出した遺構 と遺物

597位

掛
５９５
埋

曲‐――‐――‐――‐――町螂６。‐

粛醐騨戦嚇韓一

瓜日川日‐―日『坤６。５

驚轟輝
埋土中位
606

R群々
坦土中位
607

位

ウ翔蜘期・キ‐ＨＨＨ日い卿６。８

埋土上位
611

埋土中位
612

第154図

―

(鷺

ぞ §

9)一

中
坦土上位
613

0             1 :3           10cm

11号住居状遺構出土遺物 (2)
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(そ の他)南東壁際の底面上に大 きな礫が 1個露出している。礫には

掘 り方が認められないので、人為的に置かれたものではなく、基盤層

に混入 している自然礫が遺構底面上に露出したものと思われる。

(出土遺物)縄文土器が548,9g、 石器 1点が出上 した。出土状況を見

ると、埋土上位か埋土下位から出上 している。したがって、遺構埋没

段階に本遺構内に廃棄されたものと捉えられる。

585は深鉢の口縁部片で、隆帯による渦巻き文が付 く。586は深鉢の

胴部片で、沈線による曲線的なモチーフの区画文が描かれ、区画内に

は単節 LRが充填手法で施される。

(時期)出土 した土器から縄文時代中期後葉に比定される。

O  埋き高位

0            2:3           5cm

第155図  11号住居状遺構出土遺物 (3)

11号住居状遺構 (第 152～ 155図 、写真図版47・ 100～ 102,113)

(位置)調査区中央、3B9tグ リッドに位置する。 lm西側に10号住居状遺構が隣接する。

(検出状況)Ⅲ層上面で暗褐色のプランを検出した。掘 り下げたところ壁の立ち上が りを確認 したの

で遺構 とした。ただし、炉が検出されないので住居状遺構 とした。

(重複関係)37号住居跡、37号土坑と重複する。本遺構が最 も古い。

(形態・規模〉本遺構は東側半分が調査区外に及んでおり、遺構の全容が定かではないが、平面形は

不整な楕円形を呈し、規模は長軸60m、 短軸は残存部42m、 深さは検出面から25cmを測る。

(埋土)暗掲色粘質シルトを主体とする単層である。

(床面 。壁〉Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦である。硬化面は認められない。壁は緩やかに外へ

と広がりながら立ち上がる。

(出 土遺物〉縄文土器99740g、 石器 1点、土製品 1点が出土した。出土状況をみると、埋土上位～

中位の出土量が大部分を占める。一方遺構底面から出土する遺物はなく、したがつて出上した遺物は

いずれも本遺構廃絶後の埋没段階に廃棄されたものと考えられる。

587は深鉢の大形破片で、破片がばらばらの状態で出上したが、日縁部から胴部下半までが復元で

きた。Ⅲ群 6類に相当し、日縁部は無文で胴部には複節RLRが施文される。588も Ⅲ群 6類に相当し、

胴部下半が膨らみ、口縁部で外反する器形である。589はⅢ群 3類に相当する深鉢で波状口縁を呈し、

口縁部から胴部にかけて沈線による楕円形区画文が並び、区画外は磨消手法により無文化する。590

は4単位の波状口縁を呈する深鉢で、波頂部に円孔が施される。沈線による「∩」字形の区画文が施

文される。区画外には沈線による渦巻き文が描かれている。591は Ⅲ群 6類 に相当する小形の深鉢で

ある。593は底部のみで底面に圧痕が認められる。594～ 612は破片資料である。594～ 598・ 602～

603はⅢ群 3類 に相当する土器群である。599は深鉢の口縁部片で、口縁部と胴部との間に微隆帯が横

位に巡る。604・ 605は深鉢の胴部片で、沈線による曲線的なモチーフの区画文が施文される。606は

深鉢の胴部片で、押し引きの刺突文が連続する。6071よ 棒状工具の先端を利用した刺突文が縦位に連

続する。608～ 612はⅢ群 6類の深鉢の口縁部片である。610は口縁部と胴部との間に、浅い沈線が横

位に巡る。

土製品は土製円板 1点 (613)である。縄文が施文される。

石器はスクレイパー 1点 (614)が 出土している。先端部の両面から二次加工を施し刃部を作出し

ている。

(時期)出上 した土器 (589)か ら縄文時代中期後葉 (大木 9式新段階)に比定 される。

2 縄文時代の遺構・遺物
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12号住居状遺構

μと L‐ 189500m

10Y R3/3

10Y R2/2

10Y R3/4

第刊56図 12号住居状遺構

埋土中
616

第157図  12号住居状遺構出土遺物

暗褐色粘質シルト 粘性強   しまり密
炭化物微量、礫少量含む

黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり密
炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

暗褐色粘質シルト 粘性強   しまり密

礫少量、黄褐色細砂中量含む

0         1150         2m

Ⅵ 検出した遺構と遺物

0             1 :3           10cm

日

Ｈ

颯靭郎

坪
埋土中
617

12号住居状遺構 (第 156。 157図 、写真図版48・ 102)

(位置〉調査区東側、3C23kグ リッドに位置する。北側に30号住居跡が重複する。

(検出状況〉30号住居跡の壁に黒褐色の壁の立ち上がりを検出し、30号住居跡とは別の遺構と判断した。

ただし炉が検出せず、また規模も比較的小さいので、住居状遺構とした。

(重複関係〉30号住居跡と重複する。本遺構の方が古い。

〈形態 。規模)本遺構は30号住居跡に北側を壊され、遺構の全容が不明である。検出できた部分は不

整な隅丸方形を呈し、規模は32× 10mを測り、深さは検出面から42cmで ある。

(埋土)3層に分けられる。黒褐色粘質シルトを主体とする。

(床面 。壁〉Ⅶ層面を床面とする。ほぼ平坦である。壁は直立気味に立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器156.2gが出上した。いずれも埋土中から出上している。

615は深鉢の胴部片でⅢ群l類に相圭する。6161よ 深鉢の口縁部片で口唇部を欠損している。Ⅲ群6

類に相当し、単節RLのみが施文される。617は深鉢の胴部片で、絡条体縄文が縦位に施される。

(時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉 (大木9式古段階)に比定される。

13号住居状遺構 (第 158図 、写真図版48・ 49)

(位置〉調査区東側、3C25tグ リッドに位置する。北東側に62号土坑が隣接する。

〈検出状況〉Ⅲ層上面で黒褐色のプランを検出した。掘り下げて、壁の立ち上がりを確認し、遺構と

判断した。ただし炉が検出せず、また規模も比較的小さいので、住居状遺構とした。

(重複関係〉なし。ただし、本遺構は調査区外で 1号住居状遺構と重複しているものと思われる。本

遺構の方が新しい。

(形態・規模〉本遺構は遺構外に及んでおり、遺構の全容が不明である。検出できた部分は不整な方
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2 縄文時代の遺構・遺物

IA L‐ 1887110m

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強
10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強
10Y R3/1 黒褐色粘質シル ト 粘性強
10Y R5/6 黄褐色砂質シル ト 粘性強

当

炭化物微量含む
炭化物微量、礫少量含む

炭化物微量、黄褐色砂質シル ト微量含む

暗褐色粘質シル ト中量含む

0         1:50        2m

遷
Ｒ
醤
出
副
ェ

１

２

３

４

S

しまりやや密
しまりやや疎
しまりやや密
しまりやや密

第158図  13号住居状遺構

形を呈 し、規模 は3.2× 27mを測 り、深 さは検出面か ら最深20cmで ある。

(坦土〉4層 に分けられる。黒褐色粘質シルトと暗褐色粘質シルトが互層を形成する。

(床面・壁〉Ⅶ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、礫が露出しており、やや凹凸がみられる。

壁は緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉なし。

(時期〉出土遺物がないが、埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定されるものと思われる。

14号住居状遺構 (第 159。 160図、写真図版49・ 102)

(位置)調査区東端、4Cluグ リッドに位置する。1.5m南狽1に 63号土坑が隣接する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で黒褐色のプランを検出した。掘り下げたところ、壁の立ち上がりを確認した

が炉が検出せず、また規模も比較的小さいので、住居状遺構とした。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉本遺構は遺構外に及んでおり、遺構の企容が不明である。検出できた部分は径3.5mの

円形を呈し、深さは検出面から12cmを 測る。

(埋土〉暗褐色粘質シルトを主体とする単層である。炭化物を含む。

(床面・壁〉Ⅵ層面を遺構底面とする。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁は緩やかに外

へと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物)縄文土器884.8gが 出上した。出土状況をみると、遺構底面のほぼ中央部から深鉢の大形

破片 (618)が出土しており、その他は、埋土中から小片が出土する程度である。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

ドとし=188500m                                 ≦当

1 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性弱 しまりやや密 炭化物微量、黄褐色砂質シル ト少量含む

0         1:50         2m

第159図  14号住居状遺構

奉 Ξ嚢

埋土中
619

618                           619

m        m

底面上
618

第160図 14号住居状遺構出土遺物

618は Ⅲ群 5類に相当する深鉢の大形破片で、波状 口縁 を呈する。口縁部には押 し引 きの刺突が横

位 に連続 し、沈線 による曲線的なモチーフの区画文が描かれる。619は深鉢の口縁部片で小片だが、

618と ほぼ同じ文様と思われる。

(時期〉遺構底面から出上した土器 (619)か ら縄文時代中期末葉に比定される。 (須原)
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2 縄文時代の遺構・遺物

③ 土   坑

調査区のほぼ全域から検出している。ただし、一定範囲に集中して分布する傾向が認められる。そ

こで各土坑個々の属性については第 5表に記し、便宜上土坑の分布する場所を6箇所に分け、それぞ

れの傾向についても記載する。

4～ 13号土坑 (第 161・ 168図 、写真図版50～ 52。 102)

〈位置)調査区北側の3号住居状遺構の南端よりも北に所在する一群である。15号土坑のみ2号住居

状遺構、 3号住居状遺構に近接するが、その他は竪穴住居跡・住居状遺構より離れたところに位置す

る。

(検出状況)Ⅵ層面において、黒褐色シル トの不鮮明な広が りを確認 している場合が多い。

(重複〉10・ 11号土坑は相互に重複するが、その他については、重複は認められない。

(形態〉円形を呈するものも若干ある (11・ 12号土坑)が、楕円形を呈するものが多い。

(埋土)黒掲色粘質シルトを主体とするものが多い。埋土中に炭化物を含むものある。単層もしくは

レンズ状堆積を呈していることが多く、自然堆積と考えられる。

(用途〉不明である。深さの浅いものが多く、貯蔵の用途はなさそうである。

(出 土遺物〉12号土坑で99g、 13号土坑で51.7gの 土器片が出上した。いずれも埋土中に混入した小

片である。

13号土坑出上の上器 1点 (620)を 図示した。深鉢の胴部片でⅢ群 2類に相当する。複節RLRを
地文とし、沈線による区画文が施され、区画外は磨消手法により無文化する。

(時期)出土遺物がほとんどないため断定はできないが、埋上の特徴から縄文時代中期の可能性が高い。

(戸根)

14～ 23号土坑 (第 17・ 162・ 163・ 168図 、写真図版52～ 54。 102)

(位置)調査区西側、2Alu～ 2A15tグリッドに位置する。周辺には2～ 4号住居跡が位置する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で主に暗褐色のプランで検出した。またプランが不明瞭なものでも、炭化物が

分布しており、その範囲にトレンチを入れ、壁の立ち上がりや水平な底面を確認し、遺構と判断した。

(重複関係〉19号土坑が4号住居跡と重複し、19号土坑の方が新しい。他に重複する土坑は認められ

ない。

(形態〉楕円形を呈するものがほとんどである。 2号土坑は不整な形状を呈する。 2基の上坑が重複

している可能性も考えられるが、土層を確認した限りでは、 1基である。

(埋土)黒褐色～暗褐色粘質シルトを主体とする。

(用途)形状などからは不明である。15号土坑はフラスコ状土坑であり、貯蔵穴であると考えられる。

住居跡や住居状遺構が分布する場所であり、それらに伴う用途が考えられる。

〈出土遺物)21号土坑で35.6g、 23号土坑で420gの 上器片が出上した。いずれも埋土中に混入した小

片である。

21号土坑出± 2点 (621・ 622)、 23号土坑出± 1点 (623)を 図示 した。621は深鉢の胴部片で、断

片的であるが、沈線による区画文と区画内に縄文が施文されているのが認められる。622は深鉢の胴

部片で、複節 RLRを 地文とし、縦位の沈線による区画文が施される。区画外は磨消手法により無文

化する。623は単節 LRの地文のみが施文された深鉢の胴部片であるが、原体が細か く、Ⅳ群 (後期 )

の可能性 もある。
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4号土坑

ド生L=1941X10m

5号土坑

10Y R2/3 黒掲色粘質シル ト 粘性強

しまり密 褐色粘質ンル ト微量、礫少量含む

10Y R/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 黄褐色砂質ンル トブロック微量含む

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物微量、黄褐色砂質シル ト少量含む

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強   しまり密
10Y R2お 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 贅褐色砂質ンル ト少量含む

ЮY R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまり密

Ⅵ 検出した遺構と遺物

6号土坑

卜 L198900m    当

10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱

しまりやや密 炭化物微量含む
10Y Rν3 黒褐色粘質シルト 粘性やや弱

しまり密 炭化物徴量、黄掲色砂質シル トやや多く含む

卜

1

2

3

4
5

6

ЮY R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまり密 礫少量含む

ЮY R3/3 暗褐色粘質ンル ト 粘性やや弱

しまり密 褐色粘質シルト少量含tF

7・ 8号土坑 7号 9号土坑 叫
　
　
　
　
卜

ド上L=1910∞m   望当

2~

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強
しまりやや省 炭化物微量合む

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強
しまりやや疎 炭化物微量、火山灰プロツク微登含む

0         1:50        2m

Ⅳ
笙 L=Ю3鳥計

坑
   7号 土坑  当

7号土坑
1 10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 炭化物微量、褐色粘質ンル ト微量含む
2 10Y R2ρ  黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 褐色粘質ンル ト微景含 t・

3 10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強
しまり密 礫少量含む

8号土坑
1 10Y R2洛  黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 炭化物徴量、掲色粘質シル ト微量含む

1 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強 しまり警
炭化物微量、褐色粘質ンル トやや多 く含む

ドニL=193600■

10Y R3/4 暗褐色粘質ンル ト 粘性強
しまり密   黒褐色粘質シル トやや多 く含む

10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強
しまりやや密 礫少量含む

10Y R/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強
しまり密   礫少量含む

13号土坑

11号土坑

PttL‐ 19361Xlm

隣

10Y R〃3 黒褐色粘質シル ト 粘性強
しまり密 炭化物微曼、褐色粘質シル ト少量含 b

10Y R3/3 暗掲色粘質シル ト 粘性強 しまり密

当

カクラン   」生竹

1 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強
しまり密 褐色粘質ンル ト微量、礫少量含む

第161図 4～ 13号土坑
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2 縄文時代の遺構・遺物

14号土坑

IA L=193200m

1 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 精性やや弱

しまりやや密 炭化物微 q、 A褐色砂質シル トやや多く

17号土坑

ЮY R2カ 黒褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまりやや疎 炭化物微量、礫少量含む

ЮYR3た  暗協色粘質シル ト 粘性機

しまりやや密 女褐色砂質ンル トやや多 く含む

20号土坑

ドニL‐ 192800m    望当

15号土坑

隣 L=192900m

1 10Y R2/2 黒褐色IL質 ンル ト 粘性やや強

しまりやや疎 炭化物微是含む

2 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物微量、黄褐色砂質シル トブロック少量含む

3 10Y R3�  H吾褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 炭化物微量含む

含む

当

ン
軸

16号土坑

伴上L=192800m

1 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物微よ、黄褐色砂質ンル ト少量含む

2 10Y R3/3 Л帝褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり
‐
4/・  炭化物微電含む

3 10Y R3/4 暗T3色粘賀シル ト 粘性やや弱

しまり密 炭化物微量含む

19号土坑

卜

Ⅳ笙L=192900m

当

1塑
照L‐ 192900m

1 10Y Rク 4 褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 炭化物少量、礫少量含む

22号土坑

畔上を‐192700m

10Y R2泡  黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり疎 黄褐色砂質シル トやや多 く含む

ЮY R3/4 暗褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物微量、黄褐色砂質シル ト中量含む

ЮY R3/3 暗掲色粘質シル ト 粘性強

しまり密 炭化物微孟、黄褐色砂質シル ト微篭含む

0         1:50         2m

当

1 10Y R3/3 暗褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまり密   炭化物微量、礫少豊含む

2 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む

3 10Y R3独  暗lgJ色粘質ンルト 粘性やや弱

しまりやや疎 炭化物微ヤ、黄褐色砂質シルトやや多く含む

21号土坑

隣

堅 峯 ノ
1

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微置含む

10Y R3/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 炭化物微量、黄褐色砂質シル ト少量含む

第162図  14～ 22号土坑

2

310Y R4/4 褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 炭化物微是、黄褐色砂質シル ト少量含む

10Y R4お  褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 炭化物微量、黄褐色砂質ンル トやや多 く含む

18号土坑

⑥

③
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Ⅵ 検出した遣構と遣物

〈時期〉ヤヽずれの土坑も、出土遺物や埋土の様相から縄文時代中期後葉に比定される。ただし、623が

出上した23号土坑は、それよりも新しい時期かもしれない。

24～ 31号土坑 (第 163図、写真図版54～ 56・ 103)

(位置〉調査区中央、3B8hグ リッド付近に位置する。周辺には5号住居跡や 7号住居状遺構が分

布し、また土坑群の東側には7号住居跡からはじまる住居群が分布する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で主に暗褐色のプランで検出した。またプランが不明瞭なものでも、炭化物が

分布しており、掘 り下げて壁や底面を確認し、遺構と判断した。

(重複関係)な し。

(形態〉円形～楕円形を呈するものがほとんどである。

(埋土〉黒褐色～暗褐色粘質シルトを主体とする。

(用 途〉形状などからは用途は不明である。ただし25、 26号土坑は所謂「フラスコ状土坑」であり、

貯蔵穴であると考えられる。竪穴住居跡や住居状遺構が分布する場所であり、住居群に伴う用途が考

えられる。

(出土遺物)25号土坑で31,9g、 28号土坑で824gの土器片が出土した。いずれも埋土中に混入した小

片である。

25号土坑 1点 (624)、 28号土坑 2点 (625、 626)を 図示した。625は深鉢の胴部片で、単節 LRが

施文されており、また縦位の沈線が認められるが、地文を磨り消してはいない。626も 深鉢の胴部片

で単節 LRを 地文とし、626は横位に沈線が施文され、区画文を形成する。

〈時期〉ヤヽずれの上坑も出土遺物や埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定される。

32～ 38号土坑 (第 152・ 164図、写真図版56～ 58)

(位置)調査区中央、3B51～ 3B13tグ リッドに位置する。周辺には16～ 27号住居跡が位置し、

その住居群の隙間に各土坑が分布するような状況である。ただし38号土坑だけはやや離れている。

(検出状況)Ⅲ層上面で主に暗褐色のプランで検出した。またプランが不明瞭なものでも、炭化物が

分布しており、その範囲にトレンチを入れ、壁や底面を確認し遺構と判断した。

(重複関係〉なし。

(形態〉円形～楕円形を呈するものがほとんどである。

(埋土〉黒褐色～暗褐色粘質シルトを主体とする。

(用 途〉32・ 35'37号 土坑は所謂「フラスコ状土坑」であり、用途としては貯蔵穴が考えられる。土

坑は竪穴住居群の位置する場所に位置しており、それらの竪穴住居跡に伴うものと考えられる。 3・

33・ 34・ 36・ 38は形】大などからも用途不明としか分からない。

(出 土遺物)32号土坑で1802.2g、 33号土坑で959g、 34号土坑で836.9g、 35号土坑で837.Og、 36号

土坑で18.Og、 37号土坑で214.5g、 38号土坑で229gの土器片が出上した。比較的多量の上器が出土

しているが、いずれも埋土中に混入した小片で、出土状況に特徴がないので、遺構に伴うものかどう

かは定かではない。

32号土坑 3点 (627～ 629)、 33号土坑 2点 (630・ 631)、 34号土坑 7点 (632～ 638)、 35号土坑 3

点 (642～ 644)、 36号土坑 1′点 (639)、 37号土坑 2点 (640・ 641)を 図示した。

627は深鉢の口縁部片で、胴部上半でくびれ、口縁部は内湾しながら立ち上がる器形である。単節

LRを地文とし、沈線による楕円形区画文が施文される。沈線はやや稚拙であるが、区画外は地文が

-171-



2 縄文時代の遺構 。遺物

23号土坑

卜 L=192 70Clna 当

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト

しまりやや密 炭化物微量、

10Y R4れ 褐色粘質ンル ト

しまり密   炭化物微量、

25号土坑

卜 L■凱岡Om  →

ドとし=191800m 当
1

2

3

4

Ю Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量含む

Ю Y R3/3 暗褐色粘質ンル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量、黄褐色砂質シル ト少量含む

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 炭化物微豊含む

10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性強

しまりやや密 炭化物微量含む

粘性強

貰褐色砂質シル ト少量含む

粘性強

黄褐色砂質シル ト中量含む

26号土坑

卜

3 10Y

4 10Y

5 10Y

6 10Y

7 10Y

ЮY R3//2 黒褐色粘質シルト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量、黄褐色砂質ンルト少量含む

10Y R2/3 黒掲色粘質シルト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む

卜

し‐191400m

R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物少量含む

R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 炭化物微量、 1層 上ブロック少量含む

R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量、 1層 土プロック中畳含む

R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 炭化物微畳含む

R3/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物少景含む

R76 褐色粘質シル ト  粘性強

しまりやや密 炭化物微量、3層上ブロック少量含む
R5/4 にぶい黄褐色砂質ンル ト 粘性強

粘性強

しまり密

粘性強

礫少量含む

29号土坑

1望
とL=191400m

1 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 炭化物微畳含む

ド と191Ю随 鶉

10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物微畳、焼土粒微量含む

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物徴量、黄褐色砂質シル ト中量含む

10Y R3/3 暗褐色粘質ンル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量含む

24号土坑

⌒ Ч

| ||
ド子宰生瓜辞♯当

A_L‐ 191500m名 ん二、   当

ЮY R2/3 黒褐色粘質シル ト

10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト

しまり密

30号土坑

ド L=u4∞m  れ

1 10Y R2/2 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまりやや密 戊化物微景、黄褐色砂質ンル ト少量含む

2 10Y R4/4 褐色粘質シル ト  粘性強

しまりやや密 炭化物微畳、黄褐色砂質シル ト中量含む

3 10Y R3/3 暗褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物微量、黄褐色砂質ンル ト少量含む

10Y R2/2 黒掲色粘質シル ト 粘性やや弱

しまりやや疎 炭化物微量、焼土粒少量含む

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまりやや疎 炭化物少量、黄褐色砂質シル ト少豊含む
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／

／

‐

ヽ

隣

32号土坑

畔堂L‐ 191100m

ブロック少量含む

やや密 炭化物微豊含む

ンル ト少量含む

密 炭化物微量含む

ブロック中モ含む

暗褐色粘質シル 許 鞘 欝 鞠
炭化物微量含む

しまりやや密 炭化物微量、黄褐色細砂少量含む 36号土坑

33号土坑

ド

隣 L=191 00CIIn

ЮYR3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物微量、礫少量、火山灰ブロック少量含む

ЮYRν2 黒掲色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量、火山灰プロック微量含む
10Y R3お 暗4・B色粘質ンル ト 粘性強

しまりやや疎 炭化物微量含む
10Y R2/2 黒4FJ色 粘質シル ト 粘性強

しまりやや疎 戊化物微最、黄褐色砂質ンル ト少量含む
ЮY R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 黄褐色砂質シルト少量含む
10Y R ν2 黒褐色粘質シルト 粘性強

しまりやや密 黄褐色粗砂少呈含む

ド

ド笙L‐ 190900m

1 10Y R2/2 黒褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまりやや疎 炭化物微量含む
2 10Y R3/4 暗褐色粘質ンル ト 粘性やや弱

しまりやや疎 炭化物徴量含む

Ⅵ 検出した遺構と遺物

34号土坑

ド し=Ю08嚇

1 10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強
しまり密 炭化物微量、火山灰微量含む

2 10Y R3泡  黒褐色粘質シル ト 粘性強
しまり密 炭化物微昆、礫少量含む

3 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強
しまり密 炭化物徴量、火山灰 ブロック少量含む

4 10Y R4/4 褐色粘質シル ト 粘性強
しまり密 炭化物微量、火山灰微量含む

5 ЮYR3泡  黒褐色粘質シル ト 粘性やや強
しまりやや密 炭化物少豊、礫少量含む

6 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強
しまり密 火山灰少量、黄褐色砂質シル ト少量含む

7 10Y R3/4 暗掲色粘質シル ト 粘性強
しまりやや密 炭化物徴量、火山灰微せ含む

8 ЮYR4れ  褐色粘質シル ト 粘性強
しまりやや疎 炭化物微量、黄褐色砂質シル ト少量含む

37号土坑

誓

出

10Y Rν 3

10Y R3/4

10Y R3/4

10Y R2/2

10Y R2/3

10Y R4/4
しまり

10Y R4/6

10Y R2/2
しま

10Y R4/4

ЮYR3/4

35号土坑

ド

当

粘性やや強
炭化物少量、礫少量含む

粘性やや強
炭化物中昆、礫やや多 く含む
粘性やや弱
しまり密 炭化物微量含む

粘性やや強

γ
(  ｀

当

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

当

ド生L=190900m

38号土坑

ド

ゝ

当

1

2

3

4

5

6

7

8

10Y R3/4

10Y R4/6

10Y R3/1

10Y R2/3

10Y Rν 3

10Y R3/4

10Y R2/3

10Y R3/4

暗褐色粘質シル ト 粘性強
しまりやや密 庚化物徴量、礫少豊含む

褐色粘質シル ト  粘性やや弱
しまりやや密 火山灰ブロックやや多 く含む

黒褐色粘質シル ト 粘性やや強
しまりやや疎 火山灰ブロック少量含む

黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱
しまりやや密 炭化物少量、黄褐色細砂中量含む
暗褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物 llk量 含む
暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや密 黄褐色細砂少量含む
黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまり疎 炭化物微畳、黄褐色細砂中量含む
暗褐色粘質シル ト 粘性強
しまり密 炭化物少量、黄褐色細砂やや多 く含む

[ 10Y R2/1 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量含む
10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 炭化物微量、礫中量含む

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量、礫少量含む

第164図 32～ 38号土坑

0          1:50         2m

へρ

ド上 L=191200m
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2 縄文時代の遺構・遺物

磨消される。628は深鉢の胴部片で、627と 同様な文様が施文されている。629は 深鉢の口縁部片でや

や内湾 して立ち上がる器形である。沈線による楕円形区画文を施 し、区画内には刺突文を充填する。

630は深鉢の胴部片で、単節 RLのみが施文される。631は底部片で、無文である。大 きさからみてミ

ニチュア土器の可能性がある。632～ 634は深鉢の胴部片でいずれもⅢ群 3類 に相当し、沈線による

区画と縄文が施文される。635～ 638は Ⅲ群 6類に相当する深鉢の回縁部片である。いずれも縄文が

施文されるが、638は無文である。639は深鉢の胴部片で複節RLRが 施文される。640、 641は深鉢の

胴部片で縄文を地文とし、沈線による区画が施文される。641は 区画文のモチーフが曲線的なモチー

フである可能性が高い。6421ま深鉢の胴部下半のみで胴部上半にむかい、外へ と広がる器形である。

単節 LRを 地文とし、沈線による区画文が施文される。区画外は無文となるが、磨 り消 しがあまく、

やや地文が残る。643は深鉢の口縁部片で回縁部が外反する器形である。単節 RLを地文 とし、沈線

による精円形区画文が施文され、区画外は地文を磨 り消 した上で棒状工具による刺突文を充填する。

644は深鉢の胴部片で沈線による区画文が施文される。

〈時期〉ヤヽずれの上坑も出土遺物や埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定される。

39～ 48号土坑 (第 165図 、写真図版58～ 60)

(位置〉調査区東側、3C21i～ 3C24jグ リッドに位置する。周辺に28～ 34号住居跡や 1号掘立柱

建物が位置するが、それらの遺構群とはやや離れている。

(検出状況)Ⅲ層上面で主に、黒褐色～暗褐色のプランで検出した。またプランが不明瞭なものでも、

炭化物が分布しており、その範囲にトレンチを入れ、遺構と判断した。

(重複関係)39号土坑は29号住居跡、30号住居跡と重複する。29号住居跡より古 く、30号住居跡より

は新しい。40号土坑は31号住居跡と重複し、31号住居跡より古い。また46号 と47号土坑が重複し、46

号土坑の方が新しい。

(形態〉円形～楕円形を呈するものがほとんどである。

(埋土〉黒褐色～暗褐色粘質シルトを主体とする。

〈用途)39号土坑は所謂「フラスコ状土坑」であり、用途としては貯蔵穴が考えられる。その他は形

態などに特徴がなく、不明である。

(出 土遺物〉40号土坑で30.8gの 上器片が出上した。埋土中に混入した小片で、出土状況に特徴がなく、

遺構に伴うものかどうかは定かではない。したがって図示していない。

(時期)し ずヽれの上坑も出土遺物や埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定される。

49～ 64号土坑 (第 166・ 167図、写真図版60～ 64・ 103・ 104)

(位置)調査区東側、3C25n～ 4C2uグ リッドに位置する。49～ 60号土坑は31～ 37号住居跡が

位置する場所の南側で、他の遺構が認められない場所である。62～ 64号土坑は調査区東端に位置し、

13・ 14号住居状遺構が位置する。

(検出状況)Ⅲ層上面で主に、黒掲色～暗褐色のプランで検出した。またプランが不明瞭なものでも、

炭化物が分布しており、掘 り下げて、壁や底面を確認し遺構と判断した。

(重複関係〉なし

く形態)円形～楕円形を呈するものがほとんどである。

(埋土)黒褐色～暗褐色粘質シルトを主体とする。

(用 途〉形状からは不明である。
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39号土坑

卜 L‐189900m

黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり密 炭化物微�含む

暗褐色粘質シル ト 精性やや弱

しまり宿 火山灰ブロック微最含む

褐色粘質ンル ト  粘性やや強

しまり密 炭化物微量含む

畢褐色粘質ンル ト 粘性やや弱

しまりやや疎 火山灰プロック少遺含む

黒褐色粘質シルト 粘性やや強

しまりやや疎 火山灰ブロック少量、礫中せ含む

40号土坑

時      当
10Y R2/1 黒色粘質シル ト  粘性強

しまりやや密 黒褐色粘質ンル トブロック多量含む

10Y R2/2 黒褐色粘質ンル ト 粘性強 しまりやや疎

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 礫少量含む

43号土坑

Ⅵ 検出した遺構と遺物

41号土坑

ド

卜 と‐189600m       射

ЮYR〃3 黒褐色粘質シルト 粘性やや強

しまりやや密 礫少量含む

44号土坑

卜

時
娑 峯

鶉

10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 礫 ごく微呈含む

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり密 礫やや多量含b

48号土坑

当

1 10Y R3/2

2 10Y R3/3

3 10Y R4/6

4 10Y R3/2

5 10Y R2/3

42号土坑

隣

しまりやや密

ЮYR3/4 暗褐色粘質ンル ト 粘性弱

しまりやや密 黄褐色砂質シル ト中畳、

ドく≪茎め
｀

時   れ隣L=略9∞

些塁蓬ンニ当

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

守
裂 界

当

10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強
しまり密 礫少量含む

へ

礫少ほ含む

礫少量含む

45号土坑

ド

46。 47号■坑

当      ド 対    隣 当

46号土坑  47号 土坑

lA L=189500m          望当

10Y R2/2 黒掲色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密  2層 より暗め

ЮY R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物微量、黄褐色砂質シルト微量含む

卜L189400m   当

10Y R2/3 黒掲色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量、礫微彙含む

0          1:50         2m

31号住居跡

第165図  39～ 48号土坑
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2 縄文時代の遺構・遺ツ

49号土坑

隣

ド L言 189500m

10Y R17/1 黒色粘質シル ト  粘性強  しまり密

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 炭化物微量、黄褐色秒質ンル ト微壁、礫やや多 く含む

52号土坑

50号土坑

ピヒL=189100m            望当

10Y R2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 黄掲色砂質シル ト微畳、炭化物微量含む

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強 しまり密

51号土坑

卜 L■酌mm  名

ー
1 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや符 黄褐色砂質シル ト微量、礫微量含む

レ
／
　
当卜

卜 L=189100111     ■

ЮY R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまり密 礫微量含む

10Y R2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 黄褐色砂質シル トごく微量含む

守   当

53号土坑

10Y Rν2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 礫少量含む

10Y Rν4 暗褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 礫少量含む

55号土坑

卜 と‐188900m

ド L■鰤ЮOm       当

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり密 炭化物微量、黄褐色砂質ンル ト少量、礫少量含む

57号土坑

当

54号上坑

隣

当 当 ド

当

当

解生L=1889∞ m 当

10Y R2/3 黒褐色粘賓シル ト 粘性やや強

しまり密 火山灰ブロック微量含む

ЮYR3泡  黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまりやや密 黄掲色砂質ンル ト少量、礫少量含む

10Y R3/3 暗褐色粘質ンル ト 粘性やや弱

しまりやや密 黄褐色砂質シル トやや多 く含む

10Y R5/6 黄褐色砂質シル ト 粘性やや強

しまりやや疎 黒褐色粘質シル ト少登、礫少量含む

10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや密 黄掲色砂質ンル トやや多 く、礫少量含む

卜 L=188900m

1 10Y R3/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや弱

しまり疎 炭化物微量、礫少量含む

0          1:50         2m

56号土坑

55号土坑
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58号土坑

卜

ド上L=189如 Om 当

当

名

59号

ド

ЮY R3″ 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物微量、砂質シル トブロック少是含む

62号 :上坑

卜

ドニL=188700m

Ⅵ 検出した遺構と遺物

60号

隣

ド L=お8∞Om   当

と 10Y R〃3 黒掲色粘質シルト 粘性やや強
しまりやや疎 炭化物微量、礫やや多く合む

れ

当

当

ЮY R3/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物微量、砂質シル トブロック少鎧含む

61号土坑

隣

畔堂L=188800m

1 10V R/3 黒褐色粘質ンルト 粘性強
しまりやや疎 炭化物微量、

2 10Y R3/3 暗褐色粘質ンルト 粘性やや弱

しまりやや密

63・ 64号二上坑

当

礫少量含む

礫少量含む

タト区査調

射

64号土坑

1 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 炭化物微量含む

2 10Y R3/3 暗褐色粘質シル ト 粘性強

しまりやや密 礫少量含む
3 10Y R5/6 黄褐色砂質シルト 粘性強

しまりやや密 暗褐色粘質シルト少量、礫多量含む

63号土坑

1 10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

2 10Y R3/2

3 10Y R4/4

64号土坑
1 10Y R3/3

2  10Y R2/2

しまり密 炭化物微豊、火山灰ブロック少量含む

黒褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまりやや密 炭化物微量含む

褐色粘質ンル ト 粘性強

しまり密 黄褐色砂質シル ト多量含む

暗褐色粘質シル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物少量含む

黒褐色粘質ンル ト 粘性やや強

しまり密 炭化物徴量含む

0         1:50        2m

③

第167図 58～ 64号土坑
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2 縄文時代の遺構・遺物

13号土坑

25号土坑

32号土坑

観魅
円側日町］６２４

鰯詠母I 甕髯§

'協

―
比土中

629

創ヽ

鰐　出日日卿
蜘６３。

位

日―‐
川
川
勾
神
６２８
埋 埋土上位

631
位卦

６２７
埋

34号土坑

632

聯 颯
埋土中
636

帝蔦驚毒こそ患椎土
嬢嚢霧騒彗徹μ

6お
位   提芳″

一β日Ｈ四］６３５

観＝
怖

議騨
円―‐日川爛］６３３

埋土中
644

出日日日劉］６３９

］
醒

56号土坑

土中
645

瞳
６４６
ｈ日日日偲
］６５‐

翔期期り〃７］６５。

］６４７
62号土坑

鮎

Ⅷ ∬ Υ〃
埋土中
648

642

m

620～ 641、 643～ 650

0       1:3      10cm

煙萎愛安ヌ‖
埋土中
649
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第 5表 土坑一覧 (1)

遺 構 名 位置 (グ リッド) 重複関係 埋上の主体土 開田部 (cm) 深 さ (cm)
出土土器

(重量 ・ g) 備 考

01号土坑 4Clt 黒褐色粘質シル ト 250× 上85

02号 土坑 2 Alls 3号住居跡 暗～黒褐色粘質シル ト 300× 220

37号土坑 3B9t 11号住居状 暗～黒掲色粘質シル ト 140× 105 2145

04号土坑 2All 暗掲色粘質シルト 187X14ユ

05号上坑 2All 黒掲色粘質シル ト 192X95

06号土坑 2A2m 黒褐色粘質シルト 126× 80 17

07号土坑 2A5n 黒褐色粘質シル ト 200× 9 1

08号土坑 2A5n 黒褐色粘質シル ト 161× 80

09号土坑 2A5o 黒褐色粘質シル ト 114× 72

10号土坑 2A5p 黒褐色粘質シル ト 134× 72

■号土坑 2A5p 黒褐色粘質シル ト (208) ×190

12号土坑 2A6q 黒褐色粘質シル ト 96× 75

13号上坑 2A7p 黒掲色粘質シルト 135× 91 14

14号土坑 2A7r 黒褐色粘質シルト 258X150

15号土坑 2Alu 暗褐色粘質シルト 75× 75 貯蔵穴

16号土坑 2 Allt 暗褐色粘質ンル ト (139) X  (68)

17号上坑 2A12t 暗褐色粘質シル ト 169X125

18号土坑 2A12t 暗褐色粘質シル ト 197X181

19号土坑 2A12s 4号住居跡 掲色粘質シル ト 167X141 24

20号土坑 2A13t 褐色粘質シル ト 115× 75

21号土坑 2A13t 黒褐色粘質シル ト 228× 114 11

22号土坑 2A14t 暗褐色粘質シル ト 122X85

23号土坑 2A15t 暗褐色粘質シル ト (160) ×107

孵号土坑 3B3h 黒褐色粘質シル ト 216× 116

25号土坑 3Blg 黒掲色粘質シル ト 108× 82 319 貯蔵穴

26号土坑 3B2g 褐～黒褐色粘質シル ト 152× 143 貯蔵穴

27号土坑 3Blj 黒褐色粘質シル ト 125× 110

28号土坑 3B2h 褐色粘質シルト 130× 85 824

29号土坑 3B2h 黒褐色粘質シルト 168X (100)

30号土坑 3B3i 黒褐色粘質シル ト

31号土坑 3B3h 黒褐色粘質シルト 212× 77

32号土坑 3B5, 暗～黒褐色粘質シル ト 133× 103 18022 貯蔵穴

33号土坑 3B5m 暗褐色粘質シル ト 112X109 貯蔵穴

Ⅵ 検出した遺構と遺物

(出土遺物)49号土坑で9.7g、 51号土坑で09g、 54号土坑で11.2g、 56号土坑で575.8g、 57号土坑で

47.7gの 土器片が出土した。いずれも埋土中に混入した小片である。

56号土坑出± 5点 (645～ 649)、 57号土坑 1点 (650)、 62号土坑 1点 (651)を 図示した。645は深

鉢口縁部片で複節RLRを地文とし、沈線による区画文が施文される。区画外は地文が磨 り消されず

残る。646・ 647は沈線による区画文と縄文が施文される。646は曲線的なモチーフでⅣ群に相当する。
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第 6表 土坑一覧 (2)

遺 構 名 位置 (グリッド) 重複関係 埋上の主体土 開口部 (cm) 深さ (cm)
出土土器

(重量・g) 備  考

34号土坑 3B7p 黒褐色粘質シルト 158× 140 貯蔵穴

35号土坑 3B6q 不 明 153X137 837

36号土坑 3B7p 暗褐色粘質シル ト 156 X l16

37号土坑 3B13t 黒褐色粘質シル ト 170X170 229

38号土坑 3C21 黒掲色粘質シルト (120) ×125 貯蔵穴

39号上坑 3C22h 黒褐色粘質シルト

40号土坑 3C21h 黒褐色粘質シルト 92X宥

41号土坑 3C22h 黒掲色粘質シル ト 117× 91

42号土坑 3C22g 不 明 126× 77

43号土坑 3C22g 黒褐色粘質シルト 105× 85

44号土坑 3B23g 黒褐色粘質シルト 92× 77

45号 土坑 3C23i 46号土坑 黒褐色粘質シルト 80× 61 9

46号土坑 3C23i 45号土坑 黒褐色粘質シルト 124×  (77)

47号土坑 3C24j 黒褐色粘質シル ト 75× 68

48号土坑 3C25n 黒褐色粘質シルト 176× 150

49号土坑 3C22m 黒褐色粘質シル ト 164X100

50号土坑 4Cln 黒褐色粘質シルト 91× 75

51号土坑 4Cln 黒褐色粘質シル ト 98× 88

52号土坑 3C25o 暗褐色粘質シルト 150 X l14

53号土坑 4Cln 暗掲色粘質シル ト 文90X105

54号土坑 4Clp 55号土坑 不 明 175× 147

55号上坑 4Clp 54号土坑 黒褐色粘質シルト (200) ×134 44 5758

56号土坑 4Clo 黒褐色粘質シルト 168 X l16 477

57号土坑 4C2o 黒褐色粘質シルト 145X125

58号土坑 4C2o 黒褐色粘質シル ト 107× 100 8

59号土坑 4C2p 黒褐色粘質シルト 156× 95

60号土坑 3C25s 暗～黒褐色粘質シルト 145× 110 15

61号土坑 3C24t 黒褐色粘質シルト 155× 127

62号土坑 4C2u 黒褐色粘質シルト (260) X146

63号土坑 4C2u 暗～褐色粘質ンル ト (185) X187

2 縄文時代の遺構・遺物

648は破損が激 しいが、単節 LRを地文とし、その上から隆帯が付 く。649は深鉢の胴部片で無節 Lが

施文される。6501ま複節 RLRを 地文とし、沈線による楕円形文が描かれる。区画外の地文は磨 り消

されていない。651は深鉢の胴部片で単節 LRのみが施文される。

(時期〉しヽずれの上坑も出土遺物や埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定される。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

④ 掘 立 柱 建 物

3棟検出した。Ⅶ層 (砂礫層)で検出しており、比較的、柱穴は明瞭であった。 3棟のうち2棟は

調査区外に及んでおり、遺構の全容は不明であるが、埋上の様相や柱穴埋土から縄文中期後葉に比定

される土器片が出上していることから、縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

1号掘立柱建物 (第 169'172図 、写真図版65。 104)

(位置)調査区東側、3C22hグ リッドに位置する。 lm北東側には34号住居跡が隣接する。

(検出状況〉Ⅶ層上面で黒褐色を呈する柱穴のプランを検出し、それが複数2.7m間隔で並び、またそ

の西側でさらに同じプランが同一方向に並ぶのを確認し、掘立柱建物と判断した。

晴

骨⑥

tX1009 681‐■―コ

《 功

却

丞

卜

10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性強 しまり密 礫少量含む
10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性強 しまり密

１

２

0          1:50         2m

第169図  1号掘立柱建物
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2 縄文時代の遺構・遺物

(重複関係〉柱穴の重複関係はないが、範囲内に46号、47号土坑が重複する。新旧関係は不明である。

(平面形〉梁間5.5m、 桁行き4.8mを測る。面積は26.4ご である。柱穴は6本である。

(方位〉長軸方向からN-18° 一Wを測る。

(柱穴埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とする。柱痕跡は認められない。深さは浅く、10～ 40cmである。

(出土遺物〉柱穴から土器片2点 (652・ 653)が出土している。652は深鉢の胴部片で、Ⅲ群 1類に相

当する。隆帯による渦巻き文がつく。隆帯両脇は沈線により、地文が磨り消されている。653は深鉢

の胴部片で単節RLを地文とし、沈線文が描かれる。

(時期〉出土遺物から縄文時代中期後葉に比定される。

―@

0         1:50         2m
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Ⅵ 検出した遣構と遺物

2号掘立桂建物 (第 170・ 172図 、写真図版65)

(位置〉調査区東側、3C25jグリッドに位置する。 lm南東側に3号掘立柱建物が隣接する。

(検出状況〉Ⅷ層上面で黒褐色のプランの柱穴3個が3.5m間隔で直線上に並んでいるのを確認した。

またこれらの柱穴群に平行して3個の柱穴が並んでいるのを確認し、掘立柱建物であると判断した。

平行する2列の柱穴群は間隔が2.2mと 短く、これらの柱穴群のみで構成されるとは考えられず、南

側の調査区外に及ぶものと思われる。

(重複関係〉柱穴の重複関係はないが、範囲内に48号土坑が重複する。新旧関係は不明である。

(平面形)本遺構は調査区外に及ぶものと思われる。検出した柱穴から、平面形は長方形を呈すると

思われ、梁間7.3mを 測り、桁行きは28m以上と推定される。

(方位〉長軸方向からN-60° 一Wである。

(柱穴埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とする単層である。柱痕跡は認められない。深さは浅く、検出

面から最深20cmである。

(出土遺物〉柱穴から土器片 1点 (654)が 出土している。深鉢の胴部片でⅢ群6類に含まれる。単節

RLが施文される。

(時期〉柱穴から出上した土器と柱穴埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定される。

3号掘立柱建物 (第 171図 、写真図版65)

(位置〉調査区東側、4Clkグ リッドに位置する。 lm北西側に2号掘立柱建物跡、2m東恨1に 50

号土坑が隣接する

(検出状況〉Ⅶ層上面で黒褐色を呈する柱穴状のプラン2個 を確認した。ただし、この2個以外に検

出しなかったので、調査区外に及ぶ、掘立柱建物であると判断した。

(重複関係〉なし。

(平面形〉調査区外に及ぶものと思われるので、不明である。柱間は4.2mを 測る。

(方位〉柱穴2個 を結んだ線は、N-63° ―Wである。

(柱穴埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とする。柱痕跡は認められない。深さは検出面から30cmを測る。

(出土遺物〉なし

く時期〉出土遺物がないが、埋上の様相から縄文時代中期後葉に比定される。

卜⑬ ⑬れ

時                      当

1 10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性強 しまり密 責褐色ローム微量含む
2 10Y R2/3 黒褐色粘質シルト 粘性強 しまり密 黄褐色ローム多量、礫少量含む

外区査調

0         1150         2m

第171図  3号掘立柱建物
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2 縄文時代の遺構 遺物

1号掘立柱建物跡 2号掘立柱建物跡

μ 柱穴内
653

0       1:3      10cn

第172図  掘立柱建物出土遺物

⑤ 柱 穴 状 土 坑 (第 173図 )

形態が円形基調を呈 し、径20cm以下の遺構の中が、調査区全域から14基見つかっている。ただし、

位置はそれぞればらばらであり、前述の掘立柱建物のように列状に並んでいるわけではない。これら

について便宜的に「柱穴状土坑」とし、まとめて記述する。なお、図面は特別作成 していないので、

第 6～ 8図の遺構配置図を参照 していただきたい。

各柱穴状土坑の位置は、 1～ 3号柱穴状は調査区北側の 7～ 9号土坑や13号土坑と隣接する。 4～

9号土坑は、調査区中央に位置し、特に25～ 31号土坑と隣接する。10～ 13号土坑は、調査区東側に

位置 し、特に土坑群や掘立柱建物跡群と同じ場所に分布する。

埋上の様相は、いずれも暗～黒褐色粘質シル トを主体とする単層であつた。最も深いものは 3号土

坑で35.6cmを 沢1る 。

埋土中から土器片が出土 している。ただしいずれも小片であり、遺構に伴うものではない。655は

縄文のみが施文される深鉢の胴部片である。656は深鉢の口縁部片で、Ⅲ群 6類 に相当する。657は深

鉢の口縁部片でⅢ群 3類 に相当する。658・ 669は深鉢の胴部片で658は単節 LRを、659は複節RLR

を施文する。

いずれの遺構 も位置関係を考えると、単発的で、それぞれの機能が推定できない。また出土遺物も

少なく、時期の特定も難 しいが、埋土中から出土 した土器片や周辺の遺構 と埋土の様相が類似するこ

とから、縄文時代中期に比定されるものと推定できる。

第 7表 柱穴状土坑一覧

遺  構  内 位置 (グ リッド名) 深さ (cm) 検出面標高 (m) 底面標高 (m)

1号柱穴状土坑 2A6o 193,620 193.315

2号柱穴状土坑 2A7p 193,510 193,315

3号柱穴状土坑 2A7r 502 193,230 192,728

4号柱穴状土坑 2B24c 191,538 191,228

5号柱穴状土坑 3B2王 191,214 190,987

6号柱穴状土坑 3B3h 227 191,220 191094

7号柱穴状土坑 3B3h 126 191,190 191,011

8号柱穴状土坑 3B3h 191,232 190,987

9号柱穴状土坑 3B5o 260 190.690 190,430

10号柱穴状土坑 3C21f 235 189477 189242

11号柱穴状土坑 3C22f 189,463 189,283

12号柱穴状土坑 3C25k 188,991 189,189

13号柱穴状土坑 4Cll 277 188,977 188,700

14号柱穴状土坑 4Cq 189,622 189,428
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物

鸞騨周 翻 鰯 μ 蔭鶉〃翻
６５６

659

0        1:3      10cn】
|

第刊73図 柱穴状土坑出土遺物

⑥ 包 含 層 (第 174・ 175図、写真図版104・ 105)

(位置・検出状況〉調査区中央3B8r～ 3B9sグ リッド付近でI層上が堆積する場所が確認できた。

調査区内でⅡ層上が堆積するのはこの範囲のみであり、遺物を多量に包含する。数力所に渡り、 トレ

ンチを入れ、遺構の有無などを確認したが、遺構らしき立ち上がりが認められず、炉や焼土範囲が検

出することもないので、「包含層」として報告することとした。

(規模〉包含層は南から北に緩やかに傾斜する地形上に位置する。Ⅱ層上の堆積は20cmを 測り、範囲

全体から、土器片がみつかっている。

(遺物)包含層範囲内のⅡ層中から縄文土器199008gが 出土した。遺物の取 り上げは、包含層の範囲

を便宜的に5箇所に分割して行っている。出土量の内訳は①が21815g、 ②が18023g、 ③が7120.Og、

④が6040,9g、 ⑤が2756.lgで 、③・④に集中する傾向が窺えた。出上した土器は、小片がほとんど

で器形が復元できたものは660のみである。

660は深鉢で、全体的に傾いている器形である。Ⅲ群 4類に相当し、文様は口縁部から胴部にかけ、

沈線による楕円形区画文が縦に並び一部、並び合う区画文どうしが口縁部付近で連結する。区画内は、

単節 RLを 充填手法で施文している。661・ 662は底部片である。底面には圧痕文が見受けられる。

663は深鉢の口縁部片で、波状口縁を呈する。日縁部は無文であり、胴部とは横位の沈線と刺突文と

で区画される。胴部は沈線で方形の区画文を施文する。664・ 665は深鉢の口縁部片で沈線による曲線

文と縄文が施文される。666も 同様な文様が施文され、刺突文が横位に連続する。668・ 6691よ橋状把

手で縦位に円形の穿孔が施される。670は深鉢胴部片で横位の把手が付 く。胴部には沈線による区画

文が施文される。671は深鉢の胴部片で円形の突起が付き、縄文を地文とし、刺突と沈線が施文される。

672は Ⅲ群 6類の深鉢の口縁部片で複節LRLが施文される。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物
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2 縄文時代の遺構 ,遺物

0          1150         2m

炉 炉掘 り方

※住居の断面は第152図 を参照

しまりやや疎 炭化物・焼土微量含む

しまりやや疎

黄褐色砂質シル ト少量含む

しまり疎   掘 り方埋土

0       1:30       1m
|

第176図  37号住居跡

(3)縄 文時代晩期 の遺構

① 竪 穴 住 居 跡

37号住居跡 (第 176・ 177図、写真図版40・ 41・ 105)

(位置)調査区中央、3B8tグ リッドに位置する。

(検出状況)11号住居状遺構の遺構底面上で円形の

プランを検出した。接している調査区壁を再度観察

したところ、11号住居状遺構を切るプランであるこ

とが分かり、掘 り下げたところ、深鉢 (674)と 石

囲炉が検出したので、竪穴住居跡と判断した。

l蜘 〈重複関係〉■号住居状遺構、15号土坑と重複する。

本遺構が最 も新 しい。

(形態・規模)本遺構は東側が調査区外に及んでお り、

住居の全容が分からないものの、径2.5m前後の円

形を呈するものと思われる。深さは検出できた部分で最深38cmを測る。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とし、3層 に分けられる。埋土中には炭化物や焼土粒が混入する。

(床面・壁〉炉が検出したⅥ層面を床面とする。ほぼ水平である。炉の周辺で硬化面が認められた。

壁は緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

１

２

　

３

:鞠・
10Y R3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性強
10Y R4/4 褐色粘質シルト  粘性やや強

10Y R3/3 暗褐色粘質シルト 粘性弱

674

第 177図 37号住居跡出土遺物
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

〈柱穴・壁溝〉なし。

(炉 )床面の中央より東側に位置する。石囲炉である。方形を呈 し、規模は46× 4.2cm、 深さは床面

から3 cmを 測る。炉石は偏平な自然礫を用いる。北西、南東側の大きい炉石は深 く差 し込んで据えら

れ、他の炉石は掘 り方上に据えるのみである。炉内は埋土中に炭化物や焼土粒が混入する程度である。

また炉を囲うように、その周辺約1.lmの 範囲が硬化 している。

〈出土遺物〉埋上下位から深鉢 (674)1点 のみが出土 した。674は横倒 しの状態で出土 してお り、ほ

ぼ完形である。胴部上半に最大径をもち、回縁部でくびれて外傾 しながら立ち上がる。口縁部が無文

であるが、胴部は底部まで単節RLが施文される。

(時期〉出土 した土器 (674)か ら縄文時代晩期と思われる。

(4)遺 構 外 か ら出土 した遺 物 (第 178～ 183図 、写真図版105～ 108・ 114)

本遺跡では遺構外からも遺物が見つかっている。いずれも遣構検出面であるⅢ層上面から出土 して

いる。出土量は縄文土器40143.3g、 石器 8点、土製品11点 である。多 くは竪穴住居跡が密集する場

所から出土 している。土器は出土量だけ見ると多 く感 じるが、ほとんどが小片であり、また集中して

見つかることもなく調査区内に散在 していたものである。器形が復元できたものも715のみで、あと

は小片である。また遺構外からは、前期初頭、後期前葉の土器 も破片資料ではあるが見つかっている。

見つかったのはⅢ層上面であり、出土遺物にかなりの時間幅があるが、それらを層位的に取 り上げる

ことは出来なかった。なお、晩期前葉の上器片が 1点 (765)が 出上 したが、これは中 。近世墓であ

る 1号墓からの埋土上位から出土 している。流れ込みであることが分かつているので、765に ついては、

遺構外 として扱い、この項で記載 した。また出土状況の目立った傾向としては、縄文時代前期に比定

される土器群 (675～ 704)が調査区東側から多 く出土 していることが挙げられる。

土器・土製品

675～ 704は Ⅱ群に比定される土器群で、いずれも小片である。土器の時期は、縄文時代前期前葉

に相当する。胎土に繊維が混入されているものが多い。

675は 口縁部片で口唇部が欠損 している。日縁部文様帯には押圧縄文により渦巻き文を描 き、その

両脇には横位の押圧縄文が 4段に巡る。胴部には単節 LRが施文される。676イよ横位の押圧縄文が 3

段に巡 り、その下には縦位の短い刻みが巡る。677は 回縁部文様帯には押圧縄文が施文され、その下

には単節 LRが施文される。678～ 703は縄文のみが施文される。無節の縄文が施文されるもの (686・

691・ 695'696・ 701'702)、 単節縄文のみが施文されるもの (678,679'692・ 693・ 697～ 700)、 非

結束の羽状縄文が施文されるもの (681～ 690)、 組紐 ?が施文されるもの (680。 694)が見受けられ

る。

704～ 738は Ⅲ群に比定されるものである。715、 728以外は、破片資料である。土器の時期は中期

後葉～末葉に相当する。704は 口縁部から胴部の大形破片である。複節RLRを 地文とし、その上か

ら隆帯により区画文が描かれる。705は深鉢の口縁部片で、波状口縁を呈する。波頂部に隆帯による

横位の渦巻き文が描かれ、その中心に円孔が施される。隆帯は胴部へ と垂下 し、区画文を形成する。

706は 口縁部片で、外へと屈曲する器形を呈する。複節 RLRを 地文とし、隆帯による楕円形区画文

が施される。区画の隆帯は、口唇部へ向かい、突出している。707は 口縁部文様帯を横位の隆帯で区

画 し、口縁部には縦位のやや粗い刻みが巡る。708は 口縁部に精円形の隆帯がつき、区画内には沈線

による楕円形区画文が描かれ、区画内には棒状工具による刺突文が充填される。710は深鉢の口縁部
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Ⅵ 検出した遺構と遺物
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第181図 遺構外出土遺物・後晩期

片で押 し引き状の刺突文が連続する。715～ 727は Ⅲ群 3類に相当する土器群である。715は沈線がや

や稚拙で二重になっている箇所がある。716は 回縁部から胴部の大形破片で、胴部上半で くびれ、日

縁部が外反する器形である。胴部には沈線による方形区画文と円形区画文が並ぶ。717・ 718は深鉢の

口縁部片で、口縁部が屈曲し、タトヘ と開 く器形である。口縁部は無文である。いずれも複節 RLRを
地文とし、胴部にはやや太い沈線で楕円形区画文が描かれる。また区画文間には沈線による渦巻文が

描かれる。721は 口縁部片で沈線により曲線的なモチーフの区画文が描かれ、区画内には充填手法に

より単節 LRが施文される。724も 同様に曲線的な区画文が施文される。

728～ 738は Ⅲ群 6類に相当する土器群である。728は胴部が膨 らみ、日縁部が外傾する器形の深鉢

で、日縁部が無文で、胴部には単節 LRが施文される。他に複節の縄文が施文されるものが 1点 (731)

あるが、単節の縄文を施文するものが多い (729,730・ 732～ 736)。 少ないが無節の縄文が施文され

るもの (737・ 738)がある。

739～ 740は土製円板である。いずれも深鉢などの上器片を転用 している。739'741・ 742・ 736は

隆帯が付いており、Ⅲ群 1か 2類に相当する深鉢の転用であることが窺える。749は粘土塊である。

棒状工具により刺した痕跡が数力所に渡り確認できる。
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第182図 遺構外出土遺物・石器
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(1)

750～ 763は Ⅳ群に比定される土器群である。いずれも小片である。750。 751は 口縁部がすぼまる

器形で細い沈線により、「工」字状のモチーフに区画文が描かれ、区画内には縄文と円形の刺突が施

文される。752・ 753は 2段の帯縄文が横位に巡る。756～ 760'762は 胴部片で三角形や曲線的なモチー

フの帯縄文が施文される。761は縄文施文後に横位に直線 と曲線の沈線が施文される。

765は縄文晩期に比定される土器片で、本遺跡からはこれ 1点であった。口唇部に押圧文が施され、

波状を呈する。口縁部には羊歯状文が施文される。

石器

767～ 772は石器である。767は石鏃で先端部と基部を欠損する。768は スクレイパーで、縁辺部の

両面から刃部を作出するための押圧剥離を施 している。縁辺部の縁が鋭角に尖ってお り、石錐に類似

するが錐部にするには二次加工が拙いので、スクレイパーとしている。769・ 7701よ フレイクである。

いずれも自然面は残 らない。771'772は 磨製石斧で、771は刃部の一部が欠けてお り、7721よ 刃部その

ものが折れて欠損 している。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

第183図 遺構外出土遺物・石器 (2)

コハク

遺構外からもコハクが出土している (写真図版115⑥～ 116⑩ )。 多くは調査区南側の土坑や掘立柱

建物が分布する場所から見つかっており、これらの遺構と関連するものと思われる。出上したコハク

はいずれも非成品であり、人の手が力Eえ られた痕跡は認められない。また大きさも様々である。

(須原)

中 。近世の遺構と遺物

(1)中 ・近世墓

本遺跡から5基確認し、そのうち 1・ 3・ 5号墓から人骨が出土している。調査区中央8B10rグ
リッドから調査区南側 3B19dグ リッド付近に分布する (第 184図 )。 1号墓は調査区中央に 1基で、

他の墓よりも離れている。 2～ 4号墓は調査区東側に密集して位置するが、 5号はそれよりやや離れ

ている。したがって、これらは所謂墓地ではないと考えられる。

1・ 3・ 5号墓からは古銭が出上しているが、 1。 3号墓からは熙寧元賓が出土しているので、中

世墓の可能性がある。 5号墓は、寛永通宝であり近世墓と考えられ、したがって、全てが同時期に構

築されたものではないことが窺える。

1号墓 (第 185図 、写真図版66・ 114)

(位置)調査区中央の3B10rグ リッドに所在する。

(検出状況〉Ⅲ層上面で、黒褐色の広がりで確認した。

(重複関係)な し。

(形態・規模〉開口部は不整な円形を呈する。規模は径140cm、 深さは検出面から32cmを 測る。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とする単層である。
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1号墓

1止L=D1200m

1 10Y R2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性弱

しまりやや疎 炭化物少量、黄褐色砂質シルト少畳含む

3号墓

卜

AL‐190300m

10Y R/2 黒褐色粘質ンル ト

しまりやや密 骨片、古銭含む

5号墓

ド

A 
と=189700m

0            1:50           2m

1号墓 骨 出土状況

3号墓 骨 出土状況

2号墓

5号墓 骨 出土状況

5号墓 骨 出土状況(ア ップ)

ドL=DO蠅

」聖≦_坐
1 10Y R2/2 黒褐色粘質シルト 粘性強

しまり密 礫少畳含 t

ド笙L=19114∞ m          」

1 10Y R2/2 黒褐色粘質ンル ト 4ttl強  しまり

Ⅵ 検出した遺構と遺物

″

当

誓

当

第185図 中 。近世墓
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3 近世の遺構と遺物

第186図 中、近世墓出土古銭

〈出土遺物〉埋土中から県寧元賓 (1068年初鋳)が 1点 出土

した。

(時期)出土遺物から中世後半～近世と判断される。 (須原)

2号墓 (第 185図 、写真図版66)

(位置〉調査区南側の3B19dグ リッドに所在する。

(検 出状況)Ⅲ層上面で、楕円形状の黒褐色シルトの鮮明な

広がりを確認した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉楕円形を呈する。規模は長軸108cm× 短軸

87cm、 深さ7cmである。削平を受けており、残存状況は不

良である。

(埋土)河 礫ヽをわずかに含む黒褐色粘質シルトの単層である。

(出土遺物〉なし。

(時期)出土遺物がないので詳細は不明だが、後述する3号

墓の埋土と特徴が酷似していることから、中世後半～近世の

可能性が高い。

3号墓 (第 185図 、写真図版66・ 114)

(位置〉調査区南側の3B18eグリッドに所在する。

(検出状況〉暗褐色粘質シルトの上面で、楕円形状の黒掲色

シルトの鮮明な広がりを確認した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉隅丸方形を呈する。規模は長軸135cm× 短軸

98cm、 深さ8cmである。 2号墓同様削平を受けており、残存状況は不良である。

(埋土〉黒褐色粘質シルトの単層である。埋土中に骨片、古銭を含む。

(出土遺物〉人骨、古銭、少量の土器片が出上している。人骨は頭骨と足と見られる。出土状況から、

北西に頭を向けて横向きに屈んだ状態で埋葬されていたものと考えられる。古銭は北宋銭の 1つであ

る熙寧元賓 (1068年初鋳)である。文字の輪郭がはつきりしていないことから、模鋳銭の可能性もあ

る。土器片には縄文土器も含まれているが、墓坑構築時の流れ込みの可能性が高い。

(時期〉出土遺物から中世後半～近世と判断される。

4号墓 (第 185図 、写真図版66)

〈位置)調査区南側の3B19dグ リッドに所在する。

(検出状況)Ⅲ層上面で、楕円形状の黒褐色シルトの鮮明な広がりを確認した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模)楕円形を呈する。規模は長軸150cm前後×短軸92cm、 深さ6 cmである。 2、 3号墓同様

削平を受けており、残存状況は良くない。また、北側は掘りすぎたため、規模は推定である。

(埋土)黒褐色粘質シルトの単層である。

(出土遺物〉土器片が少量出上している。出土量は 2、 3号墓と比べると多いが、墓坑構築時の流れ

｀` ‐‐
  776
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VE 検出した遺構と遺物

込みの可能性が高いる

(時期〉3号墓の埋土と特徴が酷似していることから、中世後半～近世の可能性が高い。

51号墓 (第185図、写真図版66・ l14)

(位置〉調査区南側の3B19dグ リツドに所在する.。

(検出状況〉Ⅶ層上面でヽ 略円形の黒色シルトの鮮明な広がりを確認した.。

(重複関係〉なし。

(蕪.・規模〉略円形を呈する。規模は長軸130cm× 短軸123cm、 深さ60clnである。

(埋土〉黒色粘質シルトの単層である。南西側イこ小礫を多量に含む―。

(出土遺物〉人骨、古銭が出上している。人骨は南東向きに屈んだ状態で埋葬されていた。顎部と頭

部力謗1々 の状態で出土している。古銭は1630～ 1659年 の間に鋳造された寛永通宝 (古寛永)と 、

1668年～ 1683年の間に鋳造された寛永通宝 (新寛永)の 2枚が理土下位から重なった状態で出上し

ている。

(時期〉出土遺物から、近世と判断される。

(戸根)
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Ⅷ 自然科 学 分析

(株)加速器分析研究所

1 放射性炭素年代測定結果報告書 (AMS測定 )

(1)遺 跡 の位 置 と立地

異帯遺跡は、岩手県宮古市和井内第21地割三十刈30-4ほか (北緯39° 41′ 50〃 、東経141° 43ア

20〃 )に位置する。異帯遺跡は閉伊川の支流、刈屋川によって形成された河岸段丘上に立地する。遺

跡は刈屋川から10mほ どの距離にあり、比高差は約20mである①

(2)測 定 の 意 義

竪穴住居の構築年代と、住居跡に伴う縄文土器の年代を推定する。

(3)測 定 対 象 試 料

測定対象試料は、竪穴住居跡30号住居跡の複式炉前庭部埋土内から出土 した炭化物 (No.1:

IAAA-62263)、 28号住居跡炉直上の2層から出上した炭化物 (No.2:IAAA-62264)の 2点である。

(4)化 学 処 理 工 程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2)AAA(Acid AlkЛ i Acid)処 理①酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取 り除

く。最初の酸処理ではlNの 塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま

で希釈する。アルカリ処理では0.001～ lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間処理す

る。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの 塩酸 (80℃ )を 用いて数時

間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め、真空下で封 じ切り、500℃ で30分、850℃ で2時間加熱する。

4)液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を精

製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (還元)し、グラフアイトを作製する。

6)グラフアイトを内径 lmmの カソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加

速器に装着し測定する。

(5)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした HC_AMS専
用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。134イ固の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸

(HOxI)を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、

加速器により
湾
C/鬱Cの測定も同時に行う。

(6)算 出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用した。
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Ⅶ 自然科学分析

2)BP年代値 は、過去 において大気 中の炭素14濃度が一定であった と仮定 して測定 された、1950年

を基準年 として遡 る放射性炭素年代である。

3)付記した誤差は、次のように算出した。

複数回の測定値について、ノ検定を行い測定値が 1つの母集団とみなせる場合には測定値の統計誤

差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

4)δ ttCの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測 定の場合に同時に測定されるδ
13c

の値を用いることもある。

δ ttC補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ,パーミル)で表した。

δ
14c=[(14As-14AR)/14AR]× 1000      (1)

δ
13c=[(13As-13☆

PDB)/13APDB]× 1000    (2)

ここで、
HAs:試

料炭素の
愧C濃度 :(望C/姥C)sま たは (HC/BC)s

MAR:標
準現代炭素の

14c濃
度 :(HC/姥C)Rま たは (MC/略 C)R

δ ttCは 、質量分析計を用いて試料炭素のおC濃度 (略As=EC/ワC)を測定 し、PDB(白亜紀のベ レ

ムナイ ト (矢石)類の化石)の値を基準 として、それか らのずれを計算 した。但 し、加速器により

測定中に同時に
弓
C/ワCを測定 し、標準試料の測定値 との比較から算出したδ ttCを用いることもある。

この場合には表中に 〔加速器〕と注記する。

また、△
MCは

、試料炭素がづ
略C=-25.0(%。)であるとしたときの14c濃

度 (MAN)に換算した上

で計算した値である。(1)式のИC濃度を、δ ECの 測定値をもとに次式のように換算する。
14AN=14As× (0,975/(1+δ 13c/1000))2(14Asと

して
14c/乾

cを使用するとき)

または

=14As× (0975/(1+δ 13c/1000)) (14Asと
して14c/Ecを

使用するとき)

△
14c=[(14AN~14AR)/14AR]×

1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放身ヤ陛炭素濃度が大気の災酸ガ

ス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代 との差が大きくなる。多 くの

場合、同位体補正をしないδ HCに相当するBP年代値が比較的よくその貝 と同一時代のものと考えら

れる木片や木炭などの年代値 と一致する。

14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記 として、pMC(percent Modern Carbon)が

よく使われてお り、△
HCと

の関係は次のようになる。

△14C=(plA/1C//100-1)× 1000(%。 )

pMc =Δ 14c/10+100(°
/0)

国際的な取 り決め によ り、 この △14Cあ るいはpMCに よ り、放射性炭素年代 (ConventiOnal

Radiocarbon Age,yrBP)が 次のように計算される。

T = -8033 × In [(△ 14c//1000)+1]
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1 放射性炭素年代測定結果報告書 (AMS測定)

= -8033× in(p�IC//100)

5)1lC年 代値 と誤差は、 1桁 目を四捨五入 して10年単位で表示 される。

6)較 正 暦 年 代 の計 算 で は、IntCa104デ ー タベ ー ス (Reimer et Л 2004)を 用 い、OxCalv3.10較

正 プ ロ グ ラ ム (Bronk Ransey1995 Bronk Ransey 2001 Bronk Ramsey,van der Plicht and

Weninger2001)を 使用 した。

(7)測 定 結 果

竪穴住居跡30号住居跡の複式炉前庭部の炭化物 (Nol:IAAA-62263)が4210± 40yrBP(縄文時代

中期中葉から後葉)、 28号住居跡炉直上の炭化物 (No.2:IAAA-62264)が 4070± 40yrBP(縄文時代

中期後葉)の MC年
代である。暦年較正年代 (lσ =68.2%)は 、No.1が2890BC～ 2860BC(23.0%)。

2810BC～ 2750BC(380 %)。 2720BC～ 2700BC(7.2 %)、 No.2が2840BC～ 2810BC(9,1 °/O)・

2670BC～ 2560BC(51.8%)・ 2520BC～ 2490BC(7.40/0)で ある。化学処理お よび測定内容に問題は

無 く、妥当な年代 と考えられる。

(8)調 査者 の コメ ン ト

今回、分析を依頼した意義・目的は (2)項にも述べられているとおりである。本遺跡は縄文時代

中期後葉、大木 9式期を中心とした集落遺跡であり、竪穴住居跡内から出土した炭化物の年代測定を

試みることで県内でも出土事例の少ない、大木 9式土器の実年代を示すことができるものと考え、実

施した。測定対象とした、28号、30号住居跡はどちらも大木 9式上器が多量に出上した竪穴住居跡で

あり、また床面上から埋土上位までの出土土器から推測される埋没時期の幅が短く、そういった点で

の誤差は少ないものと思われる。ただし、床面上から出土した土器群などを概観すると、大木 9式土

器のなかでも、古い段階に相当するものと思われ、該期にみられる磨消縄文を伴う楕円形区画文など

が出現する前の段階のものであることをお断りしておく。

(7)項に示された測定結果については、どちらの測定結果も妥当な数値と考える。当センターが行っ

た発掘調査の中で、多くの炭素年代測定が行われているが、大木 9式土器が検出した竪穴住居跡を対

象とした盛岡市南の又遺跡 (岩埋文第13集)では4370± 90yrBPの結果が得られており、また大木10

式土器を検出した竪穴住居跡を対象とした長者屋敷遺跡では4040± 75yrBP、 4390± 120yrBP、 4030

±120yrBP、 3980± 110yrBPの 結果が出ている。これらを参考としても、今回得られた結果が妥当な

ものであることが窺える。
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Radiocarbon,37(2)425-430

Bronk Rallsey C (2001)Development of the Radiocarbon Program OxCal,Radiocarbon,43(2A)

355-363

Bronk Ramsey C,,」 van der Plicht and B Weninger(2001)'ヽViggle �[atchingi radiocarbon dates,

Radiocarbon,43(2A)381-389

Reirl■er et al(2004)IntCa104 terrestrial radiocarbon age calibration,0 26ca!kyr BP Radiocarbon

46,1029-1058
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第 8表 放射性炭素年代測定結果

IAA Codc No 料試 BP年代および炭素の同位体比

IAAA 62263

#1557‐ 1

試料採取場所 :岩手県宮古市和井内第21地割

三十刈3(滓ほか 畏帝遺跡

試料形態   :旋化物

試料名 (番号):1

Liboy Age(yおP)      : 4,210■  40

δBC(‰ )、 (加速器)    =-2283■ 0`62

△1lC(%。 )           =-407B■  2お

pMC(%)         = 5922■ 0,6

(参考) ε
BCの

補正無し

δ llC (%。 )               =-4052 ■ 2И

pMC(°/o)             = 5948 ■ 024

Age(yrBP)              :  4,170 ■ m

IAAA嬌2閉4

#1557‐ 2

試料採取場所 : 岩手県宮古市和井内第21地割

三十刈∞‐41まか 異帝遺跡

試料形態   : 炭イヒ物

試料名 (番号), 2

Libby Age(yrBP)        :  4,070 ■ 40

∂
13c (%。

)、 (カロ速器う       =-2655 主 058

△1l C (%。 )              =-3973と  26

pMC(%)        = 6022■ 0郷

(参考) δいCの補正無し

う
MC(‰)          =-3997士  Z5

pMC(%)          = 60.03■ 025

Age(yrBP)          : 41100■  30

Ⅷ 自然科学分析

第9表 参考資料 :暦年較正用年代

IAA Code Nol 試 料 番 号 LIbby Age(yrBP)

IAA舟6″備 l 4208と 能

IAAA‐62264 4C174■ 35

ここに記載するLiboy Age(年 代値)と 誤差は下1桁を丸めない値ですo
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2 メ(山 )天 う)"〒

2火 山 灰 分 析

パリノ・サーヴェイ株式会社

(1)は  じ め  に

岩手県宮古市異帯遺跡は、北上山地中部を流れる刈屋川の右岸に分布する、狭小な段丘平坦面上に

位置する。今回の発掘調査では、縄文時代中期後葉とされる時期の竪穴住居跡や土坑などの遺構、お

よびそれらに伴う土器や石器などの遺物が多数確認されている。

今回の分析調査では、遺構検出面よりも下位の上層に認められた火山灰 (テ フラ)と されるブロッ

ク状の堆積物について、その砕屑物の性状を明らかにし、テフラである場合には、既知のテフラとの

対比を行う。

(2)試 料

試料は、発掘調査区内に作成された基本層序4の上層断面より採取 された。この上層断面は、発掘

調査所見により、上位より I、 Ⅲ、Ⅳ、 V、 Ⅵの各層に分層されている。 I層 は厚さ30～ 40cmの 黒

褐色を呈する耕作上、 I層 は厚 さ10～ 20cmの 暗褐色上であり、上面より縄文時代中期の遺構が検出

されている。Ⅳ層は厚 さ10～ 20cmの 黒色上、V層 は厚さ10cmほ どの褐色土 とされ、Ⅵ層は砂質の

責褐色土とされている。

火山灰はⅢ層下部からⅣ層上部にかけての層位に、厚さ5cm程度のブロック状堆積物 として散在

している。試料は、Ⅲ層下部の火山灰から採取された 1点である。採取 されたブロックは、やや明る

い褐色を呈する砂質シル トである。

(3)分 析 方 法

試料は、その外見上の特徴から、火山ガラス質テフラのブロックと考えられるため、ここでは、試

料の重鉱物組成と火山ガラス比を求める。処理手順は以下の通りである。

試料約40gに 水を加え超音波洗浄装置により分散、250メ ッシュの分析舗を用いて水洗 し、粒径

1/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、師別し、得られた粒径1/4mm-1/8mmの 砂分をポリタン

グステン酸ナトリウム (比重約296に 調整)に より重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒 に達

するまで同定する。重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光

沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の

不可能な粒子は「その他」とする。

火山ガラス比は、重液分離した軽鉱物分における砂粒を250粒数え、その中の火山ガラスの量比を

求める。火山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型の3タ イプに分類した。各型の形

態は、バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状

ガラスであり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとす

る。また、軽鉱物においても変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標と

する。屈折率の測定は、古澤 (1995)の MttIOTを 使用した温度変化法を用いた。
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Ⅶ 自然科学分析

(4)結 果

結果を表 1、 図 1に示す。重鉱物組成では、斜方輝石が多 く約40%を 占め、次いで単斜輝石、不透

明鉱物の順に多 く、それぞれ20%程度と10数 %を 占める。さらに、数°/o程度の角閃石と微量の緑 レン

石が含まれる。なお、鏡下の観察では、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物の各鉱物は新鮮な結晶が多

く、火山ガラスの付着した結晶も比較的多 く認められる。一方、角閃石 と緑 レン石は、いずれも結晶

の表面が風化 してお り、新鮮なものは認められない。

火山ガラス比は、軽石型火山ガラスが比較的多 く認められ、軽鉱物中の20%を 占める。他に数%の

中間型と極めて微量のバブル型を伴 う。火山ガラスは、いずれも無色透明である。

また、火山ガラスの屈折率測定結果を図 2に示す。n1504-1510の レンジに入 り、nl.50615081こ モー

ドがある。

さらに、処理後に得られた中粒砂径以上の砂分には、最大径約0.8mm、 白色を呈 し、発泡はやや不

良～やや良好の軽石が少量含まれていることが確認された。

(5)考   察

試料は、細粒の軽石および軽石型火山ガラスを主体 とするテフラであると考えられる。ただし、処

理後に得られた中粒砂径以上の砂分には、チヤー トや泥岩、花商岩類等の岩石片および、石英片や風

化 した黒雲母片などのテフラ由来とは考えられない砕屑物 も多く含まれている。これらは、吉田ほか

(1984)に記載されている、刈屋川流域の山地を構成する北部北上帯の堆積岩や刈屋川支流の平片沢

流域に分布する花商岩類に由来するものであろう。 したがつて、今回分析試料としたブロック状堆積

物は、テフラの降下堆積層が、その後の撹乱や土壌化作用を経て残存 したものであると考えられる。

今回得 られた試料の重鉱物組成のうち、上述 した鏡下の観察から、テフラの本質物質とされる重鉱

物は斜方輝石と単斜輝石および不透明鉱物であり、角閃石と緑 レン石は上述 した岩石片などと同様に、

テフラとは由来の異なる砕屑物であると考えられる。したがって、テフラの重鉱物組成は、斜方輝石

を主体とする両輝石安山岩質の組成であると考えられる。また、テフラを構成する火山ガラスは、無

色透明の軽石型火山ガラスを主体 とすると考えて良い。

これまでに研究された東北地方におけるテフラの産状については、町田ほか (1984)、 Arai et

al(1986)、 町田・新井 (2003)な どにより概観することができる。これらの記載を参照すると、上

述 したテフラを構成する砕屑物の特徴 と本遺跡の地理的位置、および縄文時代中期の遺構検出面の直

下に近い層位であることなどの条件を満たすテフラは、更新世末から縄文時代前期頃までに噴出した

十和田カルデラを給源とするテフラのいずれかに相当すると考えることができる。その中で、火山ガ

ラスの屈折率から対比を考えれば、十和田大不動テフラ (To-0とHayakawa,1985)の屈折率とほぼ一

致する。To―Ofは、東北地方北部における広域テフラとされているが、その噴出年代は32,000年前 よ

りやや古いとされてお り (町田 。新井,2003)、 層位の逆転はないものの、縄文時代中期の遺構面直下

に近い層位と上記の噴出年代とは乖離 した感が否めない。上述したようにこの試料中にはテフラに由

来しない砕屑物 も含まれることから、本遺跡の立地する段丘背後の山地斜面表層土壌の流れ込みによ

る二次堆積テフラ層と考えることもできるが、それには山地斜面におけるテフラの産状を確認する必

要があると考える。

一方、発掘調査所見では、岩手県内各地の縄文時代の遺跡でも今回の試料 と同様のテフラが認めら

れてお り、遺構 と層位関係と土器型式の年代観等から、To―Cuと して捉えられている。今回のテフラが、
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2 火山灰分析

To―Cuと は火山ガラスの屈折率において一致 しない (町 田・新井 (2003)に よる記載ではn1510-1.514

である)こ とはすでに述べた通 りであるが、TO Cuを 噴出した噴火時のある段階において、化学組成

の異なるマグマに由来する砕屑物が噴出されるなどの可能性 もあ り、今回の分析結果のみによって、

To―Cuに対比される可能性を否定することもできない。

現状では、上記のような 2つ の可能性を併記せざるを得ないが、今後の源津調査を含めた周辺遺跡

における分析事例を蓄積することによって、テフラ同定の検証を進めることがのぞまれる。なお、十

和田カルデラのテフラにおける火山ガラスの化学組成についても、柴ほか (2001)な どの分析例があ

ることから、今後蛍光X線分析などによる化学組成からの検討 も必要と考えられる。

(6)調査者 の コメ ン ト

基本層序Ш～Ⅳ層中にブロック状に堆積する火山灰の同定を依頼 した。Ⅲ～Ⅳ層は本遺跡で見つ

かった遺構はⅢ層上面で検出しており、従って基本層序Ⅲ～Ⅳ層は、所謂地山土に相当し、遺構はこ

の火山灰を含んだ層を切 り込んで構築されている。したがって火山灰と遺構そのものとの直接的な関

係はないものの、地山土の堆積年代などを知りうる上で、必要なことと考えた。

(5)項にみられるように、分析の結果、本遺跡から見つかった火山灰の産状については十和田大

不動テフラ (To Oつ と十和国中掠テフラ (To Cu)の 2つ の可能性があり、特に火山灰ガラス屈折

率などからは十和田大不動テフラの可能性が高いことが示唆されている。出土遺物などから考えられ

る遺構の時期と比較した場合、確かに層序的な矛盾はないと思われるが、火山灰は遺構検出面上から

も見つかっており、32,000年以上前に降下した十和田大不動テフラがそのまま、4000年 前と推測され

る縄文時代中期の生活面付近にまで残存していたとは考えがたく、また二次堆積だとしても、時間の

幅が大きすぎる気がする。少なくとも、調査の時に火山灰を検出した感じでは、十和田大不動テフラ

であるとは考えにくい。

とは言え、断定もできないので、今後の資料の増加を待ちたい。
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Mll ま と め

は じ め に

今回の調査で縄文時代早期から近世に至るまでの遺構、遺物が検出された。特に縄文時代前期前葉

の竪穴状遺構 l棟、中期後葉～末葉の竪穴住居跡36棟、晩期の竪穴住居跡 1棟の検出は当初の予定を

超える発見であつた。宮古市では新里地区に腹帯A遺跡、腹帯配石遺構群があり、宮古市域には近内

中村遺跡や崎山貝塚、小平Ⅳ遺跡など縄文時代を主体とする遺跡が多数分布 している。また本遺跡か

ら北方には縄文時代中期の大集落である岩泉町森の越遺跡が位置している。こういった周辺遺跡との

関連を考えるため、今回の調査結果を踏まえ、出土遺物や遺構から、特に異帯遺跡における縄文時代

の景観について簡単にまとめてみる。

2 出土土器 の変遷 につ いて (第 189～ 192図 )

異帯遺跡からは縄文時代早期から晩期までの土器が出土している。細かく時期別にみていくと、早

期後葉、前期初頭、前期前葉、中期後葉、中期末葉、後期前葉、晩期前葉に相当する土器群である。

出土量の主体は、中期後葉から末葉が出土量全体の9害J以上を占める。そして検出した遺構群もほと

んどが中期後葉～末葉に比定される。

出土した縄文土器については、第Ⅳ章に示した分類基準に従い、整理、報告を行った。次にそれら

の分類を中心に、各土器群の時期的な様相を概観する。

早期 (第 191図上段)

I群が相当する。 1点のみである。 1号土坑から出上したが、遺構に伴うものではなく、流れ込み

により、遺構に混入したものと思われる。尖底土器で器面には条痕文が施文される。底部片のみであ

り、詳細な時期なでは不明である。

前期初頭 (第 191図中段)

Ⅱ群 1,3・ 4類が相当する。上川名Ⅱ式に比定されると思われる。全てⅢ層上面の遺構外から出

土した。いずれも破片資料である。口縁部片には縄文押圧や竹管状工具による文様が施文される。胴

部片には羽状縄文が施文され、いずれも非結束である。 4類に含まれる、斜縄文を施文するものも、

原体にバラエテイーがみられる。4類については出上位置が 1・ 3類 とほぼ同じであり、前期前葉よ

りも前期初頭の方が妥当でであろうと考えている。いずれも胎土に繊維を多く含む。

前期前葉 (第 191図下段)

Ⅱ群 2類が相当する。文様の特徴から大木2a式に比定される。破片資料で出土量も少ないが、 1

号住居状遺構から出土している。第9図 6を 見ると、日縁部には横位の綾繰縄文が巡り、胴部には非

結束の羽状縄文が横位に施文される。胎土には繊維を多く含む。
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2 出土土器の変遷について

第191図 早 。前期土器

中期後葉

Ⅲ群が相当する。Ⅳ章に示 した通 り、Ⅲ群は文様 を分類基準 とし、 6分類することがで きた。その

うち、斜縄文のみが施文される6類 を除き、 1～ 5類は大木 9式、10式 に比定される。

Ⅲ群の上器群はほとんどが遺構から出上している。そこで文様の特徴と遺構毎の一括性から1～ 5

類の時期変遷を考えてみたい。

まず、 1類は前時期の大木8b式の特徴でもある隆帯による渦巻き文が残るものが相当し、Ⅲ群の

中でも最も古いと考えられる。28号 。30号住居跡から出土している。28号 。30号住居跡からは2類に

相当する土器も多く出土しており、 1類 と2類とには時間幅があまりないものと思われる。 2類は大

木 9式の特徴である、磨消縄文を伴う区画文がみられるが、隆帯により区画文が描かれ、また口縁部

文様帯が残るので、文様の要素にも1類・2類は共通する。

そして3類は口縁部文様帯が消滅し、日縁部から胴部へと区画文が描かれる。基本的に隆帯は用い

られなくなり、 1・ 2類 との違いが大きくなる。18号住居跡などから出土しており、これらの住居跡
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Ⅷ まとめ

からは 1・ 2類が出上 していないので、 1・ 2類 と3類 とには時間差がみられると考えられる。ただ

し16号住居跡では埋上下位～床面上で 2類 と3類 とが混在 して出上 している。こういった出土状況は、

16号住居跡のみであるが、 1・ 2類 と3類 との時間差はそれほど長いものではないと思われる。した

がって、ここでは便宜的に 1、 2類 を大木 9式の古段階に、 3類以降を新段階に位置づける。

また 4類は 3類にみられた区画文が横へと連結する文様で、次の大木10式 にみられる曲線的モチー

フの区画文を想起させる。包含層から1点、10。 18号住居跡から1点ずつ出土 しており、出土量は少

ない。 3類 と混在 してお り、 3類 と時期幅はみられないと考えられるが、10,18号住居跡は埋土上位

出土であるので、 3類 とは時期幅がある可能性が高い。

5類は曲線的な区画文を特徴 とし、区画内の縄文も磨消手法のほか、充填手法によっても施文され

ており、大木10式 に相当する。 5類は18号住居跡の埋土上位から出上 してお り、層位時にも8・ 4類

との時間差が認められる。

したがって各分類は

Ⅲ群 1,2類→大木 9式 (古段階)

Ⅲ群 3・ 4類→大木 9式 (新段階)

Ⅲ群 5 類→大木10式 となる。

以下、各土器群について詳 しく見てい く。

大木 9式古段階 (第 192・ 193図上段 )

Ⅲ群 1・ 2類が相当する。主に28'30号住居跡からまとまって出土 している。28号住居跡にはⅢ群

3・ 4類は含まれず、また30号住居跡には 3・ 4類は主に埋土上位からのみ出土するので、 3・ 4類

の上器群とはやや時間差があることが窺える。

器種は本遺跡からは深鉢のみがほとんどを占めている。ただし、台付の鉢形 (16号住居跡186)も ある。

器種が深鉢が多いのは異帯遺跡出土土器の特徴であるかもしれない。

深鉢の形態はバラエテイーに富み、樽形 (28号住居跡352～ 356、 30号住居跡406～ 408)、 キャリ

パー形 (30号住居跡405)、 重のような形態のもの (28号住居跡357、 30号住居跡556)も 見受けられる。

樽形は平縁 (28号住居跡352)と 波状口縁 (28号住居跡353～ 356、 30号住居跡406～ 408)と がある。

いずれも口唇部下には隆帯が横位に巡 り、口縁部の隆帯による渦巻き文に連結する。隆帯は胴部へと

垂下 し、胴部には隆帯あるいは沈線による区画文が施文されるが、次の新段階に比べると、区画が方

形気味であったり、やや未発達のものが多いのが特徴である。また 4単位の波状口縁を呈 し、胴部上

半が膨 らむ形態 (28号住居跡353～ 356・ 30号住居跡406～ 408'410)イよ次の新段階には見いだせな

いので、この古段階の特徴的な形態と思われる。

35号住居跡から出土 した小形の深鉢 (556)イ まやや器形に特徴がある。胴部は球状に膨 らみ、口縁

部で屈曲してからほぼ直立気味に立ち上がる。胴部には、隆帯による区画文が描かれ、隆帯には沈線

による渦巻き文が施文されるので、Ⅲ群2類 に比定されるが、口縁部は無文である。このように広く

口縁部が無文となる深鉢はこれ1点のみであった。

大木 9式新段階 (第 192・ 193図中段 )

Ⅲ群 2・ 3・ 4類が相当する。16・ 18・ 14号住居跡などでまとまって出土 している。これらの住居

跡からは、 1・ 2類の上器群がほとんど含まれないので、 1・ 2類 との時間差が窺える。ただし16号

住居跡では2類が伴う。178・ 179・ 186がそれにあたる。
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2 出土土器の変遷について
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2 出土土器の変遷について

第194図 後 。晩期土器

3類が主体 となり、 1・ 2類にみられた隆帯による渦巻 き文は口縁部からも胴部からも姿を消す。

古段階の 2類で見られた口縁部文様帯が意識されなくなり、 2類でも見 られた胴部の沈線による区画

文様が口縁部へと引き上げられている。また4類は楕円形区画文が横に連結する文様で、次の大木10

式の曲線的なモチーフの区画文に影響があるのではないかと予想 したが、10号住居跡の埋土上位から

小形の深鉢が出土 している他、 3類などとの明確な時期差を示す出土状態は見いだせない。 4類に相

当する大形の深休 (660)イよ包含層から出土 したものであ り、包含層からは 2・ 3類の上器が多量に

出土 していることから時間差が見い出せない。ただし10号住居跡64は 、埋土上位から出土 した土器で

あるが、10号住居跡の埋土下位～中位からは 3類 に相当する土器が多 く出土 してお り、この点を踏ま

えれば 3類 と4類 とで若千の時期差が見いだせる可能性がある。

器種は深鉢と鉢、壼が認められる。深鉢は口縁部下で くびれ、胴部上半か胴部中央で最大径を有す

るものや、日縁部がひらき、胴部で くびれるもの、また口縁部径 と器高がほぼ同じの寸胴形で把手が

つ くもの (16号住居跡184)、 胴部下半が膨 らむ下ぶ くれ状で把手が付 くもの (10号住居跡66)な どが

見受けられる。また10号住居跡62は、胴部上半が内湾 し、日縁部は外反 しながら立ち上がる器形で、

日縁部と胴部は横位の隆帯によって区画されている。そして、日縁部は無文となる。この特徴をもつ
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Ⅷ まとめ

深鉢はこの 1点のみである。他に小形の もので、コップ状 (11号住居跡84)や口縁部がすぼまるもの

(14号住居跡142)な どの形態が認め られた。鉢は胴部上半が大 きく膨 らみ、口縁部で内湾する形態が

あ り (10号住居63、 18号住居230)、 また他に14号住居跡141の ように口縁部下で急にすばまり口縁部

でまた直立するものも認められた。壼は胴部下半が膨 らみ、胴部上半から口縁部にかけて直立する器

形 (12号住居跡103)で、胴部に把手や隆帯が付 く。

中期末葉 (第 192・ 193図下段)     _
Ⅲ群 5類が相当する。曲線的なモチーフの区画文と区画内に縄文が施文される。大木10式 に相当す

る。本遺跡では、Ⅲ群 1～ 4類 までと比べると出土量は少なく、遺構に伴 うものとしては、288が21

号住居跡から出土 し、618が 14号住居状遺構の底面から出土 しているが、その他は 3類の上器群など

が主体となって出土する竪穴住居跡の埋土中位や上位から出上 している。

深鉢と壼が見つかっている。深鉢は、胴部中央が膨 らみ口縁部付近で一度 くびれてから外反 して立

ち上がる器形で、口唇部は波状を呈するもの (21号住居288、 24・ 25号住居322、 14号住居状遺構618)

と平縁のもの (18号住居252、 20号住居277)がある。幅の狭い口縁部文様帯をもつものが多 く、文様

帯は無文がほとんどであるが、刺突文が巡るもの (14号住居618)力 S見受けられる。口縁部から胴部

上半にかけて沈線による曲線的なモチーフの区画文が横位に展開し、区画内には磨消技法か充填技法

により縄文が施文される。胴部下半とは波状を呈する沈線により区画され、底部にかけ、斜縄文が施

文される。

壷は、12号住居跡103の みである。残存部が少なく、全容が定かではないが、胴部中央が大きく膨 らみ、

口縁部が小さくすぼまる器形で胴部には把手と細い曲線的な区画文が施文される。

後期前葉 (第 194図上段 )

Ⅳ群 1～ 4類が相当する。出土量は少ない。遺構外から出上 したものがほぼ全てである。調査区中

央に集中する傾向がある。

小片なので全体のモチーフが定かではないが、十腰内 I式に比定される。帯縄文が施文され、施文

される縄文は中期の上器よりも細かい原体が使用されている。

766は斜縄文のみの深鉢底部片であるが、縄文原体が他の後期の上器に類似 してお り、後期のもの

と判断した。

晩期 (第 194図下段 )

V群 1、 2類が相当する。 2点のみである。 1類は口縁部片で羊歯状文から大洞BC式 に比定され

る。 2類は胴部に斜縄文のみが施文される深鉢で、詳細な時期は定かではないが、前葉～中葉に比定

されるものと思われる。

3 異帯遺跡 にみ る集落変遷 の特徴

異帯遺跡からは前期前葉、中期後葉、中期末葉、晩期の遺構が検出している。次にそれらの遺構群

の位置などをみていく。
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3 製帝遺跡にみる集落変遷の特徴
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中期後葉(六木9式新段階)

中期末葉 (大木10式 )

Ⅷ まとめ
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第196図 1遺構変遷図 (2)
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3 異帯遣跡にみる集落変遷の特徴
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第刊97図 遺構変遷図 (3)



Ⅷ まとめ

前期前葉 (第 195図 上)

調査区の東南端に位置する。 1号住居状遺構、 1号土坑は近隣している。 1号住居状遺構はほとん

どが調査区外に及んでお り、どのような形態の遺構であるか定かではなく、また該期の遺構の広が り

も不明である。ただし、遺構が位置する周辺の遺構外からは該期の上器片が出土 しているので、後述

する中期の遺構群と比べ、本遺跡の東南側、より刈屋川に近い場所に該期の遺構群が分布するものと

推定される。

中期後葉 (大木 9式古段階 。第195図 下 )

28号～ 36号住居跡が相当する。調査区の東南側に分布する。住居跡の一部は北側の調査区外に及

んでお り、該期の遺構群はそちら側に広がるものと思われる。

住居群は28号、37号住居跡を除き、全て重複 している。その様相は後述する大木 9式新段階の住居

群の重複関係とはやや様相が異なり、比較的狭い場所に密集 した状態で分布する。

住居群はそれぞれの重複関係から4時期であったと推測できる。最 も古い時期の住居跡は29号 (?)、

33号住居跡、次いで32・ 34号住呂跡、そ して28。 31号住居跡が続 き、最 も新 しい時期に相当するのは

30号住居跡である。なお28号住居跡は遺構の新旧関係上は30号住居跡同様、最 も新 しい住居跡である

が、30号住居跡 とは、炉の主軸方向が大 きく異なり、むしろ31号住居跡の炉のものと類似するので、

1時期古いものであろうと推定される。35号住居跡は34号住居跡 と重複 し、34号住居跡より新 しいの

で、28号、31号住居跡と同じ時期か、最 も新 しい30号住居跡と同じ時期に属すると思われる。

新古

29号住居跡 (炉不明 )

33号住居跡 (炉不明)

32号住居跡 (複式炉 )

34号住居跡 (不 明)

23号住居跡 (複式炉 )

31号住居跡 (複式炉 )

30号住居跡 (複式炉 )

35号住居跡 (石囲炉)

36号住居跡 (石囲炉)

住居群は第V章で述べた通 り、砂礫 を主体 とする場所 をわざわざ掘 り込んで住居群は構築 されてい

る。そのためか30号住居跡の埋土上位 中には大量の礫 (総重量は800kgを 超 える)が投 げ込 まれていた。

これは別の住居跡 を構築する際、掘 り出された礫 を、廃絶 され埋没段階にあった31号住居跡に投 げ入

れたためではないか と推定 される。

このように、該期に属する竪穴住居跡は11棟みつかったが、時期毎にみてい くと、一時期 2～ 3棟

で構成されていることが窺える。ただし、遺構は調査区外にも広がるので、さらに増えることも考え

られる。

中期後葉 (大木 9式新段階 。第196図上 )

1号～ 27号住居跡、 2～ 11号住居状遺構が相茎し、またこれらの周辺に位置する土坑群も含 まれ

るものと思われる。本遺跡の中で最 も遺構数が多 く、集落としては最盛期にあたる時期 と言える。

遺構群は調査区の北西側から中央側に分布する。大木 9式古段階の遺構群が調査区東側に分布 して

お り、そこから西側へと移行 していることが窺える。北西側には 1～ 4号住居跡や 2・ 3号住居状遺

構が北東から南西方向へ と列状をなして分布 してお り、 2A12q～ 13rグ リッド付近で調査区外へ

と及んでいる。調査区中央側では2B24cグ リッド付近から3B9tグ リッド付近まで住居跡、住居
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3 異帯遺跡にみる集落変遷の特徴

状遺構群が密集する。その間は遺構のみられない空白域が半円状にひろがっている。当該期に属する

遺構群の分布域全体を概観すると、空白域を中心 として、遺構群が弧状に展開するようにもみえる。

住居群は密集するものの、大木 9式古段階の住居群にみられたように、多くの住居跡が重複するよ

うな状態はみられず、 2棟の住居跡が重複する程度である。したがって古段階のように該期をさらに

細分することは難しいが、住居数が多いことから1時期にみられる住居跡の数はやはり多い可能性が

考えられる。

竪穴住居跡は複式炉を伴う住居と石囲炉を伴う住居とに三分できる。そしてそれらは、住居の構造

そのものにも差違がみられる。

まず、複式炉を伴う住居跡は形態は円形あるいは楕円形を呈し、規模が直径 (あ るいは長軸)6m
を超える。付属施設として主柱穴が規則的に並び、壁溝が巡る住居跡も見つかつている (18・ 31号住

居跡)。 対して、石囲炉を伴う住居跡は形態がやや不整形で、規模も6m以下のものが多い。また柱

穴も見つからない住居がほとんどである。この他、遺物の出土量にも両者に差異がみられる。複式炉

を伴う住居跡からは多量の遺物が出土しており、特に器形の復元できる縄文土器が多く見つかってい

る。これに対し、石囲炉を伴う住居跡からは小片が見つかる程度であることが多い。

複式炉を伴う住居跡と石囲炉を伴う住居跡では出土する土器群を比べてみても、時期差は読み取れ

ず、したがって、この両者の住居群はほぼ同時に存在していたものと思われ、この両者の住居群にみ

られる差違が何を意味するかは定かではない。

また他の遺構では住居状遺構が多くみられる。形態や規模は竪穴住居跡に類似するが、炉や柱穴は

みられず、遺構底面に硬化面も認められない。また遺物もほとんど出土しないので、遺構そのものの

性格は分かりづらいが、立地する場所は竪穴住居跡と同じ場所であり、住居群伴う何らかの施設の可

能性が考えられる。土坑も多く住居群に密集するが、特に調査区中央側に立地する土坑の中には断面

形がフラスコ状や袋状を呈するものがみられる。これらは貯蔵穴と考えられ、中には遺構埋土中から

出上した遺物が竪穴住居から出土したものと接合しており、竪穴住居跡と同時期のものであると考え

られる。また貯蔵穴はほとんどが竪穴住居跡に隣接して立地しており、したがつて本遺跡においては

貯蔵穴はどこか一定のエリアに密集するのではなく、竪穴住居跡に隣接した伴うものと考えられる。

ただし、住居群に対して、見つかった土坑群が少ないので、断言はできない。

中期末葉 (大木10式段階 。第196図下)

21、 24号住居跡、14号住居状遺構が相当する (24号住居跡は大木 9式新段階の土器群も混在 してい

るので、推定である)。 21、 24号住居跡は大木 9式新段階の住居群とほぼ同じ場所の、調査区中央部

に位置し、隣り合う。14号住居状遺構は21、 24号住居跡から140mほ ど離れた、調査区東端に位置し

ている。このように、この段階での遺構分布はやや散在した状態であった。ただし21号住居跡 も14号

住居状遺構も調査区外に及ぶ遺構であり、この段階での集落がどのように広がるかは定かではない。

予想としては調査区外の北東側に展開するのではないだろうか。

竪穴住居跡の属性については、21、 24号住居跡いずれもきちんと精査できたわけではないので、定

かでない点が多いが、規模については21号住居跡では径 6m弱で、前段階までの複式炉を伴う竪穴住

居跡の規模と比べるとやや小さい。また21号住居跡からは炉とは別の場所から埋設土器が見つかつて

いる。埋設土器については、大木 9式新段階に相当する13号住居跡にも認められるが、13号住居跡の

場合は炉に伴う可能性がある埋設土器であるが、21号住居跡のものは炉から離れており、意味合いが

異なる可能性が考えられる。
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Ⅷ まとめ

炉は21号住居跡が複式炉、24号住居跡が石囲炉であるので、前時期までと同様、ひとつの時期に 2

系統の炉が存在 していることになる。21号住居跡でみられる複式炉は前時期までのものと比べると、

炉石の並びなどの構造に変化はないが、石囲部の規模がやや小さく、そのわりに炉石が大きい。また

前庭部には炉の主軸方向に大 きな礫が設置されてお り、そのため前庭部がかなり狭小である。こういっ

た点は前段階からやや変化を遂げたものである可能性が考えられる。また24号住居跡の石囲炉 も同様

で、炉の形態や規模は前段階と変わらないものの、使用されている炉石は全て、破砕 した礫であ り、

角の九い自然礫を炉石 とする前段階までの石囲炉 とは異っている。

14号住居状遺構は、径約35mの 円形を呈する遺構で、炉や柱穴などの付属施設が伴わない。大木

9式新段階でも多 くみられた遺構であ り、この時期にも継続 して構築される遺構であったことが窺え

る。14号住居状遺構は、その形態からも居住施設とは考えづ らく、本来、前段階の住居状遺構 と同様

に竪穴住居跡に隣接 して位置すれば、何らかの用途で竪穴住居跡に付随するものと考えられるが、周

辺には同時期の遺構が他に無いので定かではない。

晩期 (第 19図 )

37号住居跡が相当する。調査区の中央部に位置 し、中期後葉 (大木 9式新段階)に比定される11号

住居状遺構 を切 り込んで構築されている。竪穴住居跡の規模は直径2.5mと 中期後葉の住居跡に比べ

小さく、また中央に石囲炉を有するが若千中期のものとは形態が異なる。本遺跡からは37号住居跡の

みが検出され、該期の遺構の広が りは定かではない。

4 出土土器の特徴について

土器の胎土について

報告書掲載土器について、胎土への混入物を観察 し、土器観察表に記載 した。それらを集計 したも

のが、第200図である。ここではその集計結果を基に、本遺跡出土縄文土器の胎土について、概観する。

まず。早期・前期である。早期の上器は尖底土器 1点のみで、胎上に砂粒、石英が混入する。前期

は前葉に比定される土器群であり、繊維が混入されるものが多い。他には砂粒、雲母の混入が 目立つ。

中期後葉～末葉の上器は土器量が多いので、胎土にみられる混入物もバラエテイーに富む。中で も

多いのは砂粒である。砂粒はそれだけが混入するものと雲母を伴 うものとが特に多い。また器種別に

その混入物の差違は見受けられないので、器種毎に胎土を変えるという作 り分けは土器の胎上の観察

からは認められない。胎土混入物の混入量は多 くなく表面上にも目立たないものが多い。

後期は砂粒 と雲母が混入するのみである。また晩期は 2点のみであるが、砂粒、石英、雲母の混入

が認められた。

上器の焼成について

報告書掲載土器について、その焼成を、主に土器の断面を釧察 し、土器観察表に記載 した。観察基

準については凡例に記載 したとお りである。またそれらを集計 したものが第200図である。ここでは

その集計結果を基に、本遺跡出土縄文土器の焼成について概観する。

早期 。前期では、早期の尖底土器はAで焼成が良好であった。対 して前期初頭から前葉の上器群は

B、 Cが多 く、全体的に焼成具合が良 くないことが窺える。

中期後葉～末葉では、焼成が良好なAが最 も多いが、不良に相当するBや Cも 合わせると、Aと ほ
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4 出土土器の特徴について

胎土 早 。前期 (IoⅡ 群 )

雲 母 砂粒 石 英 白色旭 雲 石 砂・雲 砂 石 砂・白 白・雲 白・砂 白・石 砂・石 雲 砂・雲 繊維 砂・繊維 砂 石・繊維

深 鉢 0 0 0 5 3 0 0 0 3 3

尖 底 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

胎土 中期 (皿 群 )

雲 母 砂 粒 石 英 白色粒 雲 石 砂・雲 砂 石 砂・白 白・雲 白・砂 白 石 砂・石 雲

深 鉢 l 0 l 7 2 3 2

鉢 0 9 0 0 l 0 l 0 0

一望 0 6 0 l 1 0 0 0 0 0

ニ チ ュ ア 0 0 1 0 1 0 l 0 0

双 口 土 器 0 0 0 1 0 0 0 0 0

胎土 後期 (Ⅳ群 )

雲 母 砂粒 石英 白色粒 雲・石 砂・雲 砂・石 砂 白 白 雲 白・砂 白・石 砂 石 雲

深 鉢 0 0 0 0 0 0 0

焼成 早 。前期 (IoⅡ 群 )

A B C

深 鉢 7

か
大 底 土 器 1 0 0

焼成 中期 (Ⅲ 群 )

A B C

深 鉢

鉢 11 2 4

士霊 5 0 2

ミ ニ チ ュ ア 11 1 6

焼成 後期

A B C

深 鉢 11 2 9
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Ⅷ まとめ

ぼ同点数になる。 したがって焼成具合については意識的に操作 しているかは定かではない。またどの

器種をみてもこの傾向は変わらず、器種別に焼成具合を調整することも無かったことが窺える。

後期の土器も中期のものと同様で、焼成が良好なAと 、不良なB、 Cは ほぼ同点数で、焼成具合の

意識的な操作が行われているか定かではない。

出土石器の特徴について

器種組成について (第 199図上)

今回の調査で、出土 した石器は212点 を数える。土器の出土量と比較すると、かなり少ない。

出上 した212点のうち、 トゥール類は69点で、スクレイパーが最 も多 く24点 を数え、磨石がそれに

次ぐ。用途別にみていくと、狩猟具はスクレイパーの他、石鏃も13点 出土 している。また調理具では

磨石、石皿、石匙が合わせて21点 を数え、狩猟具とほぼ同等の比率で出土 していることが窺える。ま

た採集加工具では石錐や磨製石斧が見つかってお り、本遺跡の東西両脇に連なる北上山地系の山々で

の営みを想起させる。対 して、漁労具と捉えられる石器 (石錘など)は見つかっていない。本遺跡の

東側に隣接 して刈屋川が流れており、本遺跡の集落との関連が強かったものと思われるが、それを裏

付けることは石器からは見いだせない。

またフレイク類は最 も多 く、刃部以外の二次加工を施されたRフ レイクを含め143点 を数える。た

だし、石核が見つからなかった。後述するが、出上 したフレイク類のほとんどが自然面の残 らない剥

離作業の進んだものであること、また石材では奥羽山脈産が多いことから、産地付近である程度、剥

離作業を施 したものを本遺跡に運んできている可能性が考えられる。

石器に利用 された石材組成について (第 199図中)

出上 した石器の石材毎に分類すると、第199図 のようになる。これによれば剥片石器は全て頁岩製

であり、またこれらの剥片石器を製作する際に排出されるフレイク類なども頁岩のみが見つかってい

る。これに対 し、磨石や磨製石斧は安山岩や花聞岩、細粒閑緑岩、蛇紋岩など複数の石材を利用 して

ヤヽる。

各石材を産地毎にみていくと (第 199図 )、 剥片石器にみられた頁岩は全部奥羽山脈産である。また

出土 したフレイク類 も800/Oが奥羽山脈産であるという。したがって剥片石器に利用する石材をそれら

の山々から採取 してきたことになる。これに対 し、磨石や磨製石斧は北上山地系である。磨石に使わ

れた石材は、30号住居跡付近の礫層からもみつかってお り、本遺跡周辺地から採集した石材を利用 し

たものと思われる。ただし、軽石製品、石皿、砥石の石材は奥羽山脈産であり、周辺地ではなく、遠

路を逗ばれてきたことが窺える。

本遺跡から出土 したフレイク類について (第 199図下)

本遺跡から121点 のフレイクが出上 している。 トゥール類製作途中に排出されたものと推測され、

中には■号、13号住居跡の床面上から集中して見つかるものもある。第Ⅳ章で示 したように、本遺跡

出土のフレイクは打面、背面を基準に11分類 している。第200図 はそれらの集計結果である (報告書

不掲載資料 も含む)。 Sa類が見つからなかった他は全ての分類に複数点見つかっている。それらに

ついてみてい くと分類不能とした 4a、 4b類を除 くと、 2c類が最 も多 く、3c類がそれに次 ぐ。

これらは石器製作がある程度進んだ段階で排出されるものと考えられる。対 して la、 2a類は少な
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5 出土石器の特徴について

石器集計グラフ

３５

３０

２５

２０

朽

１０

５

０

点

数

フ

レ
イ

ク

類

軽

石
製

品

石

皿

砥

石

磨

石

磨

製

石
斧

石器石材別統計

器種/石材 安山岩 花尚岩 軽石 砂岩 綱粒閃緑岩 蛇紋岩 赤色頁岩 頁 岩 総 計

石 鏃

石錐 3 3

スクレイパー (錐 ?) 1 1

石匙 4 4

スクレイパー 24

磨石 2 4

磨製石斧 2 2

軽石製品 l l

石 皿 l 1

砥 石 1 1

フレイク

Rフ レイク 3

総計 4 9 1 2

フレイク分類別集計表

分 類 点 数 (点 ) 重 量 (g)

la類 2 2775

lb類 15323

lc類 7578

2a類 2 1930

2b類 9 10040

2c類

3a類 0

3b類 4 4803

3c類

4a類 9722

4b類 12501

-226-

第199図 石器属性分析



Ⅷ まとめ

い。これらは背面が自然面であり、石器製作の初段階で排出されるものと考えられる。このような傾

向は、石器となる石材が、産地周辺 (あ るいは遺跡の外のどこか)である程度荒割りされた状態で、

本遣跡に運ばれてきている可能性が考えられる。特に分類不能としたフレイクのなかで自然面の残ら

ない4b類の方が、自然面の残る4a類 より圧倒的に多くみつかっていることや本遺跡からは石核が

みつかっていないこともこのことを裏付けているのではないだろうか。

周辺地形と遺跡群の分布からみた縄文時代中期後葉の集落景観について

異帯遺跡が立地する場所は刈屋川によって形成された河岸段丘面である。刈屋川の両岸には、す ぐ

近 くまで標高550～ 900m前後の山々が連なってお り、したがつて刈屋川を挟んで形成する河岸段丘

は幅約500mほ どの狭いものであ り、まるで谷底平野のような様相を呈 している。

宮古市新里地区で確認できる遺跡群は、主にこの刈屋川沿いに形成された河岸段丘面に分布 してい

る。特に縄文時代の遺跡が多 く、出土する土器は中期から後期が主体のようである。このような狭小

な段丘面でありなが ら、い くつもの遺跡が点在 し、また異帯遺跡のような大規模な集落が存在するこ

とは、食料調達や湧水などに必要な手頃な山や川が近 くにあるという、生活活動を背景とする自然環

境の豊かさに影響されてのことと考えられる。

また異帯遺跡から南東約 9kmに は腹帯配石遺構群や腹帯A遺跡が位置 している。これらの遺跡群

は閉伊川沿いに立地するものであるが、特に配石遺構群は縄文時代中期後葉の大木 9式の所産である

ものと確認されてお り、隣接 して大きな集落遺跡があることが予想されている (新里村2005)。 ほか

にも遺跡名が不明であるが、異帯遺跡より北側の和井内地区において、翡翠の大珠が見つかってお り

(安藤1981)、 これも恐 らく異帯遺跡とおぼ同時期のものと思われる。周辺には大珠を所有 した集落遺

跡があることが考えられよう。したがって、新里地区においては、縄文時代中期後葉に大規模な集落

がい くつか展開していたものと思われる。

今後、こういった遺跡間でのさらなる分析が必要となってくるであろう。

-227-



(引用・参照文献〉

安藤文―  「翡翠大珠」 1981『縄文文化の研刻 9(雄山閣)

岩手県教育委員会 2006『岩手県遺跡情報検索システム』

岩手県文化振興事業団埋蔵1文化財センター 『新山権現社遺跡発掘調査報告書↓平成5年

(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第188集 )

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センウー 2003

「(45)永日Ⅲ遺跡」「平成14年度発掘調査略報 (岩手県束化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第423集 )」

大追町教育委員会 1986『観音堂遺跡発掘調査報告書』(大追町埋蔵文化財報告第11集 )

小日野哲憲 1985「岩手県新里村和井内東遺跡出上の土器」

『日高見国―菊池啓治郎学兄還暦記念論集―』

新里村   2001『新里村史J

新里村   2005『新里村地域学 やんもうどの大地から』

新里村教育委員会 2001『和井内東遺跡発掘調査報告書 (新里村文化財調査報告書第4集 )』

新塁村教育委員会 2003『永田I遺跡発掘調査報告書 (新里村文化財調査報告書第5集)』

丹羽 茂  1981 「大木式上器」『縄文文化の研究』4(雄山閣)

宮古市教育委員会 1989『千鶏遺跡―昭和62年度発掘調査報告書―』          (宮 古市埋蔵文化財調査報告書16)

-228-



観察表

観  察  表



第10表 土器観察表

版

号

図
呑

真
版

写
図

出上位置 出土濯位 器 種 分 類
存
位

残
祁

面
内 面

訓

調

色
色

画

面

外
内 胎  土 焼成 備 考

文 君 率電 文 手 法

1

1号住居状
遺構

埋土中 深 鉢 Ⅱ 2 日縁部片
常節「HR転

蝿文
明赤褐
明黄掲

砂 石 C

2
1号住居状
崖構

埋上 中 深鉢 l12 口縁部片
結節回転
率電文

ナ デ
浅女
にぶい女

砂 石 繊維 B

3
1;ll二 居】犬
遺構

埋土 中 深 鉢 Ⅱ4b 月同吾Wヤ イ電文 しR斜 ナデ
にぶい黄褐
明褐

砂 繊維 B

4
1号住岳状
遺椎

埋土 中 1衆鉢 Ⅱ4b 胴1/4 健文 LR縦 にぶ い責掲
にぶ い責掲

砂 雲 繊維 C

5 67
1号住居状
遺榊

埋土 中 深鉢 l14b 月同;Ьサ| 縄 文 しR斜 ナ デ
にぶい黄iEJ

灰黄褐
砂 繊維 C

6 67 1号土坑 虹 Jを上位 深 鉢 E2 BlalttБ サキ 縄文 、羽 しR RL 非結束 ナ デ
橙
黒褐

砂 雲 繊維 B

7 1号上坑 埋上 しli 深 鉢 Ⅱ 3 丹同訂
`片

羽】大糸電文 LR RL 非結束 ナ デ
橙
黒褐

砂 雲 繊対t B

8 67 1号土坑 理上上位
底
器

尖
土

I 底部片 】同ド:条 痕
栓
掲

黄
黄

い

い

ぶ

ぶ

に

に 砂 石 A

9 1号住斥 理上下位 深鉢 Ⅲ 3 口～胴上 縄文、沈線 RLR横 ,をヤ肖
口～BI]上
|ミ ガキ、ナデ

褐

橙 砂 A 外面胴におこげ

1号住居 埋土下位 朱鉢 Ⅲ 2 口縁部片
隆常 、縄
文 、沈線

RLR横 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄褐

秒 外面 に朱

11 1号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ2、  3 胴部片 縄文、沈線 RLR帝廷 磨 消 ナデ
にぶい褐
明赤褐

砂 石 B

12 1号住職 埋土上位
チュア

灰 縄 文 LR純 底 ナデ
褐
掲

赤
赤 砂 A

2考住居 埋土 中 深鉢 12、  3 1同 者Бナ十 縄文、沈線 RL斜 磨消 ナ デ
明女掲
黒褐

白 B 内而にお こげ

16 2号化居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 3 同部片 率甦文、沈線 RLR横 磐 消 ナデ
灰黄 tgJ

黄褐
砂 石 B

17 2号 住居 埋Ji中 深 鉢 Ⅲ2、  3 同部片 縄文、沈線 RLR横 磨消
責栓
明黄掲

砂 A

2号住居 炉前庭部内
チュア

Ⅲ 6
日～底
2/3

縄文 RL横 日～底
:ケ ズリ

にぶい赤褐
にぶい橙

砂 峯 C

3号住居 埋上 下位 深鉢
口～胴T
1/2

縄 文 RLR斜 『”
明黄掲
にぶい黄橙

砂 C

3号住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ2、  3 用下 ～底 純文、沈線 RLR横 磨消
胴下～底
:ミ ガキ、ナデ

浅黄橙
浅黄橙

砂 C 内商朱塗 り

3号住居 埋上上位 深鉢 日縁部片
隆帯、組
文、沈線

LR綻 磨消 ミガキ
灰掲
褐

自 砂 A タト面におこげ

3号住届 床面上 深鉢 口縁部片 縄文 LR橋 ミガキ
にぶい掲
梱

白 A 外面に炭化物

3号住居 埋 土上位 深 鉢 H11、  2 捐部片
隆帯、縄
文、沈線

RIフ R斜 磨消 ミガキ にぶ い褐
褐

白 砂 A

3写 住居 埋土上位 ア

ニ

ュ

ミ

チ 用下～底 無文
掲
褐

責
責 砂 A

3号住居 床面上 深 鉄 悧部片 縄 文 LR維 ミガキ
にぶい責褐
にぶい黄tgj

砂 A

4号住居 床面上 深 鉢 Ⅲ 3
口～胴下
1/2

紀 文、ナデ RL横 磨消 回 :ナ デ
にぶい責橙
にぶい責橙

砂 A

4号住居 床面上 深鉢 皿 3 口縁部片 純文、沈線 LR統 磨消 サ‐デ 明黄掲
栓

砂 A

4号住居 床面上 深鉢 皿 2 口縁 部片 隆帯 、縄 文 RL斜 ミガキ
にぶい責橙
にぶい褐

砂  雲 B 外面に炭化物

4号住居 埋土上位 決 鉢 Ⅱ 3 月同fIБ舛 紀 文、ナデ RL斜 磨消 ナ デ
黒褐
にぶい責褐

砂 石 A

4号住居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 3 口縁部片 紐文、沈線 LR縦 磨消 ナ デ
にぶい責褐
浅黄椅

砂 A クト面におこげ

5号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 部片
隆帯、縄
文、1先線

RL斜 磨 消 ナ デ
橙
暗掲

砂  雲 A

5号住居 埋土 上位 深 鉢 Ⅱ 6 丹ΠttБ ナキ 紀 文 RLR斜 ナ デ
橙
橙 砂 雲 A 波1頁部に穿丁し

5号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 6 胴部片 紀 文 LR横 ナ デ
明赤褐
にぶい赤褐

砂 雲 B

6号住居 床面直上 深 鉢 Ⅱ 6
日～胴 ド
ユ/2

縄 文 しR縦、斜
日～胴上 :ケ

ズリ→ナデ
にぶい黄褐
にぶい黄橙

砂 雲 C 外面口におこげ
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番号

共
版

写
図

出上位置 出土層位 器種 分 類
存
位

残
部

クト 面
内  面

外面色調
内向i色調

‖台  」 暁成 備  考

文  様 キ電 え 手  法

6号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 6 口縁都片 杵魅文 Lミ駁 ミガキ にぶい黄橙
にぶい・LII褐

砂 A クト面におこけ

8号住居 里上下位 深 鉢 Ⅲ 6
日～胴上
2/3

組 文 RL横 日～胴 !ナ デ
にぶい栓
明赤tLJ

1/1/ A

8号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 4
回～胴「
1/3

刺突、縄文、
沈線

LR縦 充填
日～胴 上
ナデ

にぶい黄橙
平褐

砂 石

8号住居 埋土 と位 深鉢 ll1 2、  3 B岡 ド～底
2/3

紐 文、沈線 LR縦 磨消 胴 下 ナ デ
にぶい黄栓
黒褐

砂 石 内面胴におこげ

8号住居 埋上 上位 深 鉢 Ⅲ 5 Bl11/3 縄文、沈線 LRヽだ 充填 1同 :ナ デ
にぶい貢橙
浅責橙

砂 芸 A

8号住居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 3 日縁部片 縄文、沈線 LR対托 磨消 ナ デ
黒褐
にぶ い黄褐

砂 長
'卜

面 におこげ多量

8号住居 埋 土 上位 1朱 鉢 Ⅲ 3 口縁者b片 矛亀文、沈線 LR横 暦 消 ナ デ
明黄褐
早褐

砂 雲 C

69 8号住居 埋 土下位 深 鉢 日縁部片 紀 文 L Rl■ ミガキ
にぶ い黄構
にぶ い責橙

砂
'卜

面に炭化物

69 8号住居 埋上下位 深鉢 Ⅲ 6 日縁部片 *亀文 LR横 ミガキ
褐

褐

責

黄
灰

灰 砂 A /1・面 に炭化物

70 8号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 2、 3 月同
=ト

サキ 縄文、沈線 RL縦 充 填 ナ デ
にぶい責掲
暗褐

砂 石 Å面におこげ多量

8号住居 埋上上位 深 鉢 皿2、 3 胴部片 縄文、沈線 LR縦 充 填 ナ デ
早褐
嗜褐

砂 雲
'卜

面 にお こげ少 々

8号住居 埋上上位 深鉢
帯
線

隆
沈

縄文 、 RL縦 磨 消 ミガキ にぶい責栓
ワ1赤褐

砂 石 A

57 9号住居 型土中位 深 鉢 E13
〕¬～氏
1/2

紀 文、沈線 LR縦 暦 消
ロー底 ;ミ

ガキ
褐

褐

暗

暗 砂 C 外面に炭化物

58 9号 住居 埋土上li 深 鉢
ロー月同
1/5

縄文、沈線 LR縦 充填
日 ～ 丹‖
デ

ナ にぶい褐
暗褐

砂 A

Ю 9号住居 里土 中 深鉢 日縁 部片 率電文 RLR横 ナ デ
黒褐
明赤褐

砂 雲 A

9号住居 哩土 中位 深 鉢 Ⅱ2、  3 胴部片 縄 文 、沈線 RLR斜 磨 消 ナ デ
黒 tb」

暗褐
砂 雲 C

7] 10号 住居 末面上 深鉢 Ⅲ 2 略完形
突起、隆帯 、

縄 文 、沈線
RLR横 磨消

日～胴→ナ
デ

橙
明赤掲

砂 C

71 10号住屑 里土 L位 鉢
口～底
1/4

縄 丈、沈線 LR納 磨 消
ケズリ→ナ 橙

にぶい赤褐
砂

71 10号住居 埋土上位 1渠 1本
日～底
1/3

縄 文、沈線 LR縦、斜 充 填
E十 ～ IIE下 :

ナデ
にぶい赤褐
黒褐

砂 白 A

71 10号住居 埋土上位 深鉢
日ヽ月同上
1/2

紀 文 L Rll
日 ～ 胴 と :

ナデ

掲

褐 砂 白 A 外面口炭化物

66 71 10号住居 埋土 上位 深鉢
胴 F～底
2/3

縄 文、沈線 R Ll当 磨 消 胴下 :ナ デ
橙

橙 砂

67 71 10号 住居 埋土 _には 深 鉢 ll1 2、  3 底 縄文 、沈線 LR横 磨消 底 :ナ デ
褐赤い

褐
ぶ
赤

に
明 砂 雲 C

68 71 10号住居 炉前庭部内 深鉢 Ⅲ 3
日ヽ月同
1/5

縄文、沈線 RLR横 磨消 ミガキ
にぶい責博
明赤褐

砂 C

69 71 10号住居 床面上 深鉢 Ⅲ 3 日縁 部片 4電文、沈線 RLR橋 磨 消 ナ デ
灰☆lgJ

にぶい責裕
砂 安

71 と0号住居 jtB上 中 深鉢 Ⅱ 4 口 1/4 電文、沈線 LR縦 磨消 ミガキ にぶ い赤褐
責 IF・

砂 B

71 71 10号 住居 埋土中 深鉢 13 口縁部片
,1突 、紀文、
先線

LR縦 磨消 ミガキ
椅
にぶい褐

砂

72 71 10号 住居 埋土 L位 深鉢 13 口縁 部片 電文、沈線 LR縦 春消 ナ デ
褐
褐

暗
暗 砂 雲 B タト面に炭化物

73 10号 住居 埋土中 深 鉢 Ⅱ 3 口縁 部片 電文、沈線 L R ttχ 磨消 ナ デ
灰黄褐
にぶい女 IP・

砂 雲 C

黎 10号住居 埋上中 深鉢 13 阿部片 4電文、沈線 LRヽだ 磨消 ナ デ
浅責
橙

砂 雲

10号住居 埋上中 深鉢 Ⅱ 2 IH部片
隆帯、紀文、
沈線

RLR斜 磨 消 ミガキ 灰褐

1登
砂 タト面に炭化物

10号住居 床面直上 深 鉢 Ⅱ 6
日～胴
1/5

電文 L横 、縦 ミガキ
明黄褐
にぶい責 褐

砂 雲 A

77 10号住居 埋土 中 深鉢 Ⅲ2、 3 胴部片 電文、沈線 LR縦 磨消 ミガキ
掲

掲

情

培 砂  雲 C タト面に炭化物

10号 住居 炉 内 深鉢 Ⅲ 6 「ヨ縁 部片 電「 r RLR棲 ミガキ
橙
にぶい褐

砂 C タト面に炭化物

観察表
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版
号

図
呑

真
版

写
図 出土位置 出土層位 器種 分 類

存
位

残
部

外 面

内 面
外 面色調
内面色調

胎  土 究成 備  考
文  様 縄  文 手  法

10弓 住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄 文 RLR横 ナ デ
にぶい赤褐
にぶい責tgJ

砂 雲 B

83 H号化居 埋土上 Fi 深鉢 Ⅱ 6
胴下～底
1/3

イ電文 RLR横 胴下 |ナ デ
橙
にぶい赤褐

砂 A
15号住居埋土中
土器 と接合

11号住居 未面直上 鉢 Ⅲ 3 略完形 縄文、沈線 L R llX 磨消
日 ～ 胴 下 :

ケズ リ
浅責橙
浅貰

砂 石 A

85 tl号 住居 埋土 中位 深 鉢 Ⅱ 6
胴下～底
1/4

無 文 ミガキ にぶい褐
灰黄褐

砂 C 底面 に網代痕

72 H号住居 埋土 上位 深鉢 Ⅲ 3 日縁部片 縄文、沈線 LR横 ナ デ
灰黄褐
明責褐

砂  雲 C 外面に炭化物

87 72 11号 住居 埋土下位 深 鉢 Ⅱ 3 日縁 部片 縄文、沈線 RL縦 磨1古 ナ デ
にぶい責褐
にぶい責褐

砂 雲 C

H号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅱ 6 日縁 部片 縄 文 RL横 ナ デ
にぶい黄褐
灰黄褐

砂 雲 A

72 H号住居 埋土 中 深 鉢 Ⅲ 6 日縁部片 縄 文 RLR横 ミガキ 橙
明掲

砂 石 A

H号住居 埋上下位 深 鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄 文 RL横 ミガキ
褐

褐
黒
赤 砂 石 A タト面におこげ

11号 住居 lali中 位 深 鉢 Ⅲ 2、 3 桐部片 縄文、沈線 LRκ走 暮消 ナ デ
にぶい褐
浅黄橙

砂 雲 B

72 11号住居 埋上上位 深鉢 Ⅱ2、  3 Π都片 縄文、沈線 LR維 充壊 ナ デ
灰褐
にぶい赤掲

砂 石 A

11号 住居 埋上 に位 1条鉢
底部のみ
(破片 )

不 明 ナ デ
橙
にぶい黄橙

1/1/N雲 A 底面に網代痕

と2号住居 埋土上位 一笠 Ⅲ 5 頸～底
1/3

把手、隆帯、
縄文、沈線

RL横 頸 ～ 胴 上 i

ナデ
沙 雲 C 顕に朱

73 12号 往居 埋土 中 深鉢 Ⅲ 6
胴下～底
1/2

縄文 LR横 胴 下 ～ 底 :

ナデ
浅黄
にぶい橙

砂 A 底面に網代「li

12号 住居 埋上下位 深 鉢 Ⅲ 6 底部片 無 文
にぶい黄橙
橙

砂 A 底面に木葉痕

と2号住居 埋土下位 チュア
llk完形 無文

口 ～ 底 :ナ
デ

支責橙
寛黄

砂 石 A 外面llll部 に付着物
(ア スフアルト)

12号住居 埋上下位 深鉢 Ⅲ 3 口縁部片 配文、沈線 LR縦 こぶい黄橙
え黄褐

砂 雲 C

73 12号 住届 埋土下位 深 鉢 Ⅲ 3 ヨ縁吾Б片 縄文、沈 i/R LR縦 磨 消 ナ デ
にぶい黄 IC」

にぶい黄栓
砂 C

12号 住居 埋土中位 深鉢 皿 6 ヨ縁音Б片 健文 RLR横 ナデ 明褐  褐 砂 雲 A

12号住居 埋上下位 深鉢 ヨ縁部片 健文 RLR横 にぶい赤褐
にぶい黄橙

砂 雲 C

111 12号 住届 埋土上位 深 鉢 回縁部片 電文 RLR横 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 A

112 12号 住居 埋土 L位 深鉢 II1 2、  3 胴部片 電文、沈線 LR縦 磨 消 ナ デ
褐

褐

赤

明 砂 雲 A

12号住居 埋土中位 宋鉢 Ⅲ2、 3 胴部片 電文、沈線 LR縦 チ デ
明赤掲
明ttJ

砂  雲 C

114 12号住属 理土上位 突Эヽ 皿 5 】同部片 電文、沈線 RL縦 磨 消 ミガキ 浅黄
灰黄褐

砂 雲

12号住居 哩土下位 朱鉢 Ⅲ 3 胴部片 電文、沈線 RL斜 磨 消 ミガキ
にぶい褐
にぶい黄褐

砂 石 内面 にお こげ

73 12号住居 埋上中位 深鉢 胴都片 縄文 RL横 ナ デ
にぶい赤褐
にぶい赤褐

砂 A

117 12号住居 埋土 中 突鉢 底部片 無文 ナ デ
月褐

砂 A 底面に網代痕

128 盈 13号住居 里土 中 朱鉢 Ⅲ 2 日縁部片
隆帯、沈線
刺突

ナ デ
褐

褐

責

責

明

明 秒 A
/卜 国に辰 4ヒ物。 12

号住居埋 土中位土

129 密 13号住居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 2 日縁部片
刻み、隆行、
沈線

RLR横 ナ デ
明赤褐
にぶい責褐

砂 A

13号住居 埋上下位 案鉢 Ⅲ 3 □縁部月 縄文、沈線 LR横 磨 消 ミガキ 黒褐
黒褐

砂 石 A 外面に災化物

13号住居 埋設土器 深鉢 胴下～ 縄 文 RL横 磨消 胴下 :ケ ズリ
i完責
黄褐

砂 雲 A

74 14号住居 埋土上位 深鉢 Ш 3 口～胴下
刺突、縄文、
沈線

しR斜 磨消
口 ～ 胴 上 :

ナデ
暗褐
赤掲

砂 石 C
18号住居埋土中位
土器 と接合

14号住居 埋 土 中位 深 鉢 Ⅲ2、 3 I同 下 縄 文、沈線 LR構 磨 消 胴 F:ナ デ
にぶい責褐
橙

砂 C
11号住居埋上下位
土器と接合
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出上位置 出土層位 器種 分 類
存

位
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部

クト 面

内  面
調
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色
色

面
面

外
内 男台  J二 備 考

文 様 組  文 手 法

14号住居 炉 A内 深 鉢 Ⅲ 2、  3 口～底 縄文、沈線 RL横 磨 消 底 :ナ デ
橙
にぶい褐

砂 C

14号住居 埋土中位 深鉢 底部片 紀 文 RL斜 底 :ナ デ
にぶい 黄橙

黒褐
砂 石 A 氏面に木葉痕

14号住居 床面上 深 鉢 Ⅲ 6
口～胴下
1/2

縄 文 RL斜、縮
日 ～ 胴 :ナ にぶい赤褐

にぶい褐
砂 雲

黎 14号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 6
口～胴下
1/3

縄 文 LR縦
日 :ナ デ

胴 :ケ ズリー
ナデ

褐
暗赤褐

砂 A

14号住 Fa■ 埋土 中位 深 鉢 Ⅲ 6
口～胴上
1/2

縄 文 RL横 胴 :ケ ズ リ
ーナデ

にぶい褐
にぶい赤掲

砂 A

14号住居 哩土上位 鉢 Ⅲ 6
口 ～ 底
2/3

縄 文 RL横 日～胴
iナ デ

掲
黄掲

白 雲 A 外面日、内面底に
おこげ

14号住居 埋土中位 鉢 Ⅲ 5
国～胴上
1/2

把 手、隆帯 、

縄文 、沈線
LR斜 磨消 口 :ミ ガキ 黒褐

黒褐
自 石 A

14号 住居 哩土 中位 壷 ? Ⅲ 3
口～胴上
2/3

縄文、沈線 LR帝正 磨 消

一

↓ ナ
胴
リ

｝
ズ

ロ
ケ

ギ

明赤褐
暗赤掲

砂 C
17号住居埋上中止
器 と接合

143 14号 住居 埋土上位 鉢 Ⅲ 3 月同3/4
突起、隆帯、
縄文、沈線

RL横 磨 消 胴 :ナ デ
橙
にぶい責栓

白 石 唇埋土上位土器 と

14号住居 唾土上位 深鉢 Ⅲ 3 国縁部片 健文、沈線 LR縦 磨消 ミガキ
にぶい赤掲
黒褐

砂 B 内外面に炭化物

145 14号 住居 壁土上位 深 鉢 Ⅲ 3 口縁部片 縄文 、沈線 LR維 磨 消 ミガキ 褐
黒掲

砂 C

146 14号 住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 3 口縁部片 縄文、沈線 RL縦 謄ヤ百 ナ デ
褐

褐 砂 タト面に炭化物

14号住居 FA内 十霊 Ⅲ 3 「H縁部片 健文、ナデ しR縦 磨消 ナ デ
明赤褐
にぶい黄褐

砂 A

148 14号 住居 埋土 中 一豆 Ⅲ 3
回～胴上
1/4

把手、隆帯、
縄文、沈線

しR絲推 磨 消 口 ;ミ ガキ
褐

褐

里
一里
一

砂 A クト面に朱

75 14号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ2、 3 胴部片 縄文、沈線 RL帝推 ナ デ
橙
にぶい黄橙

砂 雲

150 14号住居 里土上位 深鉢 Ⅲ 3 月同き卜片 縄文、沈線 RL縦 磨消 ミガキ
にぶい黄橙
黒褐

砂 C 外面に炭化物

14号 住居 rF A内 深 鉢 Ⅱ2、  3 月同吉【ナヤ 縄文 、沈線 RL縦 磨 消 ナ デ
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 B 内面にタール状¢

付着物

75 14号住居 理土上位 深鉢 Ⅲ2、  3 胴1/4 縄文、沈線 RL粁だ 磨消 ミガキ 褐
黒褐

砂 芸 C 内外面に炭化物

14号住居 埋上下位 深鉢 Ⅲ2、 3 打同者[サキ 紀文、沈線 LR縦 磨消 ナ デ
場
嘗褐

砂 婁 B

154 76 と4号住居 理土上位 一笠 顕部片 刺 突 ミガキ 赤褐
にぶい赤褐

砂 A

76 14号住居 埋土中位 チュア 底部のみ 沈線 底 :ナ デ
褐
褐

里
¨
里
¨

砂 A

156 14号住居 埋上上位 深鉢 Il1 6 口縁部片 沖電文 LR縦 ナ デ
にぶい掲
褐

砂 雲 B

157 76 14号住居 炉A内 深 鉢 Ⅲ 6 口縁部片 糸監文 LR横 ナ デ
にぶい黄掲
褐

砂 A

158 76 14号住居 埋t上位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 隆帯、縄文 LR横 ミガキ 掲
褐
赤

赤
明 砂 A

159 14号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 6 口1/4 縄 文 LR横 ナ デ
褐

褐

赤
明

明 砂 A

160 76 14号住居 埋 t上位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄文 LR横 ナテ
明赤褐
橙

砂 雲 A

76 14号 住届 埋上下位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄文 LR横 にぶい黄掲
明赤褐

砂 A

162 14号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 6 回1/4 隆帯、縄文 RL横 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい褐

砂 B
18号住居埋土中位
土器 と接合

174 15号住居 埋 土中位 深 鉢 Ⅱ 3
口～胴下
1/2

縄文、沈線 RLR斜 磨 消
口～胴下 :ケ

ズリ→ナデ
にぶい橙
暗褐

砂  石 C
16号住居埋土上位
と接合

と75 15号住居 埋土上位 深鉢 Ⅱ 6
口～胴上
1/4

縄文 LR横 ナ デ
にぶい褐
にぶい栓

砂 A 外面に炭化物

176 15号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 3 口縁部片
隆帝、縄文、
沈線

LR横 ナ デ
にぶ い責橙
にぶい責橙

砂 石 A

177 16号住居 埋土下位 深 鉢 皿 3 口～胴上 縄文、沈線 RL縦 暦 消
日 ～ 胴 「
ナデ

暗褐
橙

砂 A
32号土坑埋土中位
土器 と接合

16号住居 埋上下位 深鉢 Ⅲ 2
日～胴下
1/4

隆帯、刺突、
縄文、沈線

とR縦 磨消
下刊

着
ロ

ミ
明黄褐
にぶ い責

砂 C 外面に炭化物

観察表
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存

位

残

部

面

内 面
外面色調
内面色調

】台  士| 尭成 備 考
文 様 紀  文 手 法

16号tF居 末面 [ 鉢 Ⅲ 2
日～底
4/5

隆帯、組え、
沈線

LR縦 暦 消
田～ll上 ;ケ

ズリーナデ
構
にぶい黄橙

砂 A
甲
土

弾
］

孵

号

ヽ
位

諺
位

下

16号住脳 埋上下位 一車 Il1 3 縄 文、沈線 RL横 磨消 ナ デ
にぶい橙

橙
砂 石 A

77 16号 住F 埋土下位 深鉢 底部片 無 文 底 :朱 浅黄橙
淡黄

白 石 B
外内向に朱。18号

住居埋土中位土器

77 16号住居 埋 土中位 深 鉢
日～lⅢ 上
1/2

紀文、沈線 LR償 磨消
口～ 4「l上
ナデ

にぶい赤褐
赤褐

砂  白 C
12号 住居埋土上位
上器接合

77 16号住居 床面 _ヒ 深鉢 皿 3 『
1～ 胴下

1/4
縄文、沈線 LR斜 磨 消

い

リ

脚

↓

一　
ア^

国
ナ

ユ

にぶい赤褐
暗掲

砂 A 外面 に炭化物

77 16号住居 児 上下 lll 鉢 Ⅲ 3
によ～底
1/4

把手、性帯、
縄文、沈線

LR納 口 ～ 底 :

ガキ
淡黄
にぶい贅橙

白 C 内面胴下におこ↓

185 16号 住居 II■ 土中 深 鉢 Ⅲ 3 底部のみ 犯手、純文 LR'憤 FLT消 底 〔ナデ
にぶい黄
黒褐

砂 C
18号 住居の埋上下

位上器接合

186 t6号 住居 床而■
台 ll

鉢

日～広
2/3

隆帯、純文、
沈線

LR縦 rlF消 ナ デ
浅責
にぶい黄極

砂 石 C 内面におこげ

16号 住唇 床雨_し 深 鉢 Ⅲ 4
日～丹ΠL
1/5

縄文、沈線 RLR横 磨 消 ナ デ
にぶい褐
明赤褐

砂 A

16号住居 床とイ上 深 鉢
口～胴下
1/5

縄文、沈線 LR縦 磨消
日～胴

~F:ナ

デ
にぶい黄橙
橙

砂 石 A

16号 住居 埋土上位 深鉢 肛2、  3 】同卜1/2 縄文、沈線 RLR横 磨 消 ナ デ
にぶい掲
橙

砂  白 A

16;住 居 埋土下位 深 鉢
r～胴 下
1/3

糸も文
RLR斜 、
横

口～月H:ナデ
にぶい赤 t.FJ

にぶい橙
砂 雲 A

16号 住居 埋上 中位 深 鉢
口～底
4/5

4ζ文 RL縦、斜
日～底 :ケ ズ
1,

褐

褐 白  雲 A

192 16号住居 床面 [ 深鉢
LI～ ]同 _上

1/2
縄 文 LR横 日 ～ 胴 :ケ

ズリ→ナデ
槍
R旨掲

秒 A

193 16号住居 床口i上 深 鉢 ll1 6
．
２

口

ν 縄 文 R L llt
[十 ～胴上 :ケ

ズリ→ナデ
褐
黒褐

|ヨ B

16号住)き 埋上 下位 深鉢 「
1～ 胴下

1/2
電文 しR布譜

口～ l「EIケ
ズリーナデ

褐
赤褐

砂  雲 A
18号 住居の埋土猾
位上器接合

16号住居 床面直上 深鉢 Ⅱ 2、  3 底部のみ 電文 L RIH 底 :ケ ズリ
IE

暗掲
砂  長 C

16号住層 埋土下位 チュア 略先形 無 文
栓
にぶい黄橙

砂 雲 C

16弓 住屠 ,■ 土中位 深鉢 皿 2
|」 ～胴」

=
1/4

盗帯、刺突、
健文、沈線

しR縦 磨消 ナ デ
にぶい責 tgj

暗掲
砂  雲 C 外面に炭化物

16号 住居 埋土下位 深鉢 日縁部片 健文、 1先線 RLR弁 ! 磨消 ミガキ
褐

褐 砂 B 外面に炭化物

16号 住居 埋 土 ヒ位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁部片 ℃常、純文 LRオ黄 ガキ
灰褐
褐

砂 雲 A

16号 住居 埋 土 に位 深鉢 Ⅲ 4 口縁部片 健文、沈線 しR縦 充填 ミガキ
にぶい責褐
にぶい責褐

砂  雲 A

79 16号 住居 埋北上位 深鉢 口縁部片 縄文、沈線 RL枝 磨消 ナ デ
明責褐
にぶい黄 lBj

砂  雲 A 内面に炭化物

202 79 16号 住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ 3 口縁部片 縄文、沈線 RLR梗 膳 消 ナ デ
にぶい橙
栓

砂 装 C 外面に炭化物

79 16号住居 埋 土中位 朱鉢 Ⅲ 2 口縁部片
隆村 、縄 文、

沈線
LR縦 磨消 ミガキ 灰褐

褐
砂  雲 A 外面に炭イと物

204 16号住居 埋上千位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄 文 しR横 ナ デ
灰黄褐
にぶい黄 lgJ

砂  雲 A 外面に炭化物

16号住居 埋 土 上位 案鉢 皿 6
口～胴■
1/5

縄 文 LR横 ミガキ
橙

橙 砂 雲 C 外面におこげ

16号住居 埋 上下位 朱然 Ⅲ2、 3 胴部1/3 縄文、沈線 RL横 磨消 ミガキ
にぶい褐
褐

砂 C 外面に炭化物

16号 1と居 埋Ji上位 深鉢 Ⅲ 5 縄文、沈線 しR縦 磨 消 ミガキ にぶい黄橙
黒掲

砂 B 208と 同一

16号住居 埋 土中 深 鉢 Ⅲ 5 1同部片 縄文、沈線 LR縦 磨 消 ミガキ
にぶい費積
黒褐

砂 B 207と 同一

16号 f■ 居 床面直上 深 鉢 皿2、 3 Illキ焉)キ 縄 え、沈線 R Lj横 磨消 ナ デ
褐

掲 砂 要 B 外面に炭化物

16号住居 l■ とと下位 深鉢 Ⅱ2、  3 丹Fl者 [舛 縄文、沈線 ιR縦 暦 消 ナ デ
黒掲
灰責掲

砂 石 A

16号住 rth 里上 下位 チュア
底部のみ 縄 文 L RII 底 :ナ デ

にぶい責栓
にぶい黄褐

砂 A
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存
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一団

内  面
外面色訓
内面色調

月台 _1: 発成 仙  考
文  様 糸亀 文 手 法

16号 住居 里土中位 チュア 底部片 縄文 、ナデ LR縦 rFI消 氏 :ナ デ
貸橙
にぶい黄掲

砂 A

80 17号 住居 床面 上 1朱鉢 Ⅲ 4 胴上 ～底 縦文 、沈線 Rし 斜 磨消 悧上 :ナ デ
褐
H音褐

砂 A

80 17号住職 埋上中位 深鉢 Ⅳ l 】同きる片 縄文 、沈線 RL斜 ナ デ
黒tJJ

灰黄掲 砂 雲 A 勺面に炭化物

222 80 17号住居 里土 中 深鉢 皿2、  3 llll部 片 刺突、沈線 ナ デ
黄掲色
褐

砂 A

80 17号 住居 埋 上上位 深 鉢 ll1 2、  3 胴部片 縄文、沈線 L縦 磨 消 同 :ミ ガキ
掲

掲
黒

明 雲 石 C

17号住居 里土 _し位 深鉢 皿 6 口縁部片 li文 RL横 」～胴 :ナ デ
にぶい黄栓
にぶい黄褐

砂  雲 A

227 80 18号 住居 床猾土坑 内 深 鉢 Ⅲ 3 略完形 縄 え、沈線 LRキ従 磨 消 ケズリ→ナデ にぶい赤褐
明赤掲

砂 A タト面に炭化物

80 18号 住居 l「 内 深 鉢 Ⅲ 3
口～胴 千
1/4

紀 支、沈線 RL縦 磨 消
EI:ケ ズリ
→ナデ

橙

橙 砂 C

80 18号 住居 毘土下位 深鉢 皿 3
日 ～ 底
2/3 組文、沈線 LR縦 磨 消 ナ デ

明賞褐
黒掲

砂 雲 C

80 18号 住居 埋上 中位 鉢 Ⅱ 3
口～月Π下
1/3

縄文、沈線 RLR横 口～胴 :ナ デ
桂
栓

黄
黄

い

い

ぶ

ぶ 砂 A

を8号住居 埋上中位 深 鉢 Ⅲ 3
日～胴 下
2/3

縄文、沈線 RLR帝彪
日 ～ 胴 上
十デ

lgj

黒褐
砂 雲 C 内面 国にお こげ

18号住居 埋土中位 深鉢 皿 2、  3 胴～底
2/3

紀文、沈線 LR帝彪 磨消
底 :ケ ズ リ
ーナデ

褐
明赤IPJ

砂 A

233 18号 住届 埋土下位 深 鉢 Ⅲ 2、 3 胴下～底
1/3

純文 、沈線 LR縦 磨消
胴 F～ 底 :

ナデ

掲

褐 砂 A

234 18号 住居 埋土下位 深 鉢 ll1 2、 3 灰訂リヤ 縄文、沈線 しRI責 ltT消
底 :ケ ズ リ
→ナデ

橙
にぶい黄橙

砂 石 C

235 18号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ2、 3 底部片 健文、沈線 LR縦 磨消 底 :ナ デ
橙
にぶい黄褐

砂 石 A

236 18号住届 爪下 ■:坑内 深 鉢 Ⅲ 3
日～底
1/3

縄 文、沈線 LR縦 磨消
口

底
ナデ
ケズリ

褐
にぶい黄褐

砂 A

237 18号住居 哩 こ中位 深 鉢 日～底 縄 文 RL納 ロー月H十
ナデ

にぶい賞褐
掲

秒 A

238 18号住居 埋土中位 深鉢
胴 下～底
1/2

縄 文 LR縦 胴下 :ナ デ
にぶい黄掲
明赤褐

砂  雲 C

239 18号住居 埋 土 中 深 鉢 Ⅲ 6 胴下～底 縫 文 RL憤 胴下 :ナデ
にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 白 A

18号 住居 埋土 卜位 深鉢 Ⅲ 3
日～打同
1/5

縄 文、沈線 L R III 磨消 ミガキ にぶい黄褐
暗褐

砂 A

18号住居 床面上 鉢 Ⅲ 3 口縁部片 縄文、沈線 RLヽモ 蓉消 ナ デ
赤褐
にぶい赤褐

白  石 A 内面に炭化物

242 18弓 住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 3
口～胴
1/3

縄文、沈線 RL縦 き1肖 ナ デ
にぶい貰褐
にぶ い黄褐

砂 C 外面に炭化物

18号住職 埋土上位 深鉢 Ⅲ 3
日～胴上
1/4

隆帝、紀文、
ナデ

LR縦 磨消 ミガキ 浅黄袴
にぶい責橙

砂 石 B

18号住居 埋上下位 鉢 Ⅲ 3 日縁部片
把 手、縄 文 、

沈線
RL純 磨消 ミガキ にぶい☆掲

黒褐
自 B 内面 にお こげ

245 18号住居 埋 上 中位 深鉢 皿 3
口～胴上
1/4

刺突、縄文、
沈線

RLR横 磨消 ナ デ
明

褐 砂 雲 B

18号住居 既土上位 深 鉢 Ⅲ 2、 3 同部片 紀文、沈線 RL縦 磨 消 ナ デ
にぶい黄掲
橙

秒 A

18号住号 埋土上位 深鉢 Ⅲ2、  3 月者Б
'キ

紀文、沈線 RLR維 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
灰黄褐

砂 石 勺面 にお こげ

18号住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ2、 3 同部片 縄文 、沈線 RL縦 磨消 ナ デ
にぶ い褐
にぶい橙

砂 雲 C
'1面

に炭化物

18号住居 埋土中位 深 鉢 Ⅲ2、  3 阿部片 配文、沈線 RLR横 磨 消 旧 :ナ デ
にぶい黄褐
にぶい責掲

砂 A

250 18号住居 埋土中位 鉢 Ⅱ 2 同部片 径帯 ミガキ
褐

褐

黄

黄
灰

灰 砂 石 A 外面 に朱

18号住居 埋土上位 鉢 Ⅱ 2 ,同言Б片 笙帯 ミガキ
褐
褐

貫
黄

灰

灰 砂 雲 外面に朱

252 18号 住居 埋土 中位 深 鉢 Ⅲ 5
口～llll下

1/4
電文、沈線 RL粧 磨イi

口 ～ 胴 上 :

ナデ
にぶい褐
明赤褐

砂 A

18号 住居 埋土中位 深鉢 胴1/3 健文、沈線 RL横 充ザ! 胴 :ナデ
淡黄
明黄褐

砂 石 C

観察表
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訓

色

色

面

面

外

内 胎  土 売け 備  考

文  様 孝甦 文 手  法

254 18号住居 里土 中位 深鉢
日～胴上
2/3

電文 LR縦 口 ～ 月同上 :

ナデ
にぶい褐
橙

砂 C

18号住居 埋上下位 深 鉢
日～胴下
2/3

電文 RL斜 、縦 国 :ナ デ
にぶい黄掲
にぶい赤掲

砂 白 A ネ点‖歩子しどうり

256 18号住居 埋土上位 深鉢
口～底
2/3

電文 しR横 ユ
・ナ

胴
リ

一
ズ

ロ
ケ

デ

明黄褐
黄褐

砂 C

18号住居 埋土上位 深鉢 ll1 6 口縁部片 ,J突、縄文 RLR櫨 ミガキ
橙

褐 砂 雲 A 外面に炭化物

18号住居 埋土 中位 1朱鉢 丹側言Бナキ 刺 突 ナ デ
灰黄褐
にぶい黄橙

砂 石 C

83 18号住居 床面上 深鉢 15 胴部片 沈線 ナ デ
にぶい黄褐
明黄掲

砂 雲 A 外面に炭化物

18号住居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 6 同郡片 電文 LR帝て ナ デ
掲赤

褐

明

明 砂 A

18号住居 埋 土 ヒ位
チュア

ミ部片 縄文 RL坊ドキ ナ デ
にぶい橙
にぶい橙

白 A

270 19号 住居 炉直上 深鉢 Ⅲ 6
口～胴下
1/2

縄文 RL横 回 iナ デ
褐赤い

褐
ぶ
赤

に
明 砂 雲 C

19号住居 埋 土 中 深 鉢 Ⅲ 3 日縁部片 健文、沈線 RLR構 磨 消 ナ デ
褐

褐

里
一里
一

白 C 内面にお こげ

と9号住居 埋 土中 深 鉢 Ⅲ 2、 3 同部片 健文、沈線 LR縦 磨消 ミガキ
にぶい責橙
明責褐

砂 石 B 外面に炭化物

19号 住居 埋 土 中 深鉢 Ⅲ2、  3 阿言卜)キ 健文、沈線 LR横 磨消 ナ デ
にぶい赤 ttJ

明赤褐
砂  雲 A

19号 住居 埋 上 中 深 鉢 Ⅱ 6 胴下～底
1/5

撚 糸 RL積 同下 :

明褐
明赤褐

砂 雲 A

19号 住居 埋 上上位 深 鉢 Ⅲ 6 婦部片
沈 線 (半 鶉
竹管状工具 )

ナ デ
にぶい黄褐

黒褐
白 C

277 20号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 5
日～胴 上
1/3

肥文 、沈線 LR横、斜 充 填
日 ～ 胴 上
ナデ

日旨褐
明赤褐

砂 宴 A

278 20号住居 2層 深 欲 Ⅲ 6
田～底
2/3

縄文 RL横、斜
口 ～ 胴 上 :

ナデ
にぶい掲
にぶい責掲

砂 C

279 20号 住居 埋上 中位 深鉢 Ⅲ 6 胴下欠+ 隆帯、縄文
信 節 LR
従

口 ～ 胴 上
ナデ

橙
にぶい黄栓

砂 C 外面胴 にお こげ

280 20号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 5 ‖同1/2 偲文、沈線 LR縦 香消 同 :ナ デ
にぶい赤褐
黒褐

白 A
281と 同 一。 外 こ
に炭化物

20号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 5 縄文、沈線 LR縦 磨 消 同 :ナ デ
にぶい赤褐
黒褐

白 A
280と 同一。 タトll

に炭化物

20号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 lF部片
隆帝、縄文、

沈線
RLR横 磨消 チ デ

褐
褐

里
一
里
一

砂 A 内面 にお こげ

20号 住居 里土 中 深鉢 Ⅲ 2 胴部片 隆帯 、縄 文 RL斜 ミガキ にぶい黄褐
橙

砂 C

必0号住居 埋上下位 深 鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄 文 RL縦 ナ デ
褐

褐 白 雲 A 外面に炭化物

84 30号住居 埋上下位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄文 RL横 ミガキ 据赤褐
据赤褐

砂 A

20号住居 埋土 ヒ位 深鉢 皿 2、 3 丹ΠttIサ キ 4亀文、沈繰 LR縦 審ヤ肖 ミガキ にぶい褐
黒掲

砂 察 C 勺面に炭化物

31号住居 埋設上器 深 鉢 Ⅲ 5
回～底
2/3

刺突、縄文、

沈線
RL横 磨 消 J～胴 :ナ デ

にぶい黄褐
褐

砂 C 外面口～胴おこげ

289 21号住居 埋土 と位 深鉢 Ⅲ 6
日～胴上
1/4

縄文 RL横 ナ デ
にぶい費橙
にぶい栓

砂 C

21号住居 埋土上位 深鉢 Ⅳ 3 日縁部片
押圧縄文、
縄文

RL横 ナ デ
黄褐
にぶい赤掲

砂 C

21号 住居 埋土 中位 浜 鉢 El l 胴言Б片
隆帯、紀文、
沈線

R?斜 暦 消 ミガキ にぶい黄橙
黒褐

砂 雲

292 21号住居 埋上下位 深 鉢 Ⅲ2、  3 月Π剖∫片 縄文、沈線 RL横 磨消 ミガキ
にぶい橙
にぶい橙

砂 A

293 21号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 2、  3 胴部片 紀文、沈線 RL縦 審消 ミガキ にぶい橙
にぶい黄褐

白  雲 A

294 84 21号住居 埋土上位 深 鉢 B12、 3 胴吉Б片
刺突、縄文、
沈線

RL横 暦 消 ナ デ
月赤褐

砂 C

295 84 21号住居 埋土中位 深 鉢 回縁部片 縄文 RL横 ナ デ
にぶい責橙
にぶい褐

砂 A

296 21号住居 埋土上位 深鉢 日縁部片 縄 文 RL横 ナ デ
にぶい黄掲
にぶい赤褐

砂
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胎  土 先成 備 考
文 様 縄  文 手  法

297 21号住居 埋上中位 深鉢 Ⅲ 6 口縁 部片 杵電文 RL横 ナ デ
明赤掲
灰褐

砂 C

298 ど1号 住居 埋土下位 チュア
口 ～ 胴

1/3 撚 糸 L縦 ナ デ
にぶい黄褐
灰黄褐

砂 雲 A

299 21号 住居 埋上 と位 深 鉢 Ⅳ 3 胴部片
押圧綻文、
縄文

RL横 チ デ
橙

橙 砂 C

300 31号住居 埋土中位 深 鉢 皿 6 日縁部片 沈線 ナ デ
浅黄
にぶい黄橙

砂 A

31号住居 埋上上位 深 鉢 Ⅲ 6 11縁部片 隆帯 ナ デ
灰黄掲
黒43

砂  石 C

302 21号 住居 埋土_L位 深 鉢 底部片 無 文 底 :ナ デ
暗灰黄
にぶい責褐

砂 石 A 底面網代痕

303 31号住居 理土中位 チ ュア

口～底
1/4

無文 ケスリ 尺黄褐
こぶい黄褐

白 A

32号住居 哩土 中位 深 鉢 口縁 部片 健文 、沈線 RLR斜 嚇消 ナ デ
1支 黄
にぶい責橙

砂 A 内面に炭化物

32号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 2、  3 月同吉Б片 縄 文、沈線 RLR絲 茫 磨 消 ナ デ
掲

黄

黒

淡 砂 石 C

22号 住居 埋 土 中位 深鉢 H12、  3 打同青[岩
刺突、縄 文 、

沈線
RL縦 磨消 ナ デ

にぶい責橙
にぶい黄tgJ

砂 C

22号住居 埋 上 中位 深 鉢 Ⅲ2、  3 胴
=h片

綻文 、沈線 RLR牟キ 磨消 ナ デ
明責褐
にぶい責橙

砂 雲 A

22号住居 埋土中位 深鉢 皿2、  3 llll部 片 縄 文、沈線 RL縦 磨 消 ナ デ
にぶい責
イ莞黄

砂 雲 C 外面に炭化物

22号住居 埋 土 中位 深鉢 皿 2 胴部片
隆行 、縄 文 、

沈線
LR縦 充填 ナ デ

にぶい黄橙
にぶい責掲

砂

22号住居 埋 土 中位 深 鉢 皿 6 胴吾h片 縄 文 RLR宗キ ナ デ
にぶい黄褐
にぶい褐

砂 石 C

23号住居 埋 土上位 深鉢 Ⅲ2、 3 丹lal1/3 率魅文、沈線 RL縦 碁消 胴 :ナ デ
にぶい黄橙
暗褐

砂 石 B 内面月同上に猜こげ

23号住居 埋 土上位 深鉢 Ⅲ 6 胴下～底
1/3

縄 文 RL縦 胴上 :ナ デ
にぶ赤褐色
にぶい黄橙

砂 A

23号住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ2、 3 I同 音b)キ 縄文 、沈線 LR縦 磨消 胴 :ナデ
にぶ赤掲色
にぶい黄橙

砂 A

23号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 3 口縁都片 縄文、沈線 しR縦 磨消 ナ デ
褐
掲

赤
赤 白 C

23号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ2、 3 llal言トナキ 健文、沈線 LR横 磨消 ナ デ
にぶい赤 tB」

暗褐
砂 A 内面に炭化物

23号住居 埋土上位 深 鉢 貞面片 不 明 ナ デ
にぶい褐
明赤褐

砂 広面 に網代痕

別 25号住尼 床面上 深鉢 Ⅲ 5 ヨ～胴下 電文、沈線 LR斜、縦 充 壊 日 :ナ デ
橙

褐 砂 雲 C 大木10式

323 24 25号 住居 埋土下位 一笠 Ⅲ 3
日～底
2/3

把手、隆帯、
電文、沈線

LR斜 磨消 「
H～ 胴 :ナ デ

栓

橙 砂 A

324 24 25号 住居 埋上 下位 深 鉢 皿 6
口～胴下
1/2

電文 LR斜 口 ～ 胴 上 :

十 デ

橙
橙 砂 A

を4 25号住居 里土上位 鉢
日～胴上
1/5

縄文、沈線 RLR横 磨 消
[]～胴上 :

ナデ
淡貢
にぶい黄橙

砂

326 ど4 25号住居 埋土 中 鉢
口 ～ 底
1/4

縄文、沈線 Iフ R縦 磨消
口 :ケ ズリ
ーナデ

にぶい黄橙
橙

砂 石 A

327 4 25号 住居 禾面上 深 鉢 Ⅱ 3
口 ～ 底
2/3 糸電文、沈線 LR維 磨消

口～胴上 :ナ

デ→ ミガキ
橙
にぶい責褐

砂 A

328 4 25号 住居 里土 中 深鉢 Ⅲ 3
口～胴下
1/4

紀 文、沈線 RL縦 磨 消
口～胴上
ナデ

にぶい貰橙
暗掲

砂  石 A 内面に炭化物

4 25号 住居 哩土上位 深鉢 m2、 3 胴部片 縄文、沈線 RL縦 磨消 胴 :ナデ
にぶい褐
にぶい黄橙

砂 石 C 外面 に炭化物

87 4 25号 住居 IF土 中 深 鉢 Ⅲ 3
口～胴上
1/4

刺突、隆|ド、
沈線

にぶい責橙
暗掲

砂 石 A

4 25号 住居 l「 上下位 朱鉢 Ⅲ2、  3 胴猾～底 健え、沈線 RL綸 磨 消 ナ デ
にぶい黄橙
浅黄

砂 石 C 外面に炭化物

4 25号 住居 埋 土 下位 宋鉢 Ⅲ2、 3
胴下～底
1/2

電文、 |を線 LR縦 磨消 ナ デ
浅黄橙
にぶい黄橙

砂 A

333 И 25号住居 埋土 中 深鉢 Ⅲ 2 日縁部片
隆帯、縄文、
沈線

RL縦 春消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい褐

抄 雲 A タト面に炭化物

334 24 25号 住居 埋土下位 深鉢 Ⅲ 3 口縁部片 縄文、沈線 LR縦 吾1肖 ナ テ
明黄褐
明黄掲

砂 A

観察表
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版
号

図
呑

真
版

写
図

出上位置 出土チむ位 器種 分類
存
位

残
部

面

内 両
洲

調

色

色
画

面

外

内 胎  土 暁成 備  考

文 様 縄  文 手 法

335 24 25号 住居 埋 土 中 深鉢 日縁部片 に文、沈線 LRlt 磨消 ナ デ
にぶい橙
にぶい責褐

砂  雲 C

87 B4 25号住活 埋 上中 深 鉢 Ⅱ 6 「ヨ緑割∫片 縄 文 LR横 ナデ
tK☆橙
栓

砂 石 B

337 24 25号住居 埋 :上中 深 鉢 16 日縁部片 縄文 L R ltu
明貨褐
明貰褐

砂 、石、雲 A

別 25号住居 埋土 中 1来鉢 Ⅲ 2 B同 都片
隆帯、縄文、
沈線

LR縦 磨 消 ミガキ 橙
黒褐

砂 雲 C

24 25号 住居 埋土 上位 深鉢 l13 日縁部片
突
線

刺
沈

縄文、RL斜 磨 消 ナ デ
褐

褐

責
哲
＾

い

い

ぶ

ぶ 砂 C

24 25号 住居 埋上上位 朱然 Ⅲ2、  3 縄文、沈線 LR縦 磨1肖 ミガキ
褐

褐

暗

黒 砂 A

87 24 25号 住居 里土 III 深鉢 Ⅲ 2、  3 紀 文、沈線 LR縦 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
褐

砂 雲 A

87 24 25号 住居 埋 上
「
1■ 沐 胴部片 把 手、無文 ナ デ

橙
橙 砂 B

87 26号住居 lRl土上位 深鉢 Ⅲ 3 日縁部片 継文、注線 LRヽ茫 警消 ナ テ
橙

橙 砂 C

〕6号住居 埋 :と上位 深鉢 Ⅲ2、  3 悧部片 縄文、沈線 LR横 ナ デ
にぶい黄褐
橙

砂 C

B6号住括 埋土上位 深 鉢 Ⅲ2、 3 1同 部片 縄文、沈線 RL横 春消
橙

橙 砂 雲 A

349 37号住居 埋土 中 深鉢 ll1 3
日～‖こ
1/3

純文、沈線 RLR横 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 C ント面に炭化物

89

'7;住
居 埋上 中 1朱鉢 皿 6 日縁部片 杵電文 し横 ナ デ

にぶい橙
橙

砂 A 補却ケ子しあ り

37号 住居 jll土 中 深 鉢 ナ氏言
`1/5

無 文 底 :ナ デ
橙
橙 砂  石 C 底面 に網代狼

89 28号住居 埋 と中位 深鉢 皿 1
回～‖同下
1/2

隆帝、縄文、
沈線

RLR横 吾消 口 !ナ デ
浅黄橙
明褐

砂 C

28号 住居 埋上 中位 深 鉢
口～ llTIl

1/2
隆帯、縄文、
沈線

RLR横 野消 口 :ナ デ
にぶい掲
褐

砂 雲 C 内而回縁におこげ

28考住居 埋上 上位 深 鉢
口～底
1/3

隆帯、紀文、
沈線

RLR斜 答消
口 :ミ ガキ
胴 :ナ デ

橙
Rき褐

砂 内面胴 部 にお こげ

28号 住職 埋土中位 深 鉢 Ⅲ 2
口～底
1/2

隆帯、縄文、
沈線

RLR横 斉消 口～胴 :ナ デ
掲黄

褐
灰

黒 白 石 C

28号住居 既 土中位 1突鉢
口 ～ l・

1/3
隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨消 口～胴 :ナ デ
明黄掲
暗褐

砂 A

28号住居 埋上下位 深 鉢 略完形
降帯、縄 え、

沈線
RIフ R斜 磨消

口～胴上
ミガキ

にぶい黄褐
暗褐

砂 石 C

28号住居 l■ ttt中 位 深鉢 皿 l
日～BFl下

1/5
把手、隆帯、
縄文、沈線

R L llI 警1肖 口 :ナ デ
i完黄橙
暗掲

砂 A 外面 に朱

359 28号 住幡 埋土 中位 深 鉢 丹同1/4
螢帯、み電文、
先線

しR縦 磨消 胴 :ナ デ
淡黄
にぶい責褐

砂 A 外面に朱

28号 住居 埋上上位 鉢 皿 2
El～ 胴
1/3

堡帯、ナデ 日～胴 :ナ デ
浅黄植
栓

砂 C 対面胴 部 にお こげ

28号住居 埋七 上位 深鉢 Ⅱ 2
口～1同部

片

ド1突、隆帝、
電文、沈線

RLR横 吾消
唇:ミ ガキ
日ヽ胴:ミ ガキ

黒掲
i完黄橙

砂 白 C

28号 住居 埋土中位 深 鉢 Ⅲ l 胴部片
そ帯、ホ電文、
尤線

Rと 横 磨 1肖 胴 :ナ デ
橙

橙 砂 A 外面胴におこげ

28号 住居 埋土上位 深 鉢 胴下 1/3
径1,、 縄文、
先線

RLR牟十 磨消
胴 下 :ケ ス

リー ミガキ
にぶい黄椅
にぶい橙

砂 B

28号 住居 埋可t上 位 深鉢 皿 2 底部片
隆帯、縄 文、
沈線

LR縦 警消
胴 下
底 :

:ナ デ
ケズリ

淡黄
にぶい黄橙

砂 白 C

28号 住居 埋土 中 li 深 鉢 12 胴部片
把手、隆常、
俺文

RL縦 膳1肖 胴 :ナ デ
暗褐
掲

砂 A 外内面に朱

28号 住届 理
=「

ヒ位 深 鉢
口～胴部
片

電文、沈線 RL縦 磨 /il 口～胴 :ナ デ
浅黄橙
にぶい責橙

砂 C

〕8号 住岳 埋上上位 深鉢 Ⅲ2、  3 底部片 電文、と線 RLR横 磨消
底 :ケ ズリ
ナデ

橙
明黄褐

砂 C

38号 住 F● 埋上上位 深 鉢 Ⅲ 6
日～1同

1/2
径帯 、縄文 RL横 、斜 口 :ナ デ

淡黄
浅黄栓

砂 A

38号 住居 埋土中位 深 鉢 DJ 6
日～l阿 部
片

電支 RL横 唇～ロ ナテ
にぶい褐
赤褐

砂 雲 C

28号住冊 埋土中位 深鉢 Ⅲ 6
日～底
1/2

¶文 RLR穣
ズ

デ

ケ

ナ
ロ
胴

にぶい橙
にぶい掲

砂 石 A
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版
号

図
番

其
版

写
図 出上位置 出土層位 器種 分 類

存
位

残
部

面

内 面
調

調

色

色

面

面

外

内 胎  土 暁赦 備  考
文 様 縄  文 手  法

28号住居 埋土 中位 深鉢 Ⅲ 6
口～胴
1/2

絶文 RL横 口～ 1同 :ナ デ
明赤褐
明赤褐

砂  白 A 外 面胴 にお こげ

28号住居 埋 上上位 深 鉢 Ⅲ 2 日縁部片
突起、隆帯、
沈線、縄文

RLR斜 磨 消 ミガキ
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 A

28号住居 埋土中位 深 鉢 Ⅲ 2 回縁部片
隆帯、縄文、
ナデ

LRL斜 磨 消 ナ デ
浅貨
にぶい黄橙

砂 雲 C 内外面に炭化物

374 28号住居 埋 土 中位 深 Ilk Ⅲ 2 日縁部片
隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨消 ミガキ 黒褐
灰黄褐

砂 雲 C

375 28号住居 埋土中位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 部片 把手、沈線 ナデ
にぶい黄橙
にぶい黄掲

砂 B

28号住居 埋土中位 深鉢 12
日～lFrl

1/5
把 手、縄 文 、

沈線
RLR斜 磨消

褐
褐

赤
赤 砂 B 内外面 に炭イと物

28号住居 堤土上位
鉢
(鍔付)

丹司音L1/4
隆帯、突起、
沈線

ミガキ
褐

褐

里
【里
一

砂 A 内外面に朱

378 28号住居 埋土中位 深鉢 日縁部片
帯
線

隆
沈

縄 文 、 RLR斜 磨 消 ミガキ
褐

褐

里
¨
里
ト

砂 雲 A

379 28号住居 埋土 中位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 礎文 RLR横 ミガキ
にぶい黄橙
掲灰

砂 雲 C 外面 に炭化物

380 28号住居 埋上 中位 深 鉢 日縁部片
帯

文
盗
健

刺 突 、

沈線
RLR横 踏 消 ミガキ

橙

橙 砂 石 A

91 28号住居 埋上 中位 鉢 日縁部片 刺突、沈線 ナ デ
にぶい黄橙
明責掲

砂 B 内面 に炭化 物

B8号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ l 1同 部片
隆帯、縄文、
ナデ

RI′ 横 磨 消 ナ デ
灰褐
橙

砂 A 外面 に炭化物

28号住居 埋上上位 深 鉢 回縁部片 縄文、沈線 RLR斜 FLL消 ナ デ
橙
明女褐

h17 A 補修孔あ り

努号住届 埋土上位 深鉢 口縁部片
隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨 消 ミガキ
黒褐
黒掲

砂 雲 C

38号住居 埋土 中位 渋 鉢 Ⅲ 3 口縁部片 縄文、沈線 RLR斜 磨 消 ガ キ
袴
黒掲

砂 雲 C 内面に炭化物

38号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 2 丹FElttБ 片 刺突、隆帯 ナ デ
明赤褐
にぶいtB」

砂 C

を8号住居 埋土上位
チュア

日～底
1/2

指 頭 に よ る

成形痕
回～底 :ケ ズリ

にぶい橙
にぶい黄橙

砂 C

39号住居 埋上下位 深 休 ■ 2 口縁部片
隆帯、縄文、
ナデ

LR斜 磨 1肖 ミガキ 黒褐
灰黄褐

少 B

29号住居 埋上下位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁部片 隆帯、沈線 ナ デ
椅

橙 少 石 B

29号住居 埋上下位 深鉢 Ⅲ l 胴部片
隆常、紀文
沈線

Rし 牟| 磨消 ナ デ
褐
にぶい黄褐

砂 C

403 29号住居 埋上下位 深 鉢 Ⅱ l l同 言[サキ
隆帯、縄文、
沈線

RLR斜 審消 十 デ
黒褐
にぶい黄橙

砂 C 外面に炭化物

404 29号住居 埋土下位 深 鉢 Ⅲ l 胴部片
隆帯、縄文、
沈線

RLR斜 昏ヤ肖 ナ デ
赤褐
橙

砂 雲 C 外面に炭化物

30号住居 床面上 深鉢 Ⅱ 2 略完形
隆行、縄文、
沈線

RLR横 幣消 ヨ～丹同:リー
デ

にぶい黄橙
にぶい橙

砂 C 外面胴 にお こげ

學06 30号住居 床面上 深 鉢 Ⅲ 2 日～胴下
隆帯、縄文、
沈線

RLR斜 磨消
日 ～ 胴 下
ナデ

i甍黄栓
黒 tBJ

白 石 勺タト面におこげ

407 30号住居 埋土 中位 深 鉢 ll1 2
日 ～ 底
1/3

隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨 消 口 :ナデ
橙
赤掲

砂 A
'卜

面
「

|に おこげ

408 30号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 2
口～胴 F
2/3

笙帯、縄文、
先線

RLR横 磨消 ミガキ にぶい黄褐
黒掲

砂 C 外面 に炭化物

30号住居 埋 北上位 深 鉢 Ⅱ 2 四 ～ 那
1/4

隆帯、縄文、
沈線

RL横 磨 消 胴 :ミ ガキ
にぶい黄 ttuJ

にぶい黄褐
砂 A 唇におこげ

30号住居 埋 上 中位 深 鉢 Ⅲ l
日～月同「
1/2

隆帯、縄文、
ナデ

RLR横、
斜 磨 消 ナ デ

橙
黄灰

砂 石 C

30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2
日～胴部
月

空帝、縄文、
先線

RLR横 磨 消
口～胴 :

ミガキ

掲
褐

里
〔
里
【

沙 石 A クト面国におこげ

30号住居 j「 上中位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁部片
帝
線

隆
沈

縄文、RLRオ黄 磨消
灰責褐
にぶい責褐

砂 C 内面におこげ

30号住居 埋 土 中位 深 鉢
隆帯、純 え、
沈線

RLR椎 磨 消 胴 :ナ デ
浅黄橙
にぶい黄橙

砂 石 A

30号住居 埋土中位 深鉢 胴～底
隆荷、縄文、
沈線

RLR横 磨 消
胴 :ナ デ
底 :ケ ズリ

にぶい黄tBJ

明赤掲
砂 A

30号住居 埋土 中位 深 鉢 Ⅲ 2
口～胴下
1/2

隆帝、縄文、
沈線

RLR横 磨消 ナ デ
にぶい責褐
早褐

砂 石 A

観察表
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図
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版

写
図 出上位置 出土層位 器種 分 類

残  存
部  位

面
内 面

外面 色調
内面 色調

胎  土 発け 備 考
文  様 縄  文 手 法

〕0号住居 埋上上位 果鉢 Ⅲ 3
日～胴
1/4

電文、沈線 RLR横 日 :ケ ズリ 明赤褐
明赤褐

砂 C 外面胴におこげ

〕0号住居 埋土中位 朱鉢 Ⅲ 3
一
３

日

〃 Rl文 、沈線 RLR構 藍 消 ヨ～月同!ナデ
にぶい黄橙
赤褐

秒 A

30号住居 埋土 に位 深 鉢 皿 3
日～胴
1/2

電文、沈線 RLR牟キ 磨消 ヨ～月同:ミ ガキ
里
一
里
一

砂 C 両面黒塗 外 面 の
一部 に朱

〕0号住 F● 埋土中位 深鉢 Ⅲ 3
lFl～底
1/2

電文、沈線 RL横 磨消 同 :ナ デ
橙
黒褐

砂 石 A

〕0号住居 埋土 中位 深 鉢 Ⅲ 5 口緑 部片
鍔、 縄 文、
沈線

RLR横 暦 消 ナ デ
浅黄
にぶい黄橙

砂 石 A タト面におこ1ず

94 30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 3
口～ Ilal下

1/4
電文、沈線 RLR横 磨消 ナ デ

にぶい赤褐
暗褐

砂 C

94 30号 住居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 3
口～底
1/3

電文 、沈線 LR縦 磨消 回 :ミ ガキ にぶい黄橙
黒褐

砂  石 C

423 30号 住居 埋土上位 深 鉢 13 日～底
1/3

電文 、沈線 RL横 磨 消
キ

リ

ガ
ズ

ミ
ケ

日
胴

褐
黒掲

砂 石 B

424 30号 住居 埋土中位 深鉢 Ⅱ 3
口～底
1/2

電文、沈線 LR縦 磨消 チ デ
にぶい貢褐
にぶい責褐

砂 雲 A

30号住居 埋上 中位 深鉢 Ⅲ 2 LI～ 胴ド
1/5

隆帯、縄文、
沈線

RLR縦 磨 消 ミガキ にぶい費褐
黒掲

砂 石 C

426 30号住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 部片
隆帯、縄文、
lt線

RLR横 磨 消 ナ デ
にぶい褐
灰黄褐

砂 雲 C

30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 口縁 部片
隆帝 、縄 文、

沈線
RLR楼 磨消 ナ デ

明黄褐
黒褐

砂 A 内外面におこげ

30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 口緑 部片
隆帯、縄文、
沈線

RL帝茫 容消 ナ デ
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 B

30号 住居 埋上上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 部片
隆帯、縄文、

沈線
RLR横 磨 1肖 ミガキ 明黄褐

橙
白 C

30号 住居 埋土 ヒ位 深鉢 Ⅲ 2 口縁部片
隆帝 、紀 文 、

沈線
RLR斜 磨1肖 ミガキ

橙

褐 砂 雲 B 外面に炭化物

30号住居 埋土上位 渋 鈷 Ⅲ 2 口縁 部片
帯
線

隆
沈

縄文、 RLR横 昏ヤ肖 ミガキ にぶい褐
いぶい責橙

砂 C

30号住居 埋上 中位 深 鉢 Ⅲ 2 日縁 部片
隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨 1肖 ミガキ 明赤褐
にぶい褐

白 雲 B 夕1面 に炭化物

30号住居 埋土Ji位 深鉢 Ⅲ 2 口縁部片
隆帝 、縄 文 、

沈線
RLR横 春消 ナ デ

にぶい褐
灰責掲

砂 C

434 30号住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ 2 日縁 部片
Fl突 、隆帯、
電文、沈線

ミガキ
橙

橙 砂 A 波頂部に円孔あ り

435 30号 住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ 2 日縁 部片 笙帯、沈線 ナ デ
月黄褐
登

砂 A

436 30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 口縁 部片
登帝 、縄 文 、

先線
RL横 春消 ミガキ

にぶい黄橙
灰責褐

砂 C

437 30号住居 埋 土上位 浜 鉢 Ⅲ 6 口緑 部片 電文 RLR構 蒼消 ナ デ
にぶい責褐
明褐

砂

438 30号 住居 埋 土上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 都片 堡帯、沈線 ナ デ 白 雲 A

439 30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ l 口縁部片
堡帯、縄文、
先線

RL横 ミガキ 灰黄褐

橙
砂 C

440 30号住居 埋北上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 郡片
帯

線

空

先
縄文、 RLR櫨 ミガキ にぶい褐

黒掲
白 A 内面 にお こげ

30号住居 理土上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 部片 径帯、沈線 ナデ
灰褐
にぶい黄褐

砂

〕0号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 3 口縁部片 電文、沈線 RLR横 磨消 ナ デ
灰黄掲
赤褐

砂 雲 B 外面に旋化物

443 :0号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 口縁部片
帝
線

そ

先
縄文、 RLR楠 磨 消 ミガキ 橙

灰黄褐
白

〕0号住居 l■ 土上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 部片
帯
線

螢

充
縄文、 RL横 磨 消 ミガキ

にぶい黄橙
黒褐

砂 石

445 〕0号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 口縁 言Б片
畦帝 、縄 文 、

沈線
RLR横 磨 消 チ デ

黒褐
黒褐

砂

446 〕0号住居 埋土上位 深鉢 Il1 3 日縁 部片 縄 文、沈線 LR縦 磨 消 ナ デ
にぶい褐
黒褐

砂  雲

447 ;0号住居 哩土上位 深IA Ⅲ 3 日縁 部片 縄 文、沈線 RLR横 磨 消 ミガキ にぶい黄橙
黒褐

砂 雲 C

448 〕0号住居 埋上上位 深鉢 皿 l 口縁部片
把手、隆帯、
縄文、沈線

RLR横 磨消 ナ デ
橙
橙 砂 C
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図版
番号

真

版

写

図 出土位 置 出土層位 器種 分 類
存
位

残
部

タト 面 調

調

色

色

面

両

外

内内 面 胎  土 光成 備  考
支  様 縄  文 手 法

449 30号住居 埋土上位 深 鉢 皿 2 丹何きБ片
隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨 消 ミガキ 1奮塚し墳褐 砂 雲 A

30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 隆荷、縄文、
ナデ

RLR縦 昏ヤ肖 ナデ 1垢書
い貢褐

砂 C

30号住居 埋土上位 探 鉢 Ш 2 丹同音「岩
隆帯、縄 文、
沈線

RLR横 磨消 ナデ |に武壌磐 砂 A タト面に炭化物

30号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 2 胴部片
隆帯、縄 文、
沈線

RLR横 磨消 ミガキ   帳箋嬉
責橙

白 A 外面 に炭化物

453 30号 住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 用言怪チキ
孝０

デ

隆

ナ
縄文、RLR横 磨消 ナデ

にぶい責橙
明責褐

1/ A

30号 住居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 2 同部片
隆帯、縄文、
沈線

LR縦 磨消 ミガキ
橙

掲 白 C

30号 住居 埋土上位 深鉢 Ⅱ 2 同苗
`片

讐何
デ

隆

ナ
縄文、RLR横 磨 消 ミガキ

にぶい橙
にぶい黄橙

砂 A

456 30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 胴部片
径帯、縄文、
充線

RLR縦 磨 消 ナ デ
にぶい黄橙
浅黄橙

砂 A

30号住居 埋 土上位 深 鉢 皿 1 胴部片
隆帯、縄文、
ナデ

LR横 磨消 ナ デ 砂 A

458 30号住居 埋土上位 深鉢 皿 l 胴部片 電文、沈線 RLR横 磨 消 ミガキ
こぶい黄橙
黒褐

自 内面におこげ

459 30号 住居 埋 上上位 深鉢 月ΠきБ片
帝
線

そ

先
縄 文、 Rと R横 磨 消 ナ デ

橙
にぶい黄褐

砂 A タト面に炭化物

460 96 30号住居 埋土上位 深 鉢 胴部片
隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨消 ナ デ
にぶい黄栓
にぶい責褐

砂 A 内タト面 に朱

96 30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 3 胴部片 縄文、沈線 RL横 警消 ミガキ
にぶい黄橙
にぶい褐

砂 雲 A 外面に炭化物

96 30号住居 埋 土上位 深鉢 Ⅲ2、  3 胴部片 縄文、沈線 RLR横 昏消 ナ デ
にぶい赤褐
にぶい責橙

砂 雲 C

30号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ2、 3 〕同と[片 縄 文、沈線 RLR縦 磨消
明褐
にぶい褐

砂 石 C

〕0号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ2、 3 胴部片 縄 文、沈線 RLR横 磨 消 ナ デ
にぶい黄橙
褐

砂 石 C 外面におこlj

30号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ2、 3 同部片 縄文、沈線 RLR横 磨消 ナ デ
灰褐
黒褐

砂 B

〕0号住居 埋土上位 栗鉢 Ⅲ2、 3 胴音Б片 縄文、沈線 RLR横 磨消 ミガキ にぶい黄橙
灰黄褐

砂 A

467 〕0号住居 埋上上位 果鉢 Ⅳ l 胴都片 健文、沈線 LR横 磨消 ? ナ デ
浅黄橙
掲灰

砂 C

468 96 ,0号住届 埋土上位 深 鉢 Ⅳ l 月同言卜片 縄文、沈線 RLR横 帯縄文 ナ デ
橙

橙 砂 雲 C 後期

469 96 ,0号住居 埋土中位 深 鉢 Ⅳ l 胴部片 縄文 、沈線 しR横 帯縄文 ナ デ
栓
明赤褐

砂 A 後 期

96 30号住居 埋上上位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄 文 しR横 ナ デ
橙
にぶい褐

1/ C

30号 住居 理土上位 深 鉢 丹Πきhサキ
把手、隆帯、
刺突

ミガキ
にぶい赤褐
にぶい黄褐

砂 C 把手に円孔あり

30号 住居 埋土中位 一霊 Ⅲ 2 胴部丼
鍔、縄 文、

沈線
RLR横 磨消 ミガキ 灰黄褐

にぶい黄褐
砂 A

473 30号住居 埋土上位 深鉢 月同吉L)キ 把手 、隆帯 ナ デ
にぶい精
にぶい黄褐

砂 A

474 30号 住居 埋土 中 深 鉢 Ⅲ 6 口縁部片 縄文 RLR横 ナ デ
にぶい黄橙
明褐

砂 A

475 30号 住居 埋土中位 深 鉢 Ⅲ 6 略関係 縄 文 RLR横 ナ デ
にぶい栓
にぶい黄橙

砂 C

476 30号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 6 口～胴上 隆帯、縄文 しR縦 ナ デ
にぶい責種
にぶい橙

I1/ A

30号住居 埋土中位 深 鉢 Ⅲ 6
口～底
2/3

隠文 RLR斜 日～胴上 :

ケズリ→ナデ
にぶい褐
にぶい赤掲

砂 A 国縁形態楕円形

30号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 6
口～胴
1/4

電文 RLR横 口 :ナ デ にぶい黄栓
にぶい黄褐

砂 C

479 30号住居 埋土中位 深鉢 16
口～胴
1/4

縄文 RLR横 日 :ナ デ
掲
褐

黄
明 砂 A

480 30号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 6
胴～底
1/2

縄文
RLR斜 、
横

胴 :ナ デ
橙
にぶい黄橙

砂  石 C

30号住居 埋土上位 深 鉢 胴下～底 縄 文 LR斜 底 :ナ デ
にぶい褐
橙

砂 石 A 底面に網代痕

観察表
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図 出上位置 出上 Fnt位 器純 分 類

存
位

残
部

面

内 面
訓

調

色

色

面

面

外
内 胎  上 焼 成 備 考

文 様 縄  文 手  法

30号 住居 見土 上位 チュア
E]～ 底
1/3

縄 文 L縦 り
‐デ

橙

構 砂

30号住居 埋上上位 チュア
日縁 部片 縄文、沈線 L縦 磨消 ナ デ

にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂  石 A

30号住居 埋土上位 チュア
国絵 部片 縄 文、沈線 L植 磨 消 ナ デ

にぶい褐
にぶい責掲

砂 芸 C

485 30号住居 埋土上位
チュア

胴部片 縄文、沈線 LR縦 磨消 P ナ デ
灰褐
にぶい黄褐

砂 A

486 30号 住居 埋土上位 チュア
胴帯L片 健文、沈線 L縦 磨 消 ナ デ

赤褐
にぶい責褐

砂 C

30号 住居 埋上上位 チュア
ロー月Π下
1/3

無 文 手づ くね ナデ ?
にぶい褐
にぶい褐

白 雲 C

509 98 31号住居 炉前上坑 深 鉢 12 LI縁 1/2
隆帝、縄文、
沈線

RL横 磨消 回 :ミ ガキ
にぶい褐
にパい橙

砂 C

99 31号住居 炉前上坑 深鉢
帯
線

隆
沈

縄 文 、 RLR横 磨 消 I同 _L ナ デ
淡黄
にぶい橙

砂 雲

■号住居 理上下位 深 休 皿 2
lFl下 ～底
1/2

隆帯、純文、

沈線
RLR横 磨 消 Π下 :ナ デ にぶい橙

橙
砂 石 A

〕1号住職 l■ 穴内 深 鉢
口～胴部
片

肥 厚 口 縁 、

縄文 、沈線
LR横 磨消

キガ

デ
ミ
ナ

ロ
胴

黒褐
灰貨褐

藝
去 A

〕1号 住居 里土中位
チュア

底部片 無 文 ケスリ
にぶい赤褐
明赤褐

砂 A

99 〕1号 住届 埋土下位 1衆」
‐
I Ⅱ 2 口縁 部片

隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨 消 ナ デ
浅黄
にぶい黄橙

a1/ B

31号 ll居 願前上坑 鉢 日縁部片 縄文、沈線 L R ilt 膳消 ミガキ
にぶい褐
灰褐

砂 A

31号住居 埋土中位 深鉢 口縁 部片 縦文 、沈線 LR維 磨 消 ナ デ
にぶい責褐
にぶい黄橙

砂 C

31号住居 埋上 可・位 深鉢 皿 3 口縁 部片
隆帯、縄文、
沈線

RLR斜 磨消 ナ デ
橙
にぶい黄橙

砂  雲 A

31号住居 埋上中 4立 深鉢 13 Ll縁 IIF・ 片
刺突、縄文、
沈線

LR縦 磨消 ナ デ
明赤褐
にぶい黄褐

砂 A

31号 住居 llB土中位 深鉢 Ⅱ 3 口縁部片 健 文、沈線 LR模 PaT消 ナ デ
にぶい橙
にぶい褐

砂 C

31号住活 炉前土坑 突鉢 皿 ] Rlll部 片 廷帯、縄文 R L Rj横 ナ デ
にぶい橙
灰褐

砂 C 芍面 にお こげ

31号住居 埋 土 し位 朱鉢 Ⅲ 2 胴部片
径帝、縄文、
先線

RLR斜 磨消 ミガキ 褐灰
灰黄褐

砂  雲 C

31号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ 3 胴部片 電文、沈線 RL横 磨 消 ナ デ
褐
褐

暗
灰 砂

31弓 住居 炉前庭言卜内 衆鉢 Ⅲ 4 丹FlttБチキ 電文、沈線 RLR斜 磨消 ナ デ
にぶい黄橙
にぶい責褐

砂 雲 B

31号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 毘文 RL横 す デ
明赤掲
赤褐

砂  雲

31号住居 児土中位 深鉢 Ⅲ 6 「J緞 部片 覺文 RLR横 ナ デ
にぶい赤褐
にぶい赤掲

砂

526 31号住居 埋土上位 深 鉢 Ⅲ 6 口縁 都片 電文 RLR横 ナ デ
赤褐
赤褐

i1/ C

532 32号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 国縁部片
隆帯 、縄 文、

沈線
RLR横 磨消 ナ デ

にぶい責橙
にぶい責橙

砂 A

533 100 )2号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 □緑 部片
隆帝、‐fL文、

沈線
LR全 , 磨 消 ナ デ

にぶい黄褐
灰黄褐

砂 雲 A

534 100 〕2号住居 埋 上上位 深 鉢 皿 6 口縁 部片
隆帯、純文、
沈線

RLR横 磨消 ナ デ
灰黄褐
にぶい黄橙

砂 A 勺外面に朱

32号住居 埋 土中位 深 鉢 Ⅲ 6 口縁部片 隠文 RLR横 ナ デ
掲

褐
明
黄 砂 石 C

32号住居 埋土下位 深鉢 Ⅲ l 月同部片 径帝 ナ デ
橙
灰黄 tB」

砂

〕2号住層 l■ 土中 深 鉢 Ⅲ 2 胴 都片
帝
線

隆
沈

縄文、 RLR縦 磨 消 ナ デ
灰褐

灰褐
砂 C

32号住居 炉 内 深 鉢 Ⅲ 2 丹Π部片
隆帯 、縄 文 、

尤線
RLR横 磨消 ナ デ

にぶい責褐
灰黄褐

砂 雲 A
'卜

面 に炭化物

32号住居 埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 胴青悟片
隆析、縄文、

沈線
RLR斜 磨 消

損
明

欠
不

にぶい責構
砂 A

'卜

面に朱

33号 lt居 埋土 中 深 鉢 正 6 丹同音Ьナキ 隠文 RLR斜 ナ デ
にぶい貢褐
にぶ い責褐

砂
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存
位

残
部

面

内  面
調
訓

色
色

面
面

外
内 朔台 i 焼 成 備  考

文  様 縄  文 手 法

544 33号住居 埋土 中 深 鉢 Ⅱ 2 同部片 紀文 、沈線 LRヽだ 磨消 ナ デ
橙
明貰褐

砂 石 A

34号住届 埋土中 深鉢 Ⅲ 2 ll吉卜片
隆帝、縄文、
ナデ

RLR横 )を ,古
にぶい黄橙
浅黄橙

砂 C

546 34号 住居 埋土 中 深 鉢 Ⅲ 2 1同 きる片
隆帝、紀文、
ナデ

RLR横 磨 消 ミガキ
にぶい黄橙
黒褐

砂 C

〕4号住居 埋土中位 深鉢 Ⅲ ] FlttLサ キ
隆市、縄文、
沈線

LR斜 磨 消 ミガキ
椅

黒褐
砂 雲 C

;4号 住居 埋土 _L位 深 鉢 Ⅲ 2 1同 吉b岩
隆帯、縄文、
ナデ

RLR斜 磨 1肖 ミガキ にぶい黄椅
黒褐

砂 石 C

34号住居 埋上上位 深 然 Ⅲ 6 日縁 IFj片 縄 文 RL横 ナ デ
にぶい栓
にぶい黄褐

砂 C

554 〕5号住居 里土下位 深鉢 Ⅲ 6
E卜底
1/2

縄文 RLR斜 日 iナ デ 併
⌒

燈

浅 砂 C
29号 住居埋上 下位
出上の上器 と接合

555 〕5号住居 深 鉢 Ⅲ 2 同下 1/3
帯
線

隆
沈

縄 文 、 RLR横 磨消 ナ デ
にぶい黄橙
笹

砂 A

556 35号住居 埋土上位 深 然 Ⅲ 2
IJ～ 底
2/3

隆村、縄文、
沈線

RLR横
「

eF消
キガ

デ

ミ
ナ

ロ
胴

黄

掲

浅

黒 砂 白 C

〕5号住居 埋土下位 深 鉢 Ⅲ 6 口縁部片 紀 文 RL横 日～胴 :ナデ
月黄 tg」

月赤褐
沙 C

558 〕5号住居 埋:と下位 深鉢 Ⅲ 6 氏部のみ 縄 文 RL横 底 :ケ ズリ
にぶい栓
にぶい黄褐

砂 A 哄部に穿子しか ?

35号住居 埋土下位 深 鉢 Ⅲ 6 氏1/2 縄 文 RLR斜 ナ デ
橙
にぶい黄橙

砂 A

560 〕5号住居 埋土 上位 深鉢 Ⅲ 2
日～胴
1/5

帯
線

隆
沈

縄 文 、 RLR斜 磨消 ナ デ
橙
にぶい黄褐

砂 蛋 A

〕5号住居 埋上中 深 鉢 11 胴rlЪ片
帯
線

隆
沈

縄 文 、 RLR斜 磨消 ミガキ
にぶい貰植
灰黄褐

砂 C

35号住居 埋土下位 深 鉢 12 月同IЪH 隆帯、縄文、
沈線

RLR斜 磨 消 ナ デ
にぶい黄褐
黄褐

砂 A

〕5号住居 埋土 中 深鉢 Ⅲ 2 ‖同部片 隆帝 、紀 文 、
沈線

RLR余 , 磨消 ナ デ
にぶい責褐
褐

砂 雲 A

564 〕5号住届 埋上中 深 鉢 Ⅲ 6 国縁部片 径帝 、縄文 RLR横 ナ デ
にぶい黄掲
褐

砂 雲 C

566 36号住居 興土 中 深 鉢 口縁部片 沈線 、刺突 ナ デ
にぶい黄栓
にぶい黄褐

砂

567 〕6号住居 Pit 6内 深 鉢 Ⅲ2、  3 胴部片 蝿文、沈線 とR斜 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 芸 C 内面 にお こげ

568 〕6号 住居 Pit 7内 深鉢 胴部片 電文 RL縦 ナ デ
にぶい黄掲
にぶい黄褐

砂 A

569 36号住居 埋上中 深 鉢 胴部片 縄 文 RLR斜 ナ デ
にぶい黄槍
にぶい黄橙

砂 C

570
2号住居状
遺梼

埋土中 深鉢 胴部片 縄 文 LR横 ナ デ
にぶい赤褐
明赤 tg」

砂 雲 C

3号 住居】犬
遺構

埋 土中 深 鉢 胴部片 沐電文 RL横 ナ デ
にぶい責檀
橙

砂 外面に炭化物

572
3号住居状
遺構

埋土 中 深 鉢 Ⅲ 6 丹同帝Ь片 条痕 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 A

4号住居状
遺構

埋土上位 深鉢 皿2、  3 口縁部片 縄文、沈線 R L llI 磨消 ナ デ
褐
にぶい黄褐

砂 石 A

574
4号住居状
遺構

堤 上 L位 深 鉢 12、  3 悧部片 紀文、沈線 RLR縦 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
橙

砂 A 外面に炭化物

6号住居状
遺構

埋土中 1衆鉢 Ⅲ2、  3 冊きБ片 縄文、沈線 RLR横 暦 消 ミガキ にぶい黄種
浅黄

砂 石 A

6号住居状
遺構

埋 土中 深鉢 皿 6 丹同吉トナキ 縄 文 LR縦 ナ デ
明黄 iP●

橙
砂 雲 C

577
6号仁居状
遺構

P■ 1内 深 鉢 Ⅲ 6 胴部片 健文 RL横 ナ デ
にぶいtjJ

明赤褐
砂 雲 B 外面に炭化物

7号住居状
遺構

埋 土上位 深 鉢 Ⅲ 3 口縁部月 縄文、沈線 LRL横 磨 消 ミガキ 明黄褐
にぶい責橙

t17 A

102
7号住居状
遺構

埋上、L位 深鉢 皿 6 日縁部片 縄文 LR梗 ナ デ
にぶい褐
にぶい褐

妙 C

102
7号住居林
遺構

埋土上位 条鉢 Ⅲ2、 3 胴部片 縄文、沈線 RLR全 | 磨消 ナ デ
月黄褐

1/N A

102
7号住居状
遺椎

埋土 中 宋鉢 Ⅲ2、  3 胴部片 縄文、沈線 RLR斜 磨 消 ナテ
橙
にぶい責極

砂 C

観察表

-243-



版
号

図
呑

真

版
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図 出土位置 出土層位 器種 分類
存
位

残
都

面
内 面

外面色調
内面色調

胎  土 究成 備  考

文  様 縄  文 手 法

7号住居状
遺構

埋上 中 深鉢 皿 6 底部1/5 縄文 しR横 底 :ナ デ
褐い

褐
ぶ
赤

に
明 砂 石 A

583
8号住居林
遺構

床面直上
口
器

双
土

口欠損 ナデ→朱 ヨ:ナデ
橙

橙 砂 石 A 内タト面に朱

585
10号住居状
遺楠

埋 土 下位 深 鉢 12 日縁部片 隆帯 ミガキ
掲
褐

黒
暗 砂 雲 A

586
10号住居状
遺構

埋土上位 深鉢 Ⅲ 5 月同部片 縄文、沈線 LR横、斜 充填 ナ デ
橙
にぶ い責種

砂 雲 C

H号 住居状
遺構

埋 土下位 深 鉢 Ⅲ 6
口～胴上
1/3

縄 文 RLR斜 日 :ナ デ 明褐
褐

砂 A

11号住居状
遺構

埋土 中位 深 鉢 Ⅲ 6
口～胴下
1/2

縄文 RL横 日 ～ 胴 上 :

ナデ

橙
橙 砂 C

H号住居状
遺櫛

埋上下位 深鉢 Ⅲ 2
口～胴
1/5

隆帯、縄文、
沈線

RLR横 磨 消 ミガキ
褐
掲

灰
黒

砂 石 C 外面 に炭化物

ll号住居状
遺構

埋土上位 深 鉢 Ⅲ 3
口～底
1/2

穿孔、縄文、

沈線
RL横 磨 消 ヨ～底 :ケ ズリ

にぶい橙
にぶい楊

砂 A 波頂部に円子しあ り

H号住居状
遺構

埋土中位 深鉢 ■ 6 略完形 縄文 LR斜、縦 ～胴下 :ナデ
にぶい赤褐
黒褐

砂 A

592
H号住居状
遺構

理土下位 深鉢 Ⅲ 2、 3 底 1/5 陀文 、 1先線 RL縦 磨 消 底 :ナ デ
明赤褐
にぶい黄褐

砂 A

H号住居状
遺特

埋土中位 深鉢 Ⅲ 6 底部片 隠文 RL横 にぶい黄褐
明赤褐

砂 宴 A 外面に炭化物

594
H号 住居状
遺構

埋土下位 深鉢 Ⅲ 3 口縁部片 健文、沈線 LR縦 磨消 ナ デ
赤褐
にぶい赤褐

砂 A

595
11号住居状
遺構

埋土中位 深鉢 Ⅲ 3 口縁 部片 縄文 、沈線 RL牟+ 磨 消 ナ デ
橙
褐

責
責

浅
明

砂 石 A

596
H号住居状
遺構

埋上 下位 深 鉢 Ⅲ 3 口縁 部片 縄文、沈線 RLR横 磨 消 ナ デ
灰責褐
橙

砂 C

88
H号住居状
遺櫛

埋土 下位 深鉢 Ⅲ 3 口縁 部片 隠文、沈線 LR縦 ミガキ
にぶい黄橙
橙

砂 雲 A

88
H号住居状
遼構

埋土上位 深鉢 Ⅲ 3 日縁 部片 縄文、沈線 RLR斜 磨 消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい橙

砂 B

88
11号住居状
遺構

埋上 上位 深 鉢 Ⅲ 2 口縁 部片
隆帯、縄文、
沈線

LR縦 磨 消 ナ デ
にぶい褐
にぶい褐

砂 雲 A 内面におこげ

600 88
H号住居状
遺構

埋土中位 深鉢 Ⅲ 2 口縁部片
挿
線

隆
沈

縄 文、 RL横 磨消 ミガキ
にぶい黄橙
橙

秒 A

11号住居状
遺構

埋土上位 深鉢 Ⅲ 2 胴部片 隆帯、縄文 LRL縦 ナ デ
褐
帽

赤
赤

明
明 砂 A

602
11号住居状
遺構

埋土下位 深 鉢 Ⅲ2、 3 胴部片 縄文、沈線 R L llI 磨 消 ミガキ
褐
褐

灰
黒 砂 B

603
H号 住居状
遺構

埋土 下位 深鉢 Ⅲ 2、 3 胴部片 縄文、沈線 RL縦 磨消 ミガキ
にぶい黄橙
黒褐

砂 C

11号住居状
遺構

埋土中位 深鉢 Ⅲ 5 胴部片 縄文、沈線 RL斜 磨 消 ミガキ 営灰黄
月赤褐

自 C

605 89
H号住居状
遺構

埋土 中位 深 鉢 胴部片 縄文、沈線 RLR横 磨 消 ナ デ
にぶい責橙
灰黄褐

砂 C

89
11号住居状
遺格

埋土中位 深鉢 胴部片 刺 突 ナ デ
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 B

89
11号住居状
遺構

埋上中位 深鉢 胴部片 刺突、沈線 ミガキ 橙
明赤褐

砂 A

11号住居状
遺構

埋土中位 深 鉢 口縁 部片 縄 文 RL横 ナ デ
掲
明褐

砂 A

609
H号住居状
遺構

埋土上位 深鉢 日縁部片 紀 文 RLR横 ナ デ
にぶい褐
にぶい褐

砂 B

11号住居状
遺構

埋土上位 深鉢 口縁部片 沈 線 ナ デ
橙

橙 砂 A

11号住居状
遺構

埋土上位 深 鉢 口縁 那片 無 文 ナ デ
赤褐
にぶい赤褐

砂 雲 A

11号住居状
遺構

埋土中位 深鉢 口縁部片 縄 文 LR維 ミガキ
にぶい褐
にぶい褐

砂 A

12号住居状
遺格

埋土中 深 鉢 胴部片
隆帯、縄文、
沈線

RL横 ミガキ 灰黄褐
黒褐

砂 B 内面におこげ

12号住居状
遺格

壁土上位 深鉢 月同音Бチキ 縄 文 RL横 ナ デ
灰黄褐
にぶい褐

砂 雲 A

12号住居状
遺構

理土 中 深鉢 月同言卜
'キ

撚糸 L ナ デ
にぶい黄掲
にぶい黄掲

砂 A

14号住居状
遺梼

氏面上 深 鉢
口～胴下
1/3

刺突、縄文、

沈線
RL横 磨消

口 ～ 胴 上 :

ナデ
匂
月赤褐

砂 石 A
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図 出上位置 出土層位 器種 分 類
存
位

残
部

面

内 面
外面色調
内面色調

月台 土 暁ら 備  考
文  様 4電  文 手 法

14号住居状
遺格

埋土 中 深 鉢 口縁 部片 刺突 、沈線 ナ デ
褐

褐
明

明 砂 B

103 13号上坑 埋上 中 深 鉢 Ⅲ2、  3 胴部片 縄 文、ナデ RLR斜 磨消
にぶい橙
にぶ い黄橙

砂 石 C

21号 土坑 埋上 中 深 鉢 月同音悟ナキ 縄文、沈線 RL斜 ? 磨 消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい赤褐

rJ/1/ C

21号 上坑 埋土 中 深鉢 肛2、  3 胴部片 縄文、沈線 RLR横 磨 消 ナ デ
にぶい ign

にぶい黄橙
砂 A

23号 土坑 埋上 中 深 鉢 Ⅳ 5 胴部片 縄 文 LR縦 ナ デ
1甍 黄
浅責橙

砂 雲 A
'卜

面 に炭化物

103 25号 土坑 埋土 中 深 鉢 月Πttpキ 縄 文 LR横 ナ デ
にぶい黄橙
明褐

砂 石 C

28号 土坑 埋 土 中 深鉢 打同言Б片 縄文、沈線 LR横 ナ デ
にぶい黄橙
i支黄

砂  婆 A

626 103 28号 土坑 埋土 中 深 鉢 B13 月側部片 縄文 、沈線 LR横 磨消 ナ デ
灰黄
浅費橙

砂 雲 A

103 32号 土坑 埋土中位 深鉢 口縁 部片 沈線 、縄文 LR綸 琴 消 ナ デ
責褐
にぶい黄橙

砂 雲 C

103 32号 土坑 埋土 中位 深鉢 Ⅲ2、  3 llll部 片 隠文、沈線 LR横 磨消 ナ デ
lgJ

灰褐
砂  雲

103 32号 上坑 埋 土中位 深 鉢 Ⅲ2、 3 口縁 部片
隆帯、沈線、
刺突

ナ デ
にぶい橙

暗褐
砂 C 内面に炭化物

33号土坑 埋土中 深鉢 胴部片 縄 文 RL斜 磨消 ナデ
灰黄褐
にぶい赤 tg」

砂 C

103 38号 土坑 1層 一半
れ

胴下～底
1/2

無文 ケズリ
にぶい黄栓
黒褐

砂  雲 B

103 34号 上坑 埋土上位 深 鉢 皿2、  3 胴部片 紀文、沈線 RL横 磨 消 ナ デ
き
⌒苦
（

砂 石 A

34号土坑 埋土 中 深鉢 Ⅲ2、 3 lll部片 縄 文、沈線 RLR縦 磨消 ナ デ
にぶい黄橙
にぶい責栓

砂 雲 C

634 103 34号 土坑 埋土 中 深 鉢 Ⅲ 2、 3 伺部片 縄文、沈線 RLR“髭 磨消 十 デ
にぶい黄褐
愉

砂 雲 C

635 103 34号 土坑 埋二 中 朱T4N ■ 6 日縁部片 縄 文 RLR横 ナ デ
にぶ い赤褐
にぶい黄褐

砂 A

636 103 34号 土坑 埋土上位 深鉢 Ⅲ 6 回縁部片 縄 文 し横 ナ デ
にぶい赤掲
灰黄 4F」

少 雲 A 外面に炭化物

637 103 34号 土坑 埋土 中 深鉢 皿 6 回縁部片 縄 文 し横 ナ デ
黒掲
にぶい褐

砂 雲 C 外面 にお こげ

638 艶号上坑 埋土 中 深 鉢 Ⅲ 6 口緑 部片 無文 ナ デ
淡黄
にぶい黄

砂 雲 B 内面に炭化物

639 36号土坑 里土 中 深鉢 同部片 縄 文 RLR弁 キ ナ デ
掲灰
橙

砂 C

37号土坑 埋土 中位 深鉢 Ⅲ2、  3 阿言L片 縄文、沈線 RL縦 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄橙

砂 雲 C

37号土坑 埋上 中 深 鉢 胴音呂片 縄文、沈線 LR斜 客消 ミガキ
にぶい橙
にぶ い褐

砂 雲 A

35号 土坑 埋土 中 深鉢 肛2、  3 胴下 1/2 健文、沈線 LR縦 野消 胴下 :ナ デ
にぶい橙
にぶい黄橙

砂 B

〕5号土坑 埋土 中 深鉢 日縁部片
縁
文

口
縄

厚
突
、綿

肥
刺
汁

Rを 横 春消 回 :ナ デ
にぶい橙
にぶい黄橙

白 雲 C

104 35号土坑 埋土中 深 鉢 Ⅲ2、  3 胴音Б片 嗚文 、沈線 LR横 磨消 ナ デ
褐
褐

赤
赤

明
明 砂 雲 B 外面に炭化物

56号土坑 埋土中 深鉢 Ⅲ 3 日縁部片 電文、沈線 RLR横 磨消 ナ デ
掲

掲 砂 雲 A

104 ,6号土坑 埋土 中 深鉢 Ⅲ 5 口縁部片 電文 RLR横 ナ デ
にパい黄褐
にぶい黄褐

砂 C

647 104 ,6号土坑 埋土 中 深 鉢 Ⅲ2、  3 丹同音トサキ f亀文 、沈線 RLR斜 磨消 ナ デ
明黄褐
明黄褐

砂 A

'6号

土坑 埋土中 深鉢 Ⅲ l 胴部片 縄 文 、沈線 とR横 磨 消 ナ デ
黄灰
橙

砂 雲

649 104 56号土坑 埋上 中 深鉢 lll部片 縄 女 L縦 ナ デ
明黄褐
暗灰黄

砂 A

650 57号土坑 埋 土中 深 鉢 Ⅲ 3 日縁 部片 孝患文 、沈線 RLR横 ナ デ
灰責掲
掲

砂 C 外面におこげ

62号 土坑 埋土中 深鉢 l阿 言トナキ 縄 文 LR横 ナデ
灰黄褐
にぶい黄橙

砂 A

観察表
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図

出上位置 出土層位 器種 分類
残 存
部 位

面
内 面

外面色調
内面色調

胎  上 尭赫 備  考

文  様 縄  文 手 法

652 104
柱一立掘号

物
１
建 柱穴内 深鉢 Ⅲ l 胴部片

荷
線

隆
沈

縄 文、 LR縦 磨消 ナ デ
黒褐
にぶい賞掲

砂  石 A 外面 にお こげ

653
1号掘立桂
建物

柱穴内 深 鉢 Ⅲ 3 lFl都片 縄文、沈線 RLR斜 磨 消 ミガキ
褐
褐

晴
黒 砂  石 C

654
2号掘立住
建物

柱穴内 深 鉢 月同部片 縄 攻 RL横 ナ デ
にぶ い黄 4.L

責褐
砂 石 A

1号柱穴 埋 上中 深鉢 胴部片 亀文 RL斜 ナ デ 橙 にぶい褐 砂  雲 B

6号柱穴 埋土 中 深 I‐fk Ⅲ 6 日縁 部片 電文 LR横 ナ デ 明赤褐明赤褐 砂 雲

104 8号柱穴 埋土 中 深鉢 Ⅲ 2 EI縁部片 亀文、沈線 RL糀 磨 消 ミガキ 橙灰黄 tgD 砂 雲 A

104 5号柱穴 埋土 中 深鉢 胴部片 電文 LR縦 ナ デ 橙 明褐 砂 雲 B

104 12号柱ゲ 埋 土中 深 然 打同苫Б片 電文 RLR令 | ナ デ
にぶい黄褐
褐

砂  雲 A

660 104 包含層③ Ⅱ層 深鉢 Ⅲ 4 略完形 亀文、沈線 RLR斜 口 :ナデ
にぶい黄橙
明赤褐

砂 雲 C
内面口に穿孔途中
でやめている。

包合層② Ⅱ展 宋鉢 底部のみ 電文 LR斜 悧下 :ナ デ
明黄褐
にぶい褐

砂 A 底面網代痕

662 包含層⑥ Ⅱ層 衆鉢 底 部のみ 電文 LR縦 にぶい黄褐
橙

砂 A 底面網代痕

包含層④ Ⅱ層 朱鉢 Ⅲ 3 口縁部片
刺突 、純 文、

沈線
LR横 磨消 ナ デ

橙
にぶい黄橙

砂 石 A

包含屑⑬ Ⅱ層 果鉢 Ⅲ 5 口縁 部片 沈線 、縄文 RL横 磨 消 ナ デ
掲
明赤褐

砂 芸 C 外面に炭化物

104 包含層⑤ I層 朱鉢 Ⅲ 5 「 ]縁部片 沈 線 ナ デ
にぶい褐

明褐
砂 雲 C

104 包含層① Ⅱ層 宋鉢 Ⅲ コ 日縁 部片
刺突 、縄 文、

沈 1/R
RL横 磨消 チ デ

にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 雲 A

包含層① Ⅱ層 深 鉢 Ⅲ 5 日縁 部片 沈線 、縄文 RL斜 磨 消 ナ デ
にぶい褐
橙

砂 雲

668 104 包含層④ Ⅱ屡 深 鉢 把手ナ; ナ デ
にぶい褐
にぶい褐

砂 C

669 包含層⑥ Ⅱ層 深 鉢 日縁部片
把 手、縄 文 、

沈線
RLR牟 | 磨消 ミガキ

にぶい黄橙
褐灰

砂 雲 A

包含層③ Ⅱ層 深 鉢 同部片
把手、縄文、
沈線

RL斜 磨 消 ナ デ
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂

包含層① Ⅱ層 深 鉢 同部片
突起、刺突、
縄文、沈線

LR斜 磨消 ? ナ デ
にぶい褐
灰黄褐

砂 芸 C 内面におこげ

672 包含層④ I層 深鉢 ヨ縁都片 樋文 LRL縦 ナ デ
掲
赤褐

砂 石 C

674 37号住居 埋上下位 深 体 V2 る完形 隠文 RL斜、縦
国～胴上 :

ケズ1,→ナデ
にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 雲 C

675 4C5u Ⅲ層上面 深 鉢 同部片
押圧ネ亀文 (渦

巻文 )、 縄文

Ｒ
横

圧

Ｒ

押

Ｌ
ナ デ

にぶい褐
橙

砂 石 繊維 A

4C4u Ⅲ層上面 深鉢 1同言るハ
刻 み、 押 圧

縄文
押,モ RL 欠損 に よ り

不明

にぶい黄橙
砂 雲

105 3C24v Ⅲ層上面 深 鉢 阿部片
押 圧 縄 文、
縄文

Ｌ
横

圧

Ｒ

押

Ｌ
ナ デ

にぶい掲
にぶい黄橙

少 雲 繊維

105 4Cls 皿層上面 深 鉢 Ⅱ4d 胴部片 健文 複々飾 ナ デ
褐
黒褐

砂 雲 繊維 C

679 105 3C25u Ⅲ層上面 深鉢 14d 同部ナヤ 健文 複々節 ナ デ
灰掲
にぶい黄褐

砂 雲 繊維

3 Bllu Ⅲ層上面 浜 鉢 同都片 健文 組祉 P ナ デ
にぶい褐
灰黄褐

砂  雲

105 3C23n lll層 _ヒ面 深 鉢 阿部片 羽状率電文 LR RL 非結束 ナ デ
にぶいtga

にぶい責褐
砂 石 繊維 B

4Cll ll層上面 深鉢 14b 同部片 健文 LR棋 ナ デ
橙
暗灰黄

砂 繊維 C

105 4C2u Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅱ4b 同部片 縄 文 LR構 ナ デ
黄
灰

浅
黄 砂 雲 繊維 C

105 4Cls lll層 上面 深 鉢 1同 H`片 羽】大率亀文 RL 非結束
欠 損 に よ り
不明

にぶい黄槍
砂 雲 繊維 C

3C25u Ⅲ層上両 深鉢 口縁部片 羽状縄文 LR RL 非結束 ナデ ?
にぶい黄橙
黒掲

Ir1/N 石 C 外面 に炭化物
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版

号

図
番

写真
図版

出上位置 出土層位 器種 分 類
残  存
部  位

外 面

内 面
外面色調
内面色調

胎  北 売成 備  考
文 様 縄  文 手 法

4Cit Ⅲ層上面 深鉢 l14a 同部片 *亀文 し縦 ナ デ
橙
にぶい黄

砂 雲 繊維 B

687 4 Cll Ⅱ層上面 深 鉢 胴部片 羽状縄文 LR RI_ 非結東 ナ デ
橙
にぶい褐

砂 雲 繊維 B

688 3C25u Ⅲ層上面 深鉢 同部片 羽状縄文 非結束 ナ デ
明黄褐
灰黄褐

砂 雲 繊維 B

689 4C7w Ⅲ層上面 深 鉢 同郡片 羽状縄 文 L R 非結東 ナ デ
にぶい黄橙
橙

砂 石 A

690 3C25u Ⅲ層上面 深 鉢 胴音Б片 可可】夫縄文 非結東
黒掲
にぶい黄掲

砂 雲 繊維 C

2B24c Ⅲ層上面 深t4k r14a 口縁部片 縄文 し縦 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 A

105 3C24m 肛層上面 深 鉢 Ⅱ4b 嗣部片 縄文 LR縦 ナ デ
明赤褐
明褐

砂 雲 繊維 C

693 105 4Cllx 肛層上面 深 鉢 Ⅱ4b 胴部片 縄 文 LR斜 ナ デ
褐

掲

ぶ

ぶ 砂 雲 繊維 B

3C23n 肛層 とiE 深鉢 胴部片 み竜文 ? 組紐 ? ナ テ
明褐
にぶい黄褐

砂 雲 IFk維 A

695 106 2B24c Hl層 上面 深 鉢 Ⅱ4a 胴部片 縄 文 L斜 ナ デ
掲

褐

黄

黄
灰

灰 ウ 雲 A

696 106 3 Bllu Ⅲ層 L面 深鉢 Ⅱ4a llal部 片 縄 文 L?斜 ナ デ
栓
褐

黄
黄

い

い

卜か

ぶ

に

に 少 雲 A

106 4 Cllx Ⅲ層上面 深鉢 Ⅱ4b 阿部片 率電文 LR縦、斜 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい褐

少 雲 繊維 B

3C25u 皿層上面 深 鉢 Ⅱ4b 胴部片 糸電文 RL横 ナデ
黒掲
にぶい黄褐

少 雲 繊維 C クト面に炭化物

4C3u Ⅲ層上面 深鉢 Ⅱ4b 胴部片 糸電文 RL宗キ
にぶい褐
明赤褐

砂 雲 繊維 B

3C25u Ⅲ層上面 深鉢 Ⅱ4b 同部片 率亀文 LR斜 ナ デ
褐
灰黄褐

砂 雲 繊維 C

3C28j Ⅲ層上面 深 鉢 14a 胴都片 縄 文 L縦 ナデ
にぶい黄褐
にぶい責褐

砂 C

2B24c Ⅲ層上面 深鉢 Ⅱ4a 胴部片 縄 文 L斜 暗灰責
にぶい黄褐

砂 雲 A

3C24v I層 上面 深鉢 Ⅱ4c 同部片 f・l文 LRL縦 ナ デ
橙
にぶい黄褐

砂 雲 繊維 B

3C23p Ⅱ層上面 深 鉢 Ⅲ l 日縁部片
隆符、純文、
沈線

RLR斜 磨 消 ナデ
にぶい掲
黒褐

砂 A

3C201 Ⅲ層上面 深鉢 Ⅲ l 日縁部片
隆帝 、縄 文、

沈線 (ナ デ )

LRL斜 磨消 サ デ
児赤褐
月褐

砂 C タト面に炭化物

3C23n Ⅱ層上面 深 鉢 Ⅲ l 口縁 部片
突起、縄文、
沈線

RLR字 キ 磨 消 ナ デ
tぶい赤褐
民黄褐

砂 B

3B3j Ⅱ層上面 深 鉢 Ⅲ l 日縁部片
刻み、隆帯、
縄文、沈線

RLR斜 磨 1音 ケズリ→ナデ 明tC」

明赤褐
砂

3B4k Ⅲ層上面 深鉢 Ⅲ 2 口縁部片
隆帯、沈線、
刺突

ミガキ 灰黄褐
明褐

砂 雲 B タト面に炭化物

2B25k Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅲ 2 回縁部片
隆帯、沈線、
刺突

ナ デ
掲

褐

ぶ

ぶ
砂 A

3B■ u Ⅲ層上面 深 鉢 日縁部片 刺 突 ナ デ
褐

褐

黄

黄
灰

灰 砂 A

3C%m 皿層上面 深然 Ⅲ l 口縁音L片
盗行 、縄 文、

先線
RLR斜 磨 消 ナ デ

にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 A

2A15s lll層 上面 深 鉢 Il1 2 同部片
隆帯、縄文、
沈線

RLR考ど辛 磨 消 ナ デ
栓
にぶい黄褐

砂 B

3C25q 皿層上面 1栗 鉢 Ⅲ l 同部片 隠文 、沈線 RLR斜 暦 消 ナ デ
にぶい黄
にぶい黄橙

砂 C

3C21h Ⅲ層上面 深鉢 Ⅲ 2 ヨ縁著卜岩
径帯 、縄 文 、

尤線
RLR斜 磨 消 ナ デ

灰責褐
明赤褐

砂 C

2B23h lll層 上面 深 鉢 Ⅲ 3
口 ～ 胴
1/2

電文、沈線 RLR斜 審消
日:ケ ズリ
→ナデ

にぶい責橙
にぶい責橙

砂 外面回縁におこげ

3BAu Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅲ 3
口～胴上
1/5

電文、沈線 LR縦 磨 消
口 ～ 胴 上 :

ナデ
にぶい橙
にぶい黄橙

砂 C

3C24p lll層 上面 深鉢 Ⅲ 3 日縁部片 電文、沈線 RLR斜 警1肖 ミガキ
にぶい黄橙
黒褐

砂 雲 A 718と 同一個体

3C24p Ⅲ層上面 深鉢 Ⅲ 3 日縁部片 電文、沈線 RLR斜 昏消 ミガキ にぶい責橙
黒褐

砂  雲 A 717と 同一個体

観察表
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版

号

図
番

真

版
写
図 出上位置 出土層位 器種 分 類

存
位

残
都

面

内  面
調

調

色

色
面

面

外

内 胎  土 I・L成 備  考
文 様 縄  文 手  法

3C21h Ⅲ層上面 深鉢 口縁部片 縄文 、沈線 LR絲髭 磨消 ミガキ 掲
赤褐

砂  雲 アト面に炭化物

107 3B2m Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅱ 3 口縁 部片 紀文、沈線 LRL斜 磨消 ナ デ
褐

褐 砂 ′卜面に炭化物

107 3B41 Ⅱ屏上面 深鉢 Ⅲ 5 口縁部片 縄文、沈線 LR縦 充 填 ナ デ
にぶい黄橙
明責褐

砂 石 A

722 3B3k Ⅲ層上面 深鉢 Ⅲ 2、 3 胴部片 紀文、沈線 RLR斜 暦 消 ナデ
明赤褐
明褐

砂 雲

3C18f Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅲ 2、  3 伺下～底 縄文、沈線 RLR縦 磨 消 ケズリ→ナデ
にぶい責褐
にぶい褐

砂

2A15v 皿厨上面 深鉢 Ⅲ 5 周部片 縄文、沈線 LR縦 磨 消 ナ デ
浅黄
にぶい黄橙

砂 A

3Blj Ⅲ層 _L面 深 鉢 Ⅲ 2、 3 同部片 縄文 、沈 4・R RL縦 ナ デ
にぶい黄橙
黒褐

砂 簑 C 勺面に炭化物

726 107 3C20i Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅲ 2、 3 胴都片
突
線

刺
沈

縄 文、 RL斜 磨消 チ デ
にぶい黄褐
明赤褐

秒 C

727 107 3B13t Ⅱ厨■面 深鉢 Ⅲ2、 3
底部のみ
(破片 )

紀文 、沈線 LR斜 磨 消 ナ デ
にぶい黄橙
橙

砂

3 Bllu Ⅲ屑 上画 朱体 Ⅲ 6
口～胴上
1/4

4亀文 LR横 口 :ナ デ
苦
（苦
（

淡

淡 砂 白 C

3C18f Ⅲ層上 面 深 鉢 Ⅲ 6 月同部片 電文 RL縦 ナtr? にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 A

3C21h Ⅲ層上面 深鉢 Ⅲ 6 口縁部片 見文 RL横 ナ デ
明赤褐
にぶい赤褐

砂 A

107 3C21h Ⅲ層上面 深 鉢 日縁部片
把 厚 日 縁、
4電文

RLR横 ナ デ
にぶい褐
にぶい褐

砂 C

732 3C21h Ⅲ層上面 深 鉢 口縁部片 電文 I´ R横 ナ デ
にぶい黄掲
にぶい掲

秒 C

733 3C21h 皿層上面 深鉢 月日きる片 電文 LR,陵 ナ デ
褐

褐

赤

赤
明

明 砂 A

3B16s Ⅲ磐上面 深 鉢 月同部片 電文 LR横 ナデ P
にぶい黄橙
にぶい褐

砂 芸 C

3C23n Ⅲ層 _L面 深鉢 】同者Б片 蠅文 RL横 ナ デ
掲

褐

黄

責
灰

灰 砂 雲 勺タト面 に炭化物

3C23n El層 上面 深鉢 llalttБ 対 健文 LR維 ナ デ
褐灰
橙

砂 A

3Ble Ⅲ層上面 深 鉢 阿都片 健文 L縦 ナ デ
灰褐
赤褐

砂 雲
619、 620、 623同

3C18d Ⅲ層 _[面 深鉢 同部片 健文 L縦 ナ デ
掲
褐

灰
赤 砂 雲 ,18ヽ 6釣 同一

108 3B3f IIl層 上 面 深鉢 Ⅳ l ヨ縁 部片
刺突、縄文、

沈線
LR横
RL横 磨 消 ナ デ

褐
褐

灰
赤 砂 雲 C

108 3Ble Ⅲ層上面 深 休 Ⅳ ] ヨ縁著L片
刺突、縄文、

沈線

LR横
RL横 磨消 ナ デ

灰褐
明赤褐

砂 雲 C

752 3C23p Ⅲ層土面 深鉢 Ⅳ l LI縁部片 健文、沈線 LR横 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい責橙

砂 芸 A

753 108 3C24m Ⅲ層上面 深鉢 Ⅳ l 口縁 部片 健文 、沈線 RL横 ナ デ
橙

橙 砂 雲 A

754 3C23p Ⅲ層上面 1朱鉢 Ⅳ l 冊言Ь,キ 縄文、沈線 L RIH 磨消 ナ デ
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 C

3B7o Ⅱ層上面 深 鉢 Ⅳ 〕 口縁部片
沈 線 (竹 管
状工具 )

ナ デ
褐

掲

赤

黄
明

明 砂 A

3B5i I層 上面 深鉢 Ⅳ l 同部片 縄文、 it線 LR横 磨 消 ナ デ
橙

橙 砂

4C2r Ⅲ層上面 浜 鉢 Ⅳ l lal部 片 縄文、沈線 LR横 磨消 ミガキ 灰褐
褐

砂 雲 A

108 3C25j Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅳ l 婦部片 縄文、沈線 しR斜 磨消 ミガキ
にぶい赤褐
黒掲

砂 雲 B 勺面 にお こげ

108 3C20k Ⅲ層上面 深鉢 Ⅳ l 同部片 縄文、沈線 RL横 帝券電文 ミガキ 橙
にぶい黄褐

砂 A

108 3C23j Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅳ l 縄文、沈線 しR斜 磨消 ナ デ
にぶい黄褐
にぶい黄袴

砂 雲 A

108 3B3f Ⅱ層上面 深 鉢 W4 月同士卜)キ 縄文、沈線 LR斜 磨消 ミガキ
褐赤

褐
明
赤 砂 A

762 108 3B8g Ⅲ層上面 深鉢 IV l I同 音卜片 縄文、沈線 LR維 磨 消 ナ デ
褐

褐

赤

黄
明

灰 砂 A
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図版
番号

真
版

写
図 出上位置 出土層位 器種 分類

存

位

残

郡

面
内  面

外面色調
内面色調

胎  土 完成 備 考
文  様 縄 文 手  法

763 108 3C19e Ⅲ層上面 深 鉢 Ⅳ 4 胴都片 縄文、沈線 RL横 ミガキ にぶい貢
橙黒褐

砂 C

764 106 3C24m Ⅲ層上面 深鉢 口縁部片
縄 文、 押 圧
縄文

押圧 RL、
RL横 縄文→押圧 ナ デ

にぶい責橙
橙

砂 石 雲 A

765 108 l号墓 埋 土上位 鉢 Vユ 口縁部片 沈線、縄文 RL横 ナ デ
暗灰黄
暗掲

砂 石 A 勺外面におこげ

766 108 3B2f Ⅲ層上面 深鉢 Ⅳ 5 B同下～底 縄文 LR縦 、斜 ナ デ
掲

掲

赤

赤
明

明 砂 C

観察表

第11表  土製品観察表

版
号

図
番

真
版

写

図
遺 穏 名 出土層位 器  種 残存状態 文 様 色調 (表 裏 ) 胎  土 発け 備 考

2号住居 埋土 中 粘土塊 明責褐

8号住居 埋土上位 斧状土製 品 1/2欠損 穿孔 (側 面 )、 縄文 (LR)、 it線
橙
にぶい黄橙

妙 A

8号住居 床面上 斧状土製品 先端都欠損 穿子L(側 面 )、 縄文 (LR)、 沈線
褐

褐

黄

黄

月

月 砂 A

12号住居 里土中位 土製円板 完形 無文
褐

褐

黒

明 砂 表面に炭化物

163 14号住居 埋土下位 土製 円板 完 形 縄文 (LR)
§

登 砂 C 表面に炭化物

164 14号住居 埋土中位 斧47k土製品 完形 穿孔 (正 面 )、 縄文 (LR)、 沈線
掲

褐

黄
黄

明

明
砂 石 A

片面に付着物
(ア スファルトP)

165 14号住居 里土上位 斧状土製品 先端部欠損 穿孔 (側 面 )、 縄文 (LR)、 沈線
明黄褐

明黄褐
砂 雲 A

16号住居 埋上 中位 土製円板 完形 縄文 (RL)
橙

橙 砂

16号住居 里土 L位 不 明 先端部欠損 ? 無文
褐

褐

赤
赤 秒  雲

18号住居 床面上 斧状土製品 先端部欠損 無文、穿孔 (正面 )

にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 石 C

18号住居 埋土 中位 不 明 一部欠損 無文
にぶい掲
にぶい褐

自 A

18号住居 埋土上位 土製円板 表面剥離 電文 (RL) にぶい責橙
橙

砂 C

19号住居 里土 中 土製 円板 完 形 無文
にぶい黄褐
にぶい黄褐

砂 C

20号住居 埋 上下位 土製 円板 一部欠損 先線
責

黄

淡

灰 砂 A

22号住居 埋土中位 土製円板 完形 縄文 (LR) にぶい責褐
にぶい黄橙

妙 石 A

388 28号住居 埋 土上位 籍状土製品 両端部欠損 縄文 (LR) にぶい黄橙
にぶい黄橙

少 C 片面に炭化物

389 28号住居 埋土上位 土製耳飾 り 3/4欠 損 刺突
にぶい黄

少 A

390 28号住居 埋土上位 土製円板 完形 陸帯、縄文 (RL)、 沈線
褐

褐
黄

黒

灰

28号住居 埋 土 中位 土製 円板 完形 縄文 (RLR) 橙

明赤褐
砂 C

392 28号住居 埋 土上位 土製 円板 完形 縄文 (RLR) にぶい橙
にぶい責橙

砂 B

393 28号住居 埋土上位 土製円板 完形 縄文 (LR) 灰黄
にぶい褐

砂 A

30号住居 埋土 中位 土製 円板 と/2欠損 径帯、縄文 (Rし )、 ナ デ
灰責褐

橙
砂 雲 A

489 30号住居 埋土上位 土製 円板 完形 径帝
にぶい褐
にぶい褐

砂 石 C

30号住居 埋土上位 土製円板 完形 縄文 (RLR) にぶい褐

灰黄褐
砂 雲 C

98 30号住居 埋土上位 土製 円板 完形 縄文 し)

褐

褐

黄

黄

一人
一人

砂 雲

492 30号住居 埋土中位 土製 円板 完形 縄文 (RLR) にぶい褐
灰黄褐

砂 C
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版
号

図
呑

真
版

写

図
適 格 名 出土層位 器 種 残存状態 文 様 色 調 (表 堡霊, 胎  土 売成 備 考

493 30号 住居 埋土上位 土製円板 完形 縄文 (RL) 暗灰黄
にぶい褐

砂 雲 C

30号住居 埋土 上位 土製円4X 一部 欠損 縄文 (RL)
にぶい責褐

明赤掲
砂 雲 C

495 30号 住居 埋 土中位 土製 円板 完形 縄文 (LR)
にぶい責橙

橙
砂 石 A

496 98 ,0号住居 埋土上位 土製円板 完形 縄文 (LR) 黒掲 橙 砂 C

98 lKl号住居 埋土上位 土製円板 完 形 縄文 (LR)
灰黄褐
にぶい褐

砂 雲 C

;0号住居 埋 北上位 土製円板 完形 縄文 (RL)、 沈線
にぶい責褐
にぶい黄褐

砂 雲 B

30号住居 埋土上位 土製円板 完形 隆帯、沖電文 (RLR)、 ナデ
明黄褐
にぶい黄

砂 C

〕0号住居 埋 土上位 土製円板 完形 縄文 (RL)
にぶい責橙

仄黄褐
砂 B

30号住居 埋土上位 土製円板 完形 縄文 (LR) 橙
にぶい橙

t1/N B

30号住居 里土中位 土製円板 一部欠損 縄 文 (L 砂 C 表面に炭化物

30号住居 里土_と位 土製円板 1/3欠損 縄文 (LRL) にぶい黄橙

灰黄褐
砂 雲 C

30号 住居 埋土 中位 土製円板 完形 縄文 (LR)、 沈線
にぶい黄橙
にぶい責橙

砂 石 A 表面に炭化物

505 30号住居 埋土上位 土製円板 完形 範文 (LRL)、 沈線
褐

掲

黒

暗 自 雲 A

506 30号住居 埋土上位 土製円板 完形 電文 (RL?)
にぶい黄橙

灰黄褐
砂 雲 C

527 31号 住居 埋 土 上lNr 斧状土製品 1/2欠損 電文 (LR) にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 C

528 31号住居 埋土下位 斧状土製品 1/2欠損 年孔 (正面 )、 縄文 (LR) 明黄褐
にぶい女橙

砂 B 片面に炭化物 ?

31号住居 埋 土 中位 上製円板 完形 彎文 (RLR) 橙
にぶい褐

砂 B

530 al号住居 埋上上位 土製円板 完形 電文 (LR) にぶい責掲
にぶい赤褐

砂 C

100 〕2号住居 埋土中位 土製円板 完 形 電文 (LR)
にぶい責橙

黒褐
砂 C

100 〕2号住居 里土上位 土製円板 完形 螢帯
にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 A

32号住居 里土 中 土製円板 完形 堡帯、縄文 (RLR) 黒褐
にぶい黄橙

砂 C

550 100 34号住居 里土上位 粘土塊 にぶい責橙 工具痕あ り

34号住居 埋土上位 土製円板 1/2欠 損 縄文 (RLR) 灰黄掲
にぶい黄橙

砂 A

552 34号住居 埋土上位 土製円板 完形 径帯、縄文 (LR) 沈線
にぶい責褐
にぶい黄橙

砂 A

553 34号住居 里土中位 土製円板 1/2欠損 健文 (RLR)
黒褐
にぶい責橙

砂 C

H号住居状

遺構
埋土上位 土製円板 完形 健文 (RL)

にぶい黄橙

明褐
砂 石 C

包含層① Ⅱ層 階土塊 男赤掲

740 108 3C21m I層 土製円板 完 形 登帝 、縄 文 (RLR)
にぶい責掲

にぶい責掲
砂 C

108 3B2m I層 土製円板 1/3欠損 隠文 (RL)
にぶい責褐
にぶい黄橙

砂 石 A

742 3C25i Ⅱ層 土製円板 完形 螢帯、縄文、沈線
橙

橙 砂  石 A

743 108 3C23m I層 土製円板 毛形 径帝 、縄文 (RLR)、 沈 線
明黄掲

にぶい責掲
砂 B

744 108 3B7o I層 土製円板 完形 隠文 (LR) 明黄褐

黒褐
砂 B

745 108 3C23m Ⅱ層 土製円板 完形 隆帯、縄文 (RLR)、 沈線
にぶい責掲
にぶい責褐

砂 A
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図 遺 構 名 出土層位 器 種 残存状態 文   様 色調 (表 裏 ) 胎  土 備    考

108 3C23m I層 土製 円板 完 形 縄文 (RLR) にぶい黄橙
淡黄

砂 石 A

747 108 3C20j I層 土製円板 完形 縄文 (RLR) 明黄幅
にぶい黄橙

砂 A

748 3C24p Ⅱ層 土製 円板 一部 欠損 縄文 (LRL) 橙
にぶい責掲

砂 A

表採 土製円板 完形 無 文
灰黄
にぶい栓

砂 A

3C25i I層 粘土 1/t 明黄褐 C 工具痕あ り

観察表

第12表 石器観察表

版

号

図

番

哀

版
写

図
器  種 出上位置 出土層位 石   質 産  地 分 類 残存状態 長 さ(mm 幅(mm) 厚 さ(mm) 重量 (g) 備 考

磨製石斧 1号住居 埋土下位 蛇紋岩
北上 山地

早池峰付近
刃部欠損 (13135) 2498 36659

砥 石 1号住居 埋土 F位 砂岩 奥羽山脈 1/2以上 久 9213 9038 3927 29734 石皿の転 用品

フレイク 3号 住居 床面直上 買岩 奥羽山脈 3c類 3505 4370 1055 1182

フレイク 3号住居 床面直上 買 岩 奥羽 山脈 2b類 3692 922

磨石 3号住居 床面直上 細粒閃緑岩 北上山地 完形 11653 7378 4987 70835

スクレイパー 4号住居 床面直 に 買岩 奥羽山脈 la類 完 形 3652

スクレイパー 8号住居 埋土 中位 頁 岩 奥羽 山脈 2c類 完 形 7732 2158

スクレイパー 8号住居 里土上位 買岩 奥羽山脈 lc類 完形 3769 1088 2176

スクレイバー 8号住居 里土 中位 買岩 奥羽山DR ld類 完 形 3365 2296 394 石鏃未成品か

109 スクレイパー 9号住居 埋土 中位 貢岩 奥羽山脈 2d類 一部欠損 4227 2421 1120 1458

80 石 鏃 10号住届 里土上位 買岩 奥羽山llk 先端欠 2518 364 076

81 石 鏃 10号住居 炉 内 買 岩 奥羽山脈 先端欠 2123 1473 528

スクレイパー 10号住居 埋土 中 頁岩 奥羽山脈 la類 完 形 6409 6409 6409 2048

石 鏃 H号住居 床面直上 買岩 奥羽山脈 完形 2684 1570 375

石 鏃 H号住居 里土上位 頁岩 奥羽山脈 基部欠 2378 1625

石 錐 H号住居
床面上

(剥 片集中)

貢岩 奥羽山脈 完 形 2950 673 168

スクレイパー 11号住居 埋上下位 買岩 奥羽山脈 lc類 完形 3396 石匙未成品か

98 Rフ レイク 11号住居 埋土下位 買岩 奥羽山脈 4139 3926

フレイク 11号住居 埋上下位 頁岩 奥羽山脈 2a類 3676

フレイク 11号住居
床面上

(剥 片集中)

頁岩 奥羽山脈 la類 4120 2554 1083

石 皿 11号住居 埋上下位 砂岩 奥羽山脈 3/3欠 損 15367 10439 6636 63897

102 睡石製 品 11号住居 埋 土 中位 安山岩 奥羽 山脈 完 形 9778 (5187) 13032

石 鏃 12号住居 埋上下位 貢岩 奥羽山脈 完形 043

120 石 鏃 と2号住居 埋土上位 買岩 奥羽山脈 基部欠 2197 057

111 石 鏃 12号住居 埋土 中 貢岩 奥羽山脈 基部欠 366

-251-



版

号

図
番

真

版

写

図
器   種 出上位置 出土層位 石   質 産 地 分  類 残存状態 長 さ(mm 幅(mm) 厚 さ(mml 重豊 (g) 備  考

石 錐 12号住居 埋土下位 頁 岩 奥羽山脈 2類 先端 欠 2699 1213

スクレイパー 12号住居 埋上下位 頁 岩 奥羽山脈 lc類 完形 5492 2633 1725

Rフ レイク 12号住居 埋土中位 頁岩 奥羽山脈 4846 1179

111 スクレイパー と2号住居 埋 土 買 岩 奥羽山脈 la類 完形 3423 597

126 111 磨 石 12号住居 埋 土中 花商岩 北上 山地 1/2以上欠 (4035) 9064 6609 27556

111 石 皿 12号住居 埋土中 安山岩 奥羽山脈 2/3欠 損 (12342) 4764 3163 13969

111 Rフ レイク 13号住居 柱穴内 頁 岩 奥羽山脈 2426 907

111 石 鏃 14号住居 埋土上位 貢岩 奥羽山脈 基部欠 2438 129

111 スクレイパー 14号住居 埋土上位 更岩 奥羽 山脈 2d類 完 形 2473 2334

168 111 スクレイパー 14号住居 埋上下位 買岩 奥羽 山脈 ld類 完形 2389 647 269 石鏃未成品か

169 スクレイパー 14号住居 埋土中 買岩 奥羽山脈 lc類 完″ 7889 3340 1028 2318

170 石 匙 14号住居 埋土中位 更岩 奥羽山脈 2類 完 形 5904 2554

171 スクレイパー 14号住居 埋土下位 頁岩 奥羽山脈 lc類 完形 6276 4595 1383 3696

フレイク 14号住居 埋上下位 頁岩 奥羽山脈 2c類 3038 827 367

磨石 14号住居 里土中位 ll粒 閃緑岩 北上山地 完 形 9352 7229 124578

石錐 16号 住居 埋土下位 頁 岩 奥羽山脈 1類 完形 937

石 匙 と6号住居 埋上下位 更 岩 奥羽山脈 2類 毛形 6298 1292 アスファルト付着

Rフ レイク 16号住居 埋土上位 赤色頁岩 奥羽 山脈 1523

Rフ レイク 16号 住居 埋土中位 買 岩 奥羽山脈 3346 2027 1407

磨製石斧 16号 住居 埋土下位 陀紋岩
】ヒ上山地
早池峰付近

毛形 3329 1433

112 石 鏃 17号住居 埋土上位 頁 岩 奥羽山脈 基部欠 2348 046

フレイク 17号住居 埋上下位 頁 岩 奥羽山脈 3c類 3626 2589 709 468

石 匙 18号住居 埋土上位 頁岩 奥羽山脈 2類 完形 7912

フレイク 18号住居 埋土 中 頁 岩 奥羽山脈 2c類 1166 1037

267 磨 石 18号住居 床下土坑 内 花曲岩 北上 山地 完形 11279 5990 87554

268 磨 石 18号住居 埋土中位 細粒閃緑岩 】ヒ上山地 完形 9757 7214 3715 42138

269 112 軽石製品 18号住居 炉 内 隆石 奥羽 山脈 完 形 4152 1495

304 スクレイパー 31号住居 埋土下位 頁 岩 奥羽山脈 la類 完形 4137 3528 1267 1107

305 磨 石 21号住居 埋土中位 花商岩 北上 山地 毛形 6689 4974 2571 12945

306 113 磨石 31号住居 埋上下位 安 山岩 北上 山地 完 形 13246 109534

307 磨 石 21号住居 理土中位 花前岩 】ヒ上山地 完形 10842 6529 8829

フレイク 離 25号住居 里上下位 頁岩 奥羽山lrk 2b類 4630 1268 1884

113 石鏃 26号住居 末面直上 頁 岩 奥羽 山脈 完形 2046 375
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器  種 出土位置 出土層位 石   質 産  地 分  類 残存状賠 長 さ(mm) 幅 (mm) 厚さ(mm 重量 (g) 備  考

フレイク 26号住居 床面上 買岩 奥羽山脈 lb類 2584 3682 1137

394 スクレイパー 28号 住居 埋 土上位 貢 岩 奥羽山脈 la類 完形 5225 789 1223

スクレイパー 28号 住居 埋 上 中位 買 岩 奥羽山脈 la類 完 形 7026 2492 1338

896 Rフ レイク 28号住居 埋土上位 頁岩 奥羽山脈 2935 2226

フレイク 28号住居 理土上位 買 岩 奥羽山脈 3b類 3395 835

磨 石 28号 住居 埋土 中位 化尚岩 北上 山地 完形 12554 11713 5■ 60 127617

399 磨石 28号 住居 埋土中位 岩］画一化 北上 山地 完形 6983 4470 2625 と2259

507 スクレイパー 30号 住居 廷滞 中 買岩 奥羽山脈 2a類 完形 4730 5662 1354 2904

508 スクレイパー 30号住居 斐溝中 頁岩 奥羽山脈 la類 完形 5937 2797 1536 2556

石 鏃 31号住居 床面上 買岩 奥羽山BFt 完 形 1453 343 088

石 匙 〕5号住居 床面上 頁岩 奥羽山脈 3類 完形 5846

584 スクレイパー 8号住属状

遺構
埋土上位 買岩 奥羽山脈 lc類 一部 欠損 2125 1706 289

スクレイパー
H号住居状

遺格
望土下位 買 岩 奥羽山脈 lc類 完 形 2813 697 355

767 石 鏃 4C2u Ⅲ層上面 頁岩 奥羽山脈 先端欠 187

スクレイパー

(錐 ?)
3B6亜 Ⅲ層上面 買岩 奥羽山脈 ld類 完 形 2636 2974 886 604 石錐未成品か

769 フレイク 3B4m Ⅲ層上面 頁 岩 奥羽山脈 lc類 4768 3387 12陶

フレイク 3B4m 肛層 上面 頁岩 奥羽山μR 2c類 3619

磨製石斧 3B17x Ⅱ層 田粒閃緑岩 北上 山地 略完形 12589 5195 2609

772 磨製石斧 3C23u Ⅲ層 上面 細粒閃緑岩 北上 山地 刃部欠損 (8194) 14226

観察表

第13表  コハク観察表

写真図版番号 出 土 位 置 (遺構名) 出 土 位 置 重量

115① 14号住居跡 埋土上位 026

15② 14号住居炉 B 埋土 中

115③ 16号住居跡 埋土中位 026

115④ 36号 住居跡 埋上下位

5⑤ 54号土坑 埋上下位

115⑥ 3C2_2i Ⅱ層上面 127

H6⑦ 3C24j Ⅲ層 上面

H3③ 3C24j Ⅲ層上面 009

139 3C25k Ⅲ層上面

H3⑩ 3C25k 皿層上面 020

第刊4表 古銭観察表

版
号

図
番

写真
図版

出土位置 出土層位 銭 貨 名 備   考 初鋳年 (鋳造年 ) 材 質 た て よこ (mm) 厚 さ (mm) 年径 (mm) 重 量

773 と号墓 埋 土 中 熙寧元寅 1068 銅 2374 2374

774 3号墓 埋 土 中 FE寧元賓 1068 銅 2383 705 292

5号墓 埋 上下位 寛永通宝
新寃永
2枚重

背文
1668 2413 2385

276
(2枚 )

672

776 5号墓 埋上下位 寛永通宝 古寛永 1636 銅 2435 2422 255

-253-
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調査区北部 (南東から)

調査区中央 (北西から)
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写真図版 1 調査区全景

調査区南東部 (東から)



基本層序② (南西から)

基本層序④ (南西から)

1号住居状遺構 (北から)

写真図版2 基本層序、 1号住居状遺構
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写真図版 3 1号 住居状遺構、 司号土坑

1号土坑断面 (南 東から)
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写真図版 4 1号 住居跡
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2号住居跡炉

写真図版 5 2号 住居跡
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3号住居跡・ 2号土坑 (南東から)

3号住居跡断面 (北東から)
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3号住居跡炉 (南 東から)

写真図版 6 3号 住居跡・ 2号土坑
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4号住居跡 (南東から)

4号住居跡断面 (北西から)
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写真図版 7 4号 住居跡

4号住居跡炉 (南東から)



5号住居跡 (東から)
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5号住居炉 (東から)

写真図版 8 5号 住居跡
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写真図版 9 6号 住居跡

6号住居跡土器出土状況 (南東から)



7号住居跡断面 (南東から)

7号住居跡炉断面 (南から)

7号住居跡炉断面 (東から)

写真図版10 7号住居跡
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写真図版11 8号住居跡

8号住居跡炉 (南 東から)



9号住居炉 (南から)
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写真図版12 9号住居跡
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写真図版 13 10号住居跡

10号住居跡炉 (南 東から)



11号住居跡 (南東から)

11号住居跡断面

11号住居跡炉 (南東から)

写真図版14 11号住居跡
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写真図版 15 12A・ B号住居跡

12A・ B号住居跡断面 (北 東から)



12A号住居跡炉 (南 から)

12B号住居跡炉 (南東から)
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13号住居跡 (南 から)

写真図版16 12。 13号住居跡
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写真図版 17 13号住居跡

13号住居跡埋設土器 (南西から)



14号住居跡 (東 から)

14号住居跡断面 (東 から)
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■14号住居跡炉A(東 から)

写真図版刊8 14号住居跡
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14号住居跡炉B(南から)

15号住居跡 (南東から)
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写真図版19 14・ 15号住居跡

15号住居跡断面 (南東から)



15号住居跡炉 (東 から)

16号住居跡 (東から)

16号住居跡断面 (南東から)

写真図版20 15。 16号住居跡
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16号住居跡炉 (東から)

17号住居跡 (北西から)
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写真図版21 16・ 17号住居跡

17号住居跡断面 (南東から)
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17号住居跡炉 (北西から)

18号住居跡 (東から)
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写真図版22 17・ 18号住居跡

18号住居跡断面 (南から)



18号住居跡炉 (東から)

18号住居跡炉断面 (東から)

18号住居跡床下土坑土器出土状況

(南東から)
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写真図版23 18号住居跡



19号住居跡 (南 西から)

19号住居跡断面 (南西から)

.ギく

19号住居跡炉 (南 西から)

写真図版24 19号住居跡
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20号住居跡 (南東から)

20号住居跡断面 (南から)
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写真図版25 20号住居跡

20号住居跡炉 (南東から)
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21号住居跡炉 (東 から)

写真図版26 21号住居跡
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22号住居跡 (南東から)

22号住居跡断面 (南東から)
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写真図版27 22号住居跡

22号住居跡炉 (南東から)



23号住居跡 (北から)

23号住居跡断面 (南から)

23号住居跡炉 (北から)

写真図版28 23号住居跡
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24号住居跡 (東から)

24号住居跡炉 (東から)
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写真図版29 24。 25号住居跡

25号住居跡 (東から)



25号住居跡炉 (東から)

24・ 25号住居跡断面 (東から)

26号住居跡 (北から)

写真図版30 25。 26号住居跡
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26号住居跡断面 (南東から)

26号住居跡炉 (北から)
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写真図版31 26・ 27号住居跡

27号住居跡 (南から)



27号住居跡断面 (南西から)

27号住居跡掘 り込み (北 から)

28号住居跡 (南東から)

写真図版32 27・ 28号住居跡

-287-



議

=マ
事爵

=こ

I,.

28号住居跡断面 (南西から)

28号住居跡炭化物検出状態

(南 東から)

-288-

写真図版33 28号住居跡

28号住居跡炉 (南 東から)



29号住居跡 (南東から)

29号住居跡断面 (西から)

30号住居跡 (北東から)

写真図版34 29。 30号住居跡
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30号住居跡断面 (東 から)

30号住居跡炉 (北東から)

30号住居跡柱穴 (根固め石)

(北から)
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写真図版35 30号住居跡



31号住居跡 (南東から)

31号住居跡 (南西から)

31号住居跡炉 (南東から)

写真図版36 31号住居跡
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32号住居跡 (南東から)

32号住居跡断面 (南東から)

-292-

写真図版37 32号住居跡

32号住居跡炉 (南東から)



33号住居跡 (北東から)

34号住居跡 (南東から)

35号住居跡 (北から)

写真図版38 33～ 35号住居跡
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35号住居跡断面 (南西から)

35号住居跡炉 (南から)
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写真図版39 35。 36号住居跡

36号住居跡 (南西から)



36号住居跡断面 (南西から)

36号住居跡炉 (南西から)

37号住居跡 (南西から)

写真図版40 36・ 37号住居跡
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37号住居跡断面 (南西から)

37号住居跡炉 (南東から)
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写真図版41 37号住居跡、 2号住居状遺構

2号住居状遺橋 (北西から)
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写真図版42 2・ 3号住居状遺構

3号住居状遺構断面 (西 から)
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5号住居状遺構 (北 西から)

4・ 5号住居状遺構
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6号住居状遺構 (北 西から)

6号住居状遺構断面 (北 東から)

7号住居状遺構 (北 西から)

写真図版44 6・ 7号住居状遺構
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写真図版45 7・ 8号住居状遺構
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写真図版46 9。 10号住居状遺構
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10号住居状遺構断面 (西から)

11号住居状遺構 。3号土坑

(南東から)
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写真図版47 10。 11号住居状遺構 。3号土坑

11号住居状遺構断面 (南西から)



12号住居状遺構 (西から)

12号住居状遺構断面 (西から)

13号住居状遺構 (北 から)

写真図版48 12。 13号住居状遺構
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写真図版49 13・ 14号住居状遺構

14号住居状遺構断面 (西 か ら)
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写真図版50 4～ 7号土坑
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写真図版51 8～ 司2号土坑
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写真図版52 司3～ 16号土坑

16号土坑断面 (北 東から)
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写真図版53 17～ 20号土坑

20号土坑断面 (南 から)
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作業風景

24号土坑 (北東から)

写真図版54 21～ 24号土坑

24号土坑断面 (北 から)
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写真図版55 25～ 28号土坑
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写真図版56 29～ 32号土坑
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写真図版57 33～ 36号土坑

36号土坑断面 (南西から)
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写真図版58 37～ 40号土坑
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41号土坑 (東 から) 41号土坑断面 (北東から)
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写真図版59 41～ 44号土坑
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写真図版60 45～ 49号土坑
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写真図版61 50～ 53号土坑
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写真図版62 54～ 58号土坑
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写真図版63 59～ 62号土坑



63号土坑断面 (西 から)

64号土坑 (西 から)

64号土坑断面 (西 から)

写真図版64 63・ 64号土坑
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写真図版65 1～ 3号掘立柱建物

-320-

3号掘立柱建物跡 (北 東から)
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写真図版66
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写真図版67 1号住居状遺構、 1号土坑出土土器
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写真図版68 1～ 3号住居跡出土土器
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写真図版69 3～ 8号住居跡出土土器
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写真図版70 8。 9号住居跡出土土器
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写真図版71 10号住居跡出土土器
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写真図版72 10・ 11号住居跡出土土器
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写真図版73 12号住居跡出土土器
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137

写真図版74 13・ 14号住居跡出土土器
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写真図版75 14号住居跡出土土器
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写真図版76 14・ 15号住居跡出土土器
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写真図版77 16号住居跡出土土器 (1)
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192

写真図版78 16号住居跡出土土器 (2)
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写真図版79 16号住居跡出土土器 (3)
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写真図版80 17・ 18号住居跡出土土器
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写真図版81 18号住居跡出土土器 (1)



255

写真図版82 18号住居跡出土土器 (2)

256
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278

写真図版83 18 ～ 20号住居跡出土土器
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写真図版84 20。 21号住居跡出土土器
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写真図版85 22・ 23号住居跡出土土器
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写真図版86 24,25号住居跡出土土器
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写真図版87 24～ 27号住居跡出土遺物
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写真図版88 28号住居跡出土遺物 (1)
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写真図版89 28号住居跡出土遺物 (2)
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407
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写真図版91 30号住居跡出土遺物 (1)



422

写真図版92 30号住居跡出土遺物 (2)
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写真図版93 30号住居跡出土遺物 (3)



写真図版94 30号住居跡出土土器 (4)
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477

写真図版95 30号住居跡出土土器 (5)

-350-



-351-

写真図版96 30号住居跡出土土器 (6)
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-352-

写真図版97 31号住居跡出土土器
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545                5401 1

写真図版98 31～ 34号住居跡出土土器
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写真図版99 35。 36号住居跡出土土器



,

写真図版100 1～ 11号住居状遺構出土遺物
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写真図版101 11号住居状遺構出土土器



写真図版102 11～ 14号住居状遺構・土坑出土土器
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660

掘立柱建物、包含層、写真図版104 土坑、 37号住居跡出土土器
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写真図版105 包含層、遺構外出土土器
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713

(1)写真図版106 遺構外出土土器
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写真図版107 遺構外出上土器 (2)



写真図版108 遺構外出土土器 (3)
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写真図版109 1～ 9号住居跡出土石器
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写真図版110 10。 11号住居跡出土石器

102
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写真図版111 12～ 14号住居跡出土石器
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写真図版112 14～ 18号住居跡出土石器
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写真図版113 21～ 36号住居跡、 8・ 11号住居状遺構出土石器



774

写真図版114 遺構外出土石器、中 。近世墓出土古銭
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写真図版115 コハク (1)
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写真図版116 コハク (2)
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ふ り が な ほろたいいせきはっくつちようさほうこくしょ

垂
ロ 名 異帯遺跡発掘調査報告書

百
田 書 名 一般回道340号和井内地区道路改築事業関連発掘調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書

シ リー ズ番 号 第522集

編 著 者 名 須原 拓・戸根貴之

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185呑地 TEL(019)638-9001

発 行 年 月 日 2008年 2月 15日

ふ りが な

所収遺跡名

ふ りがな

所 在 地

コ ー  ド 】ヒれ革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡香号

ほろたいいせき

異帯遺跡 岩手県宮古市

和 井 内 第21

地割字三十刈

30-41よか

032026 LF19-2060 39】認

41分

50秒

141度

43ケ}

20ん少

200605,01

2006.11.10

8,698Eざ 一般 国逮則

号和井内地区

道路改築事業

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

髪帯遺跡 集 落 跡 縄文時代

中期後葉

近 世

竪穴住居跡 37棟

住居状遺構 14棟
土坑    64基
掘立柱建物 3棟
近世墓   5基

縄文土器 (早 期～

晩期、主体 は中期

後葉、大木 9式 )、

土製品 (斧 状土製

品、 土 製 耳 飾 り、

土製円板など)、 石

器、 コハ ク (非 成

品)、 古銭 (寛永通

宝、熙寧元賓 )

縄文時代中期後葉～

末葉の集落遺跡

要  約

縄文時代中期後葉～末葉 (大木 9～ 10式期)の集落遺跡で見つかつた36棟の竪穴住居跡か

らは、複式炉や石囲炉が検出している。竪穴住居数は多いものの、出土した土器からは時期

幅がみられないので、比較的短時期に営まれた集落と考えられる。出土遺物で多いのは、大

木 9～ 10式に比定される土器群である。他に斧状土製品が 8点、土製耳飾 り1点などが出土

している。石器は石鏃などの トウール類がみつかっているが、多くはない。またコハク (非

成品)が出土している。他に前期前葉の住居状遺構、土坑各 1基、晩期前葉の竪穴住居跡 1

棟がある。また中・近世墓も見つかり、墓からは人骨と共に古銭が出土した。
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